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表記と記載内容について 


マーク 

内容 

み 

オプションや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことです。 

Q 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 

B 

注意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

巧っていると便利なことや、 
知っておいていたださたいこ 
とです。 

► 

操作手順などを示してい 
ます。 

(> ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ち友ることを示してし"'ます。 




お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、ありびとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱いち法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読みください。 

• 取扱説明書は、いつでわ読めるよラ 
に必ず車内に保管してください。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どび含まれている場合びあります。 

• 表紙の画像はイメージであり、日本 
仕様とは異なる場合びあります。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合びあります。 

• この取扱説明書には、走行速度び 
100 km / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述びあります 
が、公道を走行する際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守してくだ 
さい。 


• 装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることび 
あります。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の 「 COMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお譲りになる場 
合は、車と一緒にすベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
またはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


〇 メルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式ヴィト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス.ベンツ日本株式会社 
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アシストグリップ . 259 


アシストグリップ . 259 

アダプティブ八イビームアシスト . 117 

アダプティブブレーキ . 65 

アダプティブブレーキランプ . 60 

アテンションアシスト . 215 

アテンションアシストの警告 . 216 

アテンションアシストの設定と解除’’ 215 

雨降りや濃霧時の運転 . 290 

安全のために . 15 

オートマチック車の取り扱い . 18 

警告ラベル . 16 

テ供を乗せるとき . 17 

こんなことにちを意 . 20 

セレクターレバーを操作ずるとさのを意 

(DIRECT SELECT 装備車） . 15 

走行する前に . 16 

イージーエントリー機能 . 98 

クラッシュセンサー連動機能 . 98 

イグニッション位置 . 86 

キーによるイグニッション位置の選択 • 86 
キーレスゴースイッチによる 
イグニッション位置の選択 

(:キーレスゴー装備車） . 87 

インジケーター付きバッテリー . 359 

インストルメントパネル . 24 

左八ンドル車 . 24 

ち八ンドル車 . 25 

インテリジェントライトシステム . 115 

アクティブライトシステム . 115 

コーナリングライト . 116 

八イウェイモード . 117 

フォグランプ強化機能 . 117 

ウィンタータイヤ . 278 

ウオッシャー液 . 275 

ウォッシャー液を補給ずる . 275 

運転席ドアの解錠 . 336 

運転のヒント . 146 

エアコンデイシ ヨナー . 223 


AC モード . 225 

AUTO モードの解除 . 225 

コント□—ルパネル . 224 

設定温度の調整 . 226 

送風口の選択 . 227 

送風モード . 226 

送風量の調整 . 228 

通常の使いち . 225 

デフ□スターモード . 229 

独立温度設定機能 . 228 

内気循環モード . 230 

余熱ヒーター.ベンチレーション’’ 232 

U アデフォッガー . 230 

エアコンディショナーの取り扱い’ •••223 

送風□の調整 . 233 

ェアバッグ 

ウインドウバッグ . 43 

運転席/助手席エアバッグ . 41 

運転席/助手席ペルビスバッグ . 43 

運転席二ーバッグ . 42、43 

エアバッグの作動条件 . 44 

エアバッグの種類と収納場所 . 41 

サイドバッグ . 42 

エマー ジェン シーキー . 336 

キーからエマージェンシーキーを取り外す 
. 336 

エンジン . 286 

エンジンオイル . 269.376 

エンジンオイルの交換時期 . 271 

エンジンオイル容量 . 376 

エンジンオイル量を点検する . 269 

エンジンオイルを補給ずる . 270 

使用するエンジンオイル . 271、376 

エンジンの始動 . 131 

キーによるエンジンの始動 . 132 

キーレスゴー操作によるエンジンの始動 

. 133 

シフトポジション . 131 

エンジンの停止 . 139 

エンジン番号 . 374 

エンジンルーム . 266 

ウオッシヤーミ夜 . 275 

エンジンオイル . 269 
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エンジンルーム . 268 

CLS 350 . 268 

CLS 550 . 268 

CLS 63 AMG . 269 

エンジンルーム内の手入れ . 269 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 271 

ブレーキ 液 . 274 

ボンネット . 266 

冷却水 . 271 

エンジン冷却水温度計 . 154 

オイル•液類/バッテリー . 375 

エンジンオイル . 376 

オイル-液類に関するを意 . 375 

才ートマチックトランスミッションオイル 

. 377 

燃料 . 375 

バッテリー . 378 

ブレーキ液 . 377 

冷却水 . 378 

オイル.液類に関ずるま意 . 375 

応急用スペアタイヤへの交換 . 345 

応急用スペアタイヤに空気を入れる 

(CLS 63 AMG ) . 350 

応急用スペアタイヤを取り付ける • • • • 349 

ジャッキアップずる . 347 

ジャッキダウンずる . 352 

タイヤ交換の準備 . 346 

才ートマチック車の取り扱い . 18 

オートマチックトランスミッション••一142 

運転のヒント . 146 

才ートマチックギアシフト . 149 

シフトポジション . 143 

シフトポジションの選択 . 146 

シフトポジション表示 . 145 

セレクターレバー . 142 

走行モード . 147 

ティップシフト . 150 

パドルによる操作 . 149 

マニュアルギアシフト . 151 

才ートマチックトランスミッションオイル 
. 271.377 

オプションコードプレート . 374 



カップホルダー . 251 


カップホルダー . 251 

可変スピードリミッター . 190 

可変スピード U ミッターを解除ずる’’193 
可変スピード U ミッターを設定する •• 191 
設定速度を変更する . 193 

環境保護について . 15 

寒冷時のを意 . 284 

寒冷時の取り扱い 

寒;令時のを意 . 284 

雪道や凍結路面の走行 . 288 

キー . 72 

キー レスコー . 75 

リモコン機能 . 73 

キーの電池交換 . 340 

キーの電池を点検する . 340 

電池の交換手順 . 341 

キーの電池を点検ずる . 340 

キーレスコ. . 75 

解錠時の設定の切り替え . 77 

キーレスゴースイッチによる 

イグニッシヨン位置の選択 . 87 

救急セット . 305 

クルーズコント□—ル . 187 

クルーズコント□ールを解除する••••190 
クルーズコント □ —ルを設定する •••• 188 

設定速度を変更ずる . 189 

警告ラベル . 16 

けん引 . 363 

車を運搬する . 365 

けん引時のを意 . 363 

けん引ずる . 365 

けん引フックの取り付け . 364 

けん引フックを取り外ず . 365 

けん引防止機能 . 67 

警報を停止ずる . 67 

けん引防止機能を解除ずる . 68 

システムを待機状態にずる . 67 

待機状態を解除する . 67 

故障/警告メッセージ . 308 

安全装備 . 310 
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エンジン . 314 

キー . 321 

車両 . 319 

走行装備 . 316 

タイヤ . 318 

ライト . 313 

故障データ . 21 

子供を乗せるとき . 17、47 

に 0- FIX 対応チャイルド 

セーフテイシート固定装置 . 52 

装着でさるに 0- FIX 対応チャイルド 

セーフテイシート . 55 

チャイルドセーフテイシート . 47 

チャイルドセーフテイシート 
検知システム (CLS 63 AMG ) ……50 
チャイルドセーフテイシート 

検知システムのトラブル . 54 

チャイルドプルーフ□ック . 56 

テヴーアンカー . 53 

ル物入れ . 241 

グ□-ブボックス . 241 

センターコンソールのル物入れ 

(CLS 63 AMG ) . 242 

フ□ントアームレストの小物入れ • • • • 242 

フ□ントシート下部のル物入れ . 243 

U アアームレストの小物入れ . 243 

リアのル物入れ . 243 

こんなことにもを意 . 20 

コンビニエンスオープニング機能 . 127 

コンビニエンスク□ージング機能 • 128.239 

キーレスゴー操作での作動 . 129 

U モコン操作での作動 . 129 

コンビネーシヨンスイッチ . 113 

パッシング . 114 

へッドライトの上向き/下向きの 

切り替え . 114 

ち向指示 . 113 

サンバイザー . 253 

シート . 89 

シートヒーター . 94 

シー トベンチ レーター . 96 


電動ランバーヴポート . 93 

フ□ントシートの調整 . 90 

フ□ントへッドレストの調整 . 91 

マルチコント□—ルシートバック……92 

リアへッドレストの調整 . 91 

シート位置の記憶 . 103 

シート位置の D 乎び出し . 104 

シートヒータ. . 94 

シー トヒーターのトラブル . 95 

シートべ J レト . 104 

シートベルト着用警告 . 107 

シートベルトの高さ調整 . 107 

シートベルトの着用 . 104 

正しい運転姿勢 . 108 

シートベルト着用 警告 . 107 

シートベルトの高さ調整 . 107 

シートベルトの着用 . 104 

シートベルトを着用する . 106 

シートベルトを外ず . 106 

フ□ントシートベルトのテンション 

自動調整機能 . 106 

シートベンチレータ. . 96 

シートベンチレーターのトラブル……96 

シートポケット . 244 

事故-故障のとき . 304 

室内センサー . 68 

警報を停止する . 69 

システムを待機状態にずる . 68 

室内センサーを解除する . 69 

待機状態を解除する . 68 

室内装備 . 251 

12 V 電源ソケット . 258 

アシストグリップ . 259 

カップホルダー . 251 

サンバイヴー . 253 

電動ブラインド （ U アウインドウ）•••254 

時計 . 259 

灰皿 . 255 

フ□ァマット . 259 

ライター . 256 

自動防腔:機能 . 101 

車内か5の解錠/施錠 . 80 
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車外ライト残照機能 . 112 

車外ライト残照機能を一時的に解除ずる 
. 112 

車載工具/応急用スペアタイヤ . 306 

CLS 350 / CLS 550 . 306 

CLS 63 AMG . 307 

タイヤフィットび車載されている車種307 

車載品の収納場所 . 304 

救急セット . 305 

事故.故障のとさ . 304 

車載工具/応急用スペアタイヤ……306 

停止表示板 . 305 

非常信号用具 . 304 

輪止め . 308 

車速感応ドア□ック 

車速感応ドア□ックの設定/解除••••81 

車速感応ドア□ック . 81 

車台番号 . 374 

車内か5の解錠/施錠 

ドアごとの解錠/施錠 . 80 

ドア n ックスイッチ . 80 

車内か5のドアの開閉 . 79 

車両に保存されるデータ . 21 

故障データ . 21 

データび保存されるその他の装備……21 

車両の施錠 . 337 

車両の電子制御部品について . 372 

収納ネット . 244 

助手席足元の収納ネット . 244 

トランク内の収納ネット . 244 

純正部品/純正アクセサリー . 372 

乗員安全装備 . 36 

NECK PRO アクティブへッドレスト •• 47 

PRE - SAFE ⑩ . 46 

SRS (乗員保護補助装置） . 37 

安全上の重要事項 . 36 

エアバッグ . 39 

テ供を乗せるとき . 47 

チャイルドプルーフ□ック . 56 

ステアリング . 97 

イージーエントリー機能 . 98 

ステア U ング位置の調整 . 97 


スノーチェーン . 279 

スピードメーター . 154 

スライディングルーフ . 236 

サンシエード . 238 


スライディングルーフの U セツト •••• 239 
スライディングルーフを開閉する••••237 
スライディングルーフを 

チルトアップ/チルトダウンする- 237 


挟み込み防止機能 . 238 

レインク□-ズ機能 . 239 

積載荷物の制限重量 . 378 

セレクターレバー . 142 

セレクターレバーを操作ずるときの注意 
(DIRECT SELECT 装備車） . 15 

前席上方の操作部 . 32 

センターコンソール . 29 

下部センターコンソール 

(CLS 350 / CLS 550). 30 

下部センターコンソール 

(CLS 63 AMG ) . 31 

上部センターコンソール . 29 

走行ま全装備 . 57 

ABS . 58 

BAS . 59 

EBD . 65 

ESP ⑩ . 60 

アダプティブブレーキ . 65 

アダプティブブレーキランプ . 60 

安全上の重要事項 . 57 

走行時の注意 . 286 

雨降りや濃霧時の運転 . 290 

エンジン . 286 

走行ずるとき . 289 

走行中に異常を感じたら . 289 

タイヤのグ U ップについて . 288 

駐停車ずるとき . 290 

濡れた路面での走行 . 288 

ブレーキ . 286 

雪道や凍結路面の走行 . 288 

走行ずるとき . 289 

走行ずる前に . 16 

走行装備 . 187 
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AIR マティックサスペンション . 198 

AMG RIDE CONTROL サスペンション 

(CLS 63 AMG ) . 200 

アテンションアシスト . 215 

可変スピードリミッター . 190 

クルーズコント□—ル . 187 

ナイトビューアシストプラス . 216 

パーキングアシスト U アビューカメラ205 

パークト□ニック . 202 

ホールド機能 . 193 

レーススタート （ CLS 63 AMG ) ••••196 

レーンキーピングアシスト . 220 

走行中に異常を感じた5 . 289 

走巧と停車 . 131 

ECO スタート/ストップ . 135 

エンジンの始動 . 131 

エンジンの停止 . 139 

駐車 . 139 

長期間駐車するとき . 141 

パーキングブレーキ . 141 

発進 . 134 

走行モード . 147 

タイヤ空気圧警告システム . 281 

タイヤ空気圧警告システムの再起動 •• 281 

タイヤ交換の準備 . 345 

タイヤとホイール . 276.379 

安全に関するを意 . 276 

ウィンタータイヤ . 278.381 

応急用スペアタイヤ . 381 

スノーチェーン . 279 

走行時のを意 . 276 

タイヤ空気圧 . 279 

タイヤ空気圧警告システム . 281 

タイヤトレッド . 277 

タイヤの交換 . 282 

タイヤの回転ち向 . 283 

タイヤの保管 . 283 

タイヤ□—テーション . 282 

タイヤの清掃 . 283 

タイヤの選択、装着と交換 . 278 

タイヤの点検 . 277 


標準タイヤ . 380 

タイヤフィツトでの修理 . 352 

タイヤフィツトの準備 . 353 

夕3メータ. . 154 

正しい運転姿勢 . 108 

チャイルドプルーフ□ツク . 56 

リアドアウインドウのチャイルド 

プルーフ n ツクを設定する . 57 

リアドアのチャイルド 
プルーフ□ツクを設定ずる . 56 

駐車 . 139 

駐停車ずるとき . 290 

長期間駐車ずるとき . 141 

停止表示板 . 305 

停止表示板の組み立て . 305 

ティツプシフト . 150 

データび保存されるその他の装備 . 21 

電球の交換 . 342 

電球に関するを意 . 342 

LED ライト . 342 

その他のライト . 342 

テールランプ . 343 

バイキセノンへツドライト . 342 

電池の交換手順 . 341 

電動ブラインド（リアウインドウ）……254 

電動ランバーヴポート . 93 

ドア . 79 

車外からのドアの開閉 . 79 

車速感応ドア□ツク . 81 

車内か5の解鏡/施錠 . 80 

車内からのドアの開閉 . 79 

ドアウインドウの開閉 . 126 

挟み込み防止機能 . 127 

ドアの操作部 . 33 

ドアミラー . 99 

盗難防止警報システム . 66 

警報を停止ずる . 66 

システムを解除する . 66 

システムを待機状態にずる . 66 

盗難防止システム . 66 
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イモビライヴー . 66 

けん引防止機能 . 67 

室巧センサー . 68 

盗難防止警報システム . 66 

時計 . 259 

トラブ J レの原因と対応 . 329 

エンジン . 332 

オートマチックトランスミッション •• 333 

キー . 329 

チヤイルドセーフティシート 

検知システム . 329 

ナイトビユーアシストプラス . 335 

燃料と燃料タンク . 334 

パークト□ニック . 334 

ワイパー . 331 

トランク . 82 

自動開閉トランク U ッド装備車 . 83 

自動開閉トランク U ッド非装備車……83 
トランクの独立施錠 . 85 

トランクの解錠 . 338 


トランクフ□アボード下の収納スぺース249 
トランクを開いたときの高さ . 378 



ナイトビューアシストプラス . 216 

COMAND ディスプレイの照度調整 •• 219 
ナイトビューアシス h プラスカメラの 

位置 . 217 

ナイトビューアシストプラスの作動’’ 218 
フ□ントウインドウの曇りや巧れ-…220 

歩行者検知機能 . 219 

マルチファンクシヨンディスプレイの 
映像 . 218 

慣5し運転 . 262 

U アディファレンシャル□ック装備車 
(CLS 63 AMG パフオーマンス 
パッヶージ） . 263 

日常の手入れ . 294 

外装 . 294 

ウインドウの清掃 . 297 

高圧式スプレーガンの使用 . 295 

自動洗車機の使用 . 296 

洗車 . 295 


洗車時のを意 . 295 

パーキングアシスト U アビューカメラの 

清掃 . 299 

パークト□ニックセンサーの清掃 •• 298 
マットペイント塗装車の取り扱い’’ 296 

マフラーの清掃 . 299 

ライト類の清掃 . 298 

ワイパーブレードの清掃 . 297 

車内 . 299 

COMAND ディスプレイの清掃 • …300 

ウッドト U ムの清掃 . 301 

シートベルトの清掃 . 301 

ナイトビューアシス h プラス 

カメラの清掃 . 300 

プラスチックト U ムの清掃 . 300 

荷物の固定 . 246 

荷物固定用リング . 246 

荷物の積み方/ル物入れ . 240 

EASY - PACK コンビニエンスボックス248 

カップホルダー . 251 

ル物入れ . 241 

シートポケット . 244 

収納ネット . 244 

トランクフ□アボード下の収納スペース 

. 249 

荷物の固定 . 246 

荷物を積むとさのミ主意点 . 240 

バッグフック . 247 

分割可倒式 U アシート . 245 

ボト J レホ J レタ—— . 253 

ルーフラック . 250 

荷物を積むときの注意点 . 240 

ニューカープレー ト . 373 

燃料 . 375 

燃料消費について . 376 

燃料タンク容量 . 376 

燃料給油フラップの解錠 . 338 

燃料計 . 154 

燃料残量警告な . 154 

燃料の給油 . 263 

燃料を給油ずる . 263 
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J\ 


ノーキングアシスト IJ アビユーカメラ • • 205 

COMAND ディスプレイの映像 . 207 

カメラの位置 . 207 

後退駐車モード . 208 

縦列駐車モード . 210 

パーキングアシスト U アビユーカメラの 

設定 . 213 

パーキングブレーキ . 141 

パークト□ニック . 202 

インジケーター/作動表示灯 . 204 

センサーの感知範囲 . 203 

パークト□ニックセンサー . 202 

パークト□ニックの機能の解除 . 205 

パークト□ニックの作動 . 204 

灰皿 . 255 

フ□ントの灰皿 （CLS 350 /CLS 550) 

. 255 

フ□ントの灰皿 （ CLS 63 AMG ) ....256 
リアの灰皿 . 256 

バッグフック . 247 

発進 . 134 

ヒルスタートアシストの作動 . 134 

バッテリー . 357、378 

VRLA バッテリー . 359 

インジケーター付きノ くッテ U —. 359 

車載バッテリーの電圧/容量 . 378 

バッテリー取り扱いの一般的なを意- -357 

バッテリーの位置 . 359 

バッテリーびあびつたとき . 360 

バッテリー取り扱いの一般的な注意••••357 

バッテリーの位置 . 359 

J のーゥィンドゥ . 125 

コンビニエンスオープニング機能 •••• 127 
コンビニエンスク□ージング機能 

. 128.239 

ドアウインドウの開閉 . 126 

ドアウインドウのトラブル . 130 

ドアウインドウのリセット . 129 

パンクしたとき . 345 

応急用スペアタイヤへの交換 . 345 

タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 • • 345 


タイヤフィットでの修理 . 352 

パンクしたときは . 345 

ビー クルプ レー ト . 373 

エンジン番号 . 374 

オプションコードプレート . 374 

車台番号 . 374 

ニューカープレート . 373 

非常時の施錠/解錠 . 336 

運転席ドアの解錠 . 336 

エマー ジェンシ ーキー . 336 

車両の施錠 . 337 

トランクの解鏡 . 338 

燃料給油フラップの解錠 . 338 

非常信号用具 . 304 

非常点滅な . 114 

ヒューズ . 366 

ヒュースー見 . 367 

エンジンルーム . 367 

トランクルーム . 368 

ヒューズ交換についてのミ主意 . 366 

ヒューズの 位置 . 366 

エンジン j レーム内運転席側の 

ヒューズボックス . 366 

トランクルーム内ち側の 

ヒューズボックス . 367 

ヒューズを交換する . 367 

ブレーキ . 286 

ブレーキ液 . 274、377 

ブレーキ液の交換 . 274 

ブレーキ液の量を点検する . 274 

フ□アマット . 259 

フ□ントシートの調整 . 90 

フ□ントへッドレストの調整 . 91 

分割可倒式リアシート . 245 

バックレストを起こす . 246 

バックレストを倒ず . 245 

へツドライトウォッシャー . 113 

ホールド機能 . 193 

ホールド機能の警告 . 195 

ホールド機能を解除ずる . 195 

ホールド機能を作動させる . 194 

ホールド機能の作動条件 . 194 
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ボトルホルダー . 253 

ボンネット . 266 

ボンネットを閉じる . 267 

ボンネットを開く . 266 

マニュアルギアシフト . 151 

ギアシフト操作 . 153 

シフトアップ表示 （ CLS 63 AMG ) -.153 
マニュアルギアシフトの選択 . 152 

マルチコントロールシートバック . 92 

マルチファンクションステアリング28、155 

音声認識スイッチ . 156 

左側キーパッド . 155 

ち側キーパッド . 156 

リターンスイッチ . 156 

マルチファンクションディスプレイ •••• 155 

AMG メニュー . 182 

記録したすベてのラップタイムを 

消去ずる . 186 

全ラップの計測結果を確認ずる••••185 

ドライブモード表示 . 183 

油温.水温表77^ . 182 

ラップごとの計測結果を確認ずる • • 186 

レースタイマー . 183 

TEL メニュー . 166 

TEL メニューを表示させる . 166 

着信した電話を受ける . 166 

通話を終える（電話を切る） . 166 

通話を保留ずる . 166 

電話帳から電話を発信ずる . 167 

発信履歴から電話を発信ずる . 167 

アシストメニュー . 168 

ESP ⑩の設定 . 168 

アテンションアシストの設定 . 169 

レーンキーピングアシストの設定 •• 169 

才ーディオメニュー . 164 

DVD ビデオのチャプターを選択する 

. 165 

テレビ局を選局する . 165 

トラックを選択する . 164 

ラジオ局を選局する . 164 

設定メニュー . 171 

コンフオート . 180 


車両 . 178 

設定項目の初期化 . 182 

メーター . 171 

ライト . 173 

トリップメニュー . 159 

エンジン始動時からの情報表示-•••160 

基本画面 . 159 

走行可能距離-瞬間燃費表示 . 161 

走行速度表示 . 162 

U セット時からの情報表示 . 160 

ナビメニュー . 162 

交差点（分岐点）に接近しているとさ 

. 163 

ルート案内中の表示 . 163 

ルート案内を行なっていないとき’’162 
ルート案内を行なっているとき’ • • • 162 
マルチフアンクシヨンステア U ング•’155 

音声認識スイッチ . 156 

左側キーパッド . 155 

ち側キーパッド . 156 

U 夕ーンスイッチ . 156 

メニューリスト . 157 

メンテナンスメニュー . 170 

故障表示 . 170 

ミラー . 99 

自動防眩機能 . 101 

ドアミラー . 99 

パーキングヘルプ機能 . 101 

ルームミラー . 99 

メーターパネル . 26、154 

エンジン冷却水温度計 . 154 

スピードメーター . 154 

タコメーター . 154 

時計 . 259 

燃料計 . 154 

燃料残量警告灯 . 154 

表示巧/警告灯 . 27 

メーターパネルの表示な/警告打……323 

安全装備 . 323 

エンジン . 327 

シートベルト . 323 

メニューリスト . 157 

メモリー機能 . 103 

シート位置の記憶 . 103 
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シート位置の呼び出し . 104 

メンテナンス 

メンテナンスインジケーター画面’ •••292 

自動表示機能 . 292 

手動表示 . 292 

表示メッセージ . 293 


メンテナンスインジケーターのリセット 
. 293 



ライター . 256 

CLS 350 /CLS 550 . 257 

CLS 63 AMG . 257 


ライター . 256 

CLS 350 /CLS 550 . 257 

CLS 63 AMG . 257 

ライト . 109 

アダプティブ八イビームアシスト •••• 117 
インテ U ジェントライ h システム •••• 115 

コンビネーシヨンスイッチ . 113 

車外ライト残照機能 . 112 

非常点滅灯 . 114 

へッドライトウォッシヤー . 113 

へッドライトの内側び曇るとき . 119 

ライトスイッチ . 109 

ルームランプ . 119 

ライトスイッチ . 109 

才ートモード . 111 

車外ライトの消巧 . 110 

車幅灯 . 110 

パーキングライト . 112 

へッドライト/ LED ドライビングライト 

. 111 

U アフォグランプ . 111 

リアディファレンシャルロック装備車••263 

リアへッドレストの調整 . 91 

リモコン機能 . 73 

リモコン機能の切り替え . 74 

□ケイターライティング . 74 

ルーフラック . 250 

ルームミラー . 99 

ルームランプ . 119 

アンビエントライト . 121 

緊急時点灯機能 . 122 

乗降用ライト . 121 


点灯モードの切り替え . 119 

ドア赤色灯/ドア下部のライト……121 

ドアレバーライト . 121 

リアコンソールライト . 121 

U ア読書灯 . 120 

ルームミラー下部のライト . 121 

ルームランプ、フ□ント読書灯 . 120 

冷却水 . 271.378 

才ーバーヒートしたとき . 273 

不凍液の濃度 . 378 

冷却水の交換時期 . 272 

冷却水の量を点検ずる . 272 

冷却水を補給する . 272 

レーススタート （CLS 63 AMG ). 196 

レーススタートの作動条件 . 196 

レーススタートを使用する . 196 

レーンキーピングアシスト . 220 


レーンキーピングアシストカメラの位置 

. 220 

レーンキーピングアシストの警告’ •••221 
レーンキーピングアシストの設定と解除 
. 222 



ワイパー . 122 

ワイパーの操作 . 122 


ワイパー . 122 

ワイパーの操作 . 122 

ワイパーブレードの交換 . 344 

輪止め . 308 

ABS . 58 

AIR マティックサスペンション . 198 

サスペンションの自動制御 . 199 

車高の自動調整 . 198 

車高の手動調整 . 198 

AMG RIDE CONTROL サスペンション 
(CLS 63 AMG ). 200 

AMG セッティングスイッチ . 201 

サスペンションの自動制御 . 200 

車高の自動調整 . 200 
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BAS . 59 



EASY - PACK コンビニエンスボックス • • 248 


ECO スタート/ストップ . 135 

ECO スタート/ストップの解除/作動 

. 137 

エンジンの自動再始動 . 137 

エンジンの自動停止 . 136 

ESP ⑥ . 60 

ESP ⑩の機能の解除 . 61 

ETS . 61 


スポーツ八ンドリングモード、 ESP ⑩の 
機能の設定/解除 （CLS 63 AMG ) • 63 



NECK PRO アクティブヘッドレスト…47 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
IJ セット . 339 



PRE - SAFE ®. 46 



SRS (乗員保護補助装置） . 37 

SRS 警告灯 . 37 

シートベルトテンシヨナー/ 

ベルトフ ォース リミッター . 38 

シー トベルトテンシヨナ ーと 

エアバッグの作動 . 38 

VRLA バッテリー . 359 


数字 


12 V 電源ソケット 

フ□ントアームレストの小物入れ巧の 


12 V 電源ソケット . 258 

リアの 12 V 電源ソケット . 258 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気巧染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとする環境保 

護対策に取り組んでいます。環境保護 

のため、お車をご使用になるときはじ ( 

下の点にご協力ください。 

• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料の余分な消費び抑えられます。 

• タイヤの空気圧び適正であることを 
確認してください。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けてください。 

• エンジン回転数びその車の許容限度 
の2/3 (許容限度び6,000回転の 
ときは約4,000回転）を超えない 
よラに運転してください。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックび必要 
でないときは、車から取り外してく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
してください。 

• メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
ください。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないでください。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保ってください。 

9 環境 

Daimler AG は、資源を有効活用ずる 
ため、 U サイクル部品を積極的に導 
入していまず。 


安全のために 


左八ンドル車 

セレクターレバーの位置 

才ートマチックトランスミッションの 
セレクターレバーは、センターコン 
ソールではなく、ステア U ングのち側 
にあります。 

セレクターレノ V '—の操作方法 

方向指示やワイパーの操作をする際 
は、誤ってセレクターレバーの操作を 
しないよラに注意してください。事故 
を起こすおそれびあります。 

また、センターコンソールにセレク 
ターレバーがある車両と比べると、セ 
レクターレノ（一の操作ち法び大さく異 
なります。詳しくは（>142ページ） 
をご覧ください。 



セレクターレバーを操作ずるときの 
注意 （DIRECT SELECT 装備車） 
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警告ラベル _ 

車両には警告ラベルび貼付されてい 
ます。警告ラベルには危険な状況を 
回避するための情報や、車を安全に 
使用するための情報などび記されてい 
ます。警告ラベルは絶対にはがさない 
で < ださい。 


保証の適用 _ 

車両の操作を行なラとさや車両に損傷 
び発生したとさは、必ず本書に記載さ 
れている指示に従ってください。指示 
に従わないで発生した車両の損傷に 
ついては、保証の適用外になります。 


走巧ずる前に 


点検と整備 

日常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することび法律で養 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
ご覧ください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディショ 
ナーの冷媒に不足がないか、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

•才ーバーヒートの予防策として、し'' 
つわより頻繁に冷却水量を点検して 
ください。 


日ごろの状態と異なるとき 

エンジンをかけたとさ、いつもと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
ときは、すみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置が自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
がありますび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 

運輯席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
で<ださい。ペダルの下に物び入る 
と、ペダルを操作でさな<なるおそ 
れがあります。 

• フ□アマット*は純正品のみを正し 
く使用してくださし、車に合ったわ 
のを使用しないと、ペダル操作びで 
さな < なるおそれびあります。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車庫巧では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
あります。 

ウオーミングアップ（暖機運輯） 

エンジンび冷えているとさでも、停車 
したままでの暖機運転は必要ありま 
せん。エンジンの始動後は、急加速を 
避けて車をウオーミングアップしてく 
ださい。 

荷物を積むとき 

-荷物はできるだけトランクに積ん 
で < ださい。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してください。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物が投げ出され 
て、乗員びけびをするおそれびあり 
ます。 

• 後席へッドレストの後ちのスペー 
スに荷物を置かないでください。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物び投げ出され 
て、乗員びけびをするおそれびあり 
ます。 


燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 
レー吿などを積まないでくださし、 
万一のとさに引乂や爆発のおそれび 
あります。 


子供を乗せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

-デ供であっても、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストび正しい位置になっていること 
を大人び確認してください。正しく 
シートベルトび着用でさない小さな 
テ供は、チャイルド セーフ ティシー 
卜を使用してください。 

-乳児やテ供を抱いたり、膝の上に 
乗せて走行しないで<ださい。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに、大人と車の間に挟まれ 
て重大なけびをするおそれがあり 
ます。 

ルさな子供にはチャイルドセーフティ 
シート 

6歳未満のテ供にはチャイルドセー 
フティシート（1>47ページ）を使用す 
ることび法律で義務付けられてい 
ます。 


• 鋭い角のあるちのは、角の部分に 
必ずカノ（一をしてください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
わ、高く積み上げないでください。 
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子供は後席に 

-テ供はでさるだけ後席に乗せてく 
ださい。助手席では、テ供の動さが 
気になったり、テ供が運転装置に触 
れるなど、運転の妨げになることび 
あります。 

• チャイルドセーフティシート検知 
機能非装備車は、必ず後席の左ちい 
ずれかにチャイルドセーフティシー 
卜を装着してください。やむを得ず 
助手席に装着するとさは、車の進 
行ち向に向けてチャイルドセーフ 
ティシートを装着し、助手席シート 
をちっとも後ろの位置にしてくだ 
さし、。 

-テ供を助手席に座らせるときは、 
助手席シートをちっとち後ろの位置 
にしてください。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
ります。 

子供には操作させない 

. ドアやドアウインドウは大人が開 
開してくださし、。テ供び操作すると、 
身体を挟んだり、けがをするおそれ 
びあります。 

. U アドアや U アドアウインドウの 
チャイルドプルーフ□ック056 
ページ）を活用してください。 

ドアウインドウやスライディン グルー 

フ * などの開□部から身体を出さない 

テ供がドアウインドウやスライディ 

ングルーフ*の開口部から身体を出 

さないよラにを意してください。けび 

をするおそれがあります。 


車から離れるとさ 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転装置に触れてけ 
びをしたり、事故の原因になります。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあります。 


オートマチック車の取り扱い 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。 r 走行と停車」ちあわ 
せてお読みください （^131 ページ)。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンがかかってい 
るとさ、シフトポジションが EE 、 
m じ(外になっていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルぺダ 
ルを踏み込まなくてち車びゆっくり 
動さ出します。これをクリープ現象 
といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早く加速します。 
これをキックダウンといいます。 

エンジンの始動前 

-ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれが 
あります。 

-ブレーキペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止す 
ることやぺ夕レの踏みしろの量を確 
認してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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エンジンの始動 

シフトポジションび EF ] になってい 

ることを確認して、ブレーキペダル 

を確実に踏んでエンジンを始動し 

ます。アクセルペダルを踏む必要は 

ありません。 

発進 

-エンジンび適正なアイドリング回 
転数になっていることを確認してく 
ださい。 

-シフトポジションを EE 、 CE にす 
るとさは、必ずブレーキペダルを十 
分に踏み込んで < ださい。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

-急な上り坂で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出すのを確認してから 
ノ くーキングブレーキを解除して発進 
してください。 

また、坂道で発進するとさは、ヒ 
ルスタートアシストも作動します 
(>134 ページ）。 

走行中 

• 走行中はシフトポジションを EHD 
にしないで<ださい。エンジンブ 
レーキがまった < 効かないため事故 
につながったり、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれびあります。 

-滑りやすい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、スリップし 
て車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれびあります。 


• 走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキが効かな 
<なったり、ブレーキやステア U ン 
グの操作に非常に大さな力が必要に 
なります。また、安全装備び作動し 
な < なるおそれびあります。 

停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、シフトポ 
ジションが走行位置になると、車 
び急発進して事故を起こすおそれ 
びあります。 

• 急な上り坂などでは、アクセルぺ 
ダルの踏み加減によって停止状態を 
保たないでください。トランスミツ 
ションに負担がかかり、過熱や故障 
の原因になります。 

-完全に停車する前に、シフトポジ 
ションを [ E にしないでください。 
トランスミツションを損傷するおそ 
れびあります。 

駐車 

-駐車時や車から離れるとさは、必 
ずシフトポジションを巧□にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

-後退したあとは、すぐにシフトポ 
ジションを巧□か m に戻すよう 
に/こ\びけてください。 EE になっ 
ていることを忘れてアクセルペダル 
を踏み込むと、車び後退して事故を 
起こすおそれびあります。 
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こんなことにも注意 


運転ずるとをの注意事項 

• 服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで < ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずる注意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないで<ださい。吸盤びレンズの働 
さをして、乂災び発生するおそれび 
あります。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形したり、ひび割れするおそれ 
びあります。 

ライターに関する注意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発するおそれびあります。 

• ライターをグ□ーブボックスやル物 
入れなどに入れたままにしたり、車 
内に落としたままにしないでくだ 
さい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターが誤作動し、乂災が発 
生するおそれがあります。 


給油に関ずる注意事項 

給油び自動的に停止したら、それ(上 
は給油しないで<ださい。燃料漏れの 
おそれや、エンジンが不調になったり 
停止するおそれびあります。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用がになるだけでな<、事故 
の原因になります。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• 燃料やオイルなどの添加剤は、純正 
品または承認されてし" i る製品のみを 
使用してください。純正でない、ま 
たは承認されていない製品を使用す 
ると、エンジン内部の摩耗が進んだ 
り、エンジンを損傷するおそれびあ 
ります。故障び発生したとさは、保 
証の対象がになります。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取りがすとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯電 
話を使用し ないで ください。道路交通法 
違反になります。なお、八ンズフリー機 
能は使用でさますび、を意力び散漫にな 
り事故の原因になります。安全な場所に 
停車してから使用してください。 
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COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、でさる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作してください。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最小限（約1秒じ(内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行び多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
く行なラことが必要になります。 


車両に保存されるデータ 


故障データ _ 

車両には、故障時や異常時のデータを 
保存する機能があります。 

保存されたデータは、安全装備など 
が作動するとさ、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用さ 
れます。データを使用して、車両の動 
きをさかのぼって調べることはできま 
せん。 

メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されます。 


データが保存されるその他の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨ ンや電話などでデータを保存した 
り、編集することができます。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
明書」をご覧ください。 
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24 インストルメントパネル 



痕 

が 

G 

插 

«n 


インストルメントパネル 


左八ンドル車 




名称 

ぺージ 

① 

パドル 

149 



153 

③ 

クルーズコント□ール 

188 


レバー/可変スピード 
IJ ミ ッ ター レノ く一 

191 

③ 

メーターパネル 

154 

④ 

ホーン/運転席エア 
バッグ 

41 

⑤ 

セレクターレバー 

131 



142 

® 

パークト□ニックインジ 
ヶーター/作動表 TJX な 

204 

@ 

前席上ちの操作部 

32 

® 

エアコンディショナー 
コント□ールノ くネル 

224 


エンジンスイッチ 

86 


キーレスゴースイッチ 

87 


日本仕様車には装備されません 




名称 

ぺージ 

⑩ 

ステアリング調整レ 
バー 

97 

@ 

コンビネー シヨ ンスイッチ 



ち向指示 

113 


へッ ドランプ 

114 


ワィ パー 

123 

® 

パー キングブレーキぺ 
ダル 

141 


診断ソケット 



ボンネット□ック解除 
レ パー 

267 


パー キングブレーキ解 
除八ンドル 

141 

⑩ 

ライトスイッチ 

109 


ナイトビユーアシスト 
プラススイッチ* 

218 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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名称 

ぺージ 

の前席上ちの操作部 

32 

③パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示な 

204 

③クルーズコント□—ル 
レバー/巧変スピード 
U ミッターレノ、一 

188 

191 

® メーターパネル 

154 

⑤ホーン/運転席エア 
バッグ 

41 

® セレクターレバー 

131 

142 

③パドル 

149 

153 

® ライトスイッチ 

109 

® ナイトビューアシスト 
プラススイッチ* 

218 

® パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

141 



名称 

ぺージ 

⑩ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

267 

@ 

診断ソケット 


® 

エンジンスイッチ 

86 


キーレスゴースイッチ 

87 


日本仕様車には装備されません 



ステアリング調整レ 
バー 

97 


コンビネーショ ンスイッチ 

方向指示 

113 


へッ ドランプ 

114 


ワィパー 

123 

⑩ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

141 


エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

224 


オプションや仕様により、異なる装備です。 














26 メーター パネル 



痕 

が 

G 

插 

«n 



名称 

ぺージ 

① 

スピー ド メーター 

154 

③ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

155 

③ 

タコ メーター 

154 

④ 

エンジン冷却水温度計 

154 

⑤ 

燃料計 

154 



メーター パネル 


メーター パネル 
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名称 

ぺージ 

① 

1 n | ESP @ 表示灯 (CLS 
350 / CLS 550) 

60 


| sport | スポ—ツハンドリ 

ングモード表示灯 (CLS 
63 AMG ) 

63 

③ 

曰本仕様車では機能しません 


③ 

ESP ® オフ表示な 

62 



65 

④ 

方向指示表示な 

113 

⑤ 

ブレーキ 警告な（赤色） 

323 


ブレーキ 警告な（黄色） 

324 



325 



327 

③ 

ABS 警告な 

324 



325 

® 

SRS 警告な 

327 


名称 

ぺージ 

® エンジン警告灯 

327 

® 日本仕様車では機能しません 


⑩シートベルト警告な 

107 

323 

@ 間 ESP @ 表示な (CLS 
63 AMG ) 

63 

® 冷却水警告な 

327 

328 

@リアフォグランプ表示な 

111 

® 八イ ビーム 表示打 

114 

® へッドランプ表示な 

111 

@ 日本仕様車では機能しません 


® 燃料残量警告な 

154 


327 





















28 


マルチファンクシヨンステアリング 






名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

155 

③ 

COMAND ディスプレイ 

別冊 

③ 

Ui 1 

音声認識スイッチ 

156 

④ 

因國 

156 


通話開始/終了スイッチ 
價話） 

田日 

音量スイッチ 

(音量の調整/レースタ 
イマーの操作*) 

四 

消音スイッチ 


名称 ページ 

⑤团田 155 

スク□ールスイッチ 
(メインメニューの選択） 

因因 

スク□ールスイッチ 
(サブメニューの選択/ 

リストのスク□ール） 

困 

確定スイッチ 

® 回 156 

リターンスイッチ/音 
声認識解除スイッチ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 











センターコンソール 29 




名称 

ぺージ 

① 

COMAND コント □- 
ルノなル 

別冊 

③ 

シートヒータース 
イッチ 

95 

⑤ 

シートベンチレーター 
スイッチ 

96 

④ 

パークト□ニックオフ 
スイッチ 

205 

⑤ 

ECO スタート/ス 
トップスイッチ 

137 

® 

助手席エアバッグオフ 
表示な 

50 

@ 

非常点滅なスイッチ 

114 

® 

電動ブラインド0」ア 
ウインドウ）スイッチ 

254 











30 センターコンソール 




名称 

ぺージ 

① 

灰皿 

255 


ライ ター 

257 

③ 

ヴスペンシヨンモード 
選択スイッチ* 

199 

③ 

車高調整スイッチ* 

199 

④ 

フ□ント アーム レストの 
ル物入れ 

242 

⑤ 

走行モード選択スイッチ 

148 


COMAND コント □- 
ラー 

別冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







下部センターコンソール （ CLS 63 AMG ) 


センターコンソール 
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名称 

ぺージ 

① 

センターコンソールの 
カップホルダー 

252 

③ 

パーキングスイッチ 

139 

③ 

セレクターレバー 

142 

④ 

灰皿 

256 


ライター 

257 

⑤ 

COMAND コント □- 
ラー 

別冊 

® 

フ □ン ト アーム レスト 
のル物入れ 

242 

@ 

AMG セッティング 
スイッチ 

200 

® 

ヴスペンシヨンモード 
選択スイッチ* 

200 

@ 

ESP ⑩/スポーツ八ンド 
U ングモードスイッチ 

63 

® 

走行モード選択ダイヤル 

148 


オプションや仕様により、異なる装備です。 



接 ws 記 W 
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前席上方の操作部 



痕 

が 

G 

插 

«n 



名称 

ぺージ 

① 

u アルームランプ 
スイッチ 

119 

③ 

点なモード切り替え 
スイッチ 

119 

③ 

読書な（ち側）スイッチ 

120 

④ 

けん引防止警報解除 
スイッチ 

68 

⑤ 

ルームミラー 

99 

® 

スライディングルーフ 
スイッチ* 

237 

@ 

読書な 

120 

® 

室内センサー解除 
スイッチ 

69 


読書な（左側）スイッチ 

120 


フ□ントルームランプ 
スイッチ 

120 



オプションや仕様により、異なる装備です。 






ドアの操作部 


33 



運転席ドア（左八ンドル車) 



名称 

ぺージ 

① 

メモリースイッチ 

103 


ポジションスイッチ 

103 

③ 

シート調整スイッチ 

90 

⑤ 

ドア□ックスイッチ 

80 



81 

④ 

ドァ レバー 

79 



80 

⑤ 

ドアミラー選択スイッチ 

99 


ドアミラー調整スイッチ 

99 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

100 


ドアウインドウスイッチ 

126 

③ 

リアドアウインドウの 
チヤイ ル ド プルーフ 
□ックスイッチ 

57 

® 

トランク オープナー 
スイッチ 

83 


トランクスイッチ 

85 


ドアの操作部 


接 ws 荒 W 
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乗員ま全装備 



シートベルトや SRS (乗員保護補助装 
置）は、シカ果を局めるため (<- 補い合い、 
連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷する可能性を最小 
限に抑えて安全性を高めます。 

シートベルトとエアバッグは、物び外 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護する効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、じ(下のことに注意してください。 

• シートやへッドレストは正しい位 
置に調整してください（>89〜92 
ぺージ)。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい （0108 ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください039 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
てください。 

. 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さい。 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
く着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることができます。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるものではありません。エアバッ 
グび装備されていても、必ず乗員全 
員びシートベルトを正しく着用して 
ください。 


また、エアバッグは、あらゆる種類 
の事故で作動するわけではありま 
せん。状況によっては、乗員が正し 
くシートベルトを着用している場合 
は、エアバッグび作動してわ乗員 
保護効果が高まらないことびあり 
ます。 

じ(下の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正しく着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさます。 

• シートベルトを着用することで、乗 
員とエアバッグの適切な位置関係を 
保つことがでさます。 

• シートベルトを着用することで、正 
面からの衝突のとさなどに乗員び前 
方に投げ出されるのを防ぐことびで 
さます。これにより、けびの危険性 
を減らすことびでさます。 

したがって、衝突時にエアバッグび作 
動したときは、エアバッグは正しく着 
用されたシートベルトの保護機能に加 
えて効果を発揮します。 

A 警告 

点検整備や修理などは、必要な専門知 
識と専用工具ならびに設備を備えた 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なラことをお勧めしまず。特 
に安全に関わる整備については、必 
ずメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってください。 

不適切な作業を行なラと、車両の走 
行安定性び損なわれる可能性びあり 
ます。その結果、車のコント□ール 
を失い、事故を起こずおそれびあり 
まず。また、安全装備び正常に作動 
しな<なり、乗員保護効果び得られ 
ないおそれびあ0まず。 


撃辦が狀 
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A 警告 

乗員保護装置の切^下の構成部品を改 
造したり、不適切な作業を行なわない 
でください。正常に作動しなくなる 
おそれびあ0まず。 

• シートベルトとベルトアンカー、 
シートベルトテンシヨナ ー、 ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 
• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さび乗員保護装置 
び作動するレベルに達していてち、 
エアバッグとシートベルトテンシヨ 
ナーび作動しなかったり、誤作動ず 
るおそれびありまず。決して乗員保 
護装置を改造しないで < ださい。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 


SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は m 下の装備により構成されます。 
• SRS 警告灯 
• エアバッグ 

• エアバッグコント□—ルユニット 
(クラッシュセンヴーを含む） 


[が] SRS 警告灯 

イグニッシヨン位置を1にすると点好 
し、数秒後に消なします。 

イグニッシヨン位置を2にすると点好 
し、エンジン始動後に消なします。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出します。 

A 警告 

じ(下のよラなとさは、 SRS に異常び 
発生しています。衝撃を受けてちエア 
バッグや シー トベルトテンシヨ ナー 
び作動しないおそれや、不意に作動す 
るおそれびあ0ます。 

•イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさに SRS 警告灯び点灯しない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
さは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジン始動 
後に SRS 警告灯び消灯しないとさ 

• エンジンびかかっているとさなど 
に SRS 警告巧び点巧したとさ 
ただちにメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


擊齡がが 


• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフォースリミッター 
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シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
ります。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要びあるか判断します。 

さらに車両の縦方向に一定 iiLb の衝撃 
を検知したとさに、運転席/助手席 
エアバッグび作動します。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
が作動しない場合があります。 

事故の際にすベてのエアバッグが作 
動するわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

いずれのエアバッグわ、衝突の最初 
の段階において検知された衝撃の強 
さやち向、および(下のよラな事故 
の種類に基づいて作動します。 

• 前ちからの衝突 
• 側面からの衝突 
• 横転 

〇 センサーび検知する衝撃の強さや 
方向は、(下の要素によって決ま 
ります。 

. 衝撃の集中度/分散度 
. 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオースリミッター 


シートベルトテンシヨナー 

すべてのシートベルトにはシートベル 
トテンシヨナーが装備されています。 

シートベルトテンシヨナーは、車の縦 
方向に大さな衝撃を受けたとさにシー 
トベルトを引さ込み、シートベルトの 
効果を高める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
位置び不適切なとさや、シートベルト 
び正しく着用されていないとさは、効 
果を発揮でさません。 

シートベルトテンシヨナーは、バック 
レストに乗員の身体を密着させるため 
のちのではありません。 

シートベルトテンシヨナーは、じ(下の 
とさに作動します。 

• イグニッシヨン位置が2のとさ 
• SRS に異常がないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正しくバッ 
クルに差し込まれているとさ 

リアシートのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトの着用に関わら 
ず作動します。 

シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さび(下のよラなとさ 
に作動します。 

• 前方または後ちからの衝突の際に、 
衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定(上の衝撃を検 
知したとさ 
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• 側面衝突の際に、衝撃を受けた最初 
の段階で、車両の横方向に急激に一 
定じ(上の衝撃を検知したとさ 

• 車両が横転するよラな特定の状況 
で、シートベルトテンシヨナーの作 
動び乗員保護効果を高めるとシステ 
ムび判断したとさ 

シートベルトテンシヨナーの作動時に 
聞こえる作動音は、ごくまれに聴力に 
影響することがあります。 

シートベルトテンシヨナーび作動する 
と、 SRS 警告なが点なします。 

A 警告 

• シートベルトテンシヨナーの作動 
時にわずかに白煙び発生ずること 
びありまずび、火災の配はあり 
ません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれびありまずので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開さ、換気を 
行なってください。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で新品と交換し 
て < ださい。 

未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄ずるとさは、廃棄専用 
の処置び必要でず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場、 または 
専門業者に依頼してください。 

P 助手席に乗車していないときは、 
シートベルトのプレートをバックル 
に差し込まないでください。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
び作動することびあります。 


ベルトフオースリミッター 

すべての シー トベルトにはベルト 
フ オースリ ミッ ターび 装備されてい 
ます。 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定(上の荷重びかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減します。 

フ□ントシ ー トのベルトフ オース リ 
ミッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動しており、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 


エアバッグ _ 

車び一定(上の衝撃を受けると、高温 
のガスび排出されて、収納されている 
エアバッグび瞬時にふくらみます。こ 
れにより、乗員の身体への衝撃を分 
散*軽減します。 

エアバッグは高温のガスによりふくら 
むため、すり傷や乂傷、打撲などをす 
ることびあります。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ごくまれに聴 
力に影響することびあります。 

エアバッグび作動すると、 SRS 警告 
なび点なします。 


擊瓣がが 
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A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するため、 • UU 下の点にを意して 

<ださい。 

• 乗員全員びシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストび目の高さにあり、 
後頭部び支えられるよラに調整し 
て < ださい。 

• 身長 150 cm 未満および12歳未 
満のテ供はチヤイルドセーフティ 
シートを使用して確実に身体を固 
定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔び狭す 
ざると、エアバッグび作動ずる衝 
撃でけびをずるおそれびあります。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないでください。サイドバッグや 
ウインドウバッグび作動する衝撃 
でけびをずるおそれびあ0ます。 

• 助手席エアバッグの機能び解除さ 
れている*場合を除さ、助手席 
には後ろ向さに装着するタイプの 
チヤイルドセーフティシートを装 
着しないでください。また、タイ 
プにかかわらず、助手席にはチヤ 
イルドセーフティシートを後ろ向 
さに装着しないでください。やむ 
を得ず助手席にチヤイルドセーフ 
ティシートを装着するとさは、必 
ず前向さに装着して、助手席シー 
卜をちっとち後ろの位置にしてく 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで < ださい。 

• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持ったり、身体をステア U ング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグび作 
動したとさにけびをずるおそれび 
あ0ます。 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないでくだ 
さい。 

• シートのバックレストとドアの間 
に物を置かないでください。 

• アシストグ U ップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• カップホルダーなどのアクセヴ 
U —を、ドアに取り付けないでく 
ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さし、 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけびをしたり、 
正しく作動しなくなりまず。 
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A 警告 

m 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセヴ U —などを取り付けないで 
<ださい。 

• ステアリングパッド部 
• ステア U ングコラム下部のパネル部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フ□ントシートのバックレスト外側 
• U アシートの左ち端部 
• フ□ントピラーと U アピラー間 
のルーフライニング部 


A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
び発生ずることびありまずび、火災 
の配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患の 
あるちは一時的に呼吸障害を起こず 
おそれびありますので、安全を確認 
のうえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、 


A 警告 

• 関連部品に身体を触れないでくだ 
さい。部品び熱くなっており、乂 
傷をするおそれびありまず。作動 
したエアバッグは、必ずメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換してください。 

• 未作動のエアバッグを廃棄ずると 
さは、廃棄専用の処置び必要でず。 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場、または専門業者に依頼して 
<ださい。 


エアバッグの種類と収納場所 


エアバッグ名 

収納場所 

運転席 

エアバッグ 

ステア U ング 
パッド部 

助手席 

エアバッグ 

助手席ダッシユ 
ボードパネル部 

運転席 

二ーバッグ 

運転席足元 

フ□ントサイド 
バッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 

U アサイド 
バッグ 

リアシートの 
左ち端部 

ペルビス 
バッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面下部 

ウインドウ 
バッグ 

フ□ントピラー 
と U アピラー間 
のルーフライニ 
ング部 


運輯席/助手席エアバッグ 



左八ンドル車 


運転席エアバッグ①/助手席エアバッ 
グ③は、縦方向からの強い衝撃を受 
けると作動し、運転席/助手席乗員 
の頭部や胸部への衝撃を分散*軽減し 
ます。 


擊瓣がが 
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運転席エアバッグ/助手席エアバッ 
グは、他のエアバッグの作動に関わら 
ず、じ(下のとさに作動します。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦ち向 
に急激に一定(上の衝撃を検知した 
とさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる乗員保護 
機能を高めるとシステムび判断し 
たとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

車両び横転したとさは、車両の縦ち向 
に一定(上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 

助手席エアバッグ③は、助手席に乗 
員が乗車していて、エアバッグオフ表 
示な*び消なしているとさにのみ作 
動します。これにより、チャイルド 
セーフティシート検知システム装備車 
では、センサー付さチャイルドセーフ 
ティシートび装着されていないか、不 
適切な方法で装着されていないかを確 
認、でさます。 

P 助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムび助手席に乗員 
びいると判断し、事故のとさに助手 
席エアバッグが作動することびあり 
ます。作動したエアバッグは交換す 
る必要があります。 

〇 縦方向からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけが作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびあります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


運輯席ニーバッグ 



左八ンドル車 


運転席ニーバッグのは、運転席エア 
バッグに連動してステア U ングの下ち 
で作動し、運転席乗員の膝から下への 
衝撃を分散-軽減します。 

サイドバッグ 


A 警告 

フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないでください。フ□ン 
トヴイドバッグとペルビスバッグの 
作動び妨げられるおそれびあります。 



横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のフ□ントヴイドバッ 
グ①/リアサイドバッグ③が作動し、 
乗員の胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 
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サイドバッグは、シートベルトの着用 
や運転席/助手席エアバッグの作動、 
シートベルトテンシヨナーの作動に関 
わらず、衝突の最初の段階で、横方向 
から一定じ(上の衝撃を検知したとさに 
作動します。 

車両び横転したとさは、車両の横方向 
に一定(上の衝撃を検知し、サイド 
バッグの作動びシートベルトによる乗 
員保護機能を高めるとシステムび判断 
しない限り、基本的に作動しません。 

運輯席/助手席ペルビスバッグ 

A 警告 

フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないでください。フ□ン 
トヴイドバッグとペルビスバッグの 
作動び妨げられるおそれびあります。 



左八ンドル車 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側の運転席ペルビスバッグ 
または助手席ペルビスバッグバッグび 
作動し、運転席または助手席乗員への 
衝撃を分散*軽減します。 


運転席/助手席ペルビスバッグのは、 
シートベルトの着用や運転席/助手 
席エアバッグの作動、シートベルトテ 
ンシヨナーの作動に関わらず、衝突の 
最初の段階で、横ち向から一定(上の 
衝撃を検知したとさに作動します。 

車両び横転したとさは、車両の横方向 
に一定(上の衝撃を検知し、ペルビス 
バッグの作動びシートベルトによる乗 
員保護機能を高めるとシステムび判断 
しない限り、基本的に作動しません。 


ウインドウバッグ 



①ウインドウバッグ 


横方向からの強い衝撃を受けると、 
衝撃を受けた側のウインドウバッグ 
のび作動し、頭部への衝撃を分散- 
軽減します。 

ウインドウバッグは、助手席乗員の有 
無、シートベルトの着用、運転席/助 
手席エアバッグの作動に関わらず、衝 
突の最初の段階で、横方向から一定 
じ(上の衝撃を検知したとさに作動し 
ます。 

車両び横転したときは、ウインドウ 
バッグの作動びシートベルトによる乗 
員保護効果を高めるとシステムび判断 
したとさに作動します。 


擊瓣がが 
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エアバッグの作動条件 


運転席/助手席エアバッグ、運転席 
ニーバッグび作動するとさ 

正面衝突など車の前ち左ち 
約30度切^内のち向から強 
い衝撃を受けたとさ 



かたいコンクリートの壁 
などに正面衝突したとさ 




運転席/助手席エアバッグ、運転席 
ニーバッグび作動しない場合びある 
とさ 

立木や電柱への衝突のとさ 






斜め前ちへの衝突のとさ 


運転席/助手席エアバッグ、運転席 
ニーバッグび作動しないとさ 

後ろから衝突されたとさ 
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サイドバッグ、ペルビスバッグ、ウイいずれかのエアバッグが作動する場合 
ンドウバッグび作動するとき があるとき 


客室部分に横ち向から強い衝撃を 
受けたとさ 


中央分離帯や縁石などに 




サイドバッグ、ペルビスバッグ、ウイ 
ンドウバッグび作動しない場合がある 
とさ 


深い穴や溝に落ちたとさ 




床下に強い衝撃を受けたとさ 




横転したとさ 



撃瓣がが 
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PRE - SAFE ® 

PRE - SAFE ⑩は、車び危険な状態にあ 

ることを感知したときに、乗員保護機 

能を高める装置です。 

PRE - SAFE ⑩は、(下のときに作動し 

ます。 

• BAS が作動するよラな急ブレーキ 
を効かせたとさ 

• 車び物理的な限界を超えて強いアン 
ダーステア状態やオーノ（ーステア状 
態になったとさなど、車の姿勢び危 
険な状態になったとさ 

PRE - SAFE ® は(下のように作動し 

ます。 

•前席シートベルトを引さ込み、シー 
トベルトの張力を高めます。 

• 助手席シートび不適切な位置にある 
場合は、助手席シートを適正な位置 
に調整します。 

• マルチコント□ールシートバック* 
装備車は、フ□ントシートのシート 
クッシヨンおよびバックレストの 
サイドサポートの空気圧を高< し 
ます。 

•車び横滑りをすると、ドアウイン 
ドウとスライディングルーフ*が 
少し開いた状態まで自動的に閉じ 
ます。 


車び不安定な状態から脱すると、弓 I さ 
込まれたシートベルトの張力び緩み 
ます。また、フ□ントのマルチコント 
□ールシートバック*のサイドヴポー 
卜の空気圧び元の状態に戻ります。 

助手席シートの位置、ドアウインドウ 
やスライディングルーフ*の開さ具合 
を再度調整することびできます。 

前席シートベルトの引を込みび解除さ 
れないとさ 

►停車しているときに、シートべル 
卜の張力が緩むまで、バックレス 
卜角度やシートの前後位置を後方 
の位置に動かします。 

シートベルトの張力が緩み、□ッ 
ク機構び解除されます。 

A 警告 

シートを調整するとさは、後席の乗 
員びけびをしないよラにを意してく 
ださい。 

D シート下部や後方に物びないこと 
を確認してください。シートや物を 
損傷するおそれびあります。 


擊辦が狀 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後ちからの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜び前ちおよび上方に動くことによ 
り、運転席と助手席乗員の頭部をより 
効果的に支持し、頭部、頸部の保護度 
合いを高めます。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストび作動しないことがあります。 

A 警告 

フ□ントシートには、必ず純正のシー 
トカバーだけを使用してください。 
市販のシートカバーを使用ずると、 
NECK PRO アクティブへッドレス 
卜の作動び妨げられるおそれびあり 
ます。詳しくはメルセデス•ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

事故の際に NECK PRO アクティブ 
へッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストび前ちに動いた状態のままに 
なります。このとさは、運転席と助手 
席のへッドレストをリセットしてくだ 
さい0339ページ）。 

U セットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動せず、頭部•頸部を保護す 
ることびでさません。 


子供を乗せるとき 


ナヤイ J レトセ——ノフ■イソ——卜 

テ供を乗車させるとさは、テ供の体格 
や年齢、体重に合ったチャイルドセー 
フテイシートを使用して、身体を固定 
してください。 

チャイルドセーフテイシートは後席に 
装着し、走行している間は、チャイル 
ドセーフテイシートによりテ供の身体 
を固定してください。 

Daimler AG では、テ供の体重や年齢に 
応じた純正チャイルドセーフテイシー 
卜を用意しています（1>49ページ）。 

A 警告 

急な進路変更時や急ブレーキ時、衝 

突時などに、テ供び重大なけびや致 

命的なけびをずるのを防ぐため 、 •UU 

下の点にを意してください。 

• 6歳未満のテ供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフテイシート 
を使用ずることび法律で義務付け 
られています。 

• 身長1 50 cm 未満および12歳未満 
のテ供は、適切なシートに装着し 
たチャイルド セーフ テイシートに 
乗車させ、確実に身体を固定して 
ください。シートベルトはテ供向 
けに設計されていないため、チャ 
イルド セーフ テイシートの使用び 
必要になりまず。 


擊嫌がが 


この U セット作業は、メルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行なラことを 
お勧めします。 
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A 警告 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供などは、チャイル 
ド セーフ ティシートを使用してく 
ださい。急な進路変更時や急ブレー 
キ時、事故のとさなどに身体を車 
内に激しくぶつけたり、車外に投 
げ出されて、致命的なけびをする 
おそれびあ0ます。 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供び、そのままシー 
トベルトを着用ずると、首を締め 
付けたり、腹部を強く圧迫したり 
して致命的なけびをずるおそれび 
あ0まず。 

• チャイルドセーフティシート検知 
システム装備車にセンサー付さ純 
正チャイルドセーフティシートを 
装着して助手席エアバッグの機能 
び解除され ている 場合を除さ、助 
手席には後ろ向さに装着ずるタイ 
プのチャイルドセーフティシート 
を装着しないでください。また、 
タイプにかかわらず、助手席には 
チャイルドセーフティシートを後 
ろ向さに装着しないでくださし、 
エアバッグび作動ずる衝撃で致命 
的なけびをずるおそれびあ0ます。 
チャイルドセーフティシートに 
関するを意事項を記載したステッ 
カーび、助手席側サンバイヴーに 
貼付されています。 

• やむを得ず助手席に装着するとさ 
は、必ず前向さに装着してくだ 
さい。 

また、助手席シートをちっとち後 
ろの位置にしてください。 


• 絶対にテ供を膝の上に乗せて走行 
しないでください。急な進路変更 
時や急ブレーキ時、衝突時などに 
テ供を保護することびでさなくな 
り、テ供び車内の部品に激し<ぶ 
つかったり、致命的なけびをする 
おそれびあ0ます。 

• チャイルドセーフティシートに 
関ずるを意事項を記載したステッ 
カーび、サンバイヴーに貼付され 
ています。 



左八ンドル車 


• チャイルドセーフティシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時にテ供の身体を固定することび 
でさず、テ供び致命的なけびをず 
るおそれびあります。チャイルド 
セーフティシートを装着するとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用ち法に従って 
ください。 

• チャイルドセーフティシートは U 
アシートに装着してください。テ 
供の安全性び高くなりまず。 

• チャイルドセーフティシートの底 
面全体びシートクッションに接し 
ている必要びありまず。そのため、 
チャイルドセーフティシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。 


撃辦が狀 
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• チャイルドセーフティシートの 
クッションカノ く一び損傷したとさ 
は、純正品と交換してください。 

• チャイルドセーフティシートび損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大さな衝撃を受けたり、 
損傷したちのはテ供を保護でさま 
せん。 


A 警告 

• テ供をチャイルドセーフテイシー 
卜に乗車させている場合でも、子 
イ共だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。テ供び車内の各 
部に触れてけびをずるおそれび 
ありまず。また、炎天下では車内 
び高温になるため熱中症を起こし 
たり、寒冷時には車内び低温にな 
るため命にかかわるおそれびあり 
よ9 〇 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートび高温になり、 
テ供び火傷をするおそれびあり 
よ9 〇 

• テ供び誤ってドアを開くと、テ供 
や周囲の人びけびをずるおそれび 
あります。テ供び車がに出てけび 
をしたり、車にはねられて重大な 
けびをずるおそれびあ0まず。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外ず 
か、確実に固定してください。 


A 警告 

荷物び固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、 • UU 下の 
よラな場合にテ供びけびをする危険 
性び増加しまず。 

• 事故のとさ 
• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 

車内に重い物や硬い物を積むとさは、 
確実に固定してください。荷物を積 
むとさのを意点について、詳しくは 
0240ぺージ）をご覧ください。 

純正チヤイルドセーフテイシート 

Daimler AG では、テ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフテイ 
シートを用意しています。 


選択の目ち 


シート名 

体重 

年齡 

べビーセー 
フプラス 

約 13 kg 政下 

新生児〜 
18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

または 

キッド 

フィックス 

15〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


《チヤイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳しくは販売店におたずねください。 


擊瓣がが 
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チャイルドセーフティシート検知シス 
テム （CLS 63 AMG ) 

助手席シートの座面に検知システムび 
装備されており、センサー付さ純正 
チャイルドセーフティシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チャイルドセーフティシートの有無を 
判断し、助手席エアバッグの機能を解 
除するシステムです。 

助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示灯び点 
なします。 

A 警告 

チャイルドセーフティシート検知シ 
ステム非装備車は、センサー付さ純 
正チャイルドセーフティシートを助 
手席に装着してを、助手席エアバッ 
グの機能は解除されません。下の 
点にを意して正しく使用してくだ 
さし、 

• 純正チャイルドセーフティシート 
は後席に装着してください。 

• やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、必ず前向さに装着し、助手席 
シートをちっとを後ろの位置に調 
整してください。 

• 後ろ向さに装着ずるタイプの純正 
チャイルド セーフ ティ シー トは助 
手席に装着しないでください。エ 
アバッグび作動ずる衝撃で致命的 
なけびをずるおそれびあ0ます。 

〇 純正チャイルドセーフティシート 
には、チャイルドセーフティシート 
検知システムに対応していないタイ 
プびあります。詳しくは販売店にお 
たずねください。 


助手席エアバッグオフ表示'灯 



チャイルドセーフティシート検知シス 
テム装備車の助手席に、センサー付さ 
純正チャイルドセーフティシートを装 
着しているときは、イグニッシヨン位 
置を1か2にすると、助手席エアバッ 
グオフ表示なのが点灯し、助手席エ 
アバッグの機能が解除されます。 

点好しないときは、チャイルドセー 
フティシート検知システムが故障し 
ています。助手席でチャイルドセーフ 
ティシートを使用せずに、すみやかに 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


撃辦が狀 
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A 警告 

センサー付さ純正チャイルドセーフ 

テイシートを装着するときは、じ(下 

の点にを意して正しく使用してくだ 

さい。 

• センサー付さ純正チャイルドセー 
フテイシートを助手席に装着した 
とさは、必ず助手席エアバッグオ 
フ表示巧び点巧することを確認し 
て < ださい。 

• 助手席エアバッグオフ表示巧び点 
巧しないとさは、助手席エアバッグ 
の機能は解除されていません。純正 
チャイルドセーフテイシートは後席 
に装着してください。また、ずみや 
かにメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 

• チャイルドセーフテイシート検知 
システムに対応していないタイプ 
の純正チャイルドセーフテイシー 
卜は必ず後席に装着してください。 
やむを得ずチャイルドセーフテイ 
シートを助手席に装着ずるとさ 
は、必ず前向さに装着し、助手席 
シートをちっとち後ろの位置にし 
て、シートベルトの高さをもっと 
を低い位置に調整してください。 

• 助手席のシートクッションに、電 
源の入ったパソコンや携帯電話な 
どの電子機器、または磁気カード 
やにカードなどを置かないで < だ 
さい。チャイルドセーフテイシー 
卜検知システムび誤作動して、事 
故のとさに助手席エアバッグび作 
動しないおそれやセンサー付さ純 
正チャイルドシートを検知でさず 
に助手席エアバッグび作動ずるお 
それびあ0まず。 


Q センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを助手席に装着してい 
ないとさは、イグニッシヨン位置を 
1か2にすると、助手席エアバッ 
グオフ表示なび点なし、数秒後に消 
なします。 

点好しないとさや点な後に消灯し 
ないときは、システムの故障です。す 
みやかにメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

H チャイルドセーフティシート検知 
システム非装備車は、イグニッシヨ 
ン位置を1か2にすると、助手席 
エアバッグオフ表示好び点巧し、数 
秒後に消なしますび、助手席エア 
バッグの機能は解除されません。 

〇助手席のシート座面とセンサー付 
き純正チャイルドセーフティシー 
卜の間に物を入れないで < ださい。 
チャイルドセーフティシートを検知 
でさな<なるおそれがあります。 

〇 センサー付さ純正チャイルドセー 
フティシートを装着して、助手席エ 
アバッグオフ表示好が点灯してわ、 
助手席の(下の装置は作動します。 

• ヴイドバッグ 
• ペルビスバッグ 
• ウインドウバッグ 
• シートベルトテンシヨナー 


擊齡がが 
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に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 

後席に、に 0- FIX 対応チャイルドセー 
フティシート用の固定装置を装備し 
ています。 

A 警告 

この固定装置は、体重 22 kgl ； rF のテ 
供を乗車させるとさに使用してくだ 
さい。体重 22 kg 上のデ供を乗車さ 
せるとさは、チャイルドセーフティ 
シートを後席のシートベルトで装着 
して < ださい。 


A 警告 

• チャイルドセーフティシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮しまず。 
正し<装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時にテ供の身体を固定ずることび 
でさず、テ供び致命的なけびをず 
るおそれびあります。チャイルド 
セーフティシートを装着ずるとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用ち法に従って 
<ださい。 

• 安全のため、に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフティシートは必ず後席左 
ちの固定装置に装着してください。 

• 正しく装着されていないと、チャ 
イルド セーフ ティ シー トびがれ、 
テ供と他の乗員び致命的なけび 
をずるおそれびあります。チャイ 
ルド セーフ ティ シー トを装着した 
とさは、必ず左ちの固定装置に確 
実に装着されていることを確認し 
て < ださい。 


A 警告 

チヤイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置び事故で損傷したり強い負荷を 
受けた場合は、保護効果び得られな 
くなるおそれびあります。その結果、 
衝突時や急ブレーキ時、急な進路変 
要時に、テ供び致命的なけびをずる 
おそれびあ0ます。 

そのため、事故で損傷したり強い負荷 
を受けたチヤイルドセーフテイシー 
卜や固定装置は、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 



固定装置を使用ずる 

►カバー③を後方に押し、固定装置 
①にチヤイルドセーフティシート 
を装着します。 


撃辦が狀 
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テザーアン カー 


に 0- FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シートの上部を固定することにより、 
事故などのとさにチヤイルドセーフ 


テヴーフック④をテヴーアンカー 
⑤にかけます。 

テヴーベルト®がねじれていない 
ことを確認します。 


テイシートの前方への移動を抑えるこ ^テヴーアンカー⑤のカバー③を 


とびでさます。 

テヴーアンカーは U アへッドレストの 
後方にあります。 



へッドレストのを上げます。 

テヴーアンカー⑤のカバー③を 
開さます。 

へッドレストのの2本の支柱の間 
にテヴーベルト⑤を通します。 


閉じます。 

ヘッドレストのを下げて、取り付 
けます。 

テヴーベルト®の動さが妨げられ 
ていないことを確認してください。 

製品に付属の取扱説明書の指示に 
従い、テヴーベルトと ISO - FIX 対応 
チヤイルド セーフ ティ シー トを取り 
付けます。また、テヴーベルト⑤ 
が締め付けられていることを確認し 
ます。 



AW ホ 


撃嫌がが 
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チヤイルドセーフテイシート検知システムのトラブル 


トラブル 


センターコンソールの助手 
席エアバッグオフ表示灯 
[ S び点灯している。 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフティシートび装着 
されているため、助手席エアバッグび作動しない状態になつ 
ている。 

A けがのおそれびありまず 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセーフティシートび装着 
されていない場合は、チヤイルドセーフティシート検知システ 
ムび故障している。 

イグニッシヨン位置を2にしたときに、 SRS 警告灯 [E び点灯す 
るか、助手席エアバッグオフ表示丹®び短時間点丹しない。 
あるいは、 SRS 警告； n 巧 n び点； n し、助手席エアバッグオフ表 
示灯 [ m び短時間点灯しない。 

► 助手席シートに下のものを置いているとさは取り除いてく 
ださい。 

• ノートパソコン 
• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

電子機器やカードを取り除いても助手席エアバッグオフ表示好 
® び点灯しているとさ： 

► メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 
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装着できるに 0-FIX 巧応チャイルド 
セーフ了ィソート 

に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート用の固定装置には、カテゴリー 
I のサイズ等級 A 、 B または B 1 に属 
している、ユニバーヴル（ミ凡用）に 0- 
FIX 対応チャイルドセーフティシート 
を装着でさます。 

詳し < は、お買い上げの販売店また 
はメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


〇 チャイルドセーフティシートの力 
テゴリーやサイズ等級については、 
チャイルドセーフティシート本体に 
貼付されているステッカーやチャイ 
ルドセーフティシートの取扱説明書 
をご覧ください。 


カテゴリー 
(適応体重） 

サイズ等級 
(装着器具タイプ） 


キヤリコット 
(携帯式ベッド） 

G ( IS 0/ L 2) 

F ( IS 0/ L 1) 

装着することはでさま 
せん。 

0 

(10kg まで） 

E ( IS 0/ R 1) 


0+ 

(13kg まで） 

C ( IS 0/ R 3) 

D ( IS 0/ R 2) 

E ( IS 0/ R 1) 

ユニバーサル（ミ凡用） 
に 0- FIX 対応であって 
ち、固定装置で装着す 
ることはでさません。 

C ( IS 0/ R 3) 

D ( IS 0/ R 2) 

1 

(9 〜 18 kg ) 

A ( IS 0/ F 3) 

B ( IS 0/ F 2) 

B 1( IS 0/ F 2 X ) 

ユニバーサル（ミ凡用） 
に 0- FIX 対応であれば、 
固定装置で装着するこ 
とがでさます。 
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チャイルドプルーフ□ック 


A 警告 

子供び後席に乗車ずるとさは、チヤ 
イルドプルーフ□ックを設定してく 
ださい。テ供び U アドアや U アドア 
ウインドウを開くと、事故やけびの 
原因になりまず。 


A 警告 

• テ供をチャイルド セーフ テイ シー 
卜に乗車させている場合でを、テ 
供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。子供び車内の各 
部に触れてけびをずるおそれびあ 
りまず。また、炎天下では車内び 
高温になるため熱中症を起こした 
り、寒;令時 ft - は車内び低温なる 
ため命にかかわるおそれびあり 
ます。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートび高温になり、 
テ供び火傷をずるおそれびあり 
ます。 

•テ供び誤ってドアを開くと、子供 
や周囲の人びけびをずるおそれび 
あります。テ供び車外に出てけび 
をしたり、車にはねられて重大な 
けびをずるおそれびあ0ます。 


テ供が後席に乗車するとさは、 liTF の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
ください。 

• リアドアのチャイルド プルーフ 
□ック 

• リアドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 

リアドアのチヤイルドプルーフ□ック 
を設定ずる 



車内のドアレバーを引いてちリアドア 

が開かな < なります。 

►設定するとさは、レバーを設定側 
①に操作します。 

►車内のドアレバーを引いて、チャイ 
ルドプルーフ□ックび設定されてい 
ることを確認します。 

►解除するとさは、 レバーを 解除側 
③に操作します。 

〇 チャイルドプルーフ□ックび設定 
されていても、車び解錠されている 
とさは、車がのドア八ンドルでリア 
ドアを開 < ことびでさます。 
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リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ックを設定ずる 



左八ンドル車 

リアドアのスイッチによるリアドアウ 
インドウの操作びでさなくなります。 

イグニッシヨン位置び1 け2のとを 
に設定でさます。 

► スイッチ③を押します。 

表示な①が点な/消なします。 

表示なのび点口しているときは、 
運転席ドアのスイッチのみでリアド 
アウインドウを操作でさます。 

〇 表示なの点好/消なにかかわら 
ず、運転席ドアのスイッチではリア 
ドアウインドウを操作でさます。 

〇イグ ニッシヨン位置を 0 にしたり、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
も、チャイルドプルーフ□ックの設 
定は記憶されます。 


走行安全装備 


走行ち全装備には、(下のちのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ⑩（エレクト□ニック.スタビ 
リティ-プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック-ブレーキ 
J の一. ディスト U ビューシヨン） 

• アダプティブブレーキ 


安全上の重要事項 


A 警告 

スピードの出しずざなどの無謀な運転 
をずると、事故の危険性び非常に高ま 
りまず。カーブを走行ずるとさや、濡 
れた路面または滑りやすい路面を走 
行ずるとさ、先行車との車間距離び 
短ずざるとさなどは、特に危険でず。 

本書に記載されている走行安全装備は 
事故の危険性を低減ずるをのではあり 
ません。また、各システムの機能には 
物理的な限界びあります。 

運転者は、路面や天候の状況に合わせ 
て常に慎重に運転してくださし、周囲 
の交通状況にミ主意しなびら、十分な車 
間距離を確保してください。 

〇 走行ち全装備は、タイヤが路面に 
十分接地してし^るとさにのみ、十分 
な効果を発揮します。タイヤに関す 
る情報やタイヤの摩耗については 
「タイヤとホイール」をご覧ください 
(1>276ぺージ）。 
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雪道や凍結路を走行するとさは、ウィ 
ンタータイヤやスノーチェーンの装着 
をお勧めします。このよラな路面状 
況では、ウィンタータイヤやスノー 
チェーンを装着することで、走行ち全 
装備の効果び発揮されます。 


ABS 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ざ、ステアリングでの車 
両操縦性を確保する装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよラになります。 

滑りやすい路面では、軽くブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでわ ABS は作 
動します。 

A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐちのではありません。 

ABS び適切に作動してち、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
びあります。常に道路や天候の状 
況にを意し、十分な車間距離を保っ 
て運転してください。 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ふす 0 


• ABS に異常びあるとさは、ブレー 
キペダルを強く踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
ア U ングでの車両操縦性び制限さ 
れ、制動距離び長<なるおそれび 
あ0ます。 

• 故障により、 ABS の機能び解除さ 
れたときは、 BAS と ESP ⑧の機能 
を解除されまず。常に道路や天候 
の状況にを意し、十分な車間距離 
を保って運転してください。 

ブレーキ操作をずる 

ABS び作動すると、ブレーキペダル 

に脈動を感じたり車体が振動すること 

びありますが、異常ではありません。 

ABS が作動したとき 

►必要なだけ、そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けてください。 

強い制動力び必要なとさ 

► ブレーキペダルをいっぱいまで踏み 
込んでください。 

A 警告 

ブレーキ操作をするとさは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださい。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離び長<なるおそれびあ 
0まず。 
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Oabs は制動距離を短くする装置で 
はありません。じ(下のよラな路面が 
滑りやすい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離び長く 
なることびあります。 

• 雪の積わった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数び連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン 装着時 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
びわずかに振動したりモーターの音 
び聞こえることびあ0ますび、これ 
は、システムび自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 

〇 バッテ U —電圧が低下すると ABS 
び一時的に機能を停止します。電圧 
が回復すると、機能わ元に戻ります。 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保するブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 


► 緊急ブレーキ状態から脱するまで、 
ブレーキぺ夕 J レをしっかり踏み続け 
てください。 

ABS により、車輪の□ックび抑え 
られます。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 

ば自動的に解除されます。 

A 警告 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助する装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐをのではありません。 
BAS び作動してち制動距離の短縮 
には限界びあります。また、タイ 
ヤのグ U ップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• BAS に異常びあるとさもブレーキ 
は通常通り作動しまずび、緊急ブ 
レーキ時には制動距離び長<なる 
おそれびあ0ます。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
まず。 

〇 BAS に異常があると、 ABS も正し 
く作動しなくなることびあります。 

〇 バッテリー電圧が低下すると BAS 
が一時的に機能を停止します。電圧 
が回復すると機能も元に戻ります。 
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アダプティブブレーキランプ 

約 50 km / hii (上からの急ブレーキ時 
に BAS が作動すると、ブレーキラン 
プび点滅し、後方の車両に注意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点なに変わります。 

また、約 70 km / h じし b からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車すると非常点滅なび自動的 
に/点滅します。 

自動的に点滅した非常点滅なは、非常 
点滅なスイッチを押すか、再度走行を 
開始して走行速度が約 10 km / hii (上 
になると、自動的に消なします。 


ESP ® 


ESP ⑩（エレクト□ニック-スタビリ 
ティ*プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車が不安定な状況 
になったときに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせたり、エンジン 
出力を制御することによって、車両操 
縦性や走行ち定性を確保しよラとする 
システムです。 

発進時または走行中に ESP ® 表示な 
面が点滅したときは、 ESP ⑩が作 
動しています。 


ち 1 ESP ⑥表示'灯 

イグニッシヨン位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは表示灯が故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 


A 警告 

ESP ® 表示灯 m び点滅したときは、 
じ(下のよラにしてください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで < ださい。 

• 発進ずるとさは、アクセルペダル 
を必要!;上に踏み込まないでくだ 
さい。 

• 路面と天候の状況に合わせて運転 
して < ださい。 

車輪び空転したり、車び横滑りする 
おそれびあ0まず。 


A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐちのではありません。 ESP ® 
び作動してち、車両操縦性や走行安定 
性の確保には限界びあります。また、 
タイヤのグ U ップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任びありまず。 

n じ(下のときはイグニッション位置 
を 0 にしてください。 

• ダイナモメーターを使用して、 
パーキングブレーキの検査を行 
なラとさ 

• 前輪または後輪を上げてけん引 
されるとさ 

ESP ⑩によりブレーキび作動し、ブ 
レーキシステムや駆動系部品を損 
傷するおそれびあります。 


擊辦が狀 











走行ま全装備 


61 


pESP ⑩び故障すると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示され、エン 
ジンの出力び低下することびあり 
ます。走行が困難なとさは、すみや 
かにち全な場所に停車し、メルセデ 
ス-ベンツ指定ヴービスエ場に連絡 
してください。 

〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のア 
プ□ーチを走行しているとさなど 
に、マルチファンクシヨンディスプ 
レイに ESP ⑩に関する故障/警告 
メッセージび表示され、、 ESP ⑩表 
示口 [ W ] や ESP ⑩オフ表示な ren 、 
ABS 警告な [ W ] び点なすることが 
あります。 

このよラなとさは、ち全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を 0 
に戻し、エンジンを再始動してく 
ださい。しばらく走行すると、メッ 
セージや表示な、警告なは消灯し 
ます。 

〇 ABS び故障して ABS 警告灯 rW 1 
び点なしているときは、 ESP ⑩の機 
能わ解除されています。メルセデス‘ 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

〇 指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® が 
作動することがあります（走行中に 
ESP ⑩表示な [ W ] が点滅したまま 
になります）。 


ETS 


ETS は、 ESP ⑩の機能の一部です。 

ETS は、滑りやすい路面などで車輪び 
空転したとさに、駆動輪にブレーキを 
効かせて発進時や加速時の駆動力を確 
保しよラとするシステムです。 

ESP ® の機能が解除されている場合で 
わ、 ETS の機能は解除されません。 

A 警告 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や 
走行安定性を高めるシステムで、無 
謀な運転からの事故を防ぐをのでは 
ありません。 ETS び適切に作動しても、 
駆動力の確保には限界びありまず。 

ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任びあります。 


ESP ® の機能の設定/解除 

エンジンを始動したとき、 ESP ⑩は常 
に待機状態になります。 

(下のよラな状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほラび走行しやすい場合び 
あります。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行するとさ 
このときは ESP ® の機能を解除します。 
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A 警告 

ESP® の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ESP ⑧を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性を 
確保しようとずることびできません。 

ESP ® の機能び解除されると、(下の 
状態になります。 

• ESP ® は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとすることび 
でさな < なります。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪が空転することびあります。 

• トラクシヨンコント□ールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ⑩ 
は自動的に作動します。 

ESP ⑩の機能を解除しているときに 
タイヤの空転や横滑りを検知すると、 
ES P ® 表示な W び点滅しますび、 
ESP ⑩は作動しません。 

A 警告 

ESP® の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
転するととをに、 • UU 下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 


ESP ⑥の機能を解除ずる 

► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イで ESP ⑩の機能を解除します 
(>168 ページ）。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
な^び点なします。 

ESP ⑥を待機状態にずる 

► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イで ESP ⑩の機能を設定します 
(>168 ページ）。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
な^び消なします。 


幕 I ESP ⑥オフ表示'灯 

イグニッション位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消なし 
ます。 

A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP ⑧ 
オフ表示灯 [33 び点灯しているとさ 
は、 ESP® の機能び解除されています。 
ESP ⑥表示灯 m と ESP® オフ表示 
巧厘3び点灯しているとさは、故障 
のため、 ESP® の機能び解除されてい 
ます。 

特定の状況では、車び横滑りずるお 
それびあ0ます。 

路面と天候の状況に合わせて運転し 
て < ださい。 


• 急激なエンジンブレーキ 


擊嫌が狀 
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スポーツ八ンドリングモード 、 ESP ⑥ 
の機能の設定/解除 (CLS 63 AMG ) 

スポーツハンドリングモードの設定/ 
解除 

次のよラな状況では、スポーツ八ン 
ド U ングモードにしたほラが走行し 
やすい場合びあります。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行するとさ 

上記(外では、サーキットなどでス 
ポーツ走行を行なラとさに使用するこ 
とびでさます。 

A 警告 

スポーツ八ンド U ング モー ドにずる 
必要びなくなったときは、 ESP ⑩を待 
機状態にしてください。スポーツ八 
ンドリング モー ドでは ESP ⑩の作動 
内容び制限されるため、車び不安定 
な状況になったとさは、車両操縦性 
や走行安定性の確保は限られたちの 
になりまず。 

スポーツ 八ンド U ング モー ドにしたと 
さはじ(下のよラな状態になります。 

• ESP ® の作動内容び制限されるた 
め、車両操縦性と走行ち定性の確保 
は限られたちのになります。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪が空転することびあります。 

• トラクシヨンコント□ールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを強く効かせたとさは 
ESP ⑩は自動的に作動します。 


スポーツ 八ンドリンク モー ドにしてい 
るとさにタイヤの空転や横滑りを検 
知すると、 ESP ⑩表示好 W び点滅 
しますび、 ESP ⑩は制限された内容で 
作動し、車両操縦性や走行ち定性の確 
保は限られたちのになります。 



スポーツ 八ンドリング モー ドにずる 

► ESP ⑩/ スポー ツ八ンド U ング モー 
ドスイッチの を押します。 

メーター パネルの スポーツ 八ンド U 
ングモード表示な应司が点好し、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "SPORT handling mode " と表示 
されます。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプ 
レイの表示を "SPORT handling 
mode " から他の表示に切り替える 
とさは、ステア U ングスイッチの 
または应のを押します。 

ESP ® を待機状態にずる 

► ESP ⑩/ スポー ツ八ンド U ング モー 
ドスイ ッチのを押します。 

メーター パネルのスポーツ八ンド 
U ングモード表示な应巧び消灯し 
ます。 


擊獻がが 
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〇 スポーツ 八ンド U ング モー ドにし 
てエンジンを停止しても、次にエ 
ンジンを始動したとき、常に ESP ⑩ 
は待機状態になります。 

ESP ⑥の 設定/解除 

エンジンを始動したとき、 ESP ⑩は常 

に待機状態になります。 

(下のよラな状況では、 ESP ® の機能 

を解除したほラび走行しやすい場合が 

あります。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 

• 砂や砂利の上を走行するとさ 

このときは ESP ⑩の機能を解除します。 

A 警告 

ESP ® の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ESP ⑧を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性 
を高めることびでさません。 

ESP ® の機能び解除されると、(下の 

状態になります。 

• ESP ⑩は作動せず、車両操縦性や走 
行ち定性を確保しよラとすることび 
でさな < なります。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪が空転することびあります。 

• トラクシヨンコント□ールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• PRE - SAFE ⑩の機能が解除され 
ます。 


• ブレーキを強く効かせたとさは 
ESP ⑩び自動的に作動します。 

ESP ⑩の機能を解除しているときに 
タイヤが空転したり横滑りをしても、 
ESP ⑩表示灯 W は点滅せず、 ESP ® 
わ作動しません。 

A 警告 

ESP ® の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で憤重に運 
転するととちに、下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 



ESP ⑥の機能を解除ずる 

► メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
な^が点なするまで、 ESP ⑩/ 
スポーツ 八ンド U ング モー ドスイツ 
チのを押して保持します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に " HOFF " と表示されます。 


擊辦が狀 
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〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イの表示を"受 OFF" から他の表示 
に切り替えるときは、ステアリン 
グスイッチのまたは应のを 
押します。 

雨 ESP ® オフ表示！打 

イグニッシヨン位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消好し 
ます。 

A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP® 
オフ表示灯 [33 び点巧しているとさ 
は、 ESP ⑧の機能び解除されています。 
ESP® 表示巧®]と ESP ⑧オフ表示 
灯 [33 び点巧しているとさは、故障 
のため、 ESP® の機能び解除されてい 
よ y 〇 

特定の状況では、車び横滑りずるお 
それびあ0まず。 

路面と天候の状況に合わせて運転し 
て < ださい。 

ESP ⑥を待機状態にずる 

► ESP ⑩/ スポー ツ八ンドリングモー 
ドスイッチの を押します。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
な^び消なし、マルチファンク 
シヨンディスプレイに数秒間 " H 
ON" と表示されます。 


EBD 

EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー•デイストリビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を検知•制御し、ブ 
レーキ時の車両操縦性と走行安定性を 
確保しよラとするシステムです。 

A 警告 

EBD に異常びあるとさをブレーキは 
通常通り作動しまずび、急ブレーキ 
時などには後輪び□ックずるため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびありまず。車両操縦性 
の変化にを意して慎重に運転してく 
ださい。 


アダプティブブレーキ _ 

アダプティブブレーキは、ブレーキ時 
の利便性と安全性を高めるシステム 
です。 

アダプティブブレーキには、ホールド 
機能（1>193ページ）とヒルスタート 
アシスト機能 （^134 ページ）も含ま 
れます。 


擊瓣がが 
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盗難防止システム 


イモビライザー _ 

イモビライヴーは、正規のキー(外で 
はエンジンを始動させないよラにする 
機能です。 

キーによりイモビライザーを作動さ 
せる 

► エンジンスイツチからキーを抜さ 
ます。 

キーレスゴーによりイモビライザーを 
作動させる 

►イグニツシヨン位置を 0 にして、 
運転席ドアを開さます。 

イモビライザーを解除ずる 

►イグニツシヨン位置を1か2にし 
ます。 

〇イモ ビライヴーは、エンジンを始 
動すると解除されます。 


盗難防止警報システム _ 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さにじ(下の状況を検知すると、サイ 
レンが約30秒間鳴り、非常点滅なび 
通常の2倍の速さで約5分間点滅し 
ます。 

• ドアが開けられたとさ 
• トランクび開けられたとさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とさ 

盗難防止警報システムは、車を施錠し 
たあと、エマージェンシーキーを使用 
して運転席ドアやトランクを解錠し、 
開いたとさち作動します。 



システムを待機状態にずる 


► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を施錠します。 

表示なのが点滅し、約10秒後に 
待機状態になります。 

システムが待機状態のときは、表示 
なのが点滅を続けます。 

システムを解除ずる 

► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を解錠します。 

表示な①が消なします。 

警報を停止ずる 


► エンジンスイッチにキーを差します。 
または 

► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 

または 

► キーがキーレスゴーの左ち側アンテ 
ナの検知範囲（1>75ページ）にあ 
るとさは、キーびある側のドア八ン 
ドルの裏側に触れるか、トランクの 
八ンドルを引さます。 


撃辦が狀 
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または 

► キーがトランク側アンテナの検知 
範囲 （^75 ページ）にあるときは、 
トランクの八ンドルを引さます。 

または 

►キーがキーレスゴーの車室内アンテ 
ナの検知範囲（>75ぺージ）にある 
とさは、エンジンスイッチに取り付け 
たキーレスゴースイッチを押します。 

〇 ドアやトランクび開けられたり、 
ボンネットの□ックび解除されて警 
報び作動したとさは、それらをすぐ 
に開じてち、警報は解除されません。 

〇 システムを待機状態にするときは 
ボンネットが確実に閉じているこ 
とを確認してください。ボンネッ 
卜の□ックび解除された状態でシ 
ステムを待機状態にしても、ボン 
ネットび開けられたとさに警報は 
作動しません。 

〇 システムが待機状態のときに車内 
からドアを開いたり、ボンネット 
□ック解除レバーでボンネットの 
□ ックを解除すると警報び作動し 
ます。車内に人びいるときは待機状 
態にしないで < ださい。 


けん引防止機能 _ 

車を施錠して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを検 
知すると、サイレンび約30秒間鳴り、 
非常点滅なび通常の2倍の速さで約5 
分間点滅します。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両び持ち上げられたとさなど 
に警報び作動します。 

システムを待機状態にずる 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を施錠します。 

約30秒後に待機状態になります。 

待機状態を解除ずる 


► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を解錠します。 

警報を停止ずる 


► エンジンスイッチにキーを差します。 
または 

► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 

または 

► キーびキーレスゴーの左ち側アンテ 
ナの検知範囲075ページ）にあ 
るとさは、キーがある側のドア八ン 
ドルの裏側に触れるか、トランクの 
八ンドルを引さます。 

または 

► キーがトランク側アンテナの検知 
範囲 （^75 ページ）にあるときは、 
トランクの八ンドルを引さます。 


擊瓣がが 
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または 

►キーがキーレスゴーの車室内アンテ 
ナの検知範囲 （>75 ぺージ）にある 
ときは、エンジンスイッチに取り付け 
たキーレスゴースイッチを押します。 

けん引防止機能を解除ずる 

誤作動を防止するために、じ(下のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
移動するとさ 

• 機械式駐車場などに駐車するとさ 


室内センサー 



エンジンスイツチからキーを抜く 
か、イグニツシヨン位置を 0 にし 
ます。 

けん引防止機能解除スイツチのを 
押します。 

表示な③が数秒間点なし、その後 
消なして、けん引防止機能び解除 
されます。 

リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を施錠します。 


車を施錠して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車内で物体の動さを 
検知すると、サイレンび約30秒間鳴 
り、非常点滅灯び通常の2倍の速さで 
約5分間点滅します。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
内に腕を伸ばしたとさなどに警報び作 
動します。 

システムを待機状態にずる 

► システムを待機状態にする前に、室 
内センサーの誤作動を防止するため 
にじ(下のことを確認してください。 

• ドアウインドウび完全に閉じ 
ていること 

• スライディングルーフ*が完全 
に閉じていること 

• ルームミラーやアシストグ U ッ 
プにマスコットなどをかけてい 
ないこと 

► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を施錠します。 

約30秒後に待機状態になります。 

待機状態を解除ずる 

► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を解錠します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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警報を停止ずる 


► エンジンスイッチにキーを差します。 

または 

► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 

または 

► キーびキーレスゴーの左ち側アンテ 
ナの検知範囲（[>75ページ）にあ 
るとさは、キーびある側のドア八ン 
ドルの裏側に触れるか、トランクの 
八ンドルを引さます。 

または 

► キーがトランク側アンテナの検知 
範囲 （^75 ページ）にあるときは、 
トランクの八ンドルを引さます。 

または 

►キーがキーレスゴーの車室内アンテ 
ナの検知範囲 （>75 ぺージ）にある 
ときは、エンジンスイッチに取り付け 
たキーレスゴースイツチを押します。 

室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止するために、じ(下のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、室内セ 
ンヴーを解除してください。 

• 車内に人や動物び残るとさ 

• ドアウインドウを少し開いた状態で 
車から離れるとさ 

• スライディングルーフ*を少し開い 
た状態で車から離れるとさ 



► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグニッシヨン位置を 0 にし 
ます。 


► 室内センサー解除スイッチのを押 
し未す。 

表示む③が数秒間点滅し、その後 
消なして、室内センサーび解除さ 
れます。 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で車を施錠します。 


擊獻がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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U モコン機能付きのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用します。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキー（[>336ページ）を収納し 
ています。 

A 警告 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。車び施錠されていて 
を、誤って車内からドアを開いた 
り運転装置に触れて、事故やけび 
をするおそれびあ0まず。 

また、キーび車室内またはドア付 
近などの車外にあるとさは、キー 
レスゴースイッチを押ずことによ 
り、エンジンび始動し、事故の原 
因になりまず。 

• 短時間でち、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれびありまず。 

• エンジンスイッチにキーを差し込 
むとさは、重い物や必要!;^上に大 
さな物、ステア U ングなどの操作 
部に接触ずる物をキーホルダーと 
して使用しないでください。 
キーホルダー自体の重みや、キー 
ホルダーびステア U ングなどに接 
触ずることでキーびまわると、ェ 
ンジンび停止して事故を起こずお 
それびあ0まず。 


H キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

H キーを強い電磁波にさらすと 、 U 
モコン機能に障害び発生するおそれ 
があります。 

n キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因になります。 

H キーの先端部を巧したり覆ったり 
しないで<ださい。故障や誤作動の 
原因になります。 

[I 盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとさは必ず車を施錠してくだ 
さし、 

H 貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びあります。 

H 車を操作するときは、運転者は常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のわのと一緒に持 
ち運ばないでください。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
ゴー操作を行なラと、作動しなかっ 
たり、誤作動するおそれびあります。 

H 磁気を発生する電化製品の近<に 
キーを置かないで < ださい。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


を跋 e 恒冊 
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〇 キーの電池び消耗すると、キー 
のいずれかのボタンを押したとさ 
にキーの表示灯び点灯せず、リモ 
コン操作やキーレスゴー操作びで 
さな<なりますび、エンジンスイッ 
チにキーを差し込むことによるイ 
グニッシヨン位置の選択とエンジ 
ンの始動はできます。 



① 施錠ボタン 

② トランク オープナー ボタン 
⑤解錠ボタン 

イグニッシヨン位置が0でエンジンス 
イッチにキーを差し込んでいないとさ 
に(下の操作がでさます。 

-ドア、トランク、燃料給油フラップ 
の解錠/施錠 

-トランクを開< 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□ージング機能の 
操作（>127、128ぺージ） 

操作時にキーの表示巧び1回点滅し 
ます。 


〇 バッテリーの電圧が低下したとさ 
は、キーの電池び正常でわリモコン 
操作はでさません。 

解錠ずる 

► 解錠ボタン⑤を押します。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び解錠され、盗難防止警報システム 
(066 ページ）び解除され、非常点 
滅なが1回点滅します。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているときは、確認音び1回 
鳴ります （>179 ぺージ）。 

トランクび独立施錠（[>85ページ) 
されているときは、解錠ボタン⑤ 
を押してもトランクは解錠されま 
せん。 

施錠ずる 

► 施錠ボタンのを押します。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
が施錠され、盗難防止警報システム 
(杉66ページ）び待機状態になり、 
非常点滅好が3回点滅します。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び3回 
鳴ります （>179 ページ）。 

Q U モコン操作で施錠したときは、 
非常点滅なが3回点滅したことを 
確認してください。 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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トランクを開< 

► トランクび開さはじめるまで、トラ 
ンク オープナー ボタン③を押 し 続 
けます。 

〇 トランクび独立施錠（>85ぺージ） 
されているとさは、トランクオープ 
ナーボタン③を押してもトランク 
は開さません。 

リモコン機能の切り替え 


リモコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップのみを解錠する 
よラに設定できます。 

► 解錠ボタン③と施錠ボタン①を同 
時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示なが2回点滅し、設定 
び切り替わります。 

この状態ではじ(下のよラに作動し 
ます。 

-解錠ボタン⑤を1回押すと、運 
転席ドアと燃料給油フラップの 
みび解錠され、盗難防止警報シ 
ステム066ぺージ）び解除され、 
非常点滅なび1回点滅します。 

また、アンサーバック機能* *を 
設定しているとさは、確認音が1 
回鳴ります （>179 ぺージ）。 

• 続けて約40秒じ(内に解錠ボタン 
⑤を押すと、助手席ドア、リア 
ドア、トランクが解錠され、非 
常点滅なが1回点滅します。 

また、アンサーバック機能*を 
設定しているとさは、確認音が1 
回鳴ります（>179ぺージ）。 


〇 車両の近くでキーの電池の点検を 
行なラと、キーの解錠ボタンまたは 
施錠ボタンを押したときに、車両わ 
解錠または施錠されます。 

初期設定に戻ず 

► キーの表示灯び2回点滅するまで、 
解錠ボタン⑤と施錠ボタンのを同 
時に約6秒間押し続けます。 

〇 U モコン操作での解錠後約40秒 
(内に、(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されます。 

-ドアを開< 

• トランクを開< 

• 車室内にキーびあるとさにエン 
ジンスイッチにキーを差し込む 

• エンジンスイッチに取り付けた 
キーレスゴースイッチを押す 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

□ケイターライティング 


周囲び暗いとさ、 U モコン操作で車を 
解錠するとじ(下のランプび点なします。 

• 車幅な 

• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 
• ドアミラー下部のライト 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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点灯したライトはじ(下のとさに消灯し 
ます。 

-運転席ドアを開いたとき 

-エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーレスゴースイッチでイグニッ 
シヨン位置を1にしたとさ 

-点なしてから約40秒経過したとさ 

この機能の設定と解除については 
(>177 ぺージ）をご覧ください。 


キー レス ゴー 



①ち側アンテナの検知範囲 
© 左側アンテナの検知範囲 


③トランク側アンテナの検知範囲 
® 車室内アンテナの検知範囲 

キーレスゴーは、キーを携帯すること 
により、キーとキーレスゴーアンテナ 
び電波の送受信を行ない、リモコン 
操作をしな<てち、車の解錠/施錠 
やエンジンの始動を行なラことがでさ 
ます。 

キーレスゴー操作で車を解錠/施錠す 
るとさは、キーとドア八ンドルまたは 
トランクとの距離は約 1 m じ(内にして 
ください。 


〇 エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとさは、キーレスゴー操 
作を行なラことはでさません。 

〇 エンジンスイッチにキーが差し込 
まれていないとさち、エンジンびか 
かっているとさやイグニッシヨン位 
置び2のとさは、キーレスゴー操 
作で施錠でさません。 

キーの位置により、キーレスゴー操作 

で行なラことがでさる操作びじ(下のよ 

ラに異なります。 

キーが左ち側アンテナの検知節囲にあ 

るとさ 

• キーびある側のドア八ンドルに触れ 
ると、車の施錠/解錠びでさます。 

キーびトランク側アンテナの検知節囲 

に友るとさ 

• ドア八ンドルに触れると、車の施 
錠/解錠がでさます。 

-トランクの八ンドルを引くと、卜 
ランクのみを解錠して開くことが 
でさます。 

• トランクのキーレスゴースイッチを 
押して、トランクを閉じて車を施 
錠することびできます。 

キーが車室内アンテナの検知節囲にあ 

るとさ 

-イグニッシヨン位置の選択がでさ 
ます（:[>87ページ）。 

• エンジンの始動びできます(>133 
ぺージ)。 

〇 ドア付近やルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さわ、車室内アンテナにキーが検 
知されることびあります。 
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A 警告 

• 埋め込み型臓ペースメーカーお 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちや、それ!;^外の医療用 
電子機器を使用されているちは、 
車を使用ずる前に、あらかじめ医 
師や医療用電子機器メーカーなど 
にキーレスゴーによる電波の影響 
についてご相談ください。 

• 埋め込み型臓ペースメーカーお 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちは、キーレスゴーアン 
テナから約 22 cm 内に近付か 
ないよラにしてぐださい。キーレ 
スゴー操作を行なラとさは、キー 
とアンテナの間で電波び送受信さ 
れるため、埋め込み型臓ペース 
メーカーおよび埋め込み型除細動 
器の作動に影響を与えるおそれび 
あ0まず。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてを、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけびをず 
るおそれびあ0まず。 

また、ドア付近やルーフの上、ボ 
ンネツトの上などの車外にキーび 
あるとさを、キーレスゴースイツ 
チを押ずことによりエンジンび始 
動することびあり、事故の原因に 
なります。 

• 短時間でを、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 

P 手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解錠/施錠しない 
ことびあります。 


P キーが左ち側アンテナやトラン 
ク側アンテナの検知範囲にあると 
さに、ドア八ンドルを清掃したり、 
ドア八ンドルに雨粒や水しぶさび 
かかったり物などが触れると、車 
び解錠されることびありますので 
注意してください。 

〇 キーを車から遠ざけたとさは、 
キーレスゴー操作で車を施錠/解 
錠したり、エンジンを始動するこ 
とはでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさ 
は、ドア八ンドル表面のセンサーの 
機能び自動的に解除されます。ドア 
八ンドルを引いてドアを解錠して 
からイグニッシヨン位置を2にし 
て、センサーを待機状態にしてくだ 
さし、 

〇 キーレスゴーアンテナの検知範囲 
内にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でわ、キーレスゴー操 
作を行なラことがでさます。 

解錠ずる（初期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れます。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び解錠され、盗難防止警報システム 
(杉66ページ）び解除され、非常点 
滅なが1回点滅します。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているときは、確認音び1回 
鳴ります （>179 ぺージ）。 

トランクび独立施錠（杉85ページ) 
されているとさは、ドア八ンドル 
の裏側に触れてもトランクは解錠 
されません。 
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《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 解錠後約40秒 ii (内に、(下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されます。 

-ドアを開< 

• トランクを開< 

-キーび車室内にあるとさに、エン 
ジンスイッチにキーを差し込む 

-エンジンスイッチに取り付けた 
キーレスゴースイッチを押す 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 


解錠時の設定の切り替え 



①施錠ボタン 
③解錠ボタン 


運転席ドア八ンドルの裏側に触れて解 
錠したとさの作動内容を切り替えるこ 
とびでさます。 

► 施錠ボタンのと解錠ボタン③を同 
時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示なび2回点滅し、設定 
び切り替わります。 


このときは、じ(下のように作動します。 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 

運転席ドア、燃料給油フラップび 
解錠され、盗難防止警報システム 
(066 ページ）び解除され、非常点 
滅なび1回点滅します。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているときは、確認音び1回 
鳴ります （>179 ぺージ）。 

〇 車両の近くでキーの電池の点検を 
行なラと、キーの解錠ボタンまたは 
施錠ボタンを押したとさに、車両ち 
解錠または施錠されます。 

初期設定に戻ず 

► キーの表示なが2回点滅するまで、 
約6秒間施錠ボタンのと解錠ボタ 
ン③を同時に押し続けます。 

〇 設定を切り替えたとさわ、運転席 
(がのドアのドア八ンドルの裏側に 
触れたり、トランクの八ンドルを引 
くことで、ドアやトランクを解錠す 
ることがでさます。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のわので、予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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施錠ずる 



左フ□ントドア 


► ドア八ンドルの施錠操作部のに触 
れます。 

または 



《スイッチの絵柄は予告なく変更されること 
びあります。 


► トランクの キー レス ゴース イッチ 
③を押します。 

トランクび閉じます。 

ドア、トランク、燃料給油フラップが 
施錠され、盗難防止警報システム066 
ページ）び待機状態になり、非常点滅 
なが3回点滅します。 


また、アンサーバック機能*を設定し 

ているときは、確認音が3回鳴ります 
(>179ぺージ）。 

H 車を施錠したとさは、非常点滅な 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

〇 キーび車室内にあるとさでわ、わ 
ラ1本のキーび左ち側アンテナの 
検知範囲にあるときはキーがある側 
のドア八ンドルの施錠操作部に触れ 
ることで、またはトランク側アンテ 
ナの検知範囲にあるとさはドア八ン 
ドルの施錠操作部かトランクのキー 
レスゴースイッチを押すことで施錠 
でさます。 

トランクを解錠して開く 

► トランクの八ンドルを引さます。 

トランクのみび解錠されて開さ 
ます。 

〇トランクを開くとさは、後方や上 
ちに十分な空間があることを確認し 
てください。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 



iGlw 





79 



A 警告 

• ドアは確実に閉じてください。ドア 
の閉じかたび不完全（半ドア）な場 
合、走行中にドアび開くおそれびあ 
ります。 

• ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

• 同乗者びドアを開くとさは、危険 
びないことを運転者び確認してく 
ださい。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてち、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけびをす 
るおそれびあ0ます。 

• 短時間でも、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 



開< 

► ドア八ンドルのを引きます。 

閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に開 
じます。 


〇 ドアウインドウが全開のときにド 
アを開くとドアウインドウび少し開 
さます。ドアを閉じると、ドアウイ 
ンドウは全開します。 

U 車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ず施錠してください。 

Q ドアウインドウび凍結していた 
り、バッテリーびあがっているとき 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウは開さません。 

このとさは、無理にドアを閉じない 
でください。ドアウインドウやドア、 
シール部などを損傷するおそれびあ 
ります。 


車内からのドアの開閉 



左八ンドル車 


開< 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

ドアび施錠されているときは、□ッ 
クノブのび上びり、解錠されます。 

閉じる 

► インナーグリップ⑤を持って確実 
に閉じます。 
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ドア 


H ドアを閉じるとさは、身体や物を 
挟まないよラに注意してください。 
車の周りにテ供がいるときは、特に 
を意してください。 

〇 車が施錠されているとさわ、車 
内のドアレバーを引くとドアを開 
くことがでさます。ただし、リア 
ドアのチ ヤイル ド プルーフ □ックが 
設定されているとさは、車内のドア 
レバーを引いてもリアドアを開くこ 
とはでさません。 

〇 助手席ドアとリアドアは、開い 
ているときに□ックノブを押し込ん 
でから閉じると施錠されます。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークが 表示されます。 


車内からの解錠/施錠 


A 警告 

□ックノブび下びっていてち、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さまず。 
テ供を乗せているとさは特にを意し 
て < ださい。 

H 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さし、。 

0□ックノブび完全に下がってい 
ないドアびあるとさは、そのドア 
をいったん開さ、再度閉じてから施 
錠してください。 


ドアごとの解錠/施錠 

解錠ずる 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

このとさドアち開さます。 

施錠ずる 

► □ックノブのを押し込みます。 

ドア□ックスイッチ 



左八ンドル車 

すべてのドアとトランクを解錠/施 
錠でさます。 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 
助手席ドアにあります。 

解錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）のを 
押します。 

□ックノブび上がります。 

施錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）③を 
押します。 

□ックノブび下びります。 
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〇 次のよラな場合はドア□ックス 
イッチで解錠/施錠でさません。 

• U モコン操作またはキーレスゴー 
操作で施錠しているとさ 

• 助手席ドアび開いているとさ 

〇 運転席ドアが開いているときは、 
ドア□ックスイッチで運転席(外の 
ドアとトランクの解錠/施錠びで 
さます。 

〇 ドア□ックスイッチで燃料給油フ 
ラップの解錠/施錠はでさません。 

〇 トランクが独立施錠されていると 
さは、ドア□ックスイッチでトラン 
クを解錠することはできません。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度が約1 5 km/h (上になると、 

ドアとトランクを自動的に施錠します。 

B 車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押すとさやタイヤ交換 
などで車を持ち上げるとさ、ダイ 
ナモ メーターで パーキング ブレー 
キをテストするとさなどは、イグ 
ニッシヨン位置を0にしてくだ 
さい。車輪び回転すると施錠され、 
車外に閉め出されるおそれびあり 
ます。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠され 
ているときも、車内のドアレバーを 
引いてドアを解錠して開くことびで 
さます。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠す 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 


車速感応ドア□ックの設定/解除 



左八ンドル車 

車速感応ドア□ックを設定ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）③を 
約5秒間押して保持します。 

車速感応ドア□ックび設定され、確 
認音び鳴ります。 

車速感応ドア□ックを解除ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）のを 
約5秒間押して保持します。 

車速感応ドア□ックび解除され、確 
認音び鳴ります。 

〇 ドア□ックスイッチを押して保持 
しても確認音び鳴らないとさは、そ 
の設定びすでに選択されています。 

〇 車速感応ドア□ックはマルチファ 
ンクシヨンディスプレイでも設定/ 
解除でさます（杉179ページ）。 
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トランク 


トランク 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないでください。排 
気ガスび車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死するおそれびあります。 


A 警告 

トランクを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに十分を意してくだ 
さい。車の周りにテ供びいるとさは、 
特にを意してください。 

H トランク内には乗車しないでくだ 
さい。事故などのとさ、けがをする 
おそれびあります。 

H テ供などがトランクに閉じ込めら 
れないよラに注意してください。 

H トランクを開<とさは、トランク 
の周りに障害物がな<、身体や物に 
当たるおそれがないことを確認して 
ください。 

n トランクを開くとさは、後方や上 
方に十分な空間びあることを確認し 
てください。 

n 強風のときにトランクを開くと、 
風にあおられ、トランクが不意に下 
びるおそれびあります。風の強い曰 
は十分に注意してください。 

また、トランクに雪び積もっている 
ときわ同様に注意してください。 

H トランクを閉じたとさは、トラン 
クが確実に閉じていることを確認し 
てください。 


B トランクの中にキーを残したまま 
にしないでください。トランクび施 
錠されるとキーが取り出せなくなり 
ます。 

〇 車が施錠されているときにリモコ 
ン操作やキーレスゴー操作、エマー 
ジェンシーキーなどでトランクを開 
き、再度トランクを閉じるとトラン 
クは施錠されます。ただし、トラン 
ク内にキーを残したままのとさは施 
錠されません。 

〇 トランクが完全に閉じていない状 
態で走行すると、警告音が鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
警告マークび表示されます。 

〇 車が施錠されているときは、キー 
のトランク オープナー ボタンを 
押すとトランクだけび解錠されて 
開さます。 

〇 車び施錠されているときにトラン 
クのみを解錠して開さ、再度トラ 
ンクを閉じるとトランクは施錠さ 
れます。このとさ、非常点滅好び3 
回点滅します。 

〇 車が施錠されているとさわ、キー 
びキーレスゴーのトランク側アンテ 
ナの検知範囲にあるときは、トラン 
ク八ンドルを引くと、トランクだけ 
が解錠されて開さます。その状態で 
トランクを閉じると、トランクは施 
錠されます。 

〇 トランクび独立施錠されていると 
さは、トランクの八ンドルを引くか、 
トランクオープナースイッチ/卜 
ランクスイッチを引いたり、キーの 
トランクオープナーボタンを押して 
わトランクは開さません。 


を跋 e お冊 
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自動開閉トランクリツド非装備車 


車外からトランクを開く 



► キーの解錠ボタンを押します。 
►八ンドルのを手前に弓 I きます。 
または 

► トランクび開さはじめるまで、キー 
のトランク オープナー ボタン073 
ページ）を押し続けます。 

トランクび開さます。 

車外からトランクを閉じる 



► 凹部のに手をかけてトランクを引 
さ下げます。 


► 外側からトランクを軽く押さえます。 

►必要であれば、車を施錠します 
073.78ページ）。 


車内からトランクを開く 



左八ンドル車 


停車しているとさは、運転席ドアのス 
イッチでトランクを開<ことがでさ 
ます。 

► トランクが開さはじめるまでトラ 
ンク オープナー スイツチのを引き 
続けます。 

トランクび開さます。 


自動開閉トランクリツド装備車 


A 警告 

トランクを開閉ずるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分を意してく 
ださい。開閉操作を停止するとさは、 
トランクク□ーヴースイツチを押す 
か、トランク外側の八ンドルを手前 
に引いて < ださい。 

〇 トランクび閉じているとさに身体 
や荷物などと接触すると、トランク 
の動さび停止して、自動で開さます。 

©走行 中は、トランクを開閉するこ 
とはでさません。 
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トランク 


〇 トランクび自動で閉じているとさ 
やトランクスイッチを押し続けて卜 
ランクを閉じているときは、じ(下の 
操作を行なラとトランクの作動び停 
止して全開します。 

• トランクク□ーヴースイッチを 
押す 

• トランクの キー レス ゴース イッ 
チを押す 

• キーの トランク オープナー ボタ 
ンを押す 

• トランク八ンドルを引く 
• トランクスイッチを操作する 

〇 開閉操作を繰り返すと、トランク 
び一時的に開閉しなくなることびあ 
ります。 


車がからトランクを開く 



► キーの解錠ボタンを押します。 
►八ンドルのを手前に弓 I さます。 


または 

► トランクが開さはじめるまで、キー 
のトランク オープナー ボタン073 
ページ）を押し続けます。 

トランクが自動で開さます。 


車外か S トランクを閉じる 



《スイッチの絵柄は、予告なく変更されること 
びあります。 


► トランクク□-ヴースイッチのを 
押します。 

トランクび自動で開じます。 

トランクを閉じて車を施錠ずる 

►キーレスゴースイッチ③を押し 
ます。 

トランクが自動で閉じ、ドア、トラ 
ンク、燃料給油フラップび施錠され、 
盗難防止警報システム （ t >66 ペー 
ジ）び待機状態になり、非常点滅灯 
び3回点滅します。 

また、アンヴーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び3回 
鳴ります0179ぺージ）。 

H 車を施錠したとさは、非常点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 キーがトランク内にあるときは、 
キーレスゴースイツチ®を押して 
わ、トランクは閉じず、車は施錠さ 
れません。 

ただし、もラ1本のキーびトラン 
ク側の検知範囲にあるときは、キー 
レスゴースイッチを押すことで、卜 
ランクを閉じて車を施錠でさます。 


車内か S トランクを開く 



左八ンドル車 


A 警告 

トランクを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに十分を意してくだ 
さい。トランクスイッチから指を放ず 
と、トランクは全開しまず。 

車両び停止していて解錠されていると 
きは、運転席ドアのスイッチでトラン 
クを開閉でさます。 

► トランクび開さはじめるまで、トラ 
ンクスイツチのを弓 I き続けます。 

トランクび自動で開さます。 


車内からトランクを閉じる 

► トランクスイッチのを押し続け 
ます。 

押している間、トランクび閉じます。 

スイッチから指を放すと、トランク 
は全開します。 



車の解錠/施錠に関わらず、トラン 
クを独立して施錠でさます。 

トランクを独立施錠しているときは、 
トランクを開くことはでさません。 

トランクを独立施錠ずる 

► トランクを閉じます。 

► トランクのキーシ U ンダーにエマー 
ジェンシーキー(1>336ぺージ）を 
差し込みます。 

► エマージェンシーキーを独立施錠位 
置回にまわします。 

► キーシリンダーからエマージェン 
シーキーを抜さます。 
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ィグニッ 

シヨ 

ン位置 


O トランクを開いた状態でわ、上 
記の操作を行なってトランクを開 
じると独立施錠されます。このと 
さは、エマージェンシーキーの閉 
じ込みにま意してください。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
^ に、この機能を使用してください。 
^ その際は、エマージェンシーキーを 
G キー本体から取り外して携帯してく 
恒 ださい。 

独立施錠を解除ずる 

► トランクのキーシ U ンダーにエマー 
ジェンシーキー([>336ぺージ）を 
差し込みます。 

► エマージェンシーキーを独立施錠解 
除位置のにまわします。 

► キーシ U ンダーからエマージェン 
シーキーを抜さます。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 


ン位置 


A 警告 

ごく短時間でも、車から離れるとさ 
はエンジンスイッチからキーを抜い 
てください。また、テ供だけを車内 
に残さないでください。いたずらか 
ら車の発進、乂災などの事故び発生ず 
るおそれびありまず。また、炎天下 
では車内び非常に高温になり、熱中 
症を起こすおそれびあります。 

H 走行中にエンジンを停止しなし^で 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
なくなります。また、ブレーキやス 
テアリングの操作に非常に大さな力 
び必要になります。 


キーによるイグ ニッシ ヨン位置の選択 




イグニツシヨン位置を選択ずる 

► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまわします。 


じ(下のよラにイグニツシヨン位置が 
変更されます。 







イグニッシヨン位置 


87 


キーの 

位置 

イグニツシヨン位置 

画 

0 :キーを差し込む/抜 
<位置 

の 

1:イグニツシヨン位置び 

1になります。 

回 

2:イグニツシヨン位置び 

2になります。 

回 

3 :エンジンび始動します。 

エンジンスイッチからキーを抜かず 


に0の位置で長時間放置している 
と、キーびまわせな<なることがあり 
ます。また、ステアリングび□ックさ 
れます。このとさは、キーをいったん 
抜さ、再度差してからまわしてくだ 
さい。 

B バッテ U —あがりを防ぐため、駐 
車時は必ずエンジンスイッチから 
キーを抜いてください。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
巧れていると、エンジンを始動で 
さなくなります。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
さち、エンジンスイッチをまわせる 
ことがありますび、エンジンスイッ 
チの位置の選択や、エンジンの始動 
はでさません。 


キーレスゴースイツチによるイグ 
ニッシヨン位置の選択 



左八ンドル車 


車室内にキーびあり、エンジンスイツ 
チにキーレスコ'ースイツチのを取り 
付けてあるとさ、キーレスゴースイツ 
チのを押すことにより、イグニツシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動がでさ 
ます。 

イグニツシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
にキーレスゴースイツチのを押す 
と、じ(下のよラにイグニッシヨン位 
置び変更されます。 


キー レス ゴース 

イグニツシヨン 

イツチの操作 

位置 

1回押す 

0から1になり 
ます。 

さらに1回押す 

1から2になり 
ます。 

さらに1回押す 

2から0になり 
ます。 


〇イグ ニッシヨン位置び1のときに、 
運転席ドアを開くと、イグニッシヨ 
ン位置び0になります。 
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シヨ 

ン位置 


エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレスゴースイッチのを押し 
ます。 

■ Q ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車がにキーびあると 
女 さもエンジンは始動でさることび 

跋 あります。車両の盗難にま意して 

I 客 くださぃ。 

抽> エンジンスイッチにキーレスコ'一 

スイッチを取り付けてから約2秒 
間は、キーレスゴースイッチでのイ 
グニッシヨン位置の選択やエンジン 
始動びでさません。 

〇 車室内にキーがないとさにキー 
レスゴースイッチを押すと、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"キーを認識でさません" または 
II スタートボタンをがしキーを入 
れてください'' と表示されます。 

キー レスゴースイッチの取り外し 


► エンジンスイッチ③からキーレス 
ゴースイッチのを取り外します。 

〇 キー レス ゴース イッチは、通常 
は駐車時でわ取り外す必要はあり 
ません 0 



左八ンドル車 

キーレスゴースイッチのを取り外 
し、エンジンスイッチ③にキーを差 
し込んでまわすことにより、イグニッ 
シヨン位置を選択でさます。 
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シ— 


A 警告 

エンジンスイッチにキーび差し込ま 
れていなくてちシート位置を調整で 
さるため、テ供だけを車内に残して 
車から離れないでください。シート 
調整スイッチを操作してシートに挟 
まれるおそれびあ0まず。 


A 警告 

運転席シートの調整は、必ず停車し 
ているときに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあ0ます。 


A 警告 

シートを調整するとさは他の乗員の 
身体び挟まれないよラにを意して< 
ださい。また、エアバッグに関する 
を意をご覧ください。 

子供を乗せるとさは、（1>17、47ペー 
ジ）をご覧ください。 


A 警告 

へッドレストの中央び目の高さに調 
整され、後頭部びへッドレストの中 
央部に支えられていることを確認し 
てください。後頭部びへッドレスト 
に正しく支えられていないと、事故 
などのとさに、首に重大なけびをず 
るおそれびあります。ヘッドレスト 
び正しい位置に調整されていないと 
さは、決して走行しないでください。 


A 警告 

U アシートに乗車するとさは必ず 
へッドレストを取り付けてください。 
事故のとさ、重大なけびをするおそ 
れびあ0ます。 

n シー トや シー ト ヒーターの 損傷を 
防ぐため、じ(下の点に注意してくだ 
さい。 

• シートに液体をこぼさないでく 
ださい。シートに液体をこぼし 
たときは、すみやかに乾燥させ 
てください。 

-シートカバーび濡れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シートヒーターを使用しないで 
ください。 

-シートは定期的に清掃すること 
をお勧めします。「曰常の手入れ」 
をご覧ください（>294ぺージ）。 

• シートの上に重い物を載せない 
でください。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフや工具など 
の鋭利な物を置かないで< だ 
さい。シートは、でさるだけ人 
を乗せるためだけに使用してく 
ださい。 

•シート ヒーターの 使用中は、毛 
巧やコート、バッグ、シートカ 
バー、チャイルドセーフティシー 
卜などにより、シートを覆わない 
で < ださい。 
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シ— 


u シートを調整するとさは、足元や 
シートの下などに物びないことを 
確認してください。シートや物を損 
傷するおそれがあります。 

H シートを後方に移動したり、バッ 
クレストを後方に倒すとさはリア 
シートと接触しないよラにま意して 
ください。シートやシートバックポ 
ケットの収納物を損傷するおそれび 
あります。 

〇 フ□ントシ ー ト のへ ッドレストに 
は 、 NECK PRO アクティブヘッド 
レストを装備しているため、へッ 
ドレストを取り外すことはでさま 
せん。詳しくは、メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場におたずね < だ 
さし、。 


フ□ントシートの調整 



左側シートのスイッチ 


シートの前後位置の調整 

►シート調整スイツチを矢印®の方 
向に操作して調整します。 


シートの高さの調整 


► シート調整スイッチを矢印⑤の方 
向に操作して調整します。 

シートクッシヨンの角度の調整 

►シート調整スイッチを矢印③の方 
向に操作して調整します。 

バックレストの角度の調整 

► シート調整スイッチを矢印®のち 
向に操作して調整します。 

〇 助手席シートび不適切な位置にあ 
るときに PRE - SAFE ⑩び作動したと 
さは、助手席シートが適切な位置に 
自動的に調整されます。 

〇 シートのメモリー機能については 
(M 03ページ）をご覧ください。 

〇 リアシートのバックレストの□ッ 
クを解除したとさに、フ□ントシー 
卜が後方の位置にあるとさやバック 
レストを後方に倒しているときは、 
□ックを解除した側のフ□ントシー 
卜び自動的に前方および上方に移動 
し、バックレストび前方に起き上が 
ります。ただし、運転席シートは、 
イグニッシヨン位置び2のとさは 
移動しません。 

〇 シートの前後位置の調整に連動し 
て、ヘッドレストの高さも自動的に 
調整されます。 
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フ□ントへッドレストの調整 
へッドレストの高さの調整 

► シート調整スイツチを矢印のの方 


向に操作して調整します。 

へッドレストの角度の調整 



►へッドレストの下部を持って矢印の 
方向に動かします。 

ラグジュアリーへッドレストの調整 


A 警告 

サイドクッションを広げるときは、 
サイドクッション後端部に指をかけ 
ないで<ださい。指を挟むおそれび 
あ0ます。 



へッドレストの前後位置を調整ずる 

►へッドレストのクッシヨン部を矢印 
③の方向に動かします。 

ヴイドクッシヨンの位置を調整ずる 

► サイドクッシヨンを矢印ののち向 
に動かします。 

左ちのサイドクッションを独立して 
調整でさます。 


リアへッドレストの調整 


リアへッドレストの角度の調整 



► へッドレストを動かして角度を調整 
し乐す。 


リアへッドレストの脱着 


A 警告 

U アシートに乗車ずるとさは必ず 
へッドレストを取り付けてください。 
事故のとさ、重大なけびをずるおそ 
れびあ0まず。 


と践6恒冊 


※ラグジユア U —へッドレストは、日本仕様には装備されない場合びあります。 
















シ— 


Q リアへッドレストを取り外すとき 
は、電動ブラインド 0 J アウインド 
ウ）を収納してください。リアへッ 
ドレストや電動ブラインド （ U アウ 
インドウ）を損傷するおそれびあり 
ます。 



へッドレストを取りがず 

► □ック解除ボタンのを押しなびら、 
へッドレストを引さ抜さます。 


へッドレストを取り付ける 

►へッドレストの支柱を取り付け穴に 
差し込んで□ックします。 


マルチコント□ールシートバック* 

身体を正しく支えるよラに、シートの 
形状を調整します。 

イグニッシヨン 位置が1 か 2 のとさ 
に調整でさます。 



左側シートのスイッチ 

① シートクッシヨンの長さ 

② ドライビングダイナミックシートス 


イッチ 

③ バックレストのサイドクッシヨンのヴ 
ポート調整スイッチ 

④ マッサージ機能スイッチ 

⑤ ランノ くーヴポートの位置の調整 
©ランノ くーヴポートの強さの調整 

シートクッシヨンの長さを調整ずる 

► スイッチのの前後を押します。 

バックレストのサイドクッシヨンのヴ 
ポートを調整ずる 

► スイッチ⑤を左ちに操作します。 

ランバーサポートの強さを調整ずる 

► スイッチ⑤を前後に操作します。 

ランバーサポートの位置を調整ずる 

► スイッチ®を前後に操作します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


と跋 e 恒冊 










ドライビングダイナミック機能 

カーブを曲がるときなどに、バックレ 
ストのサイドサポートを自動的に増加 
させ、身体を効果的に支える機能です。 

ヴポートの強さを2段階に調整でさ 
ます。 

► スイッチ③を押します。 

スイッチを押すごとに点なする表 
示なの数び変わり、ドライビング 
ダイナミック機能の作動び切り替 
わります。 


点1灯している 
表示なの数 

作動内容 

2 

ドライビングダイ 
ナ S ック機能び強 
で作動します。 

1 

ドライビングダイ 
ナミック機能び弱 
で作動します。 

0 

停止します。 


► ドライビングダイナミック機能を 
停止するとさは、スイッチ③を押 
して、スイッチの表示灯を消なさ 
せます。 

7ッサージ 機能 

バックレストのエアクッシヨンが膨張 
と収縮を繰り返し、長距離走行などの 
疲労を軽減します。 

マッサージの強さを2段階に調整で 
さます。 


スイッチ④を押します。 

スイッチを押すごとに点灯する表 
示なの数び変わり、マッサージ機 
能の作動が切り替わります。 


点'灯している 
表示'灯の数 

作動内容 

2 

マッサージ機能び 


強で作動します。 

1 

マッサージ機能び 


弱で作動します。 

0 

停止します。 


► マッサージ機能を停止するときは、 
スイッチ④を押して、スイッチの 
表示灯を消なさせます。 

〇 マッサージ機能は、作動後約20 
分経過すると、自動的に停止します。 



左側シートのスイッチ 
①⑤ランバーサポートの位置の調整 
③ランノ（ーヴポートの強さの調整（弱） 
® ラン) (ーヴポートの強さの調整（強） 


電動ランバーサポート 



B と跋09恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 






シ— 


ランバー（腰部）のヴポートを調整で 
さます。 

フ□ントシートに装備されています。 

ヴポートの位置を調整ずる 

►スイッチのまたは⑤を押して、ヴ 
ポートの位置を調整します。 

ヴポートの強さを調整ずる 

►スイッチ③（弱）または® (強） 
を押して、サポートの強さを調整 
します。 

〇 ち側シートは、スイッチ③（弱） 
と® (強）の位置び逆になります。 

〇 じ(下のときは、ランバーサポート 
が自動的に解除されることびあり 
ます。 

-ドアび解錠されているとき 
-ドアび開いているとさ 
-イグニッシヨン位置が1のとさ 

必要に応じてランバーサポートを 
再調整してください。 


シー ト ヒーター 


A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手の衣服などを着用している状態や、 
毛布などの保温性の高いをのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないでください。 

異常過熱による低温火傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こしたり、シートヒー 
ターび故障するおそれびあります。 


A 警告 

下の事項に該当するちは、熱すぎ 
たり、低温火傷をずるおそれびあり 
まずので、十分にを意してください。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、身体び 
不自由なち 
• 皮膚の弱いち 
• 疲労の激しいち 
• 眠気を誘ラ薬を服用されたち 
• 飲酒したち 


シートヒーターの作動を3段階に調整 
でさます。 

〇 バッテリーの電圧び低下すると、 
シー ト ヒーターび 停止することがあ 
ります。 


を跋 e 恒冊 
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U アシートのスイッチ 


シートヒーターを使用ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

►シートヒータースイッチのを押 
します。 

シート ヒーター スイッチのを押す 
ごとに点なする表示な③の数び変 
わり、シート ヒーターの 作動が切り 
替わります。 

シートヒーターを停止ずる 

► シートヒータースイッチのを押し 
て、表示な③を消なさせます。 


点'灯している作動内容 
表示'灯の数 

3 シートヒーターび 

強で作動します。 

フ□ントシートの 
シート ヒーターは 
約8分後に、リ 
アシートのシート 
ヒーターは 約5分 
後に自動的に中に 
切り替わります。 

2 シートヒーターび 

中で作動します。 

約10分後に自動 
的に弱に切り替わ 
ります。 

1 シートヒーターび 

弱で作動します。 

約20分後に自動的 
に停止します。 

0 停止します。 

H シートに凸部のある重量物を置か 
ないでください。故障の原因になり 
ます。 

シートヒーターのトラブル 


シートヒーターび短時間で停止した 
り、作動しないとさは、多くの電気装 
備が使用されているために電圧び低下 
しています。 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
してください。 


B と跋09恒冊 


※リアシートのシートヒーターは、曰本仕様には装備されません。 







シートベンチレーター* 


シートベンチレーターの作動を3段階 
に調整でさます。 

〇 バッテリーの電圧び低下すると、 
シートベンチレーターび停止するこ 
とびあります。 



シートベンチレーターを使用ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


►シートベンチレータースイッチの 
を押します。 


点！打している 
表示1 灯の数 

作動内容 

3 

シートベンチレー 
ターび強で作動し 
ます。 

2 

シートベンチレー 
ターび中で作動し 
ます。 

1 

シートベンチレー 
ターび弱で作動し 
ます。 

0 

停止します。 


シートベンチレーターを停止ずる 

►シートベンチレータースイッチの 
を押して、表示な③を消なさせ 
ます。 

〇 リモコン操作でドアウインドウや 
スライディングルーフ*を開くと、 
運転席のシートベンチレーターび強 
で作動します。 


シートベンチレータースイッチを 
押すごとに点なする表示な③の数 
が変わり、シートベンチレーターの 
作動が切り替わります。 


ソートヘンナレーターのトフノル 

シートベンチレーターび短時間で停止 
したり、作動しないとさは、多くの電 
気装備び使用されているために電圧が 
低下しています。 


► リアデフ ォッガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
してください。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ステアリング 


A 警告 

エンジンスイッチにキーび差し込ま 
れていなくてちステア U ング位置を 
調整でさるため、テ供だけを車内に 
残して車から離れないでください。 
ステアリング調整レバーを操作して 
ステアリングに挟まれるおそれびあ 
ります。 


A 警告 

ステア U ングの調整は、必ず停車中 
に行なってくださし、走行中に行なっ 
て操作を誤ると、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


A 警告 

運転中はステア U ングのパッド部を 
持たないでください。万一のとさ、 
運転席エアバッグの作動を妨げるお 
それびあ0まず。 

ステア U ングのパッド部にカバーを 
したり、バッジやステッカー、オー 
デイオの U モコンなどを貼り付け 
ないでください。運転席エアバッグ 
の作動を妨げたり、作動時にけびをず 
るおそれびあ0ます。 

〇ステア U ングをいっぱいにまね 
した状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステアリング装置を損傷す 
るおそれがあります。 


Q 故障などでエンジンを停止して 
けん引するとさは、十分注意してく 
ださい。エンジンび停止していると、 
通常のときに比べてステアリング操 
作に非常に大 さな 力び必要です。 


ステアリング位置の調整 



①上下位置の調整 
③前後位置の調整 


上下位置を調整ずる 

► ステアリング調整レバーを①のち 
向に操作します。 

前後位置を調整ずる 

► ステアリング調整レバーを③の方 
向に操作します。 

〇 ステアリングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶させることびでさます 
(>103 ぺージ）。 


B と跋昼冊 
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ステアリング 


A 警告 

イージーエント U —機能び作動し 
ているとさは、乗員の身体び挟まれ 
ないよラにを意してください。 

身体び挟まれそラになったとさは、 
下の操作をしてください。 

• ステア U ング調整レバーをいずれ 
かのち向に操作ずる 

• 運転席ドアのいずれかのポジシヨ 
ンスイッチ （>103 ページ）を押ず 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転席ドアを開い 
たときなどにイージーエント U —機 
能び作動して、ステア U ングに身体 
び挟まれるおそれびありまず。 

イージーエント U —機能は、運転席へ 
の乗り降りを容易にする機能です。 

次のいずれかの操作をすると、ステア 
U ングが上方に移動します。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

•イグニッシヨン位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開く 

ステアリングは、次のいずれかの操作 
をすると、元の位置に戻ります。 

-運転席ドアが閉じた状態でエンジン 
スイッチにキーを差す 

-イグニッシヨン位置が0のときは、 
運転席を閉じてから1の位置にする 

-イグニッシヨン位置び1のとさ 
は、運転席ドアを閉じて2にする 
か、運転席ドアを閉じてイグニッ 
シヨン位置を0にしてから1の位 
置にする 


この機能の設定と解除については 
(>180 ぺージ）をご覧ください。 

〇 ステアリングが上方の位置にある 
ときは、イージーエントリー機能は 
作動しないことがあります。 

クラッシュセンヴー連動機能 

事故などのとさに、クラッシュセン 
ヴーに連動してイージーエントリー機 
能び作動します。イグニッシヨン位置 
に関わらず、事故などのとさに運転席 
ドアを開くと、ステア U ングび上ちに 
移動して、車がへの脱出と乗員の救出 
を容易にします。 

クラッシュセンサー連動機能は、マル 
チフアンクシヨンディスプレイでイー 
ジーエントリー機能を設定していると 
さにのみ作動します。 


iGlw 
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巧一 


ドアミラー 


A 警告 

ミラー類は必ず走行前に、後方び十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整すると、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 

ルームミラーやドアミラーには死角 
びあります。車線変更をずるとさな 
どは、必ずルームミラーおよびドア 
ミラーで後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜め後ちを確認 
して < ださい。 

" ルーム S ラーやドア S ラーの巧れ 
を取るとさにガラスクリーナーを使 
用するとさは、必ずメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによつて 
は、 S ラーび変色するおそれびあり 
ます。 


A 警告 

ドアミラーに写った像は実際よりも 
遠くにあるよラに見えます。車線変 
要をするとさなどは、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 

B ドア S ラーは車体の側面から突 
さ出ています。すれ違いや車庫入 
れのとさ、また、歩行者などに十 
分注意してください。 

〇 より広い視界を確保するため、 
ドアミラーのが側部分は凸面に 
なっています。 

〇 ドアミラーにはヒーターび装着さ 
れています。外気温度び低いとさ 
にリアデフォッガーを使用したとさ 
は、自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 


ドアミラーの角度調整 



イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


手でルームミラーの角度を調整し 
ます。 


B 義09恒冊 
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ミラー 


► 調整する側のドアミラー選択スイッ 
チのまたは③を押します。 

スイッチの表示灯が点なします。 

何ち操作を行なわないと、表示灯は 
約15秒後に消灯します。 

► ドアミラー選択スイッチの表示巧が 
点なしているとさに、ドアミラー 
調整スイッチ③を操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 

〇 ドアミラーの角度は、運転席シー 
卜の位置やステア U ングの位置と 
併せて記憶させることがでさます 
0103ぺージ）。 


ドアミラーの格納/展開 



左八ンドル車 


►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 格納/展開スイッチのを押します。 
ドアミラーび格納/展開します。 


B ドアミラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドアミラーを 
損傷するおそれがあります。 

〇ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物び挟まれないよラ 
に注意してください。車の周りにテ 
供びいるとさは、特にま意してくだ 
さし、。 

n 洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷するおそれびあります。 

〇 走行するとさはドアミラーび完全 
に展開されていることを確認してく 
ださい。 

ドアミラーのリセット 


バッテリーの接続が一時的に断たれた 
とさは、施錠時のドアミラー格納び作 
動しないことがあります。このよラな 
とさは、ドアミラーをリセットしてく 
ださい。 

►イグニッシヨン位置を1にします。 
► 格納/展開スイッチのを押します。 

施錠時のドアミラー格納 

リモコン操作またはキーレスゴー操作 
で施錠すると、ドアミラーわ併せて格 
納します。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開くと展開します。 

この機能の設定と解除については 
(杉181ぺージ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチ 
でドアミラーを格納してから施錠 
したとさは、フ□ントドアを開い 
ても、ドアミラーは展開しません。 


B を跋 e 恒冊 
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ドアミラーが無理に外側に巧ばられた 
とさ 

ドア S ラーが無理にが側に曲げられた 
ときは、じ(下のよラにしてください。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ 
0100ページ）を、ギアび陋み合 
ラ音び聞こえるまで押します。 

ドアミラーユニットのギアび晒み合 
ラと、通常通りドアミラーを格納/ 
展開でさるよラになります。 


自動防に機能 


A 警告 

車内に高さのある荷物を積んでいる 
とさなど、ルームミラーのセンサー 
に後続車のライトび照射されないと 
さは自動防眩機能は作動しないこと 
びあるため、眩惑により事故を起こず 
おそれびありまず。このとさは、手 
動でルームミラーの角度を調整して 
<ださい。 

周囲び暗く、イグニッション位置が1 
か2のとさに、ルームミラーのセン 
ヴーび後続車のライトを感知すると、 
自動的にルーム S ラーと運転席側のド 
ア S ラーの色の濃度び変わり、腔しさ 
を防止します。 

〇 シフトポジションが EE のとさ 
やフ□ントルームランプび点灯し 
ているときは、自動防陵機能が解除 
されます。 


パーキングヘルプ機能 


後退時の助手席側ドア S ラー角度を記 
憶させる 

シフトポジションを EE にしたとさ 
に、助手席側ドアミラーの角度びあら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にします。 



左八ンドル車 


► 助手席側ドア S ラーび後退時の角度 
に自動調整されているとさに助手席 
側ドアミラーの角度を調整します。 

調整した角度び新たに記憶されます。 
または 

►停車して、イグニッション位置を2 
にします。 

►助手席側ドアミラー選択スイッチ 
③を押します。 

► シフトポジションを EE にします。 

助手席側ドアミラーの角度が、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
ります。 


B 義09恒冊 










102 


ミラー 


► ドアミラー調整スイッチ⑤で、助 
手席側ドア S ラーを後退時に後方を 
確認しやすい角度に調整します。 

調整した角度び新たに記憶され 
ます。 

〇 シフトポジシヨンを EE から他 
の位置にすると、助手席 S ラーは走 
行時の角度に戻ります。 

メモ U —スイッチ®により、後退時 
の助手席ドアミラー角度を記憶させる 
ことちでさます。 

►イグニッシヨン位置び2で、助手 
席側ドア S ラー選択スイッチの表 
示なが点なしているとさに、ドアミ 
ラー調整スイッチ⑤で、後退時に 
後方を確認しやすい角度に助手席側 
ドアミラーを調整します。 

► 運転席ドアのメモ U —スイッチ④ 
を押し、約3秒じ(内にドアミラー 
調整スイッチ⑤をいずれかのち向 
に押します。 

このとさ助手席側ドア S ラーび動か 
なければ、そのとさの角度に記憶さ 
れます。 

〇 助手席側ドア S ラーび動いたとさ 
は最初からやり直してください。 

► ドアミラー調整スイッチ③で、走 
行時の角度に助手席側ドアミラーを 
調整します。 

B 走行する前に、必ずドアミラーの 
角度を後ちが十分確認でさるよラに 
調整してください。 


記憶させた助手席側ドアミラー角度の 
呼び出し 

►イグニッション位置を2にします。 

►助手席側ドア S ラー選択スイッチ 
③を押します。 

► シフトポジションを EE にします。 

助手席側ドアミラーの角度が、あら 
かじめ記憶させていた角度になり 
ます。 

助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻ります。 

• 走行速度び約 lOkm / hii (上になつ 
たとさ 

• シフトポジションを CE から他の 
位置にして約10秒経過したとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
のを押したとさ 
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メモ U —機能では、例えば3人の異な 
る運転者のために3つの位置を記憶さ 
せることびでさます。 

(下の項目びひとつの設定として記憶 
されます。 

• シートとバックレスト、ヘッドレス 
卜の位置 

• マルチコント□ールシートバック装 
備車は、シートクッションの長さ、 
バックレストのサイドクッションと 
ランバーサポートの設定、ドライビ 
ングダイナミック機能の作動内容 

• 運転席側は、ステアリングの位置 

• 運転席側は、運転席側および助手席 
側ドアミラーの角度 

A 警告 

エンジンスイッチにキーび差し込ま 
れていなくてをメモ U —機能は作 
動するため、テ供だけを車内に残し 
て車から離れないでください。シー 
卜やステア U ングび動さ出し、身体 
び挟まれるおそれびあります。 



左側フ□ントドアのスイッチ 


►正しいシート位置に調整します 
(1>90ページ）。 

運転席では、さらにステアリングの 
位置（1>97ぺージ）、ドアミラーの 
角度（杉99ページ）を調整します。 

ドアミラーの角度やマルチコント 
□ールシートバック*を調整する 
とさは、イグニッション位置を1 
か2にします。 

► メモリースイッチのを押します。 

► 3秒じ(内にポジションスイッチ③ 
の1〜3のいずれかを押します。 

ピッといラ確認音び鳴り、そのポジ 
シヨンスイツチにシート位置などが 
記憶されます。 


A 警告 

運転席側の記憶位置の呼び出しは、 
必ず停車中に行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあ0まず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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シートベルト 


シート位置の呼び出し 


シー トベルト 


► 呼び出したいポジションスイッチ 
③ （1 〜3のいずれか）を押し続 
けます。 

シートなどび動さはじめ、あらか 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

〇 ち全のため、ポジションスイッチ 
③から手を放すとシートなどは停止 
します。 


シートベルトの着用 


A 警告 


シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトびバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能び十分に 
発揮されずに、致命的なけびをす 
るおそれびあ0まず。 

着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷や巧れびないことを確認 
して < ださい。 

乗員全員び、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

シートベルトは身体に密着させ 
て、ねじれのないよラに着用して 
<ださい。 

コートなどの厚手の衣類は着用し 
ないで < ださい。 

肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださい。 

腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけてください。 

ペンや眼鏡など、衣類のポケッ 
卜に入れたとびった物やこわれ 
やずい物にシートベルトをかけ 
ないで < ださい。 

シートベルトク U ップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 

1本のシートベルトを2人!;^上で 
共用したり、シートベルトと身 
体の間にバッグなどを挟み込ま 
ないで < ださい。 
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• テ供を膝の上に座らせて走行し 
ないで< ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
にテ供を保護することびでさず、 
テ供と他の乗員び致命的なけび 
をするおそれびあ0ます。 

• 身長1 50 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを 
正しく着用ずることびでさません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、テ供 
の安全を確保してください。 

詳しくは047ページ）をご覧く 
ださい。 

• テ供び着用ずるとさは、着用状態 
を運転者び確認してください。ま 
た、正しく着用でさない体格のテ 
供は適切なチャイルドセーフテイ 
シートを使用してください。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着するときは、製品に添付されてい 
る取扱説日月書に従ってください。 

• 妊娠中のちやけびの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないでください。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直におい位置で、乗員 
び上体を起こして座っている場合にの 
み発揮することびでさます。絶対に 
バックレストを大さく寝かせた状態で 
走行しないでください。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさな 
どに致命的なけびをずるおそれびあり 
ます。 


A 警告 

• シートベルトびじ(下のよラなとさ 
は、機能び十分に発揮されずに 
致命的なけびをするおそれびあり 
ます。 

0シートベルトび損傷しているとき 
0事故などでシートベルトに大き 
な衝撃びかかったとさ 
〇シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシートベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷するおそれびありまず。 

• シートベルトびドアやシートレー 
ルに挟まれていないことを確認し 
てください。シートベルトを損傷す 
るおそれびあ0まず。 

• 衝突後やシートベルトび大さな衝 
撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品!;^外のシートベルトは使 
用しないで < ださい。 

• シートベルトの強度び低下し、乗 
員保護機能び損なわれるため、清 
掃するとさはじ(下の点にを意して 
<ださい。 

0強い酸性やアルカ U 性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

0乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

0シートベルトを漂白したり、染 
色しない 

• シートベルトに損傷びないか、定 
期的に点検してください。 
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シートベルト 


シートベルトを着用ずる 



►フ□ントシートは、シートを調整 
し、バックレストをできるだけ垂直 
に近い角度にします。 


► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆっ < りと引さ出します。 

シートベルトび□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトを少 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出します。 

► シートベルトにねじれがないことを 
確認して、肩を通るベルトび肩の 
中央に、腰を通るベルトび腰骨ので 
さるだけ低い位置にかかるよラにし 
ます。 

► プレート③の先端をバックル⑤ 
に差し込みます。 

フ□ントシートは、テンション自 
動調整機能が作動します。 

►必要であれば、シートベルトの高 
さを調整します0107ぺージ）。 


►必要であれば、肩を通るベルトを上 
ちに引いて、シートベルトを身体 
に密着させます。 

フ□ントシートベルトのテンション自 
動調整機能 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能び装備されています。 

イグニッション位置が2のとさに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトが身体に密着する 
よラに、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整します。 

この機能の設定と解除については 
(杉181ぺージ）をご覧ください。 

シートベルトを外ず 

►手でプレート③を持ち、バックル 
③の解除ボタン④を押して、シー 
トベルトをゆっくり巻さ取らせ 
ます。 

P シートベルトび完全に巻さ取ら 
れていることを確認してください。 
シートベルトやプレートびドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷するおそれびあ 
ります。損傷したシートベルトは乗 
員保護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換する必要びあります。詳し 
くは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 
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シートベルト着用警告 


み 1 シートベルト警告'灯 

ィグニッション位置を2にすると点 
なし、エンジン始動後に消なします。 

点なしないとさは警告灯の異常です 
ので、すみやかにメルセデス*ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 

エンジンがかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員びシートベルトを 
着用していないときは、シートベルト 
警告なが点なします。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員びシートベルトを着用せ 
ずにエンジンを始動すると、警告音び 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
します。 

走行中のシートベルト警告 

走行速度び約 25 km/h (上になったと 
さに、運転席または助手席の乗員び 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたときは、 
シートベルト警告なが点滅して、断続的 
な警告音ち鳴ります。 

そのままの状態で約60秒間走行する 
か、または停車したとさは警告なは点 
なに変わり、警告音ち鳴り止みます。 

ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 km/h 
じ(上になると、この警告は繰り返し行 
なわれます。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンびかかっているとさ 
にシートベルト警告が行なわれるこ 
とびあります。 


シートベルトの高さ調整 



フ□ントシートベルト 


フ□ントシートベルトは、高さを3段 
階に調整することができます。 

シートベルトび首に当たったり、肩か 
らがれたりしないよラに高さを調整し 
ます。 

シートベルトの高さを調整ずる 

►上げるとさは、ベルトアンカーをそ 
のまま上げます。 

►下げるときは、□ック解除ボタン 
のを押しなびらベルトアンカーを 
下げます。 

調整後はベルトアンカーび確実に 
□ックしていることを確認してくだ 
さい。 
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シートベルト 


正しい運輯姿勢 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けびをするおそれびあ0ます。 

• バックレストを大さく後ちに傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
びシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力び腹部や首にかかり、致命 
的なけびをするおそれびあ0ます。 


A 警告 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。 

運転中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあ0まず。 



►じ(下のことに注意して、シート® 

とへッドレストを調整します。 

• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保する 

• 正しい姿勢で着座している 

• シートベルトび正しく着用でさる 

• バックレストをできるだけ垂直に 
調整している 

• 大® g 部がシートクッションに軽く 
支えられている 

• ペダルび楽に踏み込める 

►じ(下のことに注意して、ヘッドレス 

卜を調整します。 

• へッドレストの中央び目の高さに 
調整され、後頭部びへッドレスト 
に支えられていることを確認する 

►じ(下のことに注意して、ステアリン 

グ①を調整します。 

• ステアリングを握ったとさに、 
腕に適度な余裕びある 

• 足を自由に動かせる 

• メーター パネルのすべての メー 
ター 類やマルチ フアン クシ ョン 
ディスプレイ、警告灯や表示な 
を確認でさる 

►じ(下のことに注意して、シートべル 

卜③を着用します。 

• シートベルトが身体に密着し 
ている 

• 肩を通るベルトび肩の中央にか 
かっている 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 


iGlw 
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► 走行する前に、道路や交通状況が十 
分確認できるよラにルームミラーと 
ドアミラーを調整します。 

► メモリー機能でシートとステアリン 
グの位置、ドアミラーの角度を記憶 
させます。 

P シートを調整しているときは、 
シートの下や横に身体を入れたり、 
作動部に触れないで<ださい。挟ま 
れてけびをするおそれびあります。 

P シートの一部び他の乗員や物に当 
たったとさは、それじ(上操作しない 
で < ださい。 

D 誤ってシート調整スイツチに触 
れるとシートび動さ、乗員びけび 
をするおそれがあります。テ供を乗 
せているとさは十分注意してくだ 
さい。 



仕様により、ライトスイッチのオート 
モードは [ Z ] または匹巧と表記され 
ます。 



左八ンドル車 

ライトスイッチのオートモードび匹巧と表記さ 
れているタイプ 



位置 

作動内容 

の 

因 

左側パーキングライト 
び点な 

回 

阿 

ち側パーキングライト 
び点な 

回 

I ぶた I 

車幅灯、テールランプ、 
ライセンスライト、メー 
ターパネル照明び点な 

因 

[ auto ] 

才ートモー K 

回 

回 

ヘッドライト/ LED ド 
ライビングライトび点な 


困 

リアフォグランプび点な 
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ライト 



左八ンドル車 

ライトスイッチのオートモードび E と表記さ 
れているタイプ 



位置 

作動内容 

の 

困 

左側パーキングライト 
び点な 

回 

固 

ち側パーキングライト 
び点な 

回 

I ぶた I 

車幅な、テールランプ、 
ライセンスライト、メー 
ターパネル照明び点な 

因 

の 

オートモード 

回 

回 

ヘッドライト/ LED ド 
ライビングライトび点な 

© 

困 

U アフォグランプが点な 


B バッテリーがあがりを防ぐため、 
車から離れるとさは、車幅灯とパー 
キングライトを消好して < ださい。 

〇 ライトスイッチび區固の位置の 
とさ、エンジンスイッチにキーが差 
し込まれていない状態やキーレス 
ゴー操作でイグニッシヨン位置を0 
にしているときは、運転席ドアを開 
くと警告音び鳴り、マルチファン 
クシヨンディスプレイに "ライトを 
消してください" と表示されます。 

〇 車から離れるとさに警告音が鳴つ 
たとさは、ライトび消なしていま 
せん。ライ S スイッチを厂のまた 
は函巧の位置にしてください。 

車外ライトの消'灯 


►イグニッシヨン位置び1か2のと 
さや、エンジンびかかっているとさ 
は、ライトスイッチを医司または 
巨固の位置にします。 

〇 へッドライトと LED ドライビング 
ライトび点灯しているとさに、エン 
ジンを停止するか、イグニッシヨン 
位置を1にすると、へッドライト 
と LED ドライビングライトは消灯 
します。 

さらにイグニッシヨン位置を0に 
して運転席ドアを開くか、エンジン 
スイッチからキーを抜くと、車幅好 
などわ消なします。 

車幅'灯 


車幅 I 灯を点'灯ずる 

► ライトスイッチを 贿 I の位置にし 
ます。 
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へッドライト/ LED ドライビングラ 
イト 

へッドライト/ LED ドライビングラ 
イトを点'灯ずる 

► イグニッシヨン位置を2にするか、 
エンジンを始動します。 

► ライトスイッチを I 爹 D I の位置にし 
ます。 

メーター パネルのへッドライト表示 
なび点なします。 

才ートモード' 


周囲が暗いとさ、車外ライトび自動的 
に点なします。 

A 警告 

霧の中を走行ずるとさにオートモー 
ドにしていると、ライトび自動的に 
点巧しなかったり点灯していたライ 
卜び消なずることびあるため、事故 
を起こすおそれびありまず。霧の中 
を走行ずるときはライトスイッチを 
13因の位置にしてください。 

ライトのオートモードは運転者を支 
援ずる機能でず。ライトの点灯/消 
巧に関ずる責任は運転者にありまず。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知するセンサーがあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、オートモードが作動 
しなくなります。 


ライト 


才ートモードにずる 

► ライトスイッチを [ Z ] または匹巧 
の位置にします。 

イグニッシヨン位置を1にすると、 
周囲の明るさに応じて、車幅好、 テー 
ルランプ、ライセンスライト、メー 
ターノ くネ j レの照明などび自動的に点 
な/消なします。 

エンジンを始動すると、上記に加 
えてへッドライト/ LED ドライビ 
ングライトわ自動的に点灯し、メー 
ターパネルのへッドライト表示灯び 
点、好します。 

リアフォグランプ 

P リアフォグランプは、霧などの 
悪天候で、十分な視界び確保でさ 
ないとさじ(外には使用しないでくだ 
さい。後続車の迷惑になります。 

リアフォグランプを点'灯ずる 

► イグニッシヨン位置を2にするか、 
エンジンを始動します。 

►ライトスイッチを n の、また 
は匹巧のいずれかの位置にします。 

► リアフォグランプスイッチ®を押 
します。 

メーターノ くネルの U アフォグランプ 
表示な因己が点灯します。 

〇 オートモードで車外ライトび消な 
しているとさにリアフォグランプス 
イッチを押してリアフォグランプを 
点なさせると、車幅なやヘッドライ 
卜なども点好します。 



と跋6恒冊 







112 


ライト 


〇 U アフォグランプを点灯させたま 
ま、イグニッシヨン位置を1にし 
てエンジンを停止したとさは、その 
位置から再度エンジンを始動して 
ヘッドライト などが 点なすると 、 IJ 
アフォグランプも点なします。 

リアフォグランプを消'灯ずる 

►再度、リアフォグランプスイッチ 
® を押します。 

メーターノ くネ J レの U アフォグランプ 
表示な因 □ び消なします。 

〇 ライトスイッチを區固医の 
位置にすると、 U アフォグランプは 
消なします。 

ノくーキングライト 


暗びりでの駐車時に車の存在を知らせ 
るため、片側の車幅なとテールラン 
プびパーキングライトとして点灯し 
ます。 

イグニッシヨン位置が0のとさ、ま 
たはキーを差し込んでいないとさに点 
なすることがでさます。 

パーキングライトを点！打ずる 

► ライトスイッチを | P ミ* I の位置にし 
ます。 

ち側の車幅なとテー j レランプび点な 
します。 

または 

► ライトスイッチを巨固の位置にし 
ます。 

左側の車幅なとテー j レランプび点な 
します。 


車外ライト残照機能 _ 

周囲が暗いとさにエンジンを停止する 
と、じ(下のライトび点なします。 

• 車幅な 

• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 
• ドアミラー下部のライト 

点灯した車がライトは、ドアやトラン 
クを開いて閉じた後、約15秒経過す 
ると消なします。 

この機能の設定と解除については 
(>177 ぺージ）をご覧ください。 

車外ライト残照機能を一時的に解 
除ずる 

►エンジンを停止した後に、イグニッ 
ション位置を2にします。 

〇 ライトび消灯するまでの時間は、 
ドアやトランクを閉じてから消灯す 
るまでのおよその時間です。 

〇 エンジンを停止してからドアや卜 
ランクを閉じたままにするか、開い 
てそのままにしてから約60秒後に、 
ライトは消なします。 
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ぺツトフイトウオツシヤ—_ 

エンジンがかかっていてへッドライト 
び点なしているときに、フ□ントウイ 
ンドウウォツシヤー (>124 ページ） 
を約10回噴射させると、ヘッドライ 
トウォッシャーびへッドライトに向け 
て2回噴射されます。 

その後、ウインドウウォッシャーを約 
10回噴射させるたびに、ヘッドライ 
トウォッシャーがへッドライトに向け 
て噴射されます。 

〇 状況によっては、最初にウインド 
ウウォッシャーを噴射させたとさ 
に、ヘッドライトウォッシャーが噴 
射されることびあります。 

〇 エンジンを停止すると、ウインド 
ウウォッシャーを噴射させた回数は 
IJ セッ トされます。 

〇 冬季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

H へッ ドライトには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷するおそれがあ 
ります。 


コンビネーシヨンスイッチ 


方向指示 



①ヘッドライト（上向き） 

③方向指示（ち側） 

③ パッシング 

④ 方向指示（左側） 

イグニッション位置び1か2のとさ 
に点滅させることびでさます。 

方向指示 I 灯を短時間点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③ま 
たは®のち向に軽く操作します。 

操作した側のち向指示なび3回点 
滅します。 

方向指示'灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを®ま 
たは④の方向に操作します。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 
ます。 

ステアリングを直進に戻すとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないときは手で戻してくだ 
さい。 

方向指示なび点滅しているときは、 
メーターノ くネ j レの方向指示表示灯ち点 
減します。 
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〇 方向指示なを使用しているとさに 
非常点滅なスイッチを押すと、非常 
点滅灯び点滅します。再度、非常点 
滅なスイッチを押すと、方向指示な 
に切り替わります。 

へッドライトの上向き/下向きの切り 
替え 


へッドライトを上向きにずる 

► イグニッション位置を2にするか、 
エンジンを始動します。 

►ライトスイッチを 0 の、 I A I また 
は匹巧のいずれかの位置にします。 

► コンビネーションスイッチをのの 
位置にします。 

ヘッドライトが上向きになり、メー 
ターパ ネルの八イ ビーム 表示な 
[|国が点なします。 

ライトスイ、ソチが。 n または阿可 
の位置のとさは、周囲び暗く、エ 
ンジンびかかっているとさにの 
み、ヘッドライトび上向さで点灯し 
ます。 

H 対向車があるとさや市街地を走 
行するときは、ヘッドライトを上向 
さにしないで < ださい。 

へッドライトを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを元の位 
置にします。 

メーター J くネルの八イビーム表示な 
n 巧び消なします。 


パッシング 


►イグニッション位置を1か2の位 
置にするか、エンジンを始動します。 

► コンビネーションスイッチを⑤の 
方向に引さます。 

引いている間、ヘッドライトび上向 
さで点なし、メーターパネルの八イ 
ビーム表示な[|国が点なします。 

コンビネーションスイツチから手 
を放すと元の位置に戻ります。 



故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 

非常点滅なは、イグニツシヨン位置び 
0のとさやエンジンスイツチからキー 
を抜いているとさわ点滅させることび 
でさます。 
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また、じ(下のとさに自動的に点滅し 

ます。 

• エアバッグが作動したとさ 

•約 70 km / hii (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したとさ 

非常点滅'灯を使用ずる 

► 非常点滅なスイッチのを押します。 

すべての方向指示なび点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルのち向指 
示表示なち同時に点滅します。 

〇 非常点滅なを使用しているとさに 
方向指示の操作をすると、その方 
向の方向指示なの点滅に切り替わり 
ます。方向指示なが消灯すると、再 
び非常点滅なに切り替わります。 

非常点滅'灯を停止ずる 

► 非常点滅なスイッチのを押します。 

〇 エアバッグび作動して自動的に点 
滅した非常点滅なを消なするとさ 
は、非常点滅なスイッチを押します。 

〇 約 70 km / hii (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したとさに自 
動的に点滅した非常点滅なは、非常 
点滅なスイッチを押すか、走行速度 
が約1 Okm / h じ(上になると消口し 
ます。 


インテリジェントライトシステム 

インテリジェントライトシステムはじ ( 
下のちのから構成されます。 

• アクティブライトシステム 
• コーナリングライト 
• 八イウェイモード 
• フォグランプ強化機能 

インテ U ジェントライトシステムは、 
周囲び暗いとさに作動します。 

この機能の設定と解除については 
(>174ページ）をご覧ください。 

〇 へッドライトの照射範囲設定 
(>176ぺージ）を" ち側通行用" 
に設定すると、インテリジェントラ 
イトシステム設定画面に" インテリシ''ェン 
トライトシステムシステム作動できませんち側 
通行設定では無効" と表示され、八 
イウェイモードおよびフオグラン 
プ強化機能び解除されます。 


アクティブライトシステム 



ヘッドライトが点好しているとさ、走 
行中にステア U ングを操作すると、操 
作した方向にへッドライトの向きび変 
わります。 
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〇 ヘッドライトの角度は、ステアリ 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化します。 

〇 変化するへッドライトの角度はル 
さいため、変化がわかりにくいこと 
があります。 


コーナリングライト 



(下のとさに、方向指示なの点滅、ま 
たはステアリング操作に連動して、 
コーナ U ングライトが点好します。 


• 周囲が暗いとさ 
• エンジンびかかっているとさ 
• へッドライトを点灯しているとき 

コーナリングライトの点'灯 

► 走行速度び約 40 km/h (下のとさ 
に方向指示なを点滅させるか、ステ 
ア U ングを操作します。 

方向指示なを点滅させた側、または 
ステアリングを操作した側のコーナ 
U ングライトが点灯します。 

►走行速度が約 40 km / h から約 
70 km / h の間のときにステアリン 
グを操作します。 

ステアリングを操作した側のコーナリ 
ングライトび点なします。 


コーナリングライトの消'灯 

コーナリングライトはじ(下のときに消 

なします。 

• 走行速度び約 40 km/hii (上になっ 
たとさ 

• 方向指示なの操作を終えたとさ 

• ステアリングを直進位置に戻した 
とさ 

©方向 指示なを点滅させたとさ、シ 
フトポジションび EE のとさは、 
コーナリングライトは点なしま 
せん。 

〇 ステアリングを操作したとさ、シ 
フトポジションが EE のとさは、 
ステアリングを操作した側と逆側の 
コーナリングライトが点なします。 

〇 点滅させたち向指示なのち向と、 
ステアリングの操作ち向び異なると 
さは、方向指示なと同じ側のコーナ 
リングライトび点灯します。 

〇 コーナリングライトはゆっくり消 
なするため、一時的に左ち両側の 
コーナリングライトが点灯すること 
びあります。 

〇 点灯したコーナリングライトは約 
3分後に自動的に消好します。 
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八イウェイモード 



じ(下のとさに、へッドライトの照度や 
照射範囲を自動的に調整します。 


•約1 10 km/h (上の走行速度で、 
ステアリングを大きく操作すること 
なく約1 km 走行したとさ 

• 走行速度び約 130 km / hii (上になつ 
たとさ 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

走行速度び約 80 km/h liTF になると、 
八イウェイモードは停止します。 


フオグランプ強化機能 



へッドライトび道路の脇を照射するこ 
とで視界を確保し、眩しさを軽減し 
ます。 


走行速度が約 70 km/h (下のときに 
リアフォグランプを点灯すると作動し 
ます。 

〇 走行速度び約1 OOkm / h を超える 
と、フォグランプ強化機能は停止し 
ます。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


アダプティブ八イビームアシスト 


フ□ントウインドウ上のカメラにより 
路面状況や交通状況を検知し、ヘッド 
ライトを自動的に上向さと下向さに切 
り替えます。他の車を幻惑することな 
<、状況に応じて路上を適切に照射し 
ます。 


へッドライトが下向きから上向きに切 
り替わるときは、ヘッドライトの光量 
びゆっくり変化します。 
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アダプティブ八イビームアシストを作 
動させる 

► エンジンを始動します。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で、アダプティブ八イビームアシス 
卜を設定します（>175ぺージ）。 

► ライトスイツチを I A I または | auto | 
の位置にします。 

► コンビネーションスイッチをのの 
位置にします。 



周囲び暗く、ヘッドライトび点灯し 
たとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイにアダプティブ八イ 
ビームアシストマークのび表示さ 
れます。 

《車種や仕様により、アダプティブ八イビーム 
アシストマークび表示される位置は異なり 
ます。 

走行速度が約 45 km / h になると、ア 
ダプティブ八イビームアシストにより 
へッドライトの光軸調整び開始され 
ます。 

走行速度が約 55 km/h (上で、他の 
車両などを検知しない場合は、自動的 
にヘッドライトが上向きになり、メー 
ターパ ネルに八イ ビーム 表示な 岡 
わ表示されます。 


走行速度び約 45 km / hii (下で、他の 
車両を検知したり、道路び照明で照ら 
されている場合は、へッドライトび下 
向きになり、八イビーム表示灯[|国 
は消なしますび、アダプティブ八イ 
ビームアシストマークのは表示され 
たままになります。 

アダプティブ八イビームアシストをち军 
除ずる 

► コンビネーションスイッチを元の位 
置にします。 

アダプティブ八イビームアシスト 
マークのが消えます。 

A 警告 

• アダプティブ八イビームアシスト 
は運転者を支援ずる機能でず。運転 
者は視界や道路状況、交通状況に応 
じて、ヘッドライトの下向き/上 
向さを手動で切り替えてください。 

• じ(下のとさは、システムの作動に 
影響を与えたり、システムび作動 
しないことびありまず。 

◊降雪時や降雨時、霧のときなど 
視界び悪いとさ 

0フ□ントウインドウび巧れてい 
たり、墨ってし^るとさ、または 
カメラ付近にステッカーなどび 
貼付されているとさ 

• 下のよラな場合は、歩行者や自 
転車を検知でさなかったり、検知 
び遅れる場合びありまず。 

◊歩行をびライトを持っていない 
とさや自転車にライトび装着さ 
れていないとさ 
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◊歩行者びライトを持っていた 
り、自転車にライトび装着され 
ていてを、ライトび暗いとさ 

◊荷物を持っていたり、ガード 
レールの後ろにいるなど、歩行 
者び持っているライトや自転車 
に装着されているライトび遮ら 
れて検知でさないとさ 

• 歩行者びライトを持っていたり、 
自転車にライトび装着されていて 
を、まれに検知び遅れたり、検知 
でさないことびありまず。 

• 車両の前を人び横切った場合や車 
両に近づいてくる場合は、ヘッド 
ライトび自動的に切り替わらな 
かったり、不意に切り替わる場合 
びあります。事故を起こずおそれ 
びあるため、常に交通状況にを意 
し、必要であれば、手動でヘッド 
ライトの向さを切り替えてくだ 
さし^。 


へッドライトの内側が曇るとき 

外気の湿度び高いとさは、へッドライ 
卜の内側が曇ることびあります。 

► へッドライトを点灯して走行してく 
ださい。 

走行距離や天候（湿度と気温）に応 
じて、ヘッドライト内側の曇りは取 
れます。 

►へッドライト内側の曇りび取れない 
場合は、メルセデス • ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 



スライディングルーフ装備車 
①リアルームランプスイッチ 
③点灯モード切り替えスイッチ 
⑤フ□ント読書巧スイッチ（ち側) 
® フ□ントルームランプスイッチ 
⑤フ□ント読書灯スイッチ（左側) 


点なモードの切り替え 


自動点'灯モードにずる 

► 点なモード切り替えスイッチ③を 
押して、スイッチび押されていない 
状態にします。 

自動点なモードになり、じ(下のとさに 
フ□ントルームランプと U アルームラ 
ンプび点なします。 

• リモコン操作またはキーレスゴー操 
作で解錠したとさ 

点なしたルームランプは約40秒後 
に消なします。 

• エンジンスイッチからキーを抜いた 
とさ 

点なしたルームランプは約20秒後 
に消なします。 
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• ドアを開いたとさ 

イグニッシヨン位置び2のときは、 
点灯したルームランプは消なしま 
せん。ドアを閉じると、ルームラン 
プはただちに消なします。 

イグニッシヨン位置び2じ(がのと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさは、点灯したルー 
ムランプは約5分後に消なします。 
ドアを閉じると、ルームランプは約 
10秒後に消なします。 

〇 自動点なモードになっていてち、 
周囲び明るいとさはルームランプび 
点なしないことびあります。 

常時消'灯モードにずる 

► 点なモード切り替えスイッチ③を 
押して、スイッチび押された状態に 
します。 

じ(下のいずれかの操作をしてち、フ 
□ントルームランプとリアルームラ 
ンプは点なしません。 

• U モコン操作またはキーレス 
ゴー操作で解錠する 

• エンジンスイッチからキーを 
抜< 

• ドアを開閉する 

ルームランプ、フ□ント読書丈了 

フ□ントルームランプを点'灯/消 
好ずる 

► スイッチ④を押して点な/消なし 
ます。 

リアルームランプを点、！打/消'灯ずる 

► スイッチのを押して点な/消なし 
ます。 


〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作で施錠すると、点なしていた U 
アルームランプは消灯します。 

フ□ント読書'灯を点'灯/消'灯ずる 

► スイッチ⑤または⑤を押して点 
な/消なします。 

〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作で施錠すると、点なしていたフ 
□ント読書なは消なします。 


リア読書'灯 



① U ア読書灯スイッチ（ち側) 

② U アコンソールランプ 

⑤ U ア読書なスイッチ（左側) 


® U ア読書:0 (左側） 

⑤ U アルームランプ 
® U ア読書な（ち側） 

U ア読書'灯を点'灯/消'灯ずる 

► スイッチ①または③を押して点 
な/消なします。 

〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作で施錠すると、点なしていた U 
ア読書好は消好します。次に解錠し 
たとさ、施錠前に点灯していたリア 
読書なは再度点なします。 
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ライト 


ルーム ミラー下部のライト 


車外ライトが点灯すると点なし、車外 
ライトび消なすると消なします。 

リアコンソールライト 


車がライトび点なすると点灯し、車が 

ライトび消なすると消なします。 

ドア レバー ライト 

ドア レバー 上方にドア レバー ライトが 

あります。 

車外ライトが点巧すると点なします。 

車がライトび消なしてから約2分後に 

消なします。 

ドア赤色'灯/ドア下部のライト 

ドアを開くと点好します。 

• イグニッシヨン位置び2のとさは、 
点なしたドア赤色灯とドア下部のラ 
イトは消なしません。 

• イグニッシヨン位置び2 (外のと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさは、点なしたドアホ 
色なとドア下部のライトは約5分後 
に消なします。 


乗降用ライト 


ダッシュボード左ち下部とフ□ント 

シート下部に乗降用ライトびあります。 

• ドアを開くと、明るい照度で点灯し 
ます。 

◊イ グニッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを開いたままにすると 
点なした乗降用ライトは消なし 
ません。ドアを閉じると、暗い 
照度で点なします。 

◊イグニッシヨン位置び2 (外 
のとさやエンジンスイッチから 
キーを抜いてあるとさは、ドア 
を開いたままにすると、点なし 
た乗降用ライトは約5分後に消 
なします。ドアを閉じると、暗い 
照度で約10秒間点なした後に消 
なします。 

• イグニッシヨン位置を2にすると 
暗い照度で点灯し、イグニッシヨ 
ン位置を2じ(がにすると約10秒後 
に消なします。 


アンビエントライト 



①アンビエントライト 
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ワイパー 


イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に/点!なします。イグニッシヨン位置を 
0にしてから約10秒後に消なします。 

また、イグニッシヨン位置び0のとさ 
は、じ(下のとさに点好します。 

• ドアを開いたとさ 

ドアを閉じると、約10秒後に消な 
します。 

• U モコン操作またはキーレスゴー操 
作で解錠したとさ 

約40秒後に消なします。 

• ライトスイッチを 贿 I の位置にし 
たとさ 

アンビエントライトの照度と色合いの 
調整については（>175、176ぺージ） 
をご覧ください。 

緊急時点な機能 


ルームランプの点なモードを自動点な 
モードにしているとさは、事故などの 
とさに大さな衝撃を受けると、ルーム 
ランプび自動的に点灯します。 

自動のに点'灯したルームランプを消 
'灯ずる 

► 非常点滅なスイッチを押します。 
または 

► キーの施錠ボタンまたは解錠ボタ 
ンを押します。 



A 警告 

ワイパーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることびでさません。視界を妨げ 
て周囲の交通状況を把握でさず、事 
故の原因になります。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換してください。 

||フ□ントウインドウび乾いている 
とさはワイパーを使用しないでくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷 
び付いたり、ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあります。フ□ント 
ウインドウび巧れているときは、必 
ずウォッシャー液を噴射してからワ 
イパーを使用してください。 

H 自動洗車機で洗車した後に、ワイ 
パーを使用してもフ□ントウインド 
ウに油膜が残るときは、ウインドウ 
にワックスや洗浄液などび付着し 
ている可能性びあります。自動洗車 
機で洗車した後は、ウォッシャー液 
を噴射してフ□ントウインドウを清 
掃して < ださい。 

〇フ□ントウインドウを拭くときな 
どは、必ずコンビネーションスイッ 
チを停止の位置にしてください。ワ 
イパーが作動して、けがをするおそ 
れがあります。 

P ワイパーやウォッシャーを使用す 
るとさは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液びかからないよラに 
を意してください。 
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u エンジンを停止するときは、必ず 
コンビネーシヨンスイツチを停止 
の位置にしてください。コンビネー 
シヨンスイツチび低速作動モードや 
高速作動モードの位置のとさにイグ 
ニツシヨン位置を1にすると、ワ 
イ パーび 作動し、フ□ントウインド 
ウび濡れていないとさは傷が付くお 
それびあります。 

H 寒冷時にはワイパーブレードびフ 
□ントウインドウに張り付くことび 
あります。作動させる前に張り付い 
ていないことを確認してください。 
張り付いたままワイパーを作動させ 
ると、ワイパーブレードやモーター 
を損傷するおそれがあります。 

H 雪などび付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイパーを 
作動させてください。作業の際に 
は、イグニツシヨン位置を0にして、 
エンジンスイツチからキーを抜いて 
ください。 



位置 

作動内容 

田 の 

停止 

回回 

才一モー K I 
〇 レインセンサーび感 
知した雨滴量や走行速 
度に応じて、ワイパー 
の作動び自動調整され 
ます。 

回回 

オートモード n 

オートモード I よりち 
少ない雨滴量で作動し 
ます。 

〇 レインセンサーび感 
知した雨滴量や走行速 
度に応じて、ワイパー 
の作動び自動調整され 
ます。 

因 日 

低速作動モード 

停車時やご < 低速での走 
行時は、間欠作動になり 
ます。 

回目 

高速作動モード 

停車時やご<低速での走 
行時は、低速作動になり 
ます。 

® 面 
曲 

ティップ機能/ウインド 
ウウォッシヤーの噴射 


ワイパーを作動させる 


►イグニツシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► コンビネーシヨンスイツチをまね 
して、作動内容を選択します。 


B 義 G 9 恒冊 




















124 


ワイパー 


ワイパーを1回だけ作動させる 

► コンビネーションスイッチを®の 
方向に軽く押します。 

ウォッシャー液び噴射せずに、ワイ 
パーが1回だけ作動します。 

この機能はフ□ントウインドウが濡れ 
ているとさだけ使用してください。 

〇 フ□ントウインドウび濡れていな 
くてわ、才ートモード I または才一 
トモード n にすると、ワイパーび1 
回作動します。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選択すると作動すること 
びあります。 

〇 オートモード I またはオートモー 
ド n でワイパーび作動していると 
さ、停車時にフ□ントドアを開くと 
ワイパーは停止します。ワイパーは 
じ(下のとさに作動を再開します。 

• シフトポジションび EE または 
のとさは、フ□ントドアを 
閉じて、セレクターレバーを他 
の位置にしたとさ 

• シフトポジションび EE または 
CE のとさは、フ□ントドアを 
閉じたとさ 

〇 ボンネットの□ックを解除する 
と、ワイパーは停止します。 

レインセンヴー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 
センサーびあります。 

H レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
ります。 


P フ□ントウインドウが濡れてい 
ないとさは、コンビネーションス 
イッチを停止位置にしてくださし、 
フ□ントウインドウの巧れや光線 
の反射などでレインセンサーが誤 
作動し、ワイパーが作動するおそ 
れがあります。 

フ□ントウインドウウォッシャーの 

噴射 

►イグニッション位置を1か2にし 
ます。 

► コンビネーションスイッチを®の 
方向にいっぱいまで押し続けます。 

その間ウインドウウォッシャー液が 
噴射して、ワイパーわ作動します。 

〇ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれがあります。 

〇 純正ウインドウウォッシャーには 
油膜や汚れの付着を防ぐ効果があり 
ます。 

〇 冬季にはウインドウウォッシャー 
液の濃度に注意し、冬用のウイン 
ドウウォッシャー液を使用してく 
ださい。 

〇 エンジンがかかっていて、ヘッド 
ランプび点巧しているとさに、ウ 
インドウウォッシャーを約10回 
噴射すると、ヘッドランプウォッ 
シャーび2回噴射されます。 

その後、ウインドウウォッシャーを 
約10回噴射させるたびに、ヘッド 
ランプウォッシャーび2回噴射し 
ます。 
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のーウインドウ 


A 警告 

ウインドウを開<とさは、ドアウイン 
ドウに触れたり、身体を寄りかけない 
で<ださい。ドアウインドウとドア 
フレームとの 間に身体び引さ込まれ 
て、けびをずるおそれびあ0まず。 


A 警告 

ドアウインドウを閉じるとさは、身 
体や物び挟まれないよラにを意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイツ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 


A 警告 

子供び車内からドアウインドウを開 
開すると、けびをずるおそれびあ0 
まず。テ供だけを残して車から離れ 
ないでください。短時間でち、車か 
ら離れるとさは、キーを携帯してく 
ださい。 


A 警告 

子供をチャイルドセーフティシート 
に乗車させている場合でち、テ供だ 
けを車内に残して車から離れないで 
<ださい。 

• 車内の各部に触れて、重大なけび 
や致命的なけびをするおそれびあ 
0ます。 

• 車内び高温または低温になると、 
命に関わるおそれびあります。 

子供び誤ってドアを開くと、テ供や 
周囲の人びけびをずるおそれびあり 
ます。テ供び車外に出てけびをした 
り、車にはねられて重大なけびをず 
るおそれびあ0まず。 

テ供を乗せるとさは、後席に乗車さ 
せ、 U アドアや U アドアウインドウ 
のチャイルドプルーフ□ックを使用 
してください。走行中にドアウイン 
ドウび開くと、テ供や周囲の人びけ 
びをするおそれびあ0まず。 
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パワーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 



運転席ドアのスイッチ（左八ンドル車) 


①左フ□ントドアウインドウスイッチ 
③ちフ□ントドアウインドウスイッチ 

③ ちリアドアウインドウスイッチ 

④ 左リアドアウインドウスイッチ 

パワーウインドウスイッチは各ドアに 
あります。 

運転席ドアには、すべてのドアウイン 
ドウのスイッチがあります。 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に開閉でさます。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけ開さます。 

スイッチをいっぱいまで押すと、自 
動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

引いている間だけ開じます。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じます。 


〇 ドアウインドウび全開のときにド 
アを開くとドアウインドウび少し開 
さます。ドアを閉じると、ドアウイ 
ンドウは全開します。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、すべてのドアウインドウが完 
全に閉じていることを確認してく 
ださい。 

H ドアウインドウび凍結していた 
り、バッテリーびあがっているとさ 
は、ドアを開いたとさにドアウイン 
ドウは開さません。 

このとさは、無理にドアを閉じない 
でください。ドアウインドウやドア、 
シール部などを損傷するおそれがあ 
ります。 

〇 PRE - SAFE ⑩ （>46 ぺージ）び作 
動している間は、ドアウインドウび 
自動で閉じ、わずかに開いた状態で 
停止します。 

〇 リモコン操作でドアウインドウを 
開くことびできます （>127 ペー 
ジ)。 

〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作でドアウインドウを閉じること 
ができます （^128 ページ）。 

〇 運転席ドアのチヤイルドプルーフ 
□ックスイッチで、 U アドアにある 
リアドアウインドウスイッチを操作 
でさな<することびでさます057 
ぺージ)。 

〇イ グニッション位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約5分間は、ドアウインドウ 
を開閉できます。約5分じ(内にフ 
□ントドアを開<と、ドアウインド 
ウの開閉はでさな<なります。 
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〇 ドアウインドウび自動で開閉し 
ているとさにドアウインドウスイツ 
チを操作すると、ドアウインドウは 
その位置で停止します。 

〇 運転席ドアのスイツチで他のドア 
ウインドウを開閉しているときは、 
助手席ドアや U アドアのスイツチで 
開閉中のドアウインドウを操作する 
ことはでさません。 

挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるとさは十 
分を意してください。ドアウインド 
ウに身体び挟まれると、致命的なけ 
びをずるおそれびあ0まず。 


スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、スイッ 
チから指を放すと、その位置から少し 
下降します。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
ます。 

このとさに挟み込みなどの抵抗がある 
と、ドアウインドウはただちに停止し 
て、スイッチから指を放すと、その位 
置から少し下降します。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを弓 I さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、ドアウインドウは挟み込み防止 
機能が作動しない状態で開じます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、その位 
置から少し下降します。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してからただちに再度ドアウ 
インドウを閉じたとさは、ドアウイン 
ドウは自動で閉じなくなり、挟み込み 
防止機能も作動しなくなります。 


コンビニエンスオープニング機能 

車内が暑くなっているとさなど、乗 
車する前に車内の空気を換気したいと 
きは、リモコン操作により、(下の操 
作をすることびでさます。 

• 車両を解錠する 
• ドアウインドウを開< 

• スライディングルーフ*を開く 

• 運転席のシートベンチレーター* 
を作動させる 

〇 コンビニエンスオープニング機能 
は、リモコン操作でのみ行なラこ 
とびでさます。操作は運転席ドア 
八ンドルの近くから行なってくだ 
さし、。 
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パワーウインドウ 


コンビニエンスオープニング機能を作 
動させる 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けます。 

► キーの解錠ボタンを押し続けます。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディングルーフ*び開さます。 

シートベンチレーター装備車は、 
シートベンチレーターび強で作動し 
ます。 

解錠ボタンから指を放すと、作動中 
のドアウインドウとスライディング 
ルーフ*はその位置で停止します。 

P 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下でリモコン操作を行なラ 
と、 U モコンが作動しなかったり、 
誤作動することびあります。 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるとさは操作はでさま 
せん。 


コンビニエンスク□ージング機宫 g 

リモコン操作またはキーレスゴー操作 
により、車外からじ(下の各部を閉じる 
ことびでさます。 

• ドアウインドウ 
• スライディングルーフ* 

車から降りた後に、ドアウインドウな 
どを閉じたいとさに使用します。 

A 警告 

車外からドアウインドウやスライ 
ディングルーフ * を閉じていると 
さに身体などび挟まれそラになった 
とさは、下の操作を行なってくだ 
さい。 

• U モコン操作の場合は、施錠ボタ 
ンから指を放してください。そし 
て、解錠ボタンを押し続けて、ド 
アウインドウとスライディング 
ルーフ*を開いてください。 

•キーレスゴー操作の場合は、コン 
ビニエンスク□ージング操作部か 
ら指を放してください。そして、 
ただちにドア八ンドルを引さ続け 
て < ださい。 

ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*び開さまず。 

B コンビニエンスク□ージング機能 
でドアウインドウとスライディン 
グルーフ*を閉じるとさは、開口 
部に異物びないことを確認してく 
ださい。 

D 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で操作を行なラと、作動し 
なかったり、誤作動することびあり 
ます。 
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〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは操作はできま 
せん。 

〇 コンビニエンスク□ージング機能 
を作動させているとさに、ドアウイ 
ンドウび挟み込みを検知すると、ド 
アウインドウはただちに停止して、 
施錠ボタンまたはコンビニエンスク 
□ージング操作部から指を放すと、 
ドアウインドウは少し開きます。ス 
ライディングルーフ*び挟み込み 
を検知すると、スライディングルー 
フ*はただちに停止して、少し開 
さます。 

リモコン操作での作動 

〇 操作は運転席ドア八ンドルの近< 
から行なってくださし、 

► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けます。 

► キーの施錠ボタンを押し続けます。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディングルーフ*が閉じます。 

施錠ボタンから指を放すと、作動中 
のドアウインドウとスライディング 
ルーフ*はその位置で停止します。 

► すべてのドアウインドウとスライ 
デイングルーフ*が閉じているこ 
とを確認します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


キーレスコー操作での作動 


キーび車外にあり、すべてのドアび開 
じているとさに操作でさます。 



左八ンドル車 


► ドア八ンドルのコンビニエンスク 
□ージング操作部のに触れ続け 
ます。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディングルーフ*が閉じます。 

コンビニエンスク□ージング操作 
部のから指を放すと、作動中のド 
アウインドウやスライディングルー 
フ * はその位置で停止します。 

► すべてのドアウインドウとスライ 
デイングルーフ*が閉じているこ 
とを確認します。 


ドアウインドウのリセット _ 

ドアウインドウび完全に閉じなくなつ 
たとさは、ドアウインドウをリセット 
します。 

► すべてのドアを閉じます。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ドアウインドウスイッチを軽く引い 
てドアウインドウを全開します。 


B 義6恒冊 
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► スイッチを軽く引いたまま2秒じ ( 
上保持します。 

ドアウインドウび少し開いた状態にな 
るとさは、下記の操作を行ないます。 

► ただちにドアウインドウスイッチを 
軽く引いてドアウインドウを全開し 
ます。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒じ ( 
上保持します。 

スイッチから指を放したときにドアウ 
インドウび閉じていれば、ドアウイン 
ドウは U セットされています。 

ドアウインドウび少し開いた状態にな 
るとさは、再度上記の操作を行なって 
ください。 


ドアウインドウのトラブル 


ドアウインドウに障害物があり、ドア 
ウインドウを閉じることがでさない 
とさ 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウを閉じてください。 

ドアウインドウを閉じることびでさ 
ず、原因が分か S ないとき 


閉じているドアウインドウび停止し 
て、少し開くときは、じ(下のよラにし 
てください。 

► ドアウインドウび停止したらただち 
に、ドアウインドウび閉じるまでド 
アウインドウスイッチを引さ続けて 
ください。 

強い力でドアウインドウび閉じ 
ます。 

閉じているドアウインドウが再度停止 
して、少し開くときは、じ(下のよラに 
してください。 

► ドアウインドウび停止したらただち 
に、ドアウインドウが閉じるまでド 
アウインドウスイッチを引さ続けて 
ください。 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
で、ドアウインドウび閉じます。 


A 警告 

強い力でドアウインドウを閉じると 
さや、挟み込み防止機能び作動しない 
状態でドアウインドウを閉じるとき 
は十分を意してください。閉じてい 
るドアウインドウに身体び挟まれる 
と、致命的なけびをずるおそれびあ 
0ます。 
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A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな< なるおそれびあ0ます。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用し 
ないで < ださい。 

少しでち車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大さな力び必要 
になります。 


A 警告 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死こず 
るおそれびあ0ます。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに吸い込んでいるおそ 
れびあ0まず。 


〇 エンジンび冷えた状態で始動した 
とさは、触媒が約30秒間予熱され 
ます。このときは、エンジン音び通 
常と異なることびあります。 


シフトポジション 



DIRECT SELECT 装備車 
①セレクターレバー 



CLS 63 AMG 


①セレクターレバー 


H エンジンは、シフトポジションが 
m のときも始動できますび、ち 
全のため、必ずシフトポジションを 
巧□にして、ブレーキペダルを踏ん 
で始動してください。 

B エンジンを始動するときは、アク 
セルペダルを踏まないでください。 
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[BJ ノ \：ーキングポジション 

駐車およびエンジン始動/ 
停止の位置です。 

完全に停車していないとさ 
は、巧□にしないでくだ 
さい。 

じ(下のときは、シフトポジ 
ションび自動的に [ E にな 
ります。 

• エンジンスイツチから 
キーを抜いたとさ 

•シフトポジションび 
EE か EE のとさにエ 
ンジンを停止し、フ□ン 
トドアを開いたとさ 

• 停車中またはごく低速 
で走行中に、シフトポジ 
ションび EE か CE の 
状態で運転席ドアを開い 
たとさ 

EE リバースポジション 

後退するとさの位置です。 

完全に停車していないとさ 
は、 EE にしないでくだ 
さし、 


LNJ ニュートラルポジション 

動力が伝わらない位置です。 

押したり、けん引してちら 
ラことで、車を移動でさ 
ます。 

シフトポジションび EE か 
EE のとさにエンジンを停 
止すると、自動的に m に 
なります。 

H 走行中はシフトポジショ 
ンを m にしないで<だ 
さし、トランスミツショ 
ンを損傷するおそれびあり 
ます。 

EE ドライブポジション 

走行するとさの位置です。 

1速〜7速の範囲で自動的 
に変速します。 

キーによるエンジンの始動 


►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

►シフトポジションび EE になつ 
ていることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 
の位置までまわして手を放します。 

〇 タッチスタート機能：エンジンス 
イッチに差し込んだキーを 3 の位 
置（>86ぺージ）までまわすと、 
手を放してち自動的にスターターが 
作動し続け、エンジンび始動します。 


I iGlw 
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キーレスゴー操作によるエンジンの 

始動 

A 警告 

キーび車内にあるとさは、キーレス 
ゴースイッチによりエンジンを始動 
でさます。そのため、テ供だけを車内 
に残して車から離れないでください。 

短時間でち、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、キー 
を携帯してください。 

〇 キーレスゴースイッチにより、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込むこ 
となく、エンジンを始動することび 
でさます。 

► 車室内にキーがあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキが確実に効い 
ていることを確認します。 

►シフトポジションが巧□になつ 
ていることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 



H エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人び車から離れてわ、エンジン 
は停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でわ必ずエンジンを停止 
して、車を施錠してください。盗難 
のおそれびあります。 

D エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出してドアを閉じると、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイが赤 
くなり、 "キーを認識でさません" 
と数秒間表示されます。この警告 
は、ドアを開閉するたびに行なわれ 
ます。 

この状態でエンジンを停止するとエ 
ンジンは 再 始動でさません。また、 
車を施錠することわでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車がにキーびあると 
きもエンジンは始動できることが 
あります。車両の盗難に注意して 
ください。 


左八ンドル車 


エンジンスイッチに取り付けたキー 
レスゴースイッチのを押します。 


B 義6恒冊 
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発進 _ 

P エンジンが暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要(上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
さい。 

〇滑りやすい路面で発進するとさは、 
駆動輪を空転させないよラにしてく 
ださい。駆動系部品を損傷するおそ 
れびあ0ます。 

HCLS 63 AMG では、エンジンオイ 
ルの油温が約20で(下のとさなど 
エンジンび暖まっていない場合は、 
エンジン保護のためにエンジン回転 
数び制限されることがあります。 

〇 車速感応ドア□ックび設定さ 
れているとさは、走行速度が約 
1 5 km / h じ(上になると自動的に車 
び施錠されます。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については081、179ページ）を 
ご覧ください。 

►ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認します。 

► ブレーキ ペダルを踏んだまま、シフ 
トポジションを EE にします。 

A 警告 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないでくだ 
さい。車び急発進したり、オートマ 
チックトランスミッションを損傷ず 
るおそれびあ0まず。 

〇 ギアが完全に切り替わるのを待つ 
てください。 


► パーキングブレーキを解除します。 

► ブレーキ ペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆつ < り踏み込 
みます。 

〇 エンジンび冷えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プが行なわれます。これにより、排 
気ガスを浄化する触媒びより早 < 適 
正温度に達します。 

ヒルスタートアシストの作動 

坂道での発進時に車び後退または前 

進するのを防ざ、発進を容易にします。 

►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してわ、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
または前進するのを防ぎます。 

A 警告 

• ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるものではあり 
ません。駐車ずるとさは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
シフトポジションを m にして< 
ださい。 

• ヒルスタートアシストび作動して 
車び停止していてち、絶対に車か 
ら離れないで<ださい。約1秒後 
にはヒルスタートアシストは解除 
され、車び動さ出ずおそれびあり 
まず。 
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〇 ヒルスタートアシストの機能は解 
除でさません。 

〇 ヒルスタートアシストはじ(下のと 
さには作動しません。 

-傾斜していない路面や下り坂で 
発進するとさ 

• シフ S ポジシヨンが rm のとず 

-パーキングブレーキが効いてい 
るとさ 

- ESP ⑩が故障しているとさ 


ECO スタート/ストップ 



B 緩い坂などで発進するとさは、車 
両び若干後退することびあります。 

〇 エンジンが再始動するときにエン 
ジン音び高くなることがあります 
び、故障ではありません。 

ECO スタート/ストップは、車両が 
停車したとさに自動的にエンジンを停 
止し、発進時に再始動します。 

エンジンは発進時に自動的に再始動し 
ます。これにより、車両の消費燃料と 
排出ガスび抑えられます。 

エンジンを始動するたびに、 ECO ス 
タート/ストップは待機状態になり 
ます。 

〇 CLS 63 AMG は、走行モード 
0147ぺージ）び C モードのとき 
にのみ、 ECO スタート/ストップ 
を使用でさます。 


CLS 350 / CLS 550 
① ECO インジケーター 


mBm 

CLS 63 AMG 

① ECO インジケーター 
③ ECO スタート / ストップ作動表示 


ECO スタート/ストップのすべての 
作動条件がそろっていないとさは、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイの 
ECO インジケーターのが黄色で表示 
されます。 

ECO スタート/ストップのすべて 
の作動条件がそろラと、 ECO インジ 
ケーター①が緑色で表示 (CLS 350 
/ CLS 550)、または緑色で反転表示 
(CLS 63 AMG ) されます。 

CLS 63 AMG では、 ECO スタート 
/ストップスイッチで ECO スタート 
/ストップを作動させていて 、 ECO 
スタート/ストップのすべての作動 
条件びそろっているとさに、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイを AMG 
メニューにしたとさは、 ECO スター 
卜/ストップ作動表示③に "Stop / 
Start active " と表示されます。 
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また、 ECO スタート/ストップス 
イッチで ECO スタート/ストップを 
作動させていて、 ECO スタート/ス 
トップのすべての作動条件びそろっ 
ていないとさは、 ECO スタート/ス 
トップ作動表示③に "Stop / Start 
inactive " と表示されます。 

ECO スタート/ストップび解除され 
ているとさは、 ECO インジケーター 
は表示されません。 

A 警告 

• エンジンび停止して ECO インジ 
ケーターび緑色に表示 (CLS 350 
/ CLS 550)、 または緑色で反転表 
示 （CLS 63 AMG ) しているときは、 
エンジンび自動的に停止している 
状態でず。車両のずべてのシステ 
ムは機能したままでず。この状態 
で運転席ドアを開いたとさやシー 
トベルトを外したとさ、 ブレーキ 
ペダルから足を放したとさは、自 
動的にエンジンび始動しまず。車 
両び動さ出して、事故やけびの原 
因になります。 

• 車両び不意に動さ出ずことを防ぐ 
ため、発進ずるまではブレーキぺ 
ダルから足を放さないでください。 

• 車から離れるとさは、シフトポジ 
ションを CC にして、パーキング 
ブレーキを効かせて車び動さ出さ 
ないよラにしてから、イグニッショ 
ン位置を0にして、エンジンを停 
止してください。 

B 車から離れるとさは、必ずイグ 

ニッシヨン位置を0にして、キー 

を携帯してください。 


エンジンの自動停止 


シフトポジションび LDJ か LNJ の状 

態で、ブレーキペダルを踏んで停車し 

たとさ、自動的にエンジンが停止し 

ます。 

〇 停車して、エンジンが自動的に停 
止しているときわ、ブレーキぺダ 
ルをさらに踏み込むことによりホー 
ルド機能を作動させることがでさ 
ます。このとさは、ブレーキペダル 
から足を放してち、エンジンは停止 
したままになります。 

また、このときにアクセルペダルを 
踏むと、エンジンび始動してホール 
ド機能び解除されます。先にアクセ 
J レペタレを軽く踏んでエンジンを始 
動させてから、発進してください。 

エンジンが自動的に停止するための菜 

件は(下の通りです。 

• 外気温度び作動温度の範囲内にある 
とさ 

• エンジン温度び作動温度に達してい 
るとさ 

• 車内の温度がエアコンディショナー 
の設定温度になっているとさ 

• バッテ U —の電圧び十分なとさ 

• エアコンディショナーび作動してい 
るとさに、システムがフ□ントウイ 
ンドウの曇りを検知していないとき 

• ボンネットび確実に閉じているとさ 

• 運転席の乗員びシートベルトを装着 
していて、運転席ドアび閉じている 
とさ 
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〇 エンジンが自動的に停止している 
とさは、エアコンディショナーの作 
動能力が低下します。最大限の能力 
でエアコンディショナーを作動させ 
たいとさは、 ECO スタート/ストッ 
プスイッチを押して、 ECO スタート 
/ストップを解除してください。 

エンジンの自動再始動 

じ(下のとき、エンジンは自動的に再始 

動します。 

• ホールド機能び作動していない状態 
で、シフトポジションび HE また 
は m のとさに、ブレーキペダル 
から足を放したとさ 

• シフトポジションを EE にしたとさ 

• アクセルペダルを踏んだとさ 

• ECO スタート/ストップスイッチ 
を押して、 ECO スタート/ストッ 
プを解除したとさ 

• 走行モードを S モード、 S + モー 
ド、 M モードのいずれかにしたと 
き (CLS 63 AMG ) 

• 運転席の乗員びシートベルトを外す 
か、運転席ドアを開いたとき 


ECO スタート/ストップの解除/作動 


じ(下のとさわ、 
始動します。 



エンジンは自動的に再 


車両び動さ出したとさ 

エンジン始動がブレーキシステムに 
必要になったとさ 

エアコンディシヨナーび作動してい 
るとさに、システムびフ□ントウイ 
ンドウの曇りを検知したとき 

車内の温度びエアコンディシヨ 
ナーの設定温度から外れたとさ 

バッテ U —の電圧び低下したとさ 


〇 表示灯③び消口しているときは、 
ECO スタート/ストップび手動で 
解除されているか、システムに異常 
び発生しています。このとさは、ブ 
レーキペダルを踏んで停車してわ、 
エンジンは自動的に停止しません。 

〇 エンジンを始動するたびに 、 ECO 
スタート/ストップは待機状態 
になり、オートマチックトランス 
S ッシヨ ンの走行モードび E モー 
ド (CLS 63 AMG は C モード）に 
なります。 

ECO スタート/ストップを解除ずる 
(CLS 350 / CLS 550) 

► ECO スタート/ストップスイッチ 
①を押します。 

表示な③とマルチフアンクシヨン 
ディスプレイの ECO インジケー 
ター區 g び消えます。 

ECO スタート/ストップを解除ずる 
(CLS 63 AMG ) 

►走行モードび C モードのとさに、 
ECO スタート/ストップスイッチ 
①を押します。 
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または 

► 走行モードを S モード、 S + モード、 
M モードのいずれかにします。 

表示な③とマルチファンクシヨン 
ディスプレイの ECO インジケー 
ター區 g び消えます。 

マルチファンクシヨンディスプレ 
イを AMG メニューにしていると 
さは、 ECO スタート/ストップス 
イッチで ECO スタート/ストップ 
を作動させていて、走行モードを S 
モードまたは M モードにして ECO 
スタート/ストップを解除すると、 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
に "Stop / Start inactive " と表示さ 
れます。 

ECO スタート/ストップを作動させる 
(CLS 350/ CLS 550) 

► ECO スタート/ストップスイッチ 
①を押します。 

表示な③び点なし、 ECO スタート 
/ストップのすべての作動条件びそ 
ろっているとさは、7ルチファン 
クシヨンディスプレイに ECO イン 
ジケーター區国び緑色で表示され 
ます。 

ECO スタート/ストップのすべ 
ての作動条件がそろっていないと 
さは、メーターパネルの ECO イン 
ジケーター區国び黄色で表示され 
ます。このとさは、 ECO スタート 
/ストップを作動させることはでさ 
ません。 


ECO スタート/ストップを作動させる 
(CLS 63 AMG ) 

► ECO スタート/ストップスイッチ 
①を押します。 

表示な③び点好します。 

走行モードび S モード、 S + モード、 
M モードのいずれかのとさは、走 
行モードを C モードにします。 

ECO スタート/ストップのすべて 
の作動条件びそろっているとさは、 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
に ECO インジケーター區 g が緑色 
で反転表示されます。 

マルチファンクシヨンディスプレ 
イを AMG メニューにしているとさ 
は、マルチファンクシヨンディスプ 
レイに "Stop / Start active " と表 
示されます。 

ECO スタート/ストップのすべ 
ての作動条件びそろっていないと 
さは、メーターパネルの ECO イン 
ジケーター區国が黄色で表示され 
ます。また、マルチファンクシヨン 
ディスプレイを AMG メニューにし 
ているときは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに "Stop / Start 
inactive " と表示されます。このと 
さは、 ECO スタート/ストップを 
作動させることはでさません。 
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A 警告 

マフラーは非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 


A 警告 

• 停車ずる前にエンジンを停止し 
ないで<ださい。ブレーキやステ 
アリングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 

• 駐車時や車を離れるときは、シフ 
トポジションを cc にして、パー 
キング ブレーキを 確実に効かせ、 
エンジンを停止してください。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なりまず。 

〇短時間でも車から離れるときは、 
ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を閉じて、車を施錠して 
ください。 

確実に駐車するために、じ(下のことを 

確認してください。 

• パーキングブレーキび確実に効い 
ていること 

• シフトポジションび CC になってい 
て、エンジンスイッチからキーが抜 
かれているか、イグニッション位置 
び0になっていること 

• 坂道で駐車するとさは、前輪が歩道 
の縁石方向に向いていること 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


エンジンの停止 


A 警告 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 

車のコント□ールを失って事故を起 
こし、乗員びけびをするおそれびあ 
0まず。 

そのため、走行中はエンジンを停止 
しないで < ださい。 

H 水温が高めのとさは、少しの間ア 
イド U ング状態でエンジンを冷却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

エンジンを停止ずる 


► 完全に悟車します。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► セレクターレバーのボタンを押し 
て、シフトポジションを G 己にし 
ます。 



E 63 AMG 


► E 63 AMG は、パーキングスイッチ 
のを押して、シフトポジションを 
m にします。 
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エンジンスイッチにキーが差し込まれ 
ているとさ 

►キーをまわし、イグニッション位置 
を0にして、キーを抜さます。 

イモビライヴーび作動します。 

〇 シフトポジションび EE か EE 
のとさにエンジンを停止すると、シ 
フトポジションび自動的に m に 
なります。さらに、この状態でフロ 
ントドアを開<か、エンジンスイッ 
チに差し込まれているキーを抜く 
と、シフトポジションが m にな 
ります。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポ 
ジションび EE のとさに、エンジ 
ンスイッチに差し込んだキーをまわ 
してエンジンを停止したとさは、フ 
□ントドアを開いてち、シフトポジ 
ションは EE になりません。 

エンジンスイッチに キー レス ゴース 
イッチを取り付けているとき 

►エンジンが停止するまで、キーレス 
ゴースイッチを押します。 

A 警告 

走行中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押ずとエンジンび停止しまず。 
エンジンブレーキび効かな<なった 
り、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大さな力び必要になりまず 
ので、走行中はエンジンを停止しない 
で < ださい。 


〇 走行中にキーレスゴースイッチを 
押してエンジンを停止したとさは、 
再度キーレスゴースイッチを押すと 
エンジンび始動します。 

キーレスゴースイッチによるエン 
ジン停止機能は、 ECO スタート/ 
ストップの作動に関わらず使用でさ 
ます。 

〇 キーレスゴースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
ション位置は1になります。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッション位置が0になります。 

〇 キーレスゴースイッチを押してエ 
ンジンを停止すると、シフトポジ 
ションび自動的に END になります。 
さらに、この状態でフ□ントドアを 
開 < と、シフトポジションび EE 
になります。 
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パーキングブレーキ 


長期間駐車ずるとさ 


A 警告 

パーキングブレーキを効かせたまま 
走行しないでください。パーキングブ 
レーキび過熱して効かな < なったり、 
火災び発生するおそれびあります。 



左八ンドル車 

パーキングブレーキを解除ずる 

► ブレーキペダルをいっぱいまで踏み 
ます。 

► 解除八ンドルのを手前に弓 I さます。 

メーター パネルの ブレーキ 警告な 
m が消なします。 

パーキングブレーキを効かせる 

►ち足でブレーキペダルを踏み、左 
足でパーキングブレーキペダル③ 
をいっぱいまで踏み込みます。 

メーター パネルの ブレーキ 警告な 
m び点なします。 

B パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
メ ッ セージが表示されます。 


約4週間じ(上駐車したままにすると、 
バッテリーび完全放電して損傷するお 
それびあります。このよラなとさは、 
じ(下のよラにしてください。 

►バッテリーからケーブルを外すか、 
バッテリー充電器を接続して < だ 
さい。 

〇 バッテリーの点検はメルセデス • 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
ください。 

約6週間じ(上駐車したままにすると、 
不具合が発生するおそれがあります。 
このよラなとさは、別途対応が必要 
です。 

► 対応について、メルセデス*ベンツ 
指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 
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オートマチックトランスミッシ 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセル 
ペダルの下に物び入ると、ペダルを 
操作でさなくなるおそれびあります。 
フ□ア7 ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
びあることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
<ださい。 


A 警告 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 


セレクターレバー 


DIRECT SELECT 装備車 



左八ンドル車 
①セレクターレバー 
③ノくーキングポジシヨンの選択 
⑤ニュートラルポジシヨンの選択 
® ニュートラルポジシヨンの選択 
⑤ U ノ（ースポジシヨンの選択 
® ドライブポジションの選択 


P セレクターレバーはステアリング 
のち側にあります。方向指示やワイ 
パーの操作をする際は、誤ってセレ 
クターレノ（一の操作をしないよラに 
注意してください。事故を起こした 
り、車を損傷するおそれがあります。 

シフトポジシヨンを EE にずる 

►セレクターレバー先端のボタンを 
③のち向に押します。 

シフトポジシヨンを [ W \ にずる 

►セレクターレバーを⑤または④ 
の方向に軽く操作します。 

シフトポジシヨンを EE にずる 

►セレクターレバーを⑤のち向 
にいっぱいまで操作します。 

シフトポジシヨンを EE にずる 

►セレクターレバーを®のち向 
にいっぱいまで操作します。 


CLS 63 AMG 



左八ンドル車 
①セレクターレバー 

③ パーキングスイッチ 

⑤ニュートラルポジションの選択 

④ ニュートラルポジションの選択 

⑤ U バースポジションの選択 
® ドライブポジションの選択 


iGlw 









シフトポジシヨンを [ E にずる 

►パーキングスイッチ③を押し 
ます。 

シフトポジシヨンを EE にずる 

►セレクターレバーを③または④ 
の方向に軽く操作します。 

シフトポジシヨンを [ E にずる 

►セレクターレバーを®の方向 
にいつぱいまで操作します。 

シフトポジシヨンを EE にずる 

►セレクターレバーを®のち向 
にいつぱいまで操作します。 


シフトポジション 


GBJ J くーキングポジション 

駐車およびエンジン始動/ 
停止の位置です。 

完全に停車していないとさ 
は、 [ E にしないでくだ 
さい。 

じ(下のときは、シフトポジ 
ションが自動的に [ E にな 
ります。 

• エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさ 

•シフトポジションび 
EE か EE のとさにエ 
ンジンを停止し、フ□ン 
トドアを開いたとさ 

• 停車中またはごく低速 
で走行中に、シフトポジ 
ションび EE か EE の 
状態で運転席ドアを開い 
たとさ 


EBJ リバースポジション 

後退するとさの位置です。 

完全に停車していないとさ 
は、 EE にしないでくだ 
さい。 

m ニュートラルポジション 

動力び伝わらない位置です。 

押したり、けん引してわら 
ラことで、車を移動でさ 
ます。 

シフトポジションび EE か 
EE のとさにエンジンを停 
止すると、自動的に m に 
なります。 

H 走行中はシフトポジショ 
ンを m にしないで<だ 
さい。トランスミッショ 
ンを損傷するおそれびあり 
ます。 

EE ドライブポジション 

走行するとさの位置です。 

1速〜7速の範囲で自動的 
に変速します。 

A 警告 

走行中にシフトポジションを m 
にすると、エンジンブレーキびまつ 
たく効かなくなり、事故を起こした 
り、トランスミッションを損傷する 
おそれびあ0まず。 
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P セレクターレバーを操作するとき 
は、完全に停車して、ブレーキぺ夕' 
J レを踏んで行なってください。 

P シフトポジションを EE にする 
ときは、完全に停車してください。 
トランスミッションを損傷するおそ 
れびあります。 

P エンジンが暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びかかるよラな運転をしない 
で < ださい。 

P エンジンを停止してシフトポジ 
ションが自動的に m になったと 
さは、シフトポジションを EE に 
して、パーキングブレーキを効かせ 
て<ださい。車が動さ出すおそれび 
あります。 

P エンジン回転数が高いとさや車び 
動いているとさは、シフトポジショ 
ンを^から GG 、 または W 
から^にしたり、直接[己に 
しないで<ださい。トランスミッ 
ションを損傷するおそれがあり 
ます。 

H 約 10 km/hii (下で走行している 
とさは、 EE から EE 、 または 
EE から EE にシフトポジション 
を変更でさますび、一旦停止して、 
シフトポジションび変更されたこと 
に気付かずに再度走り出すと、車が 
不意に後退または前進して事故を起 
こすおそれびあります。 


〇イ グニッション位置び2で、ブレー 
キペダルを踏んでいるとさに 、 [PJ 
から他のシフトポジションにでさ 
ます。 

〇 セレクターレバーから手を放す 
と、セレクターレバーは中立の位置 
に戻ります。 

〇 シフトポジションを EE にした 
とさは、確認音び鳴ります。 

〇 シフトポジションを [ E から他 
のシフトポジションにするとさにブ 
レーキペダルが踏まれていないと、 
マルチフアンクションディスプレイ 
に" ブレーキを踏んで P レンジから 
シフト" と表示されます。 

〇 約 10 km / hii (上で走行している 
とさは、 EE から EE 、 または 
EE から EE にシフトポジション 
を変更しよラとすると、 nsn にな 
ります。 

〇 シフトポジションび EE か EE 
のとさにエンジンスイッチに差し 
込まれているキーをまわすか、キー 
レスゴースイッチを押してエンジン 
を停止すると、シフトポジションび 
自動的にいになります。さらに、 
この状態でフ□ントドアを開くか、 
エンジンスイッチに差し込まれてい 
るキーを抜くと、シフトポジション 
が [ PJ になります。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポ 
ジションびのとさに、エンジ 
ンスイッチに差し込んだキーをまわ 
してエンジンを停止したとさは、フ 
□ントドアを開いてち、シフトポジ 
ションは巧1になりません。 
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O 停車してイグニッション位置び 2 
のとさ、またはごく低速で走行し 
ているとさ、シフトポジションび 
EE または EE の状態で運転席ド 
アを開<と、シフトポジションび 
m になります。 

ただし、運転席ドアび開いていると 
さにシフトポジションを EE また 
は EE にして、前進/後退するこ 
とびでさます。このとさは、マルチ 
フアンクションディスプレイに" セ 
レクタび走行位置" と表示され、警 
告音び鳴ります。 

〇 イグニッション位置び2のとさ、 
シフトポジションび m の状態で 
運転席ドアを開くと、マルチフアン 
クションディスプレイに "セレクタ 
び走行位置" と表示され、警告音び 
鳴ります。 

〇イ グニッション位置が2で、ブレー 
キペダルを踏んでいるとさは、シフ 
トポジションを EE から m また 
は EE 、 FrI にでホます。 

〇イ グニッション位置が1で、ブレー 
キペダルを踏んでいるとさは、シフ 
トポジションを EE から EN ] にで 
さます。 


シフトポジション表示 


DIRECT SELECT 装備車 



①シフトポジション表示 

( ドライブポジシヨンび選択されている状態) 


マルチフアンクシヨンディスプレイび 
表示されているとき、シフトポジシヨ 
ン表示のに、選択されているシフト 
ポジシヨンび強調表示されます。 


CLS 63 AMG 



①シフトポジション表示 
( ドライブポジシヨンび選択されている状態) 


マルチフアンクシヨンディスプレイび 
表示されているとさ、シフトポジシヨ 
ン表示のに、選択されているシフト 
ポジシヨンび強調表示されます。 
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y メーターパネルが故障してシフト 
ポジシヨン表示び表示されないと 
きは、セレクターレバーを慎重に 
操作してゆっくりとアクセルぺダ 
ルを踏み、シフトされたポジシヨ 
ンを確認してから走行してくだ 
さい。でさるだけシフトポジシヨ 
ンを EE にし、走行モードを E モー 
ドまたは C モード、 S モードのい 
ずれかにして、テイップシフトに 
はしないでください。また、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 


シフトポジションの選択 _ 

オートマチックトランスミッション 
は、シフトポジションび EE のとさ、 
m 下の状況に合わせて自動的にギアを 
変速します。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード （^147 ぺージ） 

• アクセルペダルの踏み具合 
• 走行速度 


運聞のヒント 


アクセルペダルの位置 


アクセルペダルの踏み加減に応じて、ギ 
アび変速するタイミングが変化します。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップする 
タイミングび早くなります。 

• 深く踏み込んだときはシフトアッ 
プするタイミングび遅くなります。 

ダブルクラッチ機能 （CLS 63 AMG ) 

選択している走行モードに関わらず、 
シフトダウン操作時にダブルクラッチ 
機能び作動します。 

ダブルクラッチ機能が作動することに 
より、ギアシフト操作びスムーズに行 
なわれ、スポーティな運転スタイルに 
役立ちます。 

ダブルクラッチ機能作動時のエンジン 
音は、走行モードにより異なります。 

キックダウン 

急な加速が必要な場合はキックダウン 
を行ないます。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
低いギアに変速し、素早 < 加速し 
ます。 
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► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップします。 












u キックダウンするとさは、周囲の 
状況に注意しなびら操作して < だ 
さい。事故を起こすおそれびあり 
ます。 

停車ずる 


►一時的に停車するとさは、シフトポ 
ジションを EE にしたままブレー 
キペダルを踏みます。 

► やむを得ず停車が長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、シフトポジションを m にし 
ます。 

A 警告 

停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。万一、シフトポジションび 
EE か m になると、車び急発進し 
て重大な事故を起こずおそれびあり 
ふす0 

H 急な上り坂などではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を 
保たなし" i でくださし、トランスミツ 
ションに負担がかかり、過熱や故障 
の原因になります。 

〇停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、ク U —プ現象で車び動かない 
よラにしてください。 


走行モード 

路面状況や運転に合わせて、オートマ 
チックトランスミッションのギアの変 
速特性を選択でさます。 

走巧モード 

作動内容 

E モード 

または 

C モード 

(CLS 63 
AMG ) 

快適性と経済性を 
重視したモード 
です。 

トランス S ッシヨン 
び快適性と経済性 
を重視した設定に 
なります。 

S モード 

スポーティな走行 
に適したモード 
です。 

S + モード 

(CLS 63 
AMG ) 

S モードよりち、さ 
b にスポーティな走 
行用のモードです。 

M モード* 

マニュアルでギアシ 
フトすることびでさ 
ます。 

詳しくは (>151 
ページ）をご覧くだ 
さい。 

レース 
スタート 
( RS ) 

(CLS 63 
AMG ) 

グリップカの高い路 
面状況において、停 
車状態から最適な加 
速力で発進すること 
びでさます。 

詳しくは (>196 
ページ）をご覧くだ 
さい。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 







オートマチックトランスミッ 



走行モードの選択 (CLS 350 / CLS 
550) 


走行モードの選択 (CLS 63 AMG ) 



► 走行モード選択スイツチのを押し 
ます。 

E モードー S モードー M モード* 
一 E モー ドと切り替わります。 

走行モード表示 （CLS 350 / CLS 
550) 




イグニッシヨン位置を2にすると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ下 
部に、走行モード表示のび表示され 
ます。 

〇 エンジンを停止すると、選択した 
走行モードに関わらず、次にエンジ 
ンを始動したときは[モードにな 
ります。 


► 走行モード選択ダイヤルのをまわ 
します。 

選択した走行モードの文字び赤色に 
点好します。 

走行モード表示 （CLS 63 AMG ) 

イグニッシヨン位置を2にすると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
下部に、走行モード表示のび表示さ 
れます。 

〇 エンジンを停止すると、選択した 
走行モードに関わらず、次にエンジ 
ンを始動したときは C モードにな 
ります。 

OCLS 63 AMG は、通常の走行では 
レーススタート （ RS ) を選択する 
ことはできません。詳しくは （>196 
ページ）をご覧ください。 



オプションや仕様により、異なる装備です。 












パドルによる操作 



①左側パドル 
③ち側パドル 


シフトポジシヨンが EE で、走行モー 
ドび M モード*じ(がのときは、パド 
ルを操作して、オートマチックトラン 
スミッシヨンの変速範囲を変えること 
ができます （^150 ページ）。 

マニュアルギアシフト(>151ぺージ） 
を選択しているとさは、パドルを操作 
して、マニュアルでギアを選択するこ 
とがでさます。走行中にエンジン回転 
数び下がったとさは、ギアは自動的に 
シフトダウンします。 

〇 パドルによる操作は、シフトポジ 
シヨンが EE でのとさのみ行なえ 
ます。 


オートマチックギアシフト _ 

走行モードが E モードまたは C モー 
ド (CLS 63 AMG ) のときは、じ(下の 

よラになります。 

• エンジンとオートマチックトランス 
S ッションが快適性を重視した設定 
になります。 

• シフトアップび早めに行なわれるた 
め、燃料の余分な消費び抑えられ 
ます。 

• 前進*後退とわに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進します。 

• 滑りやすい路面などでの車両操縦性 
や走行安定性が向上します。 

• オートマチックトランスミッション 
が早めにシフトアップするため、エ 
ンジン回転数び低く抑えられ、車輪 
び空転しにくくなります。 

走行モードび S モードまたは S + モー 
ド (CLS 63 AMG ) のときは、じ(下の 

よラになります。 

• エンジンとオートマチックトランス 
ミッションびスポー了ィな設定にな 
ります。 

• 1速で発進します。 

• オートマチックトランスミッション 
が遅めにシフトアップします。 

• シフトアップび遅めに行なわれるた 
め、エンジン回転数が高くなり、燃 
料をより多<消費します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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オートマチックトランスミッ 


テイッブシフト _ 

才ートマチックトランスミッシヨンの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要なシフトアップ 
を抑えます。 

シフトポジシヨンび EE で、走行モー 
ドび E モードまたは C モード、 S モー 
ド、 S + モード*のいずれかのとさに 
テイップシフトにでさます。 


ギア 

レンジ 

作動内容 

EE 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速します。 

ID 6 I 

1速〜6速の範囲で自動 
的に変速します。 

ID 5 I 

1速〜5速の範囲で自動 
的に変速します。 

ID 4 I 

1速〜4速の範囲で自動 
的に変速します。 

ID 3 I 

1速〜3速の範囲で自動 
的に変速します。緩やか 
な坂道などを走行すると 
さに使用します。 

ID 2 I 

1速〜2速の範囲で自動 
的に変速します。急な坂 
道やエンジンブレーキび 
必要なとさに使用します。 

ID 1 I 

1速に固定されます。エ 
ンジンブレーキが最大に 
作用します。 


A 警告 

滑りやすい路面やカーブを走行し 
ているとさは、低いギアレンジを選 
択してエンジンブレーキび効くと、 
駆動輪びグ U ップを失い、車両びス 
U ップするおそれびあ0ます。また、 
駆動輪び空転ずると、駆動系部品を 
損傷するおそれびあります。 

〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
ち実際のギアを示すちのではあり 
ません。 

〇 エンジンび暖まっていないときは、 
操作を行なっても、選択したギアレ 
ンジに変わらないことがあります。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数により異な 
ります。 

テイツプシフトにずる 



① 左側パドル（低いギアレンジを選択) 

② ち側パドル（高いギアレンジを選択) 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 




















CLS 350 

⑤ギアレンジ表示 



CLS 63 AMG 
③ギアレンジ表示 


► シフ S ポジションが 「D 1 のとホに、 
左側パドルのを引さます。 

ティップシフトになり、ギアレン 
ジ表示③に選択されたギアレンジ 
が表示されます。 

〇 シフトダウン操作によりエンジン 
の許容回転数を超えるおそれびある 
ときは、エンジン保護のため、シフ 
トダウンされません。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれがあるとさは、エンジ 
ン保護のため、自動的にシフトアッ 
プされ、高いギアレンジが選択され 
ます。 

低いギアレンジを選択ずる 

► 左側パドルのを引さます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側パドル③を引さます。 


テイップシフトを解除ずる 


► ち側ノドル③を弓 I いて保持します。 
または 

► セレクターレバーを EE のち向に 
操作します。 

ティップシフトが解除され、ギアレ 
ンジ表示⑤に" D " が表示されます。 

最適なシフトレンジを選択ずる 

► 左側パドルのを引いて保持します。 

そのとさの加速や減速に最ち適した 
ギアレンジが選択されます。 

〇 ティップシフトにしていないとさ 
にち側パドル③を引くと、走行速 
度やエンジン回転数に応じてシフト 
アップが行なわれます。 


マニュアルギアシフト* _ 

ステアリングのパドルを操作して、マ 
ニュアルでギアを選択でさます。 

A 警告 

滑りやずい路面やカーブを走行し 
ているとさは、シフトダウンによって 
エンジンブレーキび効くと、駆動輪 
びグ U ップを失ラおそれびあります。 
また、駆動輪び空転すると、駆動系 
部品を損傷ずるおそれびあります。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよラな運転をしないでく 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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オートマチックトランスミッ 



□ CLS 63 AMG は、マニュアルギア 
シフトでは、エンジン回転数び許 
容限度に達しても、自動的にシフト 
アップされません。エンジンの許容 
回転数に達したとさは、過回転から 
エンジンを保護するため、燃料の供 
給び断たれます。運転者は常に、夕 
コメーターの指針びレッドゾーンに 
達していないこと、シフトアップイ 
ンジケーターび赤色に点なしてい 
ないことを確認してください。エン 
ジンを損傷するおそれがあります。 

〇 マニュアルギアシフトでは、 ESP ⑩ 
の機能を解除しないで走行すること 
をお勧めします。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なってち、 
選択したギアに変速しないことがあ 
ります。 

〇 マニュアルギアシフトび選択さ 
れた状態でエンジンを停止すると、 
オートマチックギアシフトに切り替 
わります。 

マニュアルギアシフトの選択 



CLS 63 AMG 

①ギア表示 

③走行モード表示 

マニュアルギアシフトを選択すると、 

ギア表示のには選択されているギア 

び表示されます。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
示のに表示される数字は実際のギ 
アを示しています。運転者のシフト 
アップ/ダウン操作や、自動的な 
シフトアップ*/ダウンに応じてギ 
ア表示のに表示される数字ち変わ 
ります。 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

►走行モード選択スイッチ(>148 
ページ）を押すか、走行モード選択 
ダイヤル （^148 ページ）をまわし 
て、 M モードを選択します。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

►走行モード選択スイッチ(>148 
ページ）を押すか、走行モード選択 
ダイヤル （^148 ページ）をまわし 
て、 E モードまたは C モード、 S モー 


CLS 350 / CLS 550 
①ギア表示 
@走行モード表示 


ド、 S + モード 
します。 


のいずれかを選択 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 







ギアシフト操作 



①左側パドル（低いギアを選択) 
③ち側パドル（高いギアを選択) 


低いギアを選択ずる 

►左側パドルのを引さます。 

高いギアを選択ずる 

►ち側パドル③を引さます。 

〇 シフトダウン操作をしなくても、 
走行速度とエンジン回転数に応じ 
て、自動的にシフトダウンすること 
びあります。 

〇 左側パドルのを引いて保持する 
と、そのとさの加速や減速に最わ適 
したギアび選択されます。 

〇 CLS 350 / CLS 550は、エンジ 
ンの許容回転数を超えるおそれがあ 
るとさは、自動的にシフトアップさ 
れます。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
わ、選択したギアび適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

〇 停車すると、ギアは1速にシフ 
卜されます。 


〇 車種や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なります。 

OCLS 350 / CLS 550は、マニュ 
アルギアシフトを選択しているとき 
にキックダウンを行なラことびでさ 
ます。また、キックダウンしている 
とさは、シフト操作はでさません。 

OCLS 63 AMG では、7ニユアル 
ギアシフトを選択しているときは、 
キックダウンはでさません。 

シフトアップ表示 （ CLS 63 AMG ) 



①走む速度表示 
③ギア表示 
⑤ " UP " マ— ク 

エンジン回転び上昇し、シフトアッ 
プするタイ S ングになったとさは、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイの表 
示びホ<なり、走行速度表示のとギ 
ア表示③び赤<表示され、 " UP " マー 
ク⑤び表示されます。 

必要に応じてシフトアップ操作を行 
なって < ださい。 

〇 エンジン回転数が高くなったとさ 
は、シフトアップするタイミング 
になる前に、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイの表示が一瞬ホ < なる 
ことびあります。 
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メーター 八ネル 


メーターパネル 


メーターノ くネルの各部の名称について 
は瓜26ページ）をご覧くださし、。 

A 警告 

メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障すると、走 
行速度や外気温度、警告灯/表示巧 
や故障/警告メッセージなどび表示 
でさなくなることびあります。また、 
車両操縦性に影響を与えるおそれび 
あります。十分を意して走行してく 
ださい。 

また、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場に連絡してください。 


エンジン冷却水温度計 _ 

メーターパネルの左側にあります。エ 
ンジンの冷却水温度を表示します。 

指定の冷却水を適切な混合比で使用し 
ているとさは、約120むまではオー 
バーヒートは起こしません。 

暑い曰や上り坂び続くとさなどに、冷 
却水温度の表示が120で付近を示すこ 
とびありますが、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告メツセー 
ジび表示されない限り、故障ではあり 
ません。 


燃料計 _ 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンクの容量は約80リツトル 
です。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
ください。 


燃料残量警告'灯 _ 

燃料の残量び少な< なると点なします。 

警告なび点なしたとさの残量は約9 
リツトル （CLS 63 AMG は約14リツ 
トル）です。 

〇 走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になります。 


ス b - —。クーター 

車の走行速度を km / h で表示します。 

スピードメーターの内側には、ク 
ルーズ コント□ー ル インジケーター 
0189ぺージ）および巧変スピード 
リミッターインジケーター(>192 
ページ）びあります。 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針がエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよラ 
にしてください。エンジンを損傷す 
るおそれびあります。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給が行なわれな < なります。 

9 環境 

必要政上にエンジン回転数を上げて 
走行しないでください。燃料を不必 
要に消費し、大気巧染の原因にな0 
ます。 
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マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


ンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンステアリング 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情 
報などを表示 • 設定するシステムです。 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、スピードメーター内にあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないます。 

A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
を操作するとさは、常に周囲の状況 
にを意してください。 


A 警告 

走行中にステア U ングのスイツチを 
操作ずるとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
びら操作ずると、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 


左側キーパッド 


機能 


田 

因 


スク□ールスイッチ 


•メインメニューおよびメ 
ニューリストの呼び出し 


[: スク□ールスイッチ 

nri 軽く押す： 

• リストのスク□ール 

• サブメニューまたは機能の 
選択 

•オーディオメニュー：ラジ 
才•テレビの手動選局、卜 
ラックの選択、 DVD ビデ 
才のチヤプター選択 

•電話メニュー：電話帳の表 
示および電話帳の名前また 
は電話番号の選択、発信履 
歴の選択 

押して保持する： 

•オーディオメニュー：ラジ 
才•テレビの自動選局、卜 
ラックの早送り/早戻し、 
DVD ビデオの早送り/早 
戻し 

•電話メニュー：電話帳のス 
ク□ール 

应の確定スイッチ 


• 選択した項目の確定やメッ 
セージの 確認 

•電話メニュー：電話帳の表 
示および電話の発信 

•才ーデイオメニュー：選局 
操作の停止 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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ち側キーパッド 
機能 

B 通話終了スイッチ 

• 電話の保留/切断 
• 電話帳/発信履歴を開じる 

通話開始スイッチ 

• 電話の発信 
• 発信履歴の表示 

m 音量スイッチ 

C ^I ♦ 音量の調節 

m 消音スイッチ 

オーディオやナビの音声案 
内などの消音 

音声認識スイッチ 

機能 

E ] 音声認識スイッチ 

• 音声認識の開始 

〇 音声認識の詳細について 
は、 COMAND システムの 
別冊取扱説明書をご覽 < だ 
さし、 


U ターンスイッチ 
機能 

胃リターンスイッチ/ 音声誘、 
識解除スイッチ 

軽 < 押す： 

•戻る 

• 音声認識の中止 

•故障/警告メッセージの 
消去、ひとつ前の画面への 
移動 

• 電話帳/発信履歴を開じる 
押して保持する： 

• 基本画面への移動 


を跋 e お冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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メニューリスト 



①メニューリスト 


メニューリスト①には、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイのメインメ 
ニューが表示されます。 

メニューリストを表示させる 

► 3] または EB を押します。 

〇 メニューリストを表示させてか 
ら約3秒間何も操作しないと、メ 
ニューリストの表示は消えます。 

基本操作 

メインメニューを選択ずる 

► メニューリストび表示されていると 
さに 3] または EB を押して、メ 
インメニューを選択します。 

サブメニューのリストをスク□ールさ 
せる 

► ra または ra を押します。 

ひとつ前の画面に戻る 

► を押します。 


基本画面（トリップメニュー）に戻る 

► トリップメニューが表示されるまで 
向 を押します。 

または 

► を押して保持します。 

選択を確定ずる 

► 应のを押します。 

オーディオや通話などの音量を調 
整ずる 

► m またはスイッチを押し 
ます。 

消音ずる 

► ro を押します。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 











158 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メインメニューとサブメニュー 



機能 

① トリップ メニュー(>159ぺージ） 

③ ナビ メニュー (>162 ぺージ） 

⑤ 才ーディ オメ ニュー (>164 ぺージ） 

④ TEL メニュー (>166 ぺージ） 

⑤ アシス トメ ニュー(>168ぺージ） 

メンテナン スメ ニュー（1>170ぺージ） 

•故障表示 （^170 ぺージ） 

•タイヤ空気圧警告システムの表示(>281ページ） 
•メンテナンスインジケーターの表示（1>292ぺージ) 
@ 設定 メニュー(>171ぺージ） 

⑥ AMG メニュ ー* (>182 ぺージ） 


iGlw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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トリップメニュ - 


基本画面を表71^させる 


卜 U ップメニューで表示*設定でさる 
項目は(下の通りです。 

参基本画面 

• エンジン始動時からの情報表示 
(>160ぺージ） 

• リセット時からの情報表示 （>160 
ぺージ） 

• 走行可能距離*瞬間燃費^表示 
(>161ぺージ） 

• 走行速度表示 （^162 ページ） 

トリップメニューを表示させる 

► 3 D または EB を押して、メニュー 
リストで" トリツ T " を選択します。 

基本画面 



①トリップ メーター 
③オド メーター 

トリップメーターのは、リセット後 
の走行距離を表示します。 

オドメーター③は、これまでに走行 
した距離の総合計を表示します。 


► 基本画面び表示されるまでを 
押すか、押して保持します。 

または 

► トリップメニューを表示させます。 

► 基本画面(外の画面び表示された 
とさは、基本画面が表示されるま 
で ra または E を押します。 

トリップメーターをリセットずる 

► 基本画面を表示させます。 

► 区のを押します。 



確認画面び表示されます。 

E を押して "はし VI を選択し、 
应のを押します。 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 
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エンジン始動時からの情報表示 



① エンジン始動時からの走行距離 

② エンジン始動時からの経過時間 

③ エンジン始動時からの平均速度 
® エンジン始動時からの平均燃費 

エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表示します。 

〇イ グニッシヨン位置を 0 にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約4時間経過す 
ると、自動的に U セットされます。 

約4時間じ(内にイグニッシヨン位 
置を1か2にしたとさは、前回の 
情報び継続して表示されます。この 
ときは、999時間経過後、または 
9,999 km 走行後に自動的にリセッ 
卜されます。 

エンジン始動時からの情報を表示さ 
せる 

► トリップメニューを表示させます。 

► エンジン始動時からの情報(外が表 
示されたとさは、エンジン始動時か 
らの情報が表示されるまで ra ま 
たは E を押します。 


エンジン始動時からの情報を手動でリ 
セツトずる 

エンジン始動時からの情報は手動で U 
セツトすることちでさます。 

► エンジン始動時からの情報を表示さ 
せます。 

► 应のを押します。 



確認画面び表示されます。 

► E を押して "はし VI を選択し、 
应のを押します。 


リセット時からの情報表示 



① U セツト時からの走行距離 
③ U セツト時からの経過時間 

③ U セツト時からの平均速度 

④ U セツト時からの平均燃費 

リセツトしたとさを起点とした情報を 
表 TJX します。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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リセット時からの情報を表示させる 

► トリップメニューを表示させます。 

► U セット時からの情報(外び表示さ 
れたとさは、 U セット時からの情報 
び表示されるまで ra または nri 
を押します。 

〇 リセット後は、9,999時間経過後、 
または99,999 km 走行後に自動的 
に U セットされます。 

IJ セッ トずる 

►リセット時からの情報を表示させ 
ます。 

► 应のを押します。 


tm 

が^タトがすが I 
川け 
ない 


確認画面が表示されます。 

E を押して "はし VI を選択し、 
应のを押します。 


走行可能距離-瞬間燃費*表示 





の走行可能距離 
©瞬間燃費 

走行可能距離のは、現在の燃料残量で 
走行可能なおよその距離を計算し、予 
測値として表示します。イグニッシヨ 
ン位置び2のとさに表示されます。 

瞬間燃費③*は、走行中の瞬間燃費 
を km / I で表示します。エンジンがか 
かっているときに表示されます。 


走行可能距離 
せる 


瞬間燃費*を表示さ 


► トリップメニューを表示させます。 

► 走行可能距離*瞬間燃費* (がが 
表示されたとさは、走行可能距離 • 
瞬間燃費*び表示されるまで ra 
または E を押します。 

©燃料 残量び少ないとさは、走行巧 
能距離の代わりに^び表示され 
ます。最寄りのガソ U ンスタンドで 
給油してください。 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義09恒冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


走わ■速度表 7 F 


ナビメニュ - 



走行速度を表示します。 

走行速度を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表示させます。 

► 走行速度(がび表示されたとさは、 
走行速度が表示されるまで ra ま 
たは E を押します。 


ナビメニューを表させる 

► 3 D または EB を押して、メニュ- 
リ ストで" ナヒ " を選択します。 

ルート案内を行なっていないとき 



①進行ち向のち位表示 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に進行ち向のち位のが表示されます。 

ルート案内を行なっているとき 



の目的地までの距離 

©交差点（分岐点）までの距離 

③交差点（分岐点）での進行ち向 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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交差点（分岐点）に接近しているとき ルート案内中の表示 


車線変更を伴わないち巧時の例 



©交差点（分岐点）までの距離 
©交差点（分岐点）での進行ち向 

交差点（分岐点）に接近すると、音 
声案内び行なわれ、マルチファンク 
シヨンディスプレイに交差点（分岐 
点）までの距離のと進行ち向③が 
表示されます。 

車線変更を伴うちが時の例 



の交差点（分岐点）までの距離 
©適切な走行車線 
® 車線変更表示 

複数の車線がある道路を走行してい 
るとさに交差点（分岐点）に接近す 
ると、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに交差点（分岐点）までの距 
離のび表示されます。また、適切な 
走行車線③と、車線変更の内容⑤ 
び表示されます。 


COMAND システムで目的地を設定し 
たときやルート案内をしているとき 
は、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにじ(下のよラな表示が行なわれるこ 
とびあります。 

"冷" 

目的地に到着したとさに表示されます。 

" 目的地周辺でず" 

目的地び比較的大さな施設のとさなど 
に、目的地に到着すると表示されるこ 
とがあります。 

" 新 ルー ト" 

当初の案内ルートから外れたり、巧滞 
が発生した場合などに表示されること 
びあります。計算後はルート案内表示 
に戻ります。 

" ルート計算中" 

ルートを計算しているとさに表示され 
ます。 

" 案内ルート外" 

車が地図に表示されない場所にある 
とさ、または駐車場などの道路外の 
場所にあるときに表示されることび 
あります。 

"ルートなし" 

目的地までのルート案内び計算でさ 
ない場合などに表示されることがあ 
ります。 

〇 ナビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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才一 了 ィオタ—ュー _ 

〇 オーディオの詳細については、 
COMAND システムの別冊取扱説明 
書をご覧ください。 


ラジオ局を選局ずる 



の" FMT または " FM 2" 

" AM 1" または "AM 2" または" 交通情報" 


③プリセツト番号/ 

放送局名または受信周波数 

COMAND システムで、ラジオを受信 
しているときに表示*選局でさます。 

► 3 D または EB を押して、メニュー 
リストで" 才-テ''イオ" を選択します。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► ra または ra を押します。 

プ U セツトされたラジオ局び選択さ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► E または E を押して保持し 
ます。 

受信周波数が動さ、次に受信でさる 
周波数で停止します。 


トラックを選択ずる 



の音楽ソース表示 

("ディスク 1711 メモリ-力-ド 1711 HDD"/ 
"USB* 1711 MEDIA INT.V'BT AUDIO"/ 
" 外部入力',） 

③トラック番号/トラック名 

COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、メモ U —力一 
ド、ミュージックレジスター、 USB 
メモリー*、メディアインターフェー 
ス、 Bluetooth ⑧オーディオ、外部入力） 
が音楽ソース表示のに表示されます。 

►百]または ra を押して、メニュー 
リストで" 才-テ''ィオ" を選択します。 

トラックを選択ずる 

ディスク、メモ U —カード、 S ュージッ 
クレジスター、 USB メモリー*、メディ 
アインターフェース、 Bluetooth ⑧オー 
ディオのいずれかを再生しているとさ 
はトラックを選択することびでさます。 

► ra または ra を押します。 

次または前のトラックび選択さ 
れます。 


ielw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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DVD ビデオのチャプターを選択ずる 



©チャプター番号 

COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示*選択でさ 
ます。 

► 3 D または EB を押して、メニュー 
リストで" 才-テ''ィオ" を選択します。 

チャプターを選択ずる 

► ra または E を押します。 

次または前のチャプターび再生され 
ます。 


テレビ局を選局ずる 



① "テレビ r または "テレビ 2" 

③プリセツト番号/チャンネル番号/ 
放送局名 

COMAND システムで、テレビを受信 
しているとさに表示*選局できます。 

► 3 D または EB を押して、メニュー 
リストで" 才-テ''イオ" を選択します。 

テレビ局をプリセツト選局ずる 

► ra または ra を押します。 

プリセツトされたテレビ局び選択さ 
れます。 

テレビ局を自動選局ずる 

► E または E を押して保持し 
ます。 

受信チャンネルび動さ、次に受信で 
さるチャンネルで停止します。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









166 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


TEL メニュ ー 

携帯電話を COMAND システムに接 
続することにより、八ンズフリー通話 
がでさます。 

〇 COMAND システムには Bluetooth ® 
により携帯電話を接続でさます。詳 
しくは、別冊 「 COMAND システム 
取扱説明書」をご覧ください。 

A 警告 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話をかけないでください。 

また、走行中に電話びかかってさた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けてください。 

どラしてち電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフ U —機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 


TEL メニューを表示させる 

► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 

► aD または EB を押して、メニュー 
リストで " TEL " を選択します。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに "電話待ち受け" と表示され 
ます。 

着信した電話を受ける 



発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話び着信すると上記のよラな画面が 
表示されます。 

► 着信呼び出し中に^を押します。 

通話を終える（電話を切る） 

► ^を押します。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に^を押します。 

〇 上記の操作は TEL メニューを表示 
していないとさわ行なラことがでさ 
ます。 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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電話帳から電話を発信ずる 


COMAND システムに登録されている 

電話帳から電話を発信でさます。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話 
帳データを入力したり、携帯電話 
や PC カー ドからデータをダウン 
□ー ドでさます。詳しくは、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 

► 団または田を押して、メニュー 
リストで " TEL " を選択します。 

► n ^ nri または区のを押して、電 
話帳を呼び出します。 

► ra または ra を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳のリストびスク□-ルします。 

〇 E または ra を約2秒(上押 
し続けると、電話帳データびスク 
□ールします。 E または ra 
を約4秒じ(上押し続けると、あか 
さたな…行、および各アルファべッ 
卜の最初の登録項目ごとにスク 
□ールします。 


► または面りを押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、 "発信中…" のメッセージと発 
信した電話番号び表示されます。電 
話帳に名前び登録されているとさ 
は、名前わ表示されます。また、発 
信した番号が履歴に登録されます。 

〇 電話帳データに複数の電話番号が 
登録されているとさは、さらに E 
または E を押して電話番号を選 
択してから、因または困を押す 
と発信されます。 

〇 ステアリングのスイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
ます。 

発信履歴か S 電話を発信ずる 

► 3] または EB を押して、メニュー 
リストで " TEL " を選択します。 

► COMAND ディスプレイに" 電話待 
ち受け" と表示されているとさに、 
网 を押します。 

発信履歴び表示されます。 

► ra または ra を押して、発信先 
を選択します。 

► [ S または应のを押します。 

〇 走行中は一部の機能び使用できな 
くなります。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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アシストメニューで設定できる項目は 
m 下の通りです。 

• ESP @* 

• アテンションアシスト 
• レーンキーピングアシスト* 

メンテナンスメニューを表示させる 

► 团または [ E を押して、メニュー 
リストで" アシスト" を選択します。 

ESP ⑥の設定* 

A 警告 

ESP ® 表示巧び点滅したとさは、車輪 
び空転しているか、車び横滑りしてい 
ます。事故につなびるおそれびある 
ため、下の点にを意してください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで < ださい。 

• アクセルペダルを踏む力をかしゆ 
るめて < ださい。 

• 路面や天候の状況にあわせて慎重 
に運転してください。 

ESP ® は無謀な運転からの事故を防ぐ 
をのではありません。 ESP ® び作動し 
てを、車両操縦性や走行安定性の確 
保には限界びありまず。 


エンジンがかかっているとさに、 ESP ® 
の設定びでさます。 

► アシストメニューで E を押して、 
" ESP " を選択します。 

► 应のを押します。 

設定画面び表示されます。 



ESP ® の機能を解除ずる 
►再度、应のを押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" システム：オフ" と表示され、 
メーターパネルの ESP ⑧オフ表示 
な瓜27ぺージ）び点なします。 


A 警告 

エンジンびかかっているとさに 
ESP ® オフ表示巧び点灯していると 
きは、 ESP ® の機能び解除されている 
か、故障により ESP ® の機能び作動 
していません。路面や天候の状況に 
あわせて慎重に運転してください。 

ESP ® を待機状態にずる 

► ESP ⑩の機能び解除されているとき 
に、再度应のを押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" システム：オン" と表示され、 
メーターパネルの ESP ⑧オフ表示 
な （^27 ページ）び消灯します。 

詳しくは（杉61ページ）をご覧くだ 
さい。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 



と跋 e 恒冊 















マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


アテンシヨンアシストの設定 

アテンションアシストの設定びでさ 
ます。 

►アシストメニューで E または 
nri を押して" アテンションアシスト" を選択 
し、应のを押します。 

設定画面び表示されます。 



アテンションアシストの設定を変 
要ずる 

► 再度应のを押します。 


〇 アテンションアシストを設定する 
と、イグニッション位置が2のと 
さに、マルチフアンクションデイス 
プレイに [ S び表示されます。 

詳しくは （^215 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


レーンキーピングアシストの設定* 

レーンキーピングアシストの設定び 
でさます。 

► アシストメニューで ra を押して、 
"レ-ンキ - T アシスト" を選択し、而を 
押します。 


設定画面び表示されます。 

レーンキーピングアシストび設定 
されているとさは、イラストのレー 
ン部分び赤色で表示されます。 

レーンキーピングアシストの設定を 
変更ずる 

► 再度区のを押します。 

〇 レーンキーピングアシストを設 
定すると、イグニッシヨン位置び 
2のときに、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに1/»\1び表示され 
ます。 

詳しくは （^220 ページ）をご覧くだ 
さい。 



《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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メンテナンスメニュー 


故障表示 



メンテナンスメニューで表示/設定 
でさる項目は(下の通りです。 

• 故障表 TJX 

• タイヤ空気圧警告システム(>281 
ぺージ） 

• メンテナンスインジケーター 
0292ぺージ） 

メンテナンスメニューを表示させる 

► HD または EB を押して、メニュー 
リストで" メンテナンス" を選択します。 


故障や異常び発生したとさ、故障や 
異常の内容びメッセージで表示され 
ます。 

A 警告 

表示される故障や異常は一部の限ら 
れた装備についてであり、表示され 
る内容ち限られています。故障/警 
告メッセージは運転者を支援ずるを 
のでず。発生した故障や異常に対処 
して車の安全性を確保する責任は運 
転者にあります。 

故障/警告メッセージび表示された 
とさは、必ずメルセデス•ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

自動表示機能 

故障や異常び発生したとさは、故障/ 
警告メッセージび自動的に表示され 
ます。 

複数の故障や異常びあるとさは、故 
障/警告メッセージび約5秒間隔で 
順番に表示されます。 

メンテナンスメニューに戻るときは、 
または应のを押します。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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故障/警告メッセージを手動で確 
認ずる 

► aD または EB を押して、メニュー 
リストで" メンテナンス" を選択します。 

"0 メッセージ" と表示されている 
とさは、故障や異常はありません。 
故障や異常があるとさは、" 2 メッ 
セージ" のよラに故障や異常の件数 
び表示されます。 

► E または E を押して、 "メッ 
セージ" を選択し、臣のを押します。 

〇 "メンテナンス" を選択して約3 
秒経過すると、 "メッセージ" び自 
動的に選択されます。 

►故障や異常があるとさは、区のを押 
します。 

故障や異常の内容が表示されます。 

複数の故障や異常があるとさ 
は、 E または E を押して、故 
障/警告メッセージを順番に表示 
させます。 

► メンテナンスメニューに戻るとき 
は、胃を押します。 

〇 表示される故障/警告メッセージ 
については（1>308ぺージ〜）をご 
覧ください。 

〇 故障/警告メッセージは、イグニッ 
シヨン位置を 0 にすると消えます。 

ただし、故障状況び変わらない場 
合は、次にイグニッシヨン位置を1 
か2にするか、エンジンを始動し 
たとさ、再び故障/警告メッセ ー 
ジび表示されます。 



設定メニューで設定でさる項目は(下 
の通りです。 

• メーターの 設定 
• ライトの設定 （^1 73ページ） 

• 車両の設定（1>178ページ） 

• コンフォートの設定（1>180ぺージ） 
• 設定項目の初期化（>182ページ） 

設定 メニ ューを表示させる 

► 団またはのを押して、メニュー 
リストで" 設定" を選択します。 

メーター 

(下の設定がでさます。 

• 速度*距離の単位 

• ディスプレイ下部の表示の設定 
(>172ぺージ） 

速度-距離単位の設定 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離の表示単位を設定でさ 
ます。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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設定メニューで LlJ またはを ディスプレイ下部の表示の設定 

押して、 II メーター II を選択します。 

_ マルチフアンクシヨンディスプレイ 

® 下部に表示される項目の設定がでさ 

設定画面び表示されます。 ます。 

► 設定メニューで E または S を 
押して、 "メーター" を選択します。 

► 区のを押します。 

► E を押して、設定画面を表示させ 
ます。 

应のを押して、設定を変更します。 



表示 

設定内容 

km 

表示単位びキ□メー トル 
になります。 


" km / h "、" km " などで表 
示されます。 

miles 

表示単位びマイルになり 
ます。 


" mph "、" mi "、" miles " な 
どで表示されます。 

A 警告 

1マイル ( mph ) は約 1.6 km ( km / h ) 
です。マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイの表示単位びマイルになってい 
ると、誤って速度を超過ずるおそれ 



应のを押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

外気温度 
表示 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ下部に 
外気温度び表示され 
ます。 

速度表示 
[mph]: 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ下部に走 
行速度 （ mph 単位）び 
表示されます。 


びあります。必ず表示単位をキ□メー 
トルにしてください。 



を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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ライト 


ii (下の設定がでさます。 

•メーターパネル/スイッチ照明 
照度 

• へッドライト点なモード 

• インテ U ジェントライトシステム 
(>174ぺージ） 

• アダプティブ八イビームアシスト 
(>175 ぺージ） 

• アンビエント照度 （>175 ページ） 

• アンビエントライト色合い(>176 
ぺージ） 

• へッドライト照射範囲（1>176ぺ一 
ジ） 

• □ケイターライティング(>177 
ぺージ） 

• ルームランプ残照機能（1>177ぺ一 
ジ） 

メーターパネル/スイッチ照明照度 

の設定 

メーターノ くネルやスイッチなどの照明 

の照度の設定びでさます。 

► 設定メニュ ー(^171 ぺージ）で E 
または因を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 区のを押します。 




wimM 

BBS 


設定画面び表示されます。 

► 区のを押します。 

► ra または ra を押して、設定を 
変更します。 


表示 

レベル5 
レベル4 
レベル3 
レベル2 
レベル1 


設定内容 

レベル5びわつとも 
明るく、レベル1び 
わつとわ暗い照度にな 
ります。 


へッドライト点'灯モードの設定 

へッドライトの点なモードの設定がで 
さます。 

常時点なモードでは、ライトスイッチ 
び [ Z ] または匹巧の位置にあるとさ 
にイグニッシヨン位置を1か2にす 
ると、車幅好、テールランプ、ライセ 
ンスライトび常に点灯します。また、 
エンジンを始動すると、ヘッドライト 
と LED ドライビングライトび常に点 
なします。 

手動点なモードでは、ライトスイッチ 
を操作してへッドライトなどを点なし 
ます。日本ではこのモードに設定して 
ください。 

イグニッシヨン位置が1のとさ、また 
はイグニッシヨン位置び2でエンジン 
び停止しているとさに設定でさます。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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► 設定メニュ ー（>159 ぺージ）で山 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、設定画面を表示さ 
せます。 



►区のを押して、設定を変更します。 

常時点なモードに設定されていると 
さは、車両イラストのライトと。口 
マークが赤色に表示されます。 

手動点なモードに設定されていると 
さは、車両イラストのライトと 
マークび白色に表示されます。 

〇 ち全のため、エンジンびかかっ 
ているとさは、設定の変更はでさま 
せん。 

〇 常時点なモードは、走行中の常時 
点なが義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
なモードに設定してくださし、 

〇 常時点なモードで自動的に点灯す 
るライトじ(がのライトを点なすると 
さは、各スイッチを操作してくだ 
さし、 


インテリジェントライトシステムの 
設定 

インテリジェントライトシステムの設 
定を変更でさます。 

► 設定メニュ ー( 杉171ぺージ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

► を押して、設定画面を表示さ 

せます。 



►应のを押して、設定を変更します。 

インテリジェントライトシステムが 
設定されているとさは、車両イラス 
卜のライトと H のマークが赤色に 
表示されます。 

インテリジェントライトシステムの 
設定が解除されているとさは、車両 
イラストのライトと0の マークび 
白色に表示されます。 

詳しくは瓜115ページ）をご覧くだ 
さい。 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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アダプティブ八イビームアシストの 
設定 

アダプティブ八イビームアシストの設 
定がでさます。 

► 設定メニュ ー(^171 ぺージ）で E 
または因を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、設定画面を表示さ 
せます。 



►1_2过を押して、設定を変更します。 

アダプティブ八イビームアシストび 
設定されているとさは、車両イラス 
卜のライトと [ W ] マークび 赤色に 
表示されます。 

アダプティブ八イビームアシストの 
設定が解除されているとさは、車両 
イラストのライトと [1 因 マークが 
白色に表示されます。 

詳しくは17ページ）をご覧くだ 
さい。 


アンビエントライト照度の設定 

アンビエントライトの照度を設定でさ 
ます。 

► 設定メニュ ー （1>171ぺージ）で E 
または因を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、設定画面を表示さ 
せます。 



► LOKJ を押します。 

► ra または ra を押して、設定を 
変更します。 


表示 

設定内容 

レベル5 

レベル5びちっとも 

レベル4 

明るく、レベル1び 
もっとも暗い照度にな 

レベル3 

レベル2 

ります。 

レベル1 

オフ 

アンビエントライトは 
点灯しません。 


詳しくは（>121ページ）をご覧くだ 
さし、。 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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アンビエントライトの色合いの設定 

アンビエントライトの色合いを設定で 
さます。 

► 設定メニュー（>171ぺージ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、設定画面を表示さ 
せます。 



I 0 K I を押します。 

E または E を押して、設定を 
変更します。 


へッドライト照射節囲の設定 

へッドライトの照射範囲を、左側通行 
またはち側通行に適した設定に切り替 
スます。 

► 設定メニュ ー( 杉171ぺージ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

► を押して、設定画面を表示さ 

せます。 


が W 

がが— 

3が 


区のを押して、設定を変更します。 



表示 

設定内容 

ソーラー 

アンビエントライトの 
点な色がオレンジ色に 
なります。 

ニユート 

アンビエントライトの 

ラル 

点な色び自然色になり 
ます。 

ポーラー 

アンビエントライトの 
点な色が青色になり 
ます。 


表示 

設定内容 

左側通 

へッドライトの照射設定 

行用 

び左側通行に適した設定 


になります。 

ち側通 

へッドライトの照射設定 

行用 

びち側通行に適した設定 


になります。 


詳しくは（>121ページ）をご覧くだ 
さい。 


〇 曰本では、 "左側通行用" に設定 
して使用してください。 

〇ち側通行用" に設定すると、イン 
テリジェントライトシステム設定画 
面に" インテリシ'' I ントラ仆システムシステム作動 
でさませんち側通行設定では無効" 
と表示され、インテリジェントラ 
イトシステムの設定び変更でさな 
くなります。また、八イウェイモー 
ドおよびフォグランプ強化機能が 
解除されます。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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□ケイターライティングの設定 

□ケイターライティングの設定がでさ 
ます。 

□ケイターライティングには、ふたつ 
の機能びあります。 

解錠時点'灯機能 

周囲が暗いとさに U モコン操作で解 
錠すると車外ライトが点なします。 

車外ライト残照機能 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と車外ライトび点なします。 

上記の機能で点なする車外ライトは 
下の通りです。 

• 車幅な 

• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 
• ドアミラー下部のライト 

► 設定メニュ ー( 杉171ぺージ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、設定画面を表示さ 
せます。 



►因りを押して、設定を変更します。 

解錠時点な機能と車がライト残照機 
能び設定されているとさは、車両イ 
ラストの車がライトび赤色に表示さ 
れます。 

解錠時点な機能と車外ライト残照機 
能の設定が解除されているときは、 
車両イラストの車がライトび白色に 
表示されます。 

詳しくは （ M 12ページ）をご覧くだ 
さし、。 

ルームランプ残照機能の設定 

ルームランプび自動点なモードのとさ 
にエンジンスイツチからキーを抜くと 
ルームランプび点なする機能の設定び 
でさます。 

► 設定メニュ ー(^171 ぺージ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

► を押して、設定画面を表示さ 
せます。 



B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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►凶 d を押して、設定を変更します。 

ルームランプ残照機能が設定され 
ているとさは、車両イラストのドア 
ウインドウが赤色に表示されます。 

J レームランプ残照機能の設定び解除 
されているとさは、車両イラストの 
ドアウインドウび白色に表示され 
ます。 

詳しくは瓜119ページ）をご覧くだ 
さい。 

車両 

m 下の設定びでさます。 

• ウィンタータイヤスピードリミッ 
夕_ 

• 車速感応ドア□ック （>179 ぺージ） 

• アンサーバック機能* (1>179ぺ一 
ジ） 

ウィンタータイヤスピードリ S ッター 
の設定 

最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

曰本仕様でち設定はでさますび、法定 
速度を守って走行してください。 

► 設定メニュー(>171ぺージ）で E 
または ra を押して、" 車両" を 
選択します。 

► 应のを押します。 

設定画面が表示されます。 



► LOKJ を押します。 

► E または ra を押して、設定を 
変更します。 


► LOKJ を押します。 

表示 設定内容 

オフ ウィンタータイヤス 

ピードリミッターは 
作動しません。 

240 km/h 最高速度びそれぞ 
230 km/h れの速度に設化さ 

220 km/h 
210 km/h 
200 km/h 
190 km/h 
180 km/h 
170 km/h 
160 km/h 

《上記は、車両の機能の説明でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

〇 ウィンタータイヤスピード U ミッ 
ターを設定しているとさは、可変 
スピードリミッター(1>190ぺ一 
ジ）で設定でさる制限速度の上限は、 
ウィンタータイヤスピード ッ 
ターの設定速度になります。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e 恒冊 
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車速感応ドア□ックの設定 

走行速度が約 15 km / hii (上になった 
とさにドアとトランクを自動的に施 
錠する機能の設定びできます。 

► 設定メニュ ー(^171 ぺージ）で E 
または因を押して、" 車両" を選 
択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、設定画面を表示さ 
せます。 



► を押して、設定を変更します。 


車速感応ドア□ックび設定されてい 
るときは、車両イラストのドア部分 
び赤色に表示されます。 

車速感応ドア□ックの設定び解除さ 
れているとさは、車両イラストのド 
ア部分が白色に表示されます。 

詳しくは （^81 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


アンサーバック機能の設定* 

リモコン操作またはキーレスゴー操作 
で車両を解錠/施錠したとさに確認 
音び鳴る機能の設定ができます。 

► 設定メニュ ー(^171 ぺージ）で E 
または因を押して、" 車両" を選 
択します。 

► 应のを押します。 

► ra を押して、設定画面を表示させ 
ます。 



►1_2のを押して、設定を変更します。 

アンサーバック機能び設定されてい 
るとさは、イラストの EC マーク 
び赤色に表示されます。 

アンサーバック機能の設定び解除さ 
れているとさは、イラストの rsn 
マークび白色に表示されます。 

詳しくは（1>73、75ぺージ）をご覧く 
ださい。 


B 暴 G 9 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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」ノ^才ート 

ii (下の設定びでさます。 

• イージーエント U — 

• フ□ントシートベルトのテンシヨ 
ン自動調整機能(>181ページ） 

• 施錠時のドアミラー格納(>181 
ぺージ） 

イージーエントリーの設定 

イージーエント U —の設定びでさます。 

イージーエントリーを設定すると、じ ( 

下のとさにステア U ングび上ちに移動 

します。 

• エンジンスイッチからキーを抜いた 
とさ 

• イグニッシヨン位置が0か1で運転 
席ドアを開いたとき 

► 設定メニュ ー(^171 ぺージ）で E 
または ra を押して、" コンフオー 
卜" を選択します。 

► 应のを押します。 

設定画面び表示されます。 



►凶を押して、設定を変更します。 

イージーエントリーが設定されてい 
るときは、車両イラストのステアリ 
ング部分が赤色に表示されます。 

イージーエント U —の設定び解除さ 
れているとさは、車両イラストの 
ステアリング部分び白色に表示され 
ます。 

詳しくは（杉98ページ）をご覧くだ 
さい。 

A 警告 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。誤ってエンジンスイツ 
チからキーを抜いたり、運転席ド 
アを開<とイージーエント U —び 
作動し、けびをするおそれびあり 
まず。 

• イージーエント U —の作動中に身 
体や物び挟まれないよラにを意し 
て < ださい。 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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フ□ントシートベルトのテンション自 
動調整機能の設定 

イグニッション位置び2のとさ、フロ 
ントシートベルトび乗員の上半身に密 
着するよラに、テンション（締め付け 
具合）を自動的に調整する機能の設定 
がでさます。 

► 設定メニュ ー(^171 ページ）で rri 
または [ Z ] を押して、 "コンフ オー 
卜 " を選択します。 

► 区のを押します。 


► LfJ を押して、設定画面を表示させ 
ます。 



► を押して、設定を変更します。 

フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能が設定されているとき 
は、車両イラストのシートベルト部 
分び赤色に表示されます。 

フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能の設定び解除されてい 
るときは、車両イラストのシートべ 
ルト部分び白色に表示されます。 

詳しくは （^106 ぺージ）をご覧くだ 
さし、 


施錠時のドアミラー格納の設定 

リモコン操作やキーレスゴー操作での 
施錠時にドアミラーを格納する機能の 
設定びでさます。 

► 設定メニユ ー( 杉171ぺージ）で E 
または E を押して、" コン フオー 
卜 " を選択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、設定画面を表示さ 
せます。 



►1_2过を押して、設定を変更します。 

施錠時のドア S ラー格納機能び設定 
されているとさは、車両イラスト 
のドア S ラー部分び赤色に表示され 
ます。 

施錠時のドア S ラー格納機能の設定 
が解除されているとさは、車両イラ 
ストのドア S ラー部分び白色に表示 
されます。 

詳しくは （ WOO ページ）をご覧くだ 
さい。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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設定項目の初期化 


設定メニューのすべての項目を工場出 
荷時の設定に初期化する（戻す）こと 
びでさます。 

設定項目を初期化ずる 

► 設定メニュ ー(^171 ページ）で rri 
を押して、 "設定初期化" を選択し、 
臣口を押します。 

確認画面び表示されます。 



► L りを押して、 "はい" を選択し、 
应のを押します。 

初期化び実行され、" 工場出荷時の 
設定に初期化しました" と表示さ 
れます。 

II いいえ" を選択すると、元の画面 
に戻ります。 

〇 安全のため、エンジンがかかつ 
ているとさは初期化を行なラことび 
でさない項目があります。 


AMG メニュー 


油温*水温表71^ 



①走む速度表示 
③ギア表示 

③ シフトアップ表示 

④ 油温表示 

⑤ 水温表示 

油温-水温を表示させる 

► QD または EB を押して、メニュー 
リストで " AMG " を選択します。 

AMG メニューの各項目では、走行速 
度表示①とギア表示③が表示され 
ます。 

走行速度表示のは、走行中の速度を 
表 TJX します。 

ギア表示③は、オートマチックトラ 
ンスミッシヨンの実際のギア位置を表 
巧しま9'〇 

シフトアップ表示⑤は、マニュアル 
ギアシフトを選択しているとき、シフ 
トアップするタイミングになると表示 
されます。 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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油温表示®は、エンジンオイルの油 

温を表示します。 

〇油温が約80む未満のときは油温 
び青色で表示されます。このとさ 
はエンジンオイルび温まっていま 
せん。必要(上にエンジン回転数を 
上げないよラに運転してください。 

水温表示⑤は、エンジン冷却水の水 

温を表示します。 

〇イ グニッシヨン位置び1のとさは、 
油温、水温は表示されません。この 
ときは" 一一む" が表示されます。 

ドライブモード表示 

す^ 

①走ネ5モード表示 

③ ESP ⑥ モー ド/ スポー ツ八ンドリング 
モー ド表示 

⑤ヴスペンションモード 


ii (下の設定を確認することがでさ 
ます。 

• 走行モード表示 （ C 、 S 、 S +、 M ) 

• ESP ⑩モー ド/ スポー ツ八ンドリ 
ングモード表示 （ ON 、 SPORT 、 OFF ) 

•サスペンションモード 
( COMFORT 、 SPORT 、 SP 0 RT +) 


ドライブモードを表示させる 

► 油温-水温を表示させます。 

► ドライブモードび表示されるま 
で ra または E を押します。 

レースタイマー 

レースタイマー画面では、周回ごとの 
ラップタイムを計測.記録したり、そ 
の結果を一覧表示でさます。 

イグニッシヨン位置び2のとさ、また 
はエンジンびかかっているとさに使用 
でさます。 

レースタイマーを表示させる 

► 油温*水温を表示させます。 

► レースタイマーび表示されるま 
で ra または ra を押します。 

〇 レースタイマーを表示している 
とさは、 3 D または EB でメイン 
メニューを選択することはできま 
せん。 



①ラップ表示 
©計測タイム 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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タイム計測を開始ずる 

►区のを押して、 " Start " を確定し 
ます。 

タイム計測が開始されます。 

スプリツトタイムを表ずる 

r^m 

► 3 D または EB を押して、 
" Interm . Time " を選択し、而を 
押します。 

スプ U ツトタイムが約5秒間表示 
されます。 

約5秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0ます。 


ラップタイムを記録ずる 

最大16件までの計測タイムをラップ 
タイムとして記録でさます。 


扛 iT 造;：:迎 




► ^ または W を押して 、 "New 
Lap " を選択し、应のを押します。 

スプリットタイムびラップタイムと 
して記録され、スプ U ットタイムび 
表示された時点から、次のラップの 
タイム計測び開始されます。 

〇 ラップタイムび記録されていると 
きは、計測タイムのの下に最速ラッ 
プタイム③び表示されます。 

〇 ラップタイムび16件記録される 
と、それ(上計測がでさなくなり 
ます。新たにタイム計測を行なラと 
きは、記録したラップタイムをすべ 
て消去してください。 

タイム計測を停止ずる 

► 胃を押します。 

r ク^^乂、 

应のを押して、 " Yes " を確定します。 

" Start " を選択して应のを押すと、 
停止した時点からタイム計測び再開 
されます。 


①計測タイム 
©最速ラップタイム 
⑤ラップ表示 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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〇 タイム計測中に、停車してイグ 
ニッシヨン位置を 1 にすると、夕 
イム計測び停止します。 

その後、イグニッシヨン位置を2 
にするかエンジンを始動してから、 
" Start " を選択して应のを押すと、 
停止した時点からタイム計測が再開 
されます。 

現在のラップタイムを消去ずる 

► タイム計測を停止しているとさに 
"Reset Lap " を選択して应のを押 
します。 

ずべてのラップタイムを消去ずる 

► 現在のラップタイムを消去します。 

► " Reset " を選択して困を押し 
ます。 

1 11 

皆 , j 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "Reset Race - Timer ?" と表示され 
ます。 

E を押して" Yes " を選択し、应の 
を押します。 


全ラップの計測結果を確認ずる 

2周 ii (上のラップタイムび記録され 
ているとさは、タイム計測び停止し 
ているとさに全ラップの計測結果を表 
示でさます。 

計測結果（全ラップ） 

① 全ラップ計測結果表示 

② 合計時間 

⑤計測した全ラップの平均速度 
® 計測した全ラップの走行距離 
⑤計測した全ラップでの最高速度 

計測結果（全ラップ）を表示させる 

► タイム計測を停止します。 

►計測結果（全ラップ）び表示される 
まで ra または ra を押します。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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ラップごとの計測結果を確認ずる 

ラップタイムが記録されているとさ 
は、タイム計測び停止しているとさ 
にラップごとの計測結果を表示でさ 
ます。 

①ラップ表示 
©ラップタイム 

⑤表示されているラップの平均速度 

④ 表示されているラップの走行距離 

⑤ 表示されているラップでの最高速度 


計測結果（ラップ別）を表示させる 

► タイム計測を停止します。 

►計測結果（ラップ別）が表示される 
まで ra または ra を押します。 

► 表示させたいラップの計測結果び表 
示されるまで E または nri を 
押します。 

表示されているラップが最速ラップの 
ときは、ラップ表示のが点滅します。 


記録したずべてのラップタイムを消 
去ずる 

計測結果を表示しているとさに、すべ 
てのラップタイムを消去することがで 
さます。 

►計測結果（全ラップ）または計測結 
果（ラップ別）び表示されていると 
さに、区のを押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "Reset Race - Timer ?" と表示さ 
れます。 


E を押して " Yes " 
区のを押します。 


を選択し、 


記録したすベてのラップタイムが消 
去されます。 

〇 記録したラップタイムは個別には 
消去でさません。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な < 変更されることびあります。 
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ク/レ——乂_] ーノト〇 ——ル _ 

クルーズコント□ールを設定すること 
により、アクセルペダルを踏まなくて 
わ、設定速度を自動的に維持して走行 
でさます。 

クルーズコント□ールは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用することを 
想定したわのです。市街地では使用し 
ないで <ださい。 

設定でさる速度は 30 km/h (上です。 

A 警告 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすお 
それびあ0まず。 


A 警告 

車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保など、クルーズコント□ール 
使用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任びありまず。 
クルーズコント□ールを使用してい 
るとさは、運転者は常に道路状況に 
を意を仏ってください。 


A 警告 

下のよラな場合はクルーズコント 

□ールを使用しないでください。 

• 一定の走行速度を維持でさない道 
路•交通状況の場合（交通量び多い 
場合やカーブび連続している場 
合）。事故を起こすおそれびあり 
よ y 〇 

• 路面び滑りやすい場合。ブレーキ 
や加速により駆動輪びグ U ップを 
失い、車びス U ップするおそれび 
あ0まず。 

• 霧や激しい雨、雪などで視界び確 
保でさない場合。 

Q クルーズコント□ールの設定速度 
と、スピードメーターおよびマルチ 
フアンクシヨンディスプレイの速度 
表示には、若干の誤差び生じること 
びあります。 

B 指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動するおそれび 
あります。 

Q マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにクルーズコント□ールに関する 
故障/警告メッセージが表示され 
たときは（1>317ページ）をご覧く 
ださい。 

H 急な上り坂では速度を維持するた 
めにシフトダウンすることがあり 
ますび、設定した速度を維持でさ 
ないとさはアクセルペダルを踏んで 
加速してください。 


B 義09恒冊 
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〇急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとさなどは、走行速度を維持する 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことびありますが、設定速度を維持 
でさないことがあります。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
ティップシフトで低いギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 


クルーズコント□ールを設定ずる 



①現在の走行速度に設定ずる/設定速 


度を上げる 
③表示灯 

⑤記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定する 
® 現在の走行速度に設定ずる/設定速度 
を下げる 

⑤クルーズコント□ールと巧変スピード 
リミッターを切り替える 
® クルーズコント□ールを解除ずる 

クルーズコントロールは、可変スピー 
ドリミッター (>190 ぺージ）と同じ 
レバーで操作します。 


► 表示巧③が消なしていることを確 
認します。 

表示灯び点なしているとさは、レ 
バーを⑤のち向に押します。 

表示灯び消なします。 

クルーズコント□ールは、約 30 km/h 
じし b の速度で走行しているとさに設定 
でさます。 

►レノ（一をのまたは④のち向に操作 
します。 

そのとさの走行速度に設定され 
ます。 

または 

► レバーを⑤の方向に操作します。 

記憶されている前回の設定速度に設 
定されます。 

前回の設定速度び記憶されていない 
とさは、そのとさの走行速度に設定 
されます。 

A 警告 

記憶されている前回の設定速度に設 
定するとさは、周囲び安全な状況で 
あることを確認してください。走行 
中の速度と設定速度に大さな差びあ 
ると、急加速や急減速して事故を起 
こすおそれびあ0まず。 

► アクセルペダルから足を放します。 

自動的に設定速度を維持しながら走 
行します。 
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〇 じ(下のとさはクルーズコント□一 
ルは設定でさません。このとさは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" クルーズコント □— ル ー km/ 


設定速度を変更ずる 


h" が数秒間表示され、 
点、滅します。 


部分び 


• 約 30km/hii (下の速度で走行し 
ているとさ 

• ESP ⑩の機能を解除しているとき 

• スポーツ八ンド U ングモード 
に設定しているとき (CLS 63 
AMG) 

〇 エンジンを停止すると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
ます。 

〇 上り坂では設定速度を維持でさ 
ないことびありますが、平坦な路 
面になると設定速度に戻ります。 



クルーズコント□ールび設定される 
と、マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに" クルーズコント□ール" と設定 
速度®が数秒間表示されます。 

また、設定速度から上の部分のクルー 
ズコント□ールインジケーター⑥び 
点なします。 

〇 クルーズコント□ールインジケー 
夕一の目盛りは 5km/h 単位です。 


設定速度を上ばる 

► レバーを①のち向に操作します。 

レバーを軽く操作すると、 1km/h 
単位で上がります。 

レノ く一をいっぱいまで操作すると、 
1 km/h 単位び切り上びり、 10km/ 
h 単位で上がります。 

► 希望する速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるとさは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げてください。アクセル 
ペダルから足を放すと、元の設定速 
度に戻ります。 

設定速度を下ばる 

► レバーを®のち向に操作します。 

レバーを軽く操作すると、 1km/h 
単位で下びります。 

レバーをいっぱいまで操作すると、 
1 km/h 単位び切り下びり、 10km/ 
h 単位で下びります。 

► 希望する速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 レバーを®の方向に下げている 
とさは、シフトダウンしたり、自 
動的にブレーキを効かせることび 
あります。 
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クルーズコント〇—ルを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作します。 
または 

► ブレーキペダルを踏みます。 

または 

► レバーを®のち向に押します。 

レバーの表示灯び点なして、可変ス 
ピード U ミッターが操作でさる状態 
になります。 

じ(下のとさも、クルーズコント□ール 
は解除されます。 

• 走行速度び約 30 km / hii (下になっ 
たとさ 

• ESP ⑩び作動したときや、 ESP ® の 
機能を解除したとき 

• スポーツ八ンド U ングモードに設定 
したとき （ CLS 63 AMG ) 

• シフトポジションを m にしたとさ 

このとさは確認音び鳴り、マルチファ 
ンクションディスプレイに" クルーズ 
コント□ール解除" が約5秒間表示 
されます。 

また、パーキングブレーキを効かせた 
とさわクルーズコント□ールは解除さ 
れます。 

A 警告 

走行中はシフトポジションを m に 
しないで<ださい。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こした 
り、トランスミッションを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


可変スピードリミッター _ 

可変スピードリミッターを設定する 
ことにより、アクセルペダルを踏ん 
でも、設定速度を超えないよラに走 
行でさます。 

設定できる速度は 30 km / h から 
21 Okm / h までの間です。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

A 警告 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないでください。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
<なった0、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあ0まず。 


A 警告 

路面び滑りやすいとさは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


A 警告 

走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。可変スピード U ミッター使用 
時の安全確保や危険回避については、 
運転者に全責任びあります。 

H 可変スピードリ S ッターの設定速 
度と、スピードメーターおよびマル 
チフアンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差び生じるこ 
とびあります。 


■ぉ跋昼冊 
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P マルチファンクシヨンディスプレ 
イに可変スピード U ミ ッ ターに関す 
る故障/警告メ ッ セージび表示さ 
れたとさは （^31 7ページ）をご覧 
ください。 

P 急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとさなどは、走行速度を維持する 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことがありますび、設定速度を維持 
でさないことがあります。このよラ 
なとさは、ブレーキペダルを踏むか、 
ティップシフトで低いギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 

〇 ウィンタータイヤ装着時など、夕 
イヤの許容最局速度に応じた最局 
速度を設定できるウィンタータイヤ 
スピード U ミッターが装備されてい 
ます。詳しくは（>178ぺージ）を 
ご覧ください。 

ウィンタータイヤスピードリミッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードリ ミッ ターの設定速度の上限 
は、ウィンタータイヤスピードリ 
ミッターの設定速度になります。 

〇 車の最高速度(上に設定してわ、 
最高速度 iiLb の速度で走行すること 
はでさません。 

〇 車種や仕様により、設定でさる速 
度び異なる場合びあります。 

〇 設定速度を維持できないときは、 
警告音が鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに" リミット超え 
ました" と表示されることびあり 
ます。 


可変スピードリミッターを設定ずる 



①現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 


に設定する/設定速度を上げる 
③表示な 

⑤記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定ずる/ 
30 km / h に設定ずる 

® 現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定する/設定速度を下げる 
⑤可変ス ピー ド U ミッタ ーとクルーズコ 
ント□ールを切り替える 
® 巧変ス ピード U ミッターを解除する 

巧変スピードリミッターは、クルーズ 
コント□-ル0187ぺージ）と同じ 
レバーで操作します。 

► 表示な③び点巧していることを確 
認します。 

表示灯び消なしているとさは、レ 
ノ（一を⑤のち向に押します。 

表示なが点なします。 


B と跋6恒冊 
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A 警告 

運転を交代するとさは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード U ミッター 
の機能と設定速度を伝えてください。 
可変スピード U ミッターの機能を知 
らずに運転すると、アクセルペダル 
を踏んでち速度び上びらず、事故を 
起こすおそれびあります。 

可変スピード U ミッターは設定速度 
1;^上に加速する必要のないとさに使 
用して < ださい。 

巧変スピード U ミッターを設定し 
ているとさは、政下の操作を行なつ 
たとさにのみ、設定速度!;^上の速度 
にずることびでさまず。 

•レノ く一を操作ずる 
• アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンさせる 

ブレーキ操作により、巧変スピード 
U ミッターを解除ずることはできま 
せん。 

►レノ く一を①または④の方向に操作 
します。 

• 走行速度が 30 km/hii (上のとさ 
は、そのとさの走行速度に設 
されます。 

• 走行速度び 30 km/hii (下のと 
は、 30 km/h に設定されます。 


または 

► レバーを⑤のち向に操作します。 

• 記憶されている前回の設定速度 
に設定されます。 

• 前回の設定速度び消去されてい 
て、走行速度が 30 km / hiiLb の 
とさは、そのとさの走行速度に 
設定されます。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度び 30 km / hii (下の 
ときは、 30 km / h に設定されます。 

A 警告 

可変スピード U ミッターを設定ずる 
とさは、周囲の安全、特に後方の車な 
どにを意しなびら操作してください。 

記憶されている前回の設定速度び走 
行速度より低いとさは、前回の設定 
速度に設定ずると、アクセルペダル 
を踏んでいてち車は減速しまず。 

〇 エンジンを停止すると、記憶され 

ている前回の設定速度は消去され 

ます。 
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巧変スピードリミッターび設定される 
と、マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに" 制限速度" と設定速度®び数 
秒間表示されます。 

また、設定速度から下の部分の巧変ス 
ピードリミッターインジケーター⑥ 
が点なします。 

〇 可変スピード U ミッターインジ 
ケーターの目盛りは 5 km / h 単位 
です。 

設定速度を変更ずる 


設定速度を上げる 

► レバーをのの方向に操作します。 

レバーを軽く操作すると、 1 km/h 
単位で上びります。 

レバーをいっぱいまで操作すると、 
1 km / h 単位び切り上びり、 10 km / 
h 単位で上がります。 

► 希望する速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

設定速度を下げる 

► レバーを®の方向に操作します。 

レバーを軽く操作すると、 1 km/h 
単位で下がります。 

レノ く一をいっぱいまで操作すると、 
1 km / h 単位び切り下がり、 10 km / 
h 単位で下びります。 

► 希望する速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作します。 
または 

► レバーを®の方向に押します。 

レバーの 表示巧び消なして、 クルー 
ズコント□ールび操作でさる状態に 
なります。 

A 警告 

ブレーキ操作により、巧変スピード 
U ミッターを解除することはできま 
せん。 

じ(下のとさも、巧変スピード U ミッ 
ターは解除されます。 

• アクセルペダルを踏んでキックダウ 
ンしたとさ 

このとさは確認音が鳴ります。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
(上低い速度までは、キックダウン 
してち解除されません。 

• エンジンを停止したとさ 


Ttv —— ル ド1^宫5 _ 

坂道での発進や信号待ちをしていると 
きなどに、車び前進または後退するこ 
とを防ぐ機能です。 

ブレーキ ペダルを踏み続けたり、 パー 
キング ブレーキを 効かせな<てち、通 
常の路面で、停車した状態を維持する 
ことびでさます。 


B 義6恒冊 
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A 警告 

• 積雪路面や凍結路面、極端な急勾 
配の道路などタイヤび路面をグ 
U ップしない状況では、ホールド 
機能を使用しないでください。停 
車した状態を維持でさません。 

• ホールド機能使用時の安全確保や 
危険回避については運転者に全責 
任びあります。 

• エンジンを停止するとさや駐車す 
るとさ、車から離れるとさは、必ず 
ホールド機能を解除し、パーキング 
ブレーキを効かせて、シフトポジ 
シヨンを cc にして < ださい。 

• ホールド機能はパーキングブレー 
キに代わるをのではありません。 
絶対にパーキングブレーキとして 
使用しないでください。 

• ホールド機能び作動している状態 
で車から降りないでください。 

• ホールド機能は、車外から、また 
は運転者!;の同乗者び操作した 
り解除しないでください。 


A 警告 

ホールド機能び作動しているとさは、 
車にブレーキびかけられていまず。 
洗車機に入れるとさやけん引などで 
車を動かすとさは、ホールド機能を 
解除してください。 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにホールド機能に関する故障/ 
警告メッセージが表示されたとさ 
は（>317ページ）をご覧ください。 


ホールド機能の作動条件 


ホールド機能は、 liTF のときに作動さ 

せることがでさます。 

• 停車しているとさ 

• エンジンがかかっているとさ、ま 
たは ECO スタート/ストップによ 
りエンジンび自動的に停止してい 
るとさ 

• 運転席ドアを閉じているとさ（運転 
席の乗員びシートベルトを着用し 
ているとさは、運転席ドアび開い 
ているとさわ作動します。） 

• パーキングブレーキび解除されてい 
るとさ 

• ボンネットの□ックび解除されてい 
ないとさ 

•シフトポジションび EE 、 m 、 
EE のいずれかのとさ 

ホールド機能を作動させる 


► ホールド機能の作動の条件を確認し 
ます。 


► ブレーキペダルを意識的に素早<深 
く踏み込みます。 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にホールド機能表示灯のが表示され 
ます。 

《車種や仕様により、ホールド機能表示灯び表 
示される位置は異なります。 
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《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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表示されないとさは、ブレーキペダル 
を少し戻して、再度意識的に素早く深 
く踏み込みます。 

ホールド機能が作動し、ブレーキぺダ 
ルから足を放しても停車したままにな 
ります。 

A 警告 

下のとさは、ホールド機能び解除さ 
れ、車び動さだずおそれびありまず。 

• アクセルペダルを踏んだとさや、 

ブレーキぺ夕 J レを再度踏んだとさ 
• システムまたは電力供給に異常 
(バッテ U —あびりなど）びある 
とさ 

• バッテ U —の接続び断たれたとさ 
• エンジンルームの電気システムや 
ヒューズなどび変更されたとさや、 
乗員びスイッチなどに触れること 
により車び動さ出ずおそれびあり 
ふ弓 0 


ホールド機能を解除ずる 


じ(下のいずれかの操作をすると、ホー 
ルド機能は解除され、ホールド機能表 
示なのび消なします。 

• シフトポジションび CE または 
CE のときに、アクセルペダルを 
踏んだとさ 

• シフトポジションを [ E にした 
とさ 

• ブレーキペダルを再度踏んだとさ 


Q ホールド機能を解除したときは、 
車の動さに十分ま意してください。 

P シフトポジションを EF ] にして 
ホールド機能を解除したときは、 
パーキングブレーキを効かせるかブ 
レーキペダルを踏んで、確実に停車 
してください。 

〇 シフトポジションが m のとさ 
にアクセルペダルを踏んでち、ホー 
ルド機能は解除されません。 

〇 ホールド機能び作動して停車し 
ているとさにパーキングブレーキを 
効かせても、ホールド機能は解除さ 
れません。 

ホールド機能の警告 


ホールド機能が作動しているときに、 
ブレーキぺ夕 J レを深 < 踏み込まずにじ I 
下の操作をすると、シフトポジション 
が [ E になり、ホールド機能は解除 
されます。 

このとさは、パーキングブレーキを確 
実に効かせてください。 

• 運転席の乗員びシートベルトを着用 
していないとさに運転席ドアを開く 
か、運転席ドアを開いて運転席の柔 
員びシートベルトを外したとさ 

• エンジンを停止したとさ （ ECO ス 
タート/ストップによりエンジンび 
自動的に停止している場合を除く） 

• ボンネットの□ックを解除したとき 
• システムに異常び発生したとさ 
• 電力供給に異常び発生したとさ 


B 義09恒冊 
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レーススタート （ CLS 63 AMG ) 

グリップカの高い路面状況において、 
停車状態から最適な加速力で発進でさ 
る機能です。 

A 警告 

• レーススタートは、スポーツ 八ン 
ド U ングモード063ページ）を 
設定しているとさにのみ使用でさ 
ます。ただし、 スポーツ 八ンド U 
ングモードを設定したとさは、車 
び横滑りをし始めたりタイヤび空 
転した場合、限られた程度までし 
か、車両操縦性や走行安定性び確 
保されません。 

• レーススタートは、公道!;のヴー 
キッ ト などでのみ使用して くだ 
さい。また、常に路面や天候の状 
態に合わせて運転して く ださい。 

• レーススタートを使用ずるとさは、 
可変スピード U ミッターを解除し 
てください。巧変スピードリミッ 
ターの設定速度によっては、レー 
ススタートを作動させたとさにエ 
ンジンび停止ずる場合びありまず。 


レーススタートの作動条件 

レーススタートは、じ(下の状態のとさ 

に使用でさます。 

• 運転席ドアび閉じているとき 

• エンジンびかかっていて、油温び約 
80° CiiLb のとき （>183 ぺージ） 

• パーキングブレーキが解除されてい 
るとさ 

• スポーツ 八ンドリングモードを設定 
しているとさ 

• ステアリングが直進状態のとさ 

• ブレーキペダルを確実に踏んだ状 
態で、車び完全に停止していると 
さ（ブレーキペダルは左足で踏ん 
で < ださい） 

• シフトポジションび CE のとさ 

レーススタートを使用ずる 


► ブレーキペダルを左足で踏み、その 
まま保持します。 
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► レーススタート 表示な③ び 点なす 
るまで、走行モード選択ダイヤル 
のを時計回りにまわします。 

マルチファンクシヨンディスプレ 
イに "RACE START 確認：ち側パド 
ル中断：左側パドル" と表示され 
ます。 

〇 レーススター トの作動条件に合わ 
ない操作を行なラと、マルチファ 
ン クシ ヨンディスプレイに "RACE 
START 使用でさません取扱説明書 
を 参照" と 表示され、 レーススター 
卜は解除されます。 

► ち側のパドルを引さます。 

マルチファンクシヨンディスプレ 
イに "RACE START 使用できます 
アクセルを踏んで下さい" と表示さ 
れます。 

〇 左側のパドルを引くと、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
"RACE START キャンセル "と表示 
され、レーススタートは解除され 
ます。 

〇 ち側のパドルを引いてから約2秒 
じ(内にアクセルペダルを踏み込ま 
ないと、ファンクシヨンディスプ 
レイに "RACE START キャンセル" 
と表示され、レーススタートび解 
除される場合びあります。 


► ち足でアクセルペダルをいっぱいま 
で踏み込みます。 

エンジン回転数び約4,000回転ま 
で上びります。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "RACE START スタートするには 
ブレーキを 離して下さい" と表示さ 
れます。 

〇 アクセルペダルをいっぱいまで踏 
み込んでから、約7秒じ(内にブレー 
キペダルから足を放さなかったとさ 
は、フアンクシヨンディスプレイ 
に "RACE START キャンセル " と表 
示され、レーススタートは解除され 
ます。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込んだまま、左足をブレーキペダル 
から放します。 

最適な加速力で発進します。また、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
には "RACE START オン" と表示さ 
れます。 

レーススタートは、走行速度が約 
50 km / h になると自動的に解除され 
ます。また、走行モードは S + モード 
に設定され、スポーツ八ンドリング 
モードは維持されます。 

〇 レーススタートの作動中にアクセ 
ルペダルをゆるめるか、レースス 
タートの作動条件（>196ページ) 
に合わない操作を行なラと、ファ 
ンクシヨンディスプレイに "RACE 
START 使用でさません取扱説日月書 
を参照" または "RACE START キャ 
ンセル" と表示され、レーススター 
卜は解除されます。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびありまず。 
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〇 短時間のラちにレーススタートを 
繰り返して使用したときは、レー 
ススタートが使用でさなくなるこ 
とびあります。ある程度の距離を 
走行すると、再度使用でさるよラ 
になります。 


AIR マティックサスペンション 


車高の自動調整 


車高を自動的に調整することにより、 
最適なヴスペンシヨン制御を行ない、 
荷物搭載時などでち地上高を一定に保 
ちます。高速走行時には、走行安定性 
と燃料消費率を向上させるために、自 
動的に車高び低くなります。 

m 下の車高レべ j レが選択可能です。 

• 標準の車高レベル 
• 局い車局レベル 

標準の車局より約 25 nnnn 局くなり 
ます。 

• 低い車高レベル 

標準の車高より約1 0 mm 低くなり 
ます。 

標準の車局レベルと局し''車局レベルは 
手動で設定することがでさます。 

低い車高レベルは、じ(下のとさに自動 
的に設定されます。 

• 走行速度び約 140 km / h を超えた 
とさ 

• スポーツモードを選択したとさ 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


A 警告 

コンフオートモードを選択していて、 
エンジンを停止してから約60秒じ （ 
内に車両を施錠したとさは、車高び 
下びりまず。車両を施錠するとさは、 
ホイール八ウスの近くや車の下に人 
びいないことを確認してください。 
身体び挟まれるおそれびあります。 

D コンフオートモードを選択してい 
て、エンジンを停止してから約60 
秒じ(内に車両を施錠したとさは、車 
高び約 15 mm 下びります。駐車す 
るとさに車の下や周りに縁石や突起 
物などびないことを確認してくだ 
さし、車高が下びつたとさに接触し、 
車を損傷するおそれがあります。 

車高の手動調整 


通常の路面を走行するとさは、標準の 
車高レベルを選択し、スノーチェーン 
を装着したり悪路を走行するとさは、 
高い車高レベルを選択してください。 
選択した車高レベルは、エンジンス 
イッチからキーを抜いてわ記憶され 
ます。 

A 警告 

停止状態で車高レベルを低くすると 
さは、ホイール八ウスの近くや車の 
下に人びいないことを確認してくだ 
さい。身体び挟まれるおそれびあり 
ます。 
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車高を上ばる 

► エンジンを始動します。 

► スイッチの表示な③が消なしてい 
るとさは、車高調整スイッチのを 
押します。 

スイッチの表示な③び点なします。 

高い車高レベルに調整されます。ま 
た、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに数秒間 "車高があがります" 
と表示されます。 

高い車高レベルは、じ(下のとさに標準 
の高さに戻ります。 

• 走行速度び約1 20 km / h を超えた 
とさ 

•約 80 km/h (上の速度で約3分間 
走手号したとさ 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

上記の速度域を超えずに走行したとさ 
は、高い車高レベルび維持されます。 

車高を標準の高さに戻ず 

► エンジンを始動します。 

► 車高調整スイッチのを押します。 
スイツチの表示な③が消なします。 
標準の車高 レベルに 戻ります。 


ヴスペンシヨンの自動制御 


電子制御ヴスペンションシステムによ 
りヴスペンション制御を行なし\走行 
安全性と乗り/こ\地の向上をわたらし 
ます。 

サスペンション制御は、じ(下のものに 
より行なわれます。 

• スポーティな走行など、運転者の走 
行スタイル 

• 路面の凹凸などの状態 
• スポーツモードとコンフオートモー 
ドの選択 

エンジンがかかっているときにヴスぺ 
ンションモードの選択ができます。 

選択したサスペンションモードは、エ 
ンジンスイツチからキーを抜いても記 
憶されます。 



スポーツモードにずる 

スポーツモードではヴスペン シヨ ン制 
御び固 < なり、路面追従性び向上し 
ます。カーブが連続する道路などを走 
行するとさは、このモードを選択して 
ください。 
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► サスペンションモード選択スイッチ 
①を押します。 

スポーツ モー ド表示な③び点な し 
ます。 

スポーツモードび選択されます。ま 
た、マルチフアンクションディスプ 
レイに数秒間 "AIRMATIC SPORT " 
と表示されます。 

コンフオートモードにずる 

コンフオートモードでは、快適性を 
重視したヴスペンション制御になり 
ます。直線の多い道路や高速道路で、 
より快適性を向上させたいとさに、コ 
ンフオートモードにしてくださし、。 

► サスペンションモード選択スイッチ 
①を押します。 

コンフオートモード表示な③び点 
なします。 

コンフオートモードが選択され 
ます。また、マルチフアンクション 
ディスプレイに数秒間 " AIRMAT に 
COMFORT " と表示されます。 


AMG RIDE CONTROL ヴスペン 
シヨン （ CLS 63 AMG ) 


車高の自動調整 


自動的に車高を調整する U アヴスペン 
ションにより、最適なサスペンション 
制御を確保し、荷物積載時などでわ 
±也上高を一定に保ちます。これによ 
り、走行ち定性と燃料消費率が向上し 
ます。 


ヴスペンシヨンの自動制御 


電子制御ヴスペンションシステムによ 
りヴスペンション制御を行なし\走行 
安全性と乗り/こ\地の向上をもたらし 
ます。 

サスペンション制御は、じ(下のものに 
より行なわれます。 

• スポーティな走行など、運転者の走 
行スタイル 

• 路面の凹凸などの状態 
• スポーツモード、スポーツモード+、 
コンフ オー トモ ー ドの選択 

エンジンびかかっているときにヴスぺ 
ンションモードの選択びできます。 

エンジンを停止すると、選択したヴス 
ペンションモードに関わらず、次にエ 
ンジンを始動したときはコンフオート 
モードになります。 



左八ンドル車 


スポーツモードにずる 

スポーツモードではヴスペン シヨ ン制 
御び固 < なり、路面追従性び向上し 
ます。カーブび連続する道路などを走 
行するとさに、スポーツモードにして 
ください。 
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► ヴスペンションモード選択スイッチ 
①を押します。 

表示灯④び点灯し、 スポーツモー 
ドになります。 

マルチフアンクションディスプレイ 
に "AMG Ride Control SPORT " と 
表示されます。 

スポーツモード+にずる 

スポーツ モー ドよりもサスペンション 
制御び固<なり、路面追従性び向上し 
ます。サーキットなどを走行するとさ 
に使用します。 

► 表示な⑤と④び消なしていると 
きは、サスペンションモード選択ス 
イッチのを2回押します。 

表示な⑤と④び点灯し、スポーツ 
モード+になります。 

マルチフアンクションディスプレ 
イに "AMG Ride Control SPORT +" 
と表示されます。 

► 表示な④び点なしているときは、 
ヴスペンションモード選択スイッチ 
のを1回押します。 

表示な③び点灯し、 スポーツモー 
ド+になります。 

マルチフアンクションディスプレ 
イに "AMG Ride Control SPORT +" 
と表示されます。 


コンフオートモードにずる 

コンフオートモードでは、快適性を 
重視したサスペンション制御になり 
ます。直線の多い道路や高速道路で、 
より快適性を向上させたいとさに、コ 
ンフオートモードにしてくださし、 

► ヴスペンションモード選択スイッチ 
①を押して、表示な③と®を消 
好させます。 

コンフオートモードになります。 

マルチフアンクションディスプレイ 
に "AMG Ride Control COMFORT " 
と表示されます。 

AMG セツテイングスイッチ 


AMG セッティングスイッチ③(>200 
ページ）を押すことで、あらかじめ記 
憶させたヴスペンシヨンモードと走行 
モード（1>147ページ）を呼び出すこ 
とびでさます。 

ヴスペンシヨンモードと走行^モードを 
記憶させる 

► 記憶させたいヴスペンシヨンモード 
と走行モードを選択します。 

►石崔認、音び鳴るまで、 AMG セッティン 
グスイッチ③を押して保持します。 

ヴスペンシヨンモードと走行^モードを 
呼び出ず 

► AMG セッティングスイッチ③を 
押します。 

記憶させたヴスペンシヨンモードと 
走行モードに設定されます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
が、ドライブモード表示画面になり 
ます （>183 ページ）。 
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A 警告 

パークト□ニックは運転者を支援ずる 
システムです。運転者はパークトロ 
ニックだけに頼らず、必ず周囲の状況 
を確認してください。 

A 警告 

車の周辺に人や動物びいないことを確 
認してください。 

パークト□ニックは、超音波センサー 
による電子式駐車補助システムです。 
車両と障害物との距離を視覚的、聴 
覚的に示します。 

パークト□ニックは、じ(下のときに自 
動的に作動します。 

• イグニッシヨン位置び2のとさ 

•シフトポジシヨンび EE 、 EE 、 
FNI のいずれかのとさ 

• パーキングブレーキが解除されてい 
るとさ 

パークト□ニックは、走行速度び約 
1 8 km / h じ(下のときに作動します。 
走行速度び約 18 km / hii (上になる 
と作動を停止します。 

フ□ントバンノく一の6個のセンサーと 
リアノ（ンノく一の4個のセンサーが障害 
物などを感知します。 


パークト□ニックセンサー 



①センサー（フ□ントバンパー） 



①センサー （ U アバンパー) 


H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは、赤 
色インジケーターだけび点好して、 
約20秒後にパークト□ニックび停 
止することびあります。センサーに 
損傷を与えないよラま意して、定期 
的に清掃してください （^298 ペー 
ジ）。 
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センヴーの感知節囲 



上方から見た感知範囲 

フ□ントバンパーのセンサー 


センター部 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー部 

約 60 cm 〜1 5 cm 

リアバンパー 

のセンサー 

センター部 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー部 

約 80 cm 〜1 5 cm 


P バンパーのセンター部で約 20 cm 
(内、コーナー部で約1 5 cm (内 
にある障害物は感知でさません。 

H センサーの周辺にアクセヴ U —な 
どを取り付けないでください。パー 
クト□ニックび正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につながるおそれ 
びあります。 

B 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分注意して< 
ださい。これらび至近距離内にある 
とき、状況によっては、センサーび 
これらを感知せず、車や物を損傷す 
るおそれびあります。 

D センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことびあり 
ます。 

D 洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
近くにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックが正常に作動しないこ 
とがあります。 

D 温度や湿度が高いとさや超音波 
や低周波を発生させる機器が車 
の近くにあるとき、またエンジン 
ルームの温度が高いとさは、パー 
クト□ニックび正常に作動しない 
ことびあります。 

U 路面び平坦でないとさは、パーク 
卜□ニックは正常に作動しないこと 
があります。 
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インジケーター/作動表示'灯 



フ〇ント 


①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
③フ□ント作動表示灯 



U ァ 

①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
⑤ U ア作動表示灯 

パークト□ニックのインジケーター/ 
作動表示なは、フ□ントはダッシュ 
ボード上の図の位置、リアは後席の 
ルーフライニングにあります。 

感知節囲に障害物び入つたとき 

黄色インジケーターが1個点なし 
ます。 

障害物との距離び近<なるにつれ、点 
なする黄色インジケーターの数び増え 
ていさます。 


障害物との距離び近くなったとさ 

黄色インジケーターに加えて1個目の 
赤色インジケーターが点灯し、警告音 
び断続的に約2秒間鳴ります。 

最短感知距離（約20〜1 5 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目の赤色インジケーターが点な 
し、警告音び連続的に約2秒間鳴り 
ます。 


パークト□ニックの作動 


パークト□ニックは、シフトポジシヨ 
ンに応じて、じ(下のよラに作動します。 

シフトポジ 
シヨン 

作動内容 


フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示なび点な 
します。 

I R II N I 

フ□ントと U アのセ 
ンヴーび作動し、フ 
□ントと U アの作動 
表示灯び点なします。 

の 

パークト□ニックは 
作動しません。 


〇 イグニッシヨン位置を 2 にする 
と、すべてのインジケーターと作動 
表示灯び一瞬点灯します。 
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パークト□ニックの機能の解除 



①表示灯 

③パークト□ニックオフスイッチ 


パークト□ニックの機能を解除でき 
ます。 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

► イグニッシヨン位置が2のとさに、 
パークト□ニックオフスイッチ③ 
を押します。 

スイッチの表示な①び点なします。 

パークト□ニックを作動させる 

► パークト□ニックオフスイッチ③ 
を押します。 

スイッチの表示な①が消なします。 

〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止しても、次 
にイグニッシヨン位置を2にして 
パーキングブレーキを解除したと 
さ、パークト□ニックは自動的に作 
動します。 


パーキングアシストリアビューカ 
メラ _ 

パーキングアシスト U アビューカメラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムです。 

A 警告 

車の周辺に人や動物びいないことを確 
認してください。 


A 警告 

U アビューカメラは運転の補助を行 
なラ装備でず。状況によっては、障害 
物び歪んで表示されたり、正し<表 
示されなかったり、全く表示されない 
おそれびありまず。 U アビューカメ 
ラは、運転者の不を意を補ラちので 
はありません。下のものは、 U ア 
ビューカメラに表示されないことび 
あ0まず。 

• U アバンパーのずぐ近くにあるもの 

• U アバンパーの下ちにあるちの 
• トランクの近くにあるもの 

U アビューカメラ使用時の安全確保 
や危険回避については、運転者に全 
責任びありまず。 U アビューカメラ 
を使用する際を、常に車両の周囲に 
を意を払ってください。 

絶対に COMAND ディスプレイの映 
像だけを見て後退や車庫入れなどを 
しないでください。必ず自分の目や 
ミラーで後ちや周囲の安全を直接確 
認してください。 
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A 警告 

じ(下のとさは、 U アビューカメラび 
正常に作動しなかったり、機能び制 
限されるおそれびあ0ます。 

• トランクび完全に閉じていないとさ 

• 激しい雨や雪び降っているとさや 
霧のとさ 

• 夜間や暗い場所にいるとさ 
• カメラにへッドライトや日光の反 
射などの強い光び直接当たったと 
さ（映像に白い縦線び入ることび 
あ0ます） 

• 堂光灯の下で使用ずるとさ（映像 
にちらつさび出ることびありまず） 

• 急激な温度変化びあったとさ（寒 
冷時に暖房されたガレージに入っ 
たとさやカメラに冷水や温水びか 
かったとさなど） 

• カメラび)'ちれていたり、付着物び 
おるとさ 

• 車の後部を損傷したとさ 

車の後部を損傷したとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ 
場でカメラ位置の点検と調整を行 
なって < ださい。 

上記のような場合は、 U アビューカメ 
ラを使用して後退操作を行なわない 
でください。人や他の車、障害物に 
衝突したり、事故につなびるおそれ 
びあります。 


〇後退駐車または縦列駐車をしてい 
るとさに、 C 0 MAND システムの他 
の機能を作動させると、パーキング 
アシスト U アビューカメラの映像び 
中断されます。 

H 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
(外のホイールやタイヤを装着する 
と、システムに影響を及ぼすおそれ 
びあります。 

〇カメラの周囲に強い衝撃を与え 
ないでください。故障の原因にな 
ります。 

〇乗員人数や荷物の積載量び多<車 
両び沈み込んだり傾いたりしている 
場合は、画面に表示されているガイ 
ドラインに誤差び生じます。必ず自 
分の目やミラーで後方や周囲のち全 
を直接確認してください。 

〇ガイドラインが表示されないなど 
故障のおそれびあるとさは、メルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

〇じ(下のよラな場合はパーキングア 
シストリアビューカメラを使用し 
ないで <ださい。 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤびスリップしやすいとさ 

• 坂道やカーブなどの平坦または 
直線でない道路 
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カメラの位置 



①カメラ 

カメラのは、トランク八ンドルの左 
側に装備されています。 

COMAND ディスプレイの映像 



後退駐車モードの映像 
①予想進路ガイドライン（黄色） 

@ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

® 0.25 m ガイドライン（ホ色） 

COMAND ディスプレイに表示される 
映像は、ルーム S ラーやドアミラーで 
見るのと同じ左ち反転させた鏡像とな 
ります。 


A 警告 

安全のため、ガイドラインの色の識 
別び困難なちは、パーキングアシス 
卜 U アビューカメラを使用しないで 
<ださい。 

〇 トランクが開いていたり、完全に 
閉じていない状態でシフトポジショ 
ンを EE にしたとさや、パーキン 
グアシストリアビューカメラ作動中 
にトランクを開いたとさは、ガイド 
ラインは表示されません。このとさ 
は COMAND ディスプレイに"トラ 
ンクび開いていますパーキングア 
シストを中止します。"と数秒間表 
示されます。 

〇 シフトポジションを EE から 
EE にしたときは、数秒間パーキ 
ングアシスト U アビューカメラの映 
像び COMAND ディスプレイに表示 
されます。 

〇 じ(下のとさは映像び見えづらくな 
りますび、異常ではありません。 

• 夜間や暗い場所で使用するとさ 

• 急激な温度変化びあったとさ（力 
メラに冷水や温水がかかったと 
さなど） 

• カメラ付近の温度び極端に高い 
とさや低いとさ 

• カメラにへッドライトや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
たとさ（映像に白い縦線が入る 
ことびあります） 
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• 堂光なの下で使用するとさ（映 
像にちらつさび出ることびあり 
ます） 

• 急激な明るさの変化びあったと 
さ（ガレージから出し入れする 
とさなど） 

• カメラに水滴が付着したとさ（雨 
の曰や湿度の高い曰、洗車した 
直後など） 

• カメラにミ尼や巧れび付着したとさ 

A 警告 

• 後ちに駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接 
していない立体の障害物は、ディ 
スプレイの映像では実際よりち遠 
くにあるように見えまず。ガイド 
ラインだけで距離を判断せず、必 
ず周囲の状況を直接確認してくだ 
さい。 

• 障害物に向かって後退していると 
さは、障害物び 0.25 m ガイドライ 
ン④を越えないようにを意してく 
ださい。障害物によっては、0.25 m 
ガイドライン®まで後退ずる!;^前 
に衝突ずるおそれびありまず。 

P ステア U ングをまわしなびら後 
退するときは、車のフ□ント部が 
他の車や障害物に接触しないよラ 
に注意してください。 

P 路面に接していない障害物や上ち 
の空間にある障害物はガイドライン 
内になくても接触する可能性びあり 
ます。十分にま意してください。 


後退駐車モード 

駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車するとさに、画面表示で後退操作 
を補助をするモードです。 

後退駐車モードにずる 

► COMAND システムをオンにします。 
► シフトポジシヨンを EE にします。 

► COMAND ディスプレイに後ちの映 
像び表示されます。 



①後退駐車アイコン 


が表示されていないときは、 
後退駐車アイコンご三三のを選択 
して、 COMAND コント□—ラーを押 
します。 



つ I m •を 

► 後退駐車時のガイドラインが表示さ 
れます。 
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〇 "戻る"を選択して C 0 MAND コ 
ント □ ーラーを押すと、パーキング 
アシスト U アビューカメラの映像び 
消え、元の画面に戻ります。 

パーキングアシスト U アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを m じ(外にして、 
再度 EE にします。 

ステアリングをまわさないで、まつず 
ぐ後退駐車ずる 


ステアリングをまわしなびら、後退駐 
車ずる 



C 0 MAND ディスプレイの表示 


車両の状態 




①自車位置 

③ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤予想進路ガイドライン（黄色） 

@ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤ 0.2 日 m ガイドライン（ホ色） 

► 予想進路ガイドライン③び駐車ス 
ペースに収まっていることを確認 
し、周囲に注意しなびら、まっすぐ 
後退します。 

〇ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などび 
ないことを確認してください。 


C 0 MAND ディスプレイの表示 車両の状態 

①自車位置 

③ 予想進路ガイドライン（黄色） 

⑤ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（ホ色） 

⑤ 直進ガイドライン（青色） 

直進ガイドライン®は、ステアリン 

グが直進状態で車び後退するとさの進 

路を示します。 

予想進路ガイドライン③は、そのと 

さのステア U ングの操驼角で車び後 

退するとさの予想進路を示します。 

► 予想進路ガイドライン③が駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステア 
リングをまわしなびら、注意して後 
退します。 

►直進ガイドライン⑤び、駐車しよ 
ラとしているスペースと平行になつ 
たら、ステア U ングを直進位置に戻 
して、後退してください。 
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U ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などが 
ないことを確認してください。 

〇ステアリングをまわして予想進路 
ガイドライン®の位置を調整して 
わ、予想進路ガイドライン内に障 
害物が入ってしまラ場合は、駐車 
スペースび狭すざます。そのスペー 
スには駐車しないでください。 

縦列駐車モード 

路上の駐車スペースなどに縦列駐車す 

るとさに、画面表示と音声案内で後退 

操作を補助するモードです。 

縦列駐車ずる 



► C 0 MAND システムをオンにします。 
► シフトポジシヨンを CE にします。 

► C 0 MAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されます。 





④縦列駐車アイコン 


1び表示されていないとき 
は、縦列駐車アイコン I g、. I ④ 

を選択して、 COMAND コント□—ラー 
を押します。 


@駐車スペース前ちの駐車車両 
⑤駐車スペース 

► 駐車スペース前ちの駐車車両③か 
ら約1 m 間隔を空けて平行に、駐車 
車両③の前端から自車が約半分ほ 
ど前に出た位置で、停車します。 

ステア U ングは直進状態にします。 

〇 駐車スペース⑤の前ちに駐車車 
両がないとさは、後退駐車モードで 
駐車することをお勧めします。 



冒 


車両の状態 

③駐車スペース前ちの駐車車両 
⑤垂直ガイドライン 

► 縦列駐車モードのガイドラインが表 
示されます。 
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〇" 戻る"を選択して、 COMAND コ 
ント □ ーラーを押すと、パーキング 
アシスト U アビューカメラの映像び 
消え、元の画面に戻ります。 

パーキングアシスト U アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを m じ(外にして、 
再度 EE にします。 

► 垂直ガイドライン®が、駐車スペー 
ス前方の駐車車両③の後端に合ラ 
までステアリングをまわさずに後退 
します。 

► 垂直ガイドライン®が駐車車両の 
後端に合ったら、停車します。 

H 垂直ガイドライン®び駐車車両 
③の後端から外れていると、正しい 
位置に駐車でさません。 



垂直ガイドラインび表示されてからし 
ばらくすると、駐車位置ガイドライン 
® び表示されます。 



©駐車位置ガイドライン（道路側) 
® 駐車位置ガイドライン（縁石側) 


► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）©が駐車車両の夕 
イヤの接地面に接するまで、ステア 
U ングをまわします。 

また、このとさ駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）⑥び、駐車スペース 
の前後の車両や道路の縁石、おや電 
柱など道路脇の障害物にかかってし^ 
ないことを確認してください。 

H 駐車位置ガイドライン（道路側） 
@が駐車車両のタイヤ部分に交 
わっていると、正しい位置に駐車す 
ることびでさません。 

〇駐車位置ガイドライン（縁石側） 
⑥び正しい位置に合っていること 
を確認してくださし、正しし M 立置 
に合わせないまま後退すると、駐 
車車両や障害物に衝突するおそれ 
びあります。 

〇ステアリングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）⑥の位置 
を調整してわ、駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）内に駐車車両や障害物 
が入ってしまラ場合は、駐車スペー 
スが狭すざます。そのスペースには 
駐車しないでください。 
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P ステアリングをまわしすざたとさ 
は"ステア U ングをまわしすざてい 
ますステアリングを戻してくだ 
さい''と表示されます。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）⑥ 
を正しい位置に合わせたら、ステア 
U ングはそのままで、ゆっくりと後 
退します。 

►後退をはじめると、画面から垂直 
ガイドライン⑤、駐車位置ガイド 
ライン（道路側）®、駐車位置ガ 
イドライン（縁石側）⑥び消え 
ます。 

〇 周囲の安全を確認しながら、ゆっ 
くり後退してください。ゆっくり後 
退しないと、ガイドび間に合わない 
ことびあります。 

〇 じ(下のときはガイドが中止され 
ます。 

• シフトポジシヨンを EE じ(外に 
したとさ 

• "戻る"、またはご^を選択し 
たとさ 

• COMAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

• ステア U ングを操作したとさ 

P 後退するとさは必ず周囲の状況を 
直接確認して < ださい。特に車の 
フ□ント部び人や他の車、障害物 
などに衝突しないよラに注意して 
ください。 


H 後退をはじめた後は、ステアリ 
ングをまわさないで<ださい。ス 
テア U ングをまわすとガイドび中 
止され、画面に"ステアリングの 
位置び変わりましたパーキング 
アシストを中止します。"と表示 
されます。 

H ガイドが中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおしてくだ 
さい。 



® ステアリング角度ガイドライン 


►ゆっくり後退をはじめると、ステア 
リング角度ガイドライン®び表示 
されます。 

縁石などの駐車スペースの縁に、ス 
テアリング角度ガイドライン®が 
合ラまでステアリングをまわさない 
で、そのままゆっくり後退します。 

► ステアリング角度ガイドライン® 
が正しい位置に合ったら、停車し 
ます。 
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® 直進ガイドライン（青色） 

⑩予想進路ガイドライン（黄色) 


► ステアリングを反対方向にいっぱい 
までまわします。 

直進ガイドライン®と予想進路ガ 
イドライン⑩び表示されます。 

► 予想進路ガイドライン⑩び縁石な 
どの駐車スペースの縁と接するまで 
ゆっくり後退します。 

H 後退するとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに衝 
突しないよラに注意してください。 

►車が、駐車しよラとしているスペー 
スと平行になったら、ステアリング 
を直進位置に戻します。 

B ステアリング操作は、必ず停車し 
た状態で行なつて < ださい。 


パーキングアシストリアビューカメラ 
の設定 

► COMAND コント□ールパネルの 
应詞ボタンを押します。 

または 

►アプリケーシヨンエリ アの'、 システム II 
を選択します。 

システム基本画面になります。 



► "設定"一"リアビューカメラ"を 
選択します。 


闺 

BUX 

IJ アビユーカ'ク _ 

/ Lanfiiif.fr 

データイ >ポート/■ェク3#—|- 
けせブト 



《仕様により、"設定"は"システム"と表示さ 
れます。 
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《画面表示は実際の車両と異なることびあ0ます。 
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ィ K ーキングアシストリアビューカメラ 
の起動設定 

►" リバース連動"を選択します。 

COMAND コント□ーラーを押すた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークび表示/消去されます。 



チェック 
マー ク 

設定内容 

表示 

COMAND システム 
びオンのとさにシフ 
トポジションを EE 
にすると、パーキ 
ングアシス MJ ア 
ビューカメラび自動 
的に起動します。 

消去 

パーキングアシスト 
U アビューカメラは 
表示されません。 


〇 エンジンスイッチからキーを抜い 
てわ、設定内容は記憶されます。 


ノ\ーキングアシストリアビューカメラ 
の音声案内設定 

► II 音声案内"を選択します。 

COMAND コント□ーラーを押すた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークび表示/消去されます。 



チェック 
マー ク 

設定内容 

表示 

音声案内び行なわれ 


ます。 

消去 

音声案内は行なわれ 


ません。 


〇'| 音声案内"は、 ' MJ バース連動" 
び選択されているとさのみ選択でさ 
ます。 

〇 音声ガイドの音量は、ステア U 
ングスイッチの mra 、 または 
COMAND コント□ールパネルの音 
量調整ダイヤルで調整でさます。 
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アテンションアシスト _ 

アテンションアシストは、高速道路 
や幅の広い道路を走行するとさなど、 
長時間にわたる単調な運転を行なっ 
ているとさに運転者を補助するシス 
テムです。 

アテンションアシストは、 80 km/h 
〜1 80 km / h で走行しているときに作 
動します。運転者の走行パターンや運 
転時間などから、疲労やま意力低下に 
対する警告を行ない、休憩を促します。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

A 警告 

アテンションアシストは、あ<まで 
運転者の補助のみを行なラちのであ 
り、疲労や集中力低下の兆候の増加 
に対する警告び遅れたり、まった< 
警告び行なわれないことびあります。 
また、十分な休憩を取り、集中力を 
持つ運転者の代わりになるをのでは 
ありません。 

疲労により、危険な状況の認知び非 
常に遅れたり、また、状況の判断を 
誤ったり、反応び遅れることびあり 
ます。運転前や運転中は疲労びない 
ことを確認してください。運転び長 
時間にわたるとさは、適時かつ定期 
的に休憩を取ってください。危険を 
認知ずることびでさず、事故を起こ 
したり、運転者や他の人びけびをず 
るおそれびあ0ます。 


アテンションアシストは、じ(下のよラ 
な状況を考慮して、運転者の疲労や集 
中力欠如の兆候の増加を判断します。 

• ステアリング操作などの運転スタ 
ィル 

• 時刻や運転時間などの運転状況 

じ(下のよラなときは、アテンションア 
シストの機能が制限され、警告び遅れ 
たり、警告びまった<行なわれないこ 
とびあります。 

• 大さな凹凸や穴があるなど、道路状 
況び悪いとさ 

• 横風び強いとき 

• スピードを出してカーブを巧がっ 
ているとさや急加速で運転している 
とさなど、非常にスポーティな運転 
を行なってし"'るとさ 

• 80 km/h (下や1 80 knn/h (上の 
速度で走行していることが多いとさ 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

• COMAND システムを操作している 
とさや COMAND システムの電話 
機能で通話しているとき 

• 時刻の設定が正しくないとさ 

• 車線を変えたり走行速度を変える 
など、絶えず運転状況に変化びあ 
るとさ 

アテンションアシストの設定と解除 

アテンションアシストの設定と解除は 
マルチフアンクションディスプレイで 
行ないます （>169 ぺージ）。 
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《上記の内容は取扱説日月書作成時点のわので、予告な<変更されることびあります。 
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アテンションアシストが設定されてい 
るとさは、マルチフアンクションディ 
スプレイにアテンションアシストマー 
ク①び表示されます。 

※車種や仕様により、アテンションアシスト 
マークび表示される位置は異なります。 

アテンションアシストの警告 

アテンションアシストび設定されてい 
てわ、運転を開始してから約20分じ ( 
内は警告は行なわれません。 

警告び行なわれると断続的な警告音と 
ともに、マルチフアンクションディス 
プレイに II アテンションアシスト休 
憩してください" と表示されます。 
このとさは 

►必要であれば、休憩を取ってくだ 
さし、 

► 应のを押します。 

マルチフアンクションディスプレイ 
のメ ッ セージが消えます。 

長時間の運転では、適切な休息をする 
ために、適時かつ定期的な休憩を設け 
てください。休憩することなく運転を 
続けたとさは、運転者の走行パターン 
や運転時間などから、約15分経過 LU 
降に再度警告を行ないます。 


じ(下の操作を行なラとアテンシヨンア 
シストはリセツトされます。 

• エンジンを停止したとさ 

• 運転を交代したり休憩を取るなど 
で、運転者びシートベルトを外して、 
運転席ドアを開いたとさ 


ナイトビューアシストプラス* 

ナイトビューアシストプラスは、ホ外 
線を利用して、通常のヘッドライトと 
同じよラに道路上を照射します。 

フ□ントウインドウ上部にあるカメラ 
が赤外線を検知し、 COMAND ディス 
プレイに白黒表示で表示します。 

COMAND ディスプレイには、上向き 
へッドライトで映し出される風景と同 
じものび表示されます。 

これにより、道路の状況や障害物を適 
時、確認することびでさます。歩行者 
検知機能び作動しているときは、シ 
ステムによって認識された歩行者は、 
COMAND ディスプレイに強調されて 
表示されます。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

ナイトビューアシストプラスは、あく 
まで運転操作を補助するためのちの 
であり、運転者のを意についての責 
任を軽減させるちのではありません。 
ナイトビューアシストプラスの映像 
に頼るのではなく、フ□ントウインド 
ウを通して前ちにを意してください。 
運転者には安全を確保する責任びあ 
り、周囲の交通状況に応じた運転をし 
なければなりません。運転者や他の 
人に危険びおよぶおそれびありまず。 
COMAND ディスプレイに表示される 
ナイトビューアシストプラスの映像 
は、下のとさに影響を受けるおそ 
れびあ0まず。 

• 降雨時や降雪時、霧などで視界び 
悪いとさ 

• フ□ントウインドウび巧れている 
とさや曇っているとさ、貼付して 
あるステッカーなどでカメラび遮 
られているとさ 

• カーブや上り坂、下り坂を走行し 
ているとさ 

対向車のへッドライトからの光は、 
COMAND ディスプレイに表示される 
ナイトビューアシストプラスの映像に 
影響を与えることはありません。対向 
車がいるために、へッドライトを下向 
きにしているときわ同様です。 


A 警告 

ナイトビューアシストプラスは、車 
の直前にある物は検知しません。運 
転ずるときは、フ□ントウインドウ 
を通して前ちにを意してください。 
周囲に人や動物びいないことを確認 
して < ださい。 

〇 赤外線は人の目には見えないた 
め、較惑させることびありません。 
このため、対向車がいるとさち作動 
させることがでさます。 


ナイトビ ユーア シストプラスカメラの 
位置 



①ナイトビューアシストプラスカメラ 


ナイトビューアシストプラスカメラ 
のは、フ□ントウインドウ上部に装 
着されています。 


B 義6恒冊 
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ナイトビユーアシストプラスの作動 

仕様により、ライトスイッチのオート 
モードは [ Z ] または匹巧と表記され 
ます。 



左八ンドル車 

①ナイトビューアシストプラススイッチ 

ナイトビューアシストプラスを作動さ 
せる 

ナイトビューアシストプラスは、じ(下 
のとさに作動させることびでさます。 

• イグニッシヨン位置び2のとさ 
• 周囲び暗いとさ 

• ライトスイ、ソチが。 n または阿可、 
两 のいずれかの位置のとさ 

• シフトポジシヨンび CE じ(がのとさ 

► COMAND システムびオンになつ 
ていることを確認します。 

► ナイトビ ューア シストプラススイッ 
チ©を押します。 

COMAND ディスプレイにナイト 
ビューアシストプラスの映像び表示 
されます。 


〇 ライトスイツチを昼をまたは 
巨固か医司にしたり、シフトポジ 
シヨンを EE にするなどして、ナ 
イトビューアシストプラスの画面 
が消えたとさ、次にナイトビュー 
アシストプラススイツチを押すと、 
COMAND ディスプレイに"ナイト 
ビューアシストライト確実に点な" 
または"ナイトビ ューア シスト R 
レンジじ(がに"と表示されます。 

ナイトビューアシストプラスを停 

止ずる 

►再度、ナイトビューアシストプラス 
スイツチのを押します。 

〇 赤が線照射ライトは走行速度び約 
1 Okm / h じ(上になると赤外線を照 
射します。 

COMAND ディスプレイの映像 


画 


① ナイトビューアシストプラスの映像 

② 検知された歩行者 

③ 検知された歩行者を囲むフレーム 
® 歩行者検知機能インジケーター 
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歩行ち検知機能 


人の形の輪郭などの特徴により、シス 
テムが歩行者を検知します。 

歩行者検知機能は(下のとさに作動し 
ます。 

• ナイトビューアシストプラスが作動 
しているとさ 

-走行速度び約 lOkm / hii (上のとさ 

• 街路なびない郊外を走行するとさな 
ど、周囲び非常に暗いとさ 

歩行者検知機能が作動すると、歩行者 
検知機能インジケーター④び表示さ 
れます。歩行者が検知されると、歩行 
者はフレームで囲まれます。歩行者検 
知機能が歩行者を検知したときは、マ 
>1レチフアンクシヨンディスプレイの映 
像ではなく、フ□ントウインドウ越 
しに、直接前ちの状況を確認して<だ 
さい。 COMAND ディスプレイの映像 
では、障害物や歩行者までの距離を正 
確に把握することはでさません。 

障害物び検知されたとさわ、歩行者と 
同様に強調して表示されます。 


A 警告 

下のよラな状況下では、歩行者び 
正常に検知されなかったり、まった 
く検知されないことびあります。 

• 歩行者の身体の一部または全部び 
駐車車両などに隠れているとさ 
• 強い光の反射などで、ディスプレ 
イの映像び不完全なとさや遮られ 
たとさ 

• 歩行者び周囲の背景などに溶け 
込んでいるとさ 

• 座っていたり、かびんでいる、ま 
たは横たわっているなど、歩行者 
び立っていない状態のとさ 

〇 ナイトビューアシストプラスの歩 
行者検知機能では、動物を検知する 
ことはでさません。 

COMAND ディスプレイの照度調整 

ナイトビューアシストプラス使用時 

の COMAND ディスプレイの照度を調 

整することびでさます。 

► COMAND システムにナイトビュー 
アシストプラスの映像び表示され 
ているとさに、 COMAND コント 
□ーラーをいずれかのち向に操作し 
ます。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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►"明るさ" を 選択して、 コント□一 
ラーを 押します。 

〇 "戻る"を選択してコント□-ラー 
を押すと、 ナイトビューアシストプ 
ラスび停止します。 



照度のスケールび表示されます。 

►コント□ーラーをまわすか、上下に 
スライドします。 

指針び上下に移動します。 

►コント□ーラーを押すか、左ちにス 
ライドします。 

照度が設定されます。 

フ□ントウインドウの曇りやミちれ 

ナイトビューアシストプラスカメラ前 
ちのフ□ントウインドウの内側または 
外側が曇っていたり巧れていると、ナ 
イトビューアシストプラスの映像び不 
鮮明になります。 

フ□ントウインドウの曇りを取る 

► エアコンディショナーの設定を確 
認し、カメラのカバーを開きます。 

フ□ントウインドウ内側のミちれを取る 

►カメラのカバーを開いて、フ□ン 
トウインドウを清掃します。 


レーンキーピングアシスト* 

レーンキーピングアシストは走行速 
度び約 60 km / hii (上のときに作動し 
ます。 

レーンキーピングアシストは路面の車 
線ラインを検知し、車線をがれそラに 
なったとさに運転者に警告を行ない 
ます。通常は前輪び車線ラインを越え 
たとさに警告び行なわれます。 

警告は、約 1.5 秒間ステア U ングホ 
イールを振動させることにより行なわ 
れます。 


レーンキーピングアシストカメラの 
位置 





①レーンキーピングアシストカメラ 

フ□ントウインドウ上部に装着された 
レーンキーピングアシストカメラの 
により、レーンキーピングアシストは 
車両前部をモニターします。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

レーンキーピングアシストは、車線 
内を自動的に走行させるシステムで 
はありません。レーンキーピングア 
シストは運転者を支援ずるシステム 
であり、状況によっては、車線ライ 
ンを正確に検知でさなかったり、まっ 
たく検知でさないことびあります。 

レーンキーピングアシスト作動時の 
安全確保や危険回避については、運 
転者に全責任びあります。 

じ(下のとさは、システムの作動に影 
響を与えたり、システムび作動しない 
ことびあります。 

• 道路の照明び不十分だったり、降 
雪時や降雨時、霧や小雨などで視 
界び悪いとさ 

• 太陽光線や対向車のへッドライト 
などで眩惑びあるとき 

• フ□ントウインドウび巧れている 
とさや曇っているとさ、貼付して 
あるステッカーなどでカメラび遮 
られているとさ 

• 車線ラインび何本をあるとさや、 
車線ラインびないとさ 

• 車線ラインび薄くなっているとさ 
や黒ずんでいるとさ、または巧れ 
や雪などに覆われているとさ 

• 先行車との車間距離び短いため、 
車線ラインび検知でさないとさ 

• 工事区間など、車線ラインびあい 
まいなとさ 

• 車線の合流や高速道路の出口など、 
車線ラインび頻繁に変わるとさ 

• 車線の幅び狭いとさや車線びカー 
ブしているとさ 


レーンキーピングアシストは、道路 
や交通の状況を検知ずることはでさ 
ません。また、運転者の代わりに運 
転操作を行なラことはでさません。 
走行速度やブレーキ操作、ステア U 
ング操作については運転者に全責任 
びあります。道路や天候の状況に合 
わせて運転し、常に周囲の交通状況 
にを意を仏ってください。危険な状 
況を正し<認識でさず、事故やけび 
の原因になります。 


レーンキーピングアシストの警告 

車線ラインを越えたとさ、適切な状況 
とタイミングでのみ警告を行なラた 
め、システムはじ(下のよラに検知と警 
告を行ないます。 

早めのタイミングで警告び行なわれる 
とさ 

• カーブの外側の車線ラインを超えた 
とさ 

• 高速道路などの広い車線の道路を走 
行しているとさ 

. 路肩や中央分離帯など、車線を越え 
ると非常に危険な状況になるとシス 
テムび検知したとき 

遅めのタイミングで警告び巧なわれる 
とさ 

• 狭い車線の道路を走行しているとさ 

• カーブの内側の車線ラインを超えた 
とさ 


B 義09恒冊 





222 


走行装備 


警告が行なわれないとさ 

• 明らかにステア U ング操作をしてい 
るとさや、 ブレーキ ペダルやアクセ 
ルペダルを踏んでいるとさ 

• さついカーブで車線ラインを超えた 
とさ 

• ABS や BAS 、 ESP ® などの走行安 
全装備び作動しているとさ 

• 方向指示なを点滅させているとさ 

このときは、状況により短い時間警 
告び行なわれることびあります。 

レーンキーピングアシストの設定と 
解除 


レーンキーピングアシストの設定と解 
除はマルチフアンクシヨンデイスプレ 
イで行ないます（1>169ページ）。 



レーンキーピングアシストび設定され 
ているとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイにレーンキーピングアシ 
ストマークのび表示されます。 

走行速度び約 60 km/h (上になり、 
車線ラインび検知されると、レーン 
キーピングアシスト マークの が緑色 
に表示され、レーンキーピングアシス 
卜が待機状態になります。 

《車種や仕様により、レーンキーピングアシス 
トマークび表示される位置は異なります。 
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エアコンディショナーの取り扱い 

エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度などに応じて、送風量や送風 
口の組み合わせなどを自動的に調整 
し、車内の温度や湿度などを快適な状 
態に保ちます。 

A 警告 

エアコンディショナーの設定は 、 •UU 
降の説明に従って正しく行なってく 
ださい。ウインドウび屢ります。こ 
れにより交通状況を把握でさず、事 
故の原因になりまず。 


9環境 

• エアコンディショナーの冷媒には、 
新冷媒 R 134 a を使用していまず。 

• 地球環境を保護するため、フ□ン 
ガスを大気放出ずることは法律で 
禁止されていまず。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラに努めな 
ければな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充や交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 

〇 外気温度び高いときは、エアコン 
ディショナーを作動させる前に換 
気をしてください。リモコン操作 
で車がからドアウインドウとスラ 
イディングルーフ*を開くと、短 
時間で換気びでさます（杉127ペー 
ジ）。 


〇 除湿された水分は車体下ちに排 
水されます。水分び排出されてち、 
故障ではありません。 

〇 エアコンディショナーのフィル 
ター類は定期的な交換が必要です。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。フィルター類び目づ 
まりを起こしていると送風量が減 
ることびあります。 


エアコンディシヨナー作動表示 



COMAND システムびオンのとさ、エア 

コンディショナーの一部のスイッチや 

ダイヤルを操作すると、 COMAND ディ 

スプレイ下部に、エアコンディショナー 

の主な作動内容び数秒間表示されます。 

エアコンディショナー作動表示を消ず 

► COMAND コント□-ラーを操作 
します。 

または 

► COMAND コント□ールパネルの 
E ボタンまたは臣马ボタン、コ 
ント□ーラーち側の E スイッチ、 
コント□-ラー左側の胃スイッ 
チをホ甲します。 

《 COMAND ディスプレイの表示内容によって 
は、エアコンディショナー作動表示び表示さ 
れないことびあります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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温度設定ダイヤル（左側） 

デフ□スタースイッチ 

余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ 

AC スイッチ 

リアデフォッガースイッチ 
温度設定ダイヤル（ち側） 

独立温度設定スイッチ 
オフスイッチ 
送風口選択スイッチ 
送風量調整スイッチ（強） 

送風量調整スイッチ（弱） 

送風モードスイツチ 
内気循環スイッチ 
AUTO スイッチ 


フ□ントコント□ールパネル 


リアコント□ールパネル_ 

® 送風量調整スイッチ（強） 

® 送風量調整スイッチ（弱） 

⑩リアコント□ールパネルデイス 
プレイ 

® 温度設定スイッチ（低） 

® 温度設定スイッチ（高） 


コント □ —ルノ くネ J レ 


©③® ④⑤ 
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通常の使い方 


エアコンディショナーを作動させる 

► AUTO スイッチ匹巧を押します。 

AUTO スイッチ匹巧の表示なび 
点灯し、エアコンディショナーが 
AUTO モードで作動します。 

送風口の組み合わせと送風量が自動 
的に調整されるよラになります。 

または 

► オフスイッチ臣图を押します。 

オフスイッチ臣图の表示灯び消な 
し、エアコンディショナーが停止前 
の設定で作動します。 

ただし、内気循環モードに設定され 
ていたとさは、外気導入モードに設 
定されます。 

〇 リアデフォッガースイッチや余熱 
ヒーター•ベンチレーションスイッ 
チ(がのエアコンディショ ナーの 
スイッチやダイヤルを操作したと 
さも、エアコンディショナーは作 
動します。 

エアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチ臣图を押します。 

オフスイッチ臣国の表示灯び点 
なします。 

〇 エアコンディショナーが停止し 
ているときは、送風や内気循環わ停 
止します。ドアウインドウやスライ 
ディングルーフ*び閉じていると 
さは、エアコンディショナーの停止 
は一時的にとどめてください。ウイ 
ンドウび曇りやすくなります。 


AUTO モードの解除 _ 

エアコンディシヨ ナーげ AUTO モー 
ドで作動しているとさにじ(下の操作を 
行ないます。 

► 送風量調整スイッチ®または⑩を 
操作します。 

AUTO スイッチ匹巧の表示灯が消 
口し、送風量の AUTO モードび解 
除されます。 

ディスプレイに送風量インジケー 
ターび表示されます。 

または 

► 送風口選択スイッチ®を操作し 
ます。 

AUTO スイッチ匹巧の表示巧び消 
口し、送風口の AUTO モードび解 
除されます。 

ディスプレイに送風□インジケー 
ターび表示されます。 


AC モード _ 

AC モードを設定しているときは、除 
湿/冷房された空気び送風されます。 

〇 除湿/冷房された空気は、エン 
ジンびかかっているときに送風さ 
れます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ己司を押します。 

AC スイッチ区司の表示なび消灯し 
ます。 

除湿/冷房されていない空気び送 
風されます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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AC モードに設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ区司を押します。 

AC スイッチ区司の表示灯が点灯し 
ます。 

除湿/冷房された空気が送風され 
ます。 

A 警告 

AC モードび解除されているときは、 
車内の空気び除湿または冷房されま 
せん。ドアウインドウやスライデイ 
ングルーフ*び閉じているとさに AC 
モードを解除すると、ウインドウの 
内側び曇りやずくなり、交通状況を 
把握でさずに事故の原因になりまず。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負担び軽減し、燃費び向上しまず。 

Oauto モードでエアコンデイシヨ 
ナーを作動させたとさは、自動的に 
AC モードになります。 

Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気び送風さ 
れることびあります。 

Oac スイッチ区司を押したとさに 
表示なが点滅したり、点灯しないと 
きは、 AC モードに設定することが 
でさません。メルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


送風モード _ 

エアコンディシヨナーが AUTO モード 
で作動しているとき、各送風□からの 
送風量を調整できます。特に温度を高 
めに設定しているとさに効果的です。 

► 送風モードスイッチ®を操作して、 
ディスプレイに(下の各設定を表示 
させます。 

• FOCUS 

主に送風されている送風□から 
の送風量び増加します。 

• MEDIUM 

標準の送風設定です。 

• DIFFUSE 

乗員に向けて直接送風される送 
風量の割合び低下します。 

Oauto モードび解除されていると 
きに送風モードスイッチを操作する 
と、 AUTO モードになります。 


設定温度の調整 _ 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
も、設定温度に達するまでの時間は 
あまり変わりません。 

通常は22でに設定することをお勧 
めします。 

〇 ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び開いていると、設定温 
度を維持でさません。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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運転席と助手席、後席で、それぞれ異 
なる温度を設定でさます。 



設定温度ゾーンのイメージ 

フ□ントの設定温度の調整 
設定溫度を上げる 

► 温度設定ダイヤルの®を時計回り 
にまねします。 

設定温度を下げる 

► 温度設定ダイヤル①®を反時計回 
りにまわします。 

フ□ントコント□ールパネルか S 後席 
の設定温度を調整ずる 

► 独立温度設定スイッチ巨回を押し 
ます。 

スイッチ巨回の表示灯が消灯し、 
後席の温度設定び運転席側の温度設 
定に連動します。 

助手席側の温度設定ち運転席側の温 
度設定に連動します。 

► 運転席側の温度設定ダイヤルのを 
時計回りまたは反時計回りにまわし 
ます。 


〇 再度、独立温度調整スイッチを押 
してスイッチ巨司の表示なを点な 
させるか、助手席側の温度設定ダイ 
ヤルまたは後席の温度設定スイッチ 
を操作すると、各席の温度を独立し 
て設定できるよラになります。 

リアコント□ールパネルで後席の設定 
温度を調整ずる 


設定温度を上げる 

► 温度設定スイツチ^または rn 
を押します。 

#1 イグニツシヨン位置を1にしてか 
らしばらくすると、後席の設定温度 
び22ごに設定されます。 


送風□の選択 


► 送風口選択スイツチ広! J を押して、 
送風したい送風□マークをデイスプ 
レイに表示させます。 


送風 □ 
マー ク 

主に送風される送風 □ 


:ゾ 


すべての送風口 




フ□ントウインドウ送風 
□、ドアウインドウ送風 
口、中央送風口、サイド 
送風口、 U ア中央送風口 


巧 • 


フ□ントウインドウ送風 
□、ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口、リア 
中央送風口 


^ 中央送風口、サイド送風 
-□、 U ア中央送風 □ 
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▼V 

サイド送風口、中央送風 
□、フ□ント足元送風□、 
U ア中央送風口、リア足 
兀这風 □ 


，一 • 

フ□ント足元送風□、ヴ 
イド送風口、 U ア中央送 
風口、 U ア足元送風 □ 

啼 • 

フ□ントウインドウ送 
風口、ドアウインドウ 
送風□、サイド送風□、 
フ□ント足元送風□、 
リア中央送風口、リア 
足元ぉ風 □ 


〇 選択した送風口(外の送風口から 
わ、微量の送風び行なわれることが 
あります。 


〇 送風口の選択にかかわらず、サイ 
ド送風口からは常に送風が行なわれ 
ます。サイド送風口からの送風を停 
止するときは、送風□開閉ダイヤル 
で送風□を閉じてください。 


送風量の調整 


フ□ントの送風量の調整 


送風量を上げる 

► フ□ントコント□ールパネルの送風 
量調整スイッチ [ W ] を押します。 

ディスプレイに表示される送風量イ 
ンジケーターの点灯数び増えます。 

送風量を下ばる 

► フ□ントコント□ールパネルの送風 
量調整スイッチ ra を押します。 


リアの送風量の調整 
送風量を上げる 

► リアコント□ールパネルの送風量調 
整スイッチ [ W ] を押します。 

ディスプレイ®に表示される送風 
量インジケーターの点な数が増え 
ます。 

送風量を下げる 

► リアコント□ールパネルの送風量調 
整スイッチ I ぉ I を押します。 

ディスプレイ⑩に表示される送風 
量インジケーターの点な数が減り 
ます。 


独立温度設定機能_ I 

助手席側および後席の温度設定を個 
別に調整したり、運転席側の温度設 
定に連動させることびでさます。 

独立温度設定機能を設定ずる 

► 独立温度設定スイッチ臣回を押し 
ます。 

または 

► 助手席側の温度設定ダイヤルまたは 
後席の温度設定スイッチを操作し 
ます。 

独立温度設定スイッチ臣回の表示な 
び点なし、運転席、助手席、後席の設 
定温度を個別に調整でさます。 
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ディスプレイに表示される送風量イ 
ンジケーターの点灯数び減ります。 
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独立温度設定機能を解除ずる 

► 独立温度設定スイツチ巨司を押し 
ます。 

独立温度設定スイツチ巨回の表示 
なが消灯し、助手席側および後席の 
温度設定び、運転席側の温度設定に 
連動します。 


了 ソ□乂ブー t —ド _ 

フ□ントウインドウの外側が凍結し 
ているとさや、フ□ントウインドウま 
たはフ□ントドアウインドウの内側び 
曇ってし^るとさに使用します。 

〇 曇りび取れたら、すみやかに解除 
してください。 

〇 デフ□スターモードに設定してい 
るときわ、送風量を調整することが 
でさます。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ®3を押し 
ます。 

デフ□スタースイッチ極3の表示 
なび点灯し、 liTF の内容でエアコン 
ディシヨナーが作動します。 

• 除湿された空気が送風されます。 

• 外気温度によっては、エアコン 
ディシヨナーの送風量が上がり、 
送風温度が高くなります。 

• フ□ントウインドウ送風□とド 
アウインドウ送風□、サイド送 
風□を中/ CM こ送風されます。 

• 内気循環モードが解除されます。 


デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ極3 
を押します。 

デフ□スタースイッチの表示巧が消 
なし、送風温度、送風口の選択、送 
風量などが元の設定に戻ります。 

または 

► AUTO スイッチ匹巧を押します。 

AUTO スイッチの表示な匹巧が点 
好し、デフ□スタースイッチ極3 
の表示灯び消なします。 

エアコンディシヨナーび AUTO モー 
ドで作動します。 

または 

► 温度設定ダイヤルのまたは®を操 
作します。 

〇 デフ□スターモードを解除すると、 
AC モードを解除していたときは AC 
モードに設定され、内気循環モード 
にしていたとさは内気循環モードび 
解除されます。 

フ□ントウインドウの内側が曇るとさ 

► AC スイッチ区3を押して、 AC モー 
ドに設定します。 

► AUTO スイッチ匹巧を押します。 

►曇りび取れないとさは、デフ□ス 
夕ーモードに設定します。 

〇 上記の設定は、曇りが取れるまで 
の間にとどめてください。 
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フ□ントウインドウの外側が屢るとき 

► ワイパーを作動させます。 

► 送風口選択スイッチ^を押して、 
ディスプレイに送風□マーク ra 
または UZ ] を表示させます。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめてください。 


リアデフォッガー _ 

U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

A 警告 

ウインドウに氷や雪び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こずおそれびありまず。 

リアデフォッガーを使用ずる 

► イグニッシヨン位置が2になってい 
ることを確認します。 

► U アデフォッガースイッチ B 3 を 
押します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
剛 を押します。 

スイッチの表示灯び消なします。 

U アデフオッガーは、数分後に自動的 
に停止します。 


U 消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 

〇 リアデフ ォッ ガーび自動的に停 
止するまでの時間は、外気温度や走 
行速度により異なります。 

リアデフォッガーのトラブル 

リアデフ ォッ ガーび短時間で停止した 
り、使用でさないとさは、じ(下のよラ 
にしてください。 

►読書なやルームランプなど、必要で 
ない電気装備を停止して < ださい。 

バッテリーの電圧び回復すると、リ 
アデ フオッ ガーは自動的に作動し 
ます。 


内気循環モード _ 

トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに設定すると、車内の 
空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやスライディン 
グルーフ*を開閉でさます。 

A 警告 

外気温度び低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は一時的にとどめてくだ 
さい。ウインドウび墨りやずくなり、 
視界び損なわれ、交通状況を把握ず 
ることびでさずに事故の原因になり 
ます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

ドアウインドウを開閉するとさは、 
身体を挟まれないよラにしてくだ 
さい。また、身体や物びドアウイン 
ドウに触れないようにしてください。 
ドアウインドウび作動しているとさ 
にドアウインドウに引き込まれたり、 
ドアウインドウとウインドウ フレー 
ムの間に挟まれるおそれびあります。 
挟まれそうになったとさは、ドアウ 
インドウスイッチを反対の方向に操 
作してください。 

スライディングルーフ*を開閉ずる 
とさは、スライディングルーフに身 
体を挟まれないよラにしてください。 
挟まれそうになったとさは、スライ 
デイングルーフスイツチを反対のち 
向に操作してください。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ^を押します。 

内気循環スイッチ!^の表示なび 
点なします。 

または 

► ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*が閉じはじめるまで、内 
気循環スイッチ^を押して保持 
し乐す。 

内気循環モードに設定され、ドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
が自動で閉じます。 


〇 外気が非常に巧れているとさや外 
気温度び非常に高いとさは、自動的 
に内気循環モードに切り替わります 
が、このときは内気循環スイッチ 
^の表示灯は点なしません。約 
30分経過すると、一定の割合で外 
気導入をはじめます。 

内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間が経過するとじ(下のよラに外 
気導入をはじめます。 

外気温度び約5む(下約5分後 
のとさ 

AC モードを解除し約5分後 
ているとさ 

外気温度び約5む1^(上約30分後 
のとさ 

内気循環モードを解除ずる 

►再度、内気循環スイッチ^を押 
します。 

内気循環スイッチ^の表示灯び 
消なします。 

または 

► ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*が開さはじめるまで、内 
気循環スイッチ^を押して保持 
します。 

内気循環モードび解除され、ドア 
ウインドウやスライディン グルー 
フ * び前回開いていた位置まで自 
動で開さます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 内気循環スイッチで閉じた 
ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を、別のスイッチで開い 
た場合、開いたドアウインドウや 
スライディングルーフ*を内気循 
環モードの解除操作に連動して開 
くことはでさません。 

〇 内気循環モードに設定していると 
きに AC モードを解除すると、自 
動的に内気循環モードは解除され 
ます。 


余熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 

エンジンを停止した後に車内を暖房し 
たり、車内に外気を導入して換気を行 
なラとさに使用します。 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
またはキーを抜いているとさに使用で 
さます。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► 余熱ヒーター-ベンチレーシヨンス 
イッチ国巧を押します。 

スイッチの表示なが点なします。 

エンジンを停止する前の設定温度 
で送風が行なわれます。 

送風口は自動的に選択されます。 


余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター•ベンチレーシヨ 
ンスイッチ |best| を押します。 

スイッチの表示灯び消なします。 

じ(下のとさは、余熱ヒーター-ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止します。 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとさ 

• イグニッシヨン位置を2にしたとさ 
• バッテリーの電圧び低下したとさ 
• 冷却水温度び低いとさ 
〇 少ない送風量で一定に保たれます。 

〇 冷却水温度び低いとさは、暖気び 
送風されないことびあります。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれます。このとさは、中程度 
の送風量になります。 

〇 エンジンスイッチからキーを抜い 
てから約1時間経過すると、エア 
コンディシヨナーシステムの乾燥 
のため、余熱ヒーター•ベンチレー 
シヨンび自動的に約30分間作動す 
ることびあります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 






送風□の調整 


A 警告 

送風温度を高めに設定してあるとさ 
は、送風□び過熱して高温になるこ 
とびあり、乂傷をするおそれびあり 
ます。また、暖気び送風されている 
とさは、送風口に身体を近付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれび 
あります。十分にを意してください。 

送風温度を低めに設定してあるとさ 
に送風口に身体をお付けると、しを 
やけなどを起こすおそれびありまず 
ので十分にを意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けずざないよラにを意してください。 

車がの空気を車内へ取り入れるため 
に、じ(下の点にま意してください。 

• フ□ントウインドウ下部の吸気口 
び、氷や雪、葉などで覆われていない 
こと 

• 車内の送風口や吸排気口び覆われ 
ていないこと 

〇 送風効率を上げるため、各送風口 
の向きび中央になるよラに調整して 
ください。 


中央送風 □ 



①中央送風口（左側） 

③中央送風口（ち側） 

⑤中央送風口（ち側）開閉ダイヤル 
® 中央送風口（左側）開閉ダイヤル 

送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル③④を上側に 
まわします。 

徐々に送風口が開き、送風量び上が 
ります。 

送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル③④を下側に 
まねします。 

徐々に送風口び閉じ、送風量が下び 
ります。 

送風口開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわすと、送風口が閉じます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしても、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

風向きを調整ずる 

► 送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 


B と跋6恒冊 
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ナ— 


サイド送風 □ 



左側サイド送風 □ 


送風□を開< 

► 送風口開閉ダイヤル⑤を上側にま 
わします。 

徐々に送風口び開き、送風量び上が 
ります。 

送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル⑤を下側にま 
わします。 

徐々に送風口が閉じ、送風量び下び 
ります。 

送風口開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわすと、送風口び閉じます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしても、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

〇 サイド送風口③を閉じても、ド 
アウインドウ送風口のを完全に開 
じることはでさません。 

風向さを調整ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 


グ□ーブボックス送風 □ 


エアコンディショナーび作動している 
ときは、グ□ーブボックス内には、外 
気または冷気が送風されます。 

送風量はエアコンディショナーの設定 
に連動します。 

D エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボック 
ス内の送風口を閉じてください。 

H 外気温度び高いとさは、グ□ーブ 
ボックス送風口を開き、エアコン 
ディショナーの AC モードを設定 
してください。収納物を損傷した 
り、ガスライターやボンベなどが 
入っている場合は爆発するおそれ 
びあります。 



左八ンドル車 
® 開閉ダイヤル 
③送風口 


グ□ーブボックス送風□を開閉ずる 

► 開閉ダイヤルのをまわします。 


を跋 e お冊 
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リア中巧送風 □ 


リア足71：送風 □ 



のリア中央送風□開閉ダイヤル 
©リア中央送風口（ち側） 

⑤リアコント□—ルパネル 
® リア中央送風口（左側） 


フ□ントシートの下側に U ア足元送風 
□びあります。 

D 荷物などでリア足元送風口をふさ 
びないで < ださい。 

©リア 足元送風□の送風量は、リア 
コント□ールパネルの設定温度によ 
り自動的に調整されます。 


送風□を開く 

► リア中央送風口開閉ダイヤルのを 
上側にまわします。 

徐々に送風口び開き、送風量び上び 
ります。 

送風□を閉じる 

► リア中央送風口開閉ダイヤルのを 
下側にまわします。 

徐々に送風口び閉じ、送風量び下び 
ります。 

送風口開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわすと、送風口び閉じます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしても、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

風向きを調整ずる 

► 送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 


B 義09恒冊 
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スライディング ルーフ 


r ングルーフ* 


A 警告 

スライディングルーフを開閉すると 
さは、身体や物び挟まれないよラに 
を意してください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスライディング 
ルーフスイッチを操作して、スライ 
デイングルーフを開いてください。 


A 警告 

テ 供び車内からスライ デイングルー 
フを開閉すると、けびをするおそれ 
びあります。子供だけを残して車か 
ら離れないでください。短時間でを、 
車から離れるとさは、キーを携帯し 
て < ださい。 


A 警告 

スライディングルーフのガラスは事 
故のとさに割れるおそれびありまず。 
シートベルトを着用していないと、 
車び横転したときにスライディング 
ルーフの開□部から車外に投げ出さ 
れて、致命的なけびをずるおそれび 
あります。乗員全員びシートベルト 
を着用してください。 

〇走行中はスライディングルーフか 
ら身体を出さないで<ださい。けび 
をするおそれびあります。 

B スライディングルーフの開口部か 
ら、物を出し入れしないでくださし、 
スライディングルーフのシール部を 
損傷するおそれびあります。 


〇降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを開くとさは、ルーフ上の水 
や雪などを取り除いてください。車 
内に水や雪などび入るおそれびあり 
ます。 

B スライディングルーフ上に雪や氷 
が付着した状態で操作しないで < だ 
さい。スライディングルーフを損 
傷するおそれがあります。 

B スライディングルーフの開□部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大さな力を加えないでください。ス 
ライディングルーフを損傷するおそ 
れがあります。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライディン 
グルーフび完全に閉じていることを 
確認してください。 

〇 スライディングルーフは、車外か 
らリモコン操作で開くことびでさ 
ます （>127 ページ）。 

〇 スライディングルーフは、車外 
からリモコン操作またはキーレス 
ゴー操作で閉じることびでさます 
(>128 ページ）。 

〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとき、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イディングルーフの開度を変えるか 
ドアウインドウを少し開くと、解 
消することびあります。 

〇 スライディングルーフび自動で 
開閉しないとさは、スライディン 
グルーフをリセツトしてください 
0239ぺージ）。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇イ グニッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約5分間は、スライディング 
ルーフを開閉でさます。その間にフ 
□ントドアを開くと、スライディン 
グルーフは開閉でさなくなります。 

〇 スライディングルーフが自動で作 
動しているとさにスイッチをいずれ 
かの方向に操作すると、スライデイ 
ングルーフは停止します。 


スライディングルーフ*を開閉ずる 



①チルトアップずる 
③開く 

⑤閉じる/チルトダウンずる 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に操作でさます。 

スライデイング ルーフを 開く 

► スイッチを③の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ開さます。 

ヴンシェード（1>238ページ）び 
閉じているときは、連動して開き 
ます。 

スイッチを③の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動で全開します。 


スライディング ルーフを 閉じる 

► スイッチを⑤のち向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ開じます。 

スイッチを⑤の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動で全開します。 

►必要に応じて、サンシェードを閉じ 
ます。 


スライディングルーフ*をチルト 
アップ/チル トダウンずる 

スライディングルーフは、後部をチル 
トアップすることびでさます。 

チルトアップずる 

► スイッチを①のち向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 

スイッチを①のち向にいっぱいま 
で操作すると、自動でチルトアッ 
プします。 

チルトダウンずる 

► スイッチを⑤のち向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトダウンし 
ます。 

スイッチを⑤のち向にいっぱいま 
で操作すると、自動でチルトダウ 
ンします。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B と跋6恒冊 
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スライディング ルーフ 



スライディングルーフを開くと、連動 
して開さます。 

サンシェードは、スライディングルー 
フび閉じているか、チルトアップし 
ているとさに開閉でさます。 

サンシェードを開閉ずる 

►グリップ③を持って、サンシェー 
ドのを前後に開閉します。 

〇スライディングルーフを開くとさ 
は、サンシェードとルーフ内張り 
の間に身体や物が挟まれないよラ 
に注意してください。 


挟み込み防止機能 _ 

スライディングルーフには挟み込み防 
止機能びあります。 

A 警告 

強い力でスライディングルーフを開 
じるとさや、挟み込み防止機能び作 
動しない状態でスライディングルー 
フを閉じるとさは十分を意してくだ 
さい。閉じているスライディングルー 
フに身体び挟まれると、致命的なけ 
びをするおそれびあ0ます。 


スイッチを操作し続けてスライディン 
グルーフを閉じるかチルトダウンし 
ているとさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ただち 
に停止し、その位置から少し開きます。 

挟み込み防止機能が作動した後に再度 
操作したとさは、より強い力で閉じ 
ます。 

さらに、この状態で挟み込み防止機能 
が作動した後に再度操作したとさは、 
挟み込み防止機能び作動しない状態で 
閉じます。 

自動でスライディングルーフを閉じる 
かチルトダウンしているとさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただ 
ちに停止して、その位置から少し開 
さます。 


B を跋 e 恒冊 
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レインク□ーズ機能 _ 

スライディングルーフを開いた状態 
で、イグニッシヨン位置を0にする 
か、エンジンスイッチからキーを抜い 
たときは、じ(下のときにスライディン 
グルーフが自動で閉じ、チルトアップ 
した状態で停止します。 

• 降雨などによりレインセンサーが雨 
滴を感知したとさ 

• 外気温度び極端に高い、または低い 
とさ 

• イグニッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から、約6時間び経過したとさ 

• 電力供給に異常び発生したとさ 

〇 レインク□ーズ機能でスライディ 
ングルーフが閉じているとさに挟み 
込みなどの抵抗を感知したときは、 
挟み込み防止機能が作動し、スライ 
ディングルーフび停止し、その位置 
から少し開いた状態になります。ま 
た、レインク□ーズ機能び解除され 
ます。 

〇 じ(下のときは、レインク□ーズ機 
能は作動しません。 

• スライディングルーフをチルト 
アップしているとさ 

• スライディングルーフの作動が 
妨げられたとさ 

• レインセンサーに雨滴びかから 
ないとさ 


スライディングルーフ*のリセット 

スライディングルーフがスムーズに作 

動しないとさや、自動で開閉しないと 

さは、スライディングルーフの U セッ 

卜を行なってくださし、 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

►スイッチをのの方向（1>237ぺ一 
ジ）に押して、スライディングルー 
フを完全にチルトアップし、そのま 
ま約2秒じし b 保持します。 

► スライディングルーフび自動で開 
開することを確認します。 

►自動で開閉しないとさは、再度リ 
セット操作を行ないます。 

P スライディング ルーフを リセット 
してわ、自動で開閉しないとさは、 
メルセデス*ベンツ指定サービスェ 
場に連絡してください。 


スライデイングルーフのトラブル 


スライディングルーフを閉じることが 
でさず、原因がわからないとさ 

A 警告 

強い力でスライディングルーフを開 
じるとさや、挟み込み防止機能び作 
動しない状態でスライディングルー 
フを閉じるとさは十分を意してくだ 
さい。閉じているスライディングルー 
フに身体び挟まれると、致命的なけ 
びをずるおそれびあ0ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義09恒冊 
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荷物の積み方/ル物入れ 


開じているスライディングルーフび停 
止して、少し開くときは、じ(下のよラ 
にしてください。 

► スライディングルーフび停止したら 
ただちに、スライディングルーフび 
閉じるまでスイッチを③の方向に 
軽く操作し続けてください。 

強い力でスライディングルーフび開 
じます。 

閉じているスライディングルーフび再 
度停止して、少し開くとさは、じ(下の 
よラにしてください。 

► スライディングルーフび停止したら 
ただちに、スライディングルーフが 
閉じるまでスイッチを③の方向に 
軽く操作し続けてください。 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、スライディングルーフび閉じ 
ます。 


荷物の積み方/ル物入れ 


荷物を積むときの注意点 


A 警告 

荷物を積むとさは、きに記載され 
ているを意点を守り、確実に固定し 
てください。急ブレーキ時や急な進 
路変更時、事故のとさなどに荷物び 
投げ出されて、乗員びけびをするお 
それびあ0まず。 

また、荷物を積むとさのを意点を守つ 
たとしてを、荷物を積むことにより、 
事故のとさなどに乗員びけびをずる 
可能性は高まります。 

荷物を積むとさは、"荷物の固定" 
(>246 ページ）もご覧ください。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないで<ださい。お f 
気ガスび車内に入り、意識不明になっ 
たり、中毒死するおそれびあります。 

荷物を積むとさは、(下の点にま意し 

てください。 

• 荷物はできるだけトランクに積んで 
ください。 

• 重量び偏らないよラ均等に積んで< 
ださい。 

•重い物は車の中/近く（トランクの 
前ちの前ち）の低い位置に積み、確 
実に固定してください。確実に固定 
でさていないと、急ブレーキ時など 
に荷物が動さ、トランクの内部を損 
傷するおそれびあります。 

• 燃料を入れた容器やスプレー宙など 
を積まないでください。引乂や爆発 
のおそれがあります。 


を跋6恒冊 
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• 荷物の重量が、制限重量 （^378 ペー 
ジ）を超えないよラにしてください。 

• 荷物を車内に積むとさは、シートの 
バックレストより高く積み上げない 
で < ださい。 

• トランクに荷物を積むときは、トラ 
ンクの前端に接するよラにしてくだ 
さい。 

•分割巧倒式 U アシート装備車は 、 U 
アシートを折りたたんだときは、フ 
□ントシートのバックレストに接す 
るように荷物を積んでください。 

• なるべく乗員のいない席の後ちに荷 
物を積んでくださし、。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
してください。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
バーをしてください。 

• ウインドウに荷物が当たらないよラ 
にしてください。ウインドウガラス 
を損傷したり、リアデフォッガーの 
熱線やアンテナなどを損傷するおそ 
れがあります。 

〇 荷物固定用のアクセサリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお 
勧めします。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


小物入れ 


A 警告 

走行中は、ル物入れのカバーを開い 
たままにしないでください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び投げ出されて、乗員 
びけびをするおそれびあ0まず。 

H 収納物びル物入れからはみ出さ 
ないよラにしてください。 

H ル物入れのカバーび閉じなくなる 
よラな大さな物をル物入れに入れ 
ないでください。ル物入れや収納物 
を損傷するおそれがあります。 

B ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

B 貴重品はル物入れに保管しないで 
ください。 



左八ンドル車 


B 義6恒冊 
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荷物の積み方/ル物入れ 


グ□ー ブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックさせます。 

〇 グ□ーブボックス内には照明があ 
ります。イグニッシヨン位置び1 
か2のとさにグ□ーブボックスを 
開くと、照明が点なします。 

〇 グ□ーブボックス内に送風するこ 
とびできます （^234 ページ）。 


キーシ U ンダーにエマージェンシー 
キーを差し込んでグ□ーブボックスを 
施錠/解錠でさます。 



左八ンドル車 


グロー ブボックスを施錠ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
施錠位置回にまわします。 

グ□ーブボックスをち?錠ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
解錠位置のにまわします。 

〇 グ□ーブボックス内には ETC 車 
載器があります。詳しくは別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施錠してください。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 


フ□ントアームレストの小物入れ 



ル物入れのカバーを開く 

► レバーのを引きます。 

アームレストカバーが左ちに開さ 
ます。 

〇 フ□ントアームレストのル物入れ 
内には、 12 V 電源ソケットと USB 
ポート*、メディアインターフェー 
スびあります。メディアインター 
フェースは、 iPod ® や MP 3 プレー 
ヤーなどのポータブ j レ音楽機器のた 
めの接続端子です。詳し< は別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


を跋6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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フ□ントシート下部のル物入れ 


リアのル物入れ 



左側フ□ントシート 


ル物入れのカバーを開く 

►八ンドルのを引いて、カバー③を 
前ちに開さます。 

A 警告 

フ□ントシート下部のル物入れには、 

約 1.5 kg 上の物を収納しないでく 
ださい。また、走行するときは、ル 
物入れのカバーび確実に閉じている 
ことを確認してください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び投げ出されて、乗員 
びけびをするおそれびあ0まず。 


ル物入れのカバーを開く 

► カバーのまたは③を矢印の方向 
にスライドします。 

〇 前方のル物入れ内には 12 V 電源 
ソケットびあります。 

リアアームレストの小物入れ 



ル物入れのカバーを開< 

►リアアームレスト③を引き出し 
ます。 

► レバー③を引き上げなびら、カパー 
の を開さます。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


Q リアアームレストを収納するとき 
は、アームレストカバーを閉じてか 
ら収納してください。再度リアアー 
ムレストを引さ出すとさに、アーム 
レストのカバーやシートを損傷する 
おそれがあります。 


収納ネット 


A 警告 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや吿、割れやずい物、鋭利な形状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び投げ出されて、乗員 
びけびをずるおそれびあ0ます。 


助手席足元の収納ネット 



左八ンドル車 

①助手席足元の収納ネット 


トランク内のリ又納ネット 



①トランク内の収納ネット 



① シー トポケット 

フ□ントシートの背面にシートポケッ 
卜①があります。 

A 警告 

シートポケットには、重い物やかたい 
物、ビンや吿、割れやずい物、鋭利な 
形状の物を入れないでください。ま 
た、シートポケットから収納物びは 
み出さないよラにしてください。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事故 
のとさなどに収納物び投げ出されて、 
乗員びけびをずるおそれびあります。 


ielw 
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分割可倒式リアシート* _ 

リアシートのバックレストの左ちいず 
れか一方、または両方を倒すことびで 
さます。 

A 警告 

トランクに重い荷物やかたい荷物を 
積載するとさは、確実に固定してく 
ださい。急ブレーキ時や急な進路変 
要時、事故のとさなどに荷物び投げ 
出されて、乗員びけびをずるおそれ 
びあります。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないで<ださい。お f 
気ガスび車内に入り、意識不日月になつ 
たり、中毒死ずるおそれびあります。 

〇リアシートのバックレストを前方 
に倒した状態でフ□ントシートを後 
方に動かしたり、フ□ントシートの 
バックレストを後方に倒すときは、 
リアシートに当たらないよラに注意 
してください。シートを損傷するお 
それがあります。 

〇 フ□ントシートを大きく後方に動 
かしたり、フ□ントシートのバック 
レストを大きく後方に倒すときは、 
左ちリアシートのへッドレストを取 
り外してください。 

〇 シートを倒す必要のないときは、 
バックレストを起こして□ックして 
ください。 


バックレストを倒ず 

P リアシートのバックレストを前ち 
に倒す前に、リアシートのヘッドレ 
ストが最ち低い位置になっているこ 
と、フ□ントシートび前ちにあり、 
フ□ントシートのバックレストび後 
ちに倒れすざていないことを確認し 
てください。シートや、フ□ントシー 
卜背面のシートポケットの収納物な 
どを損傷するおそれびあります。 

► トランクを開きます（[>83、84ペー 
ジ）。 



► トランク内にある UU —ス八ンドル 
①を引きます。 


バックレストの□ックび解除され 
ます。 

〇 バックレストの□ックを解除した 
とさに、フ□ントシートが後方の位 
置にあるときやバックレストを後方 
に倒しているときは、□ックを解除 
した側のフ□ントシートび自動的に 
前方および上方に移動し、バックレ 
ストび前方に起さ上びります。ただ 
し、運転席シートは、イグニッシヨ 
ン位置び2のとさは移動しません。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



► バックレスト③を前方に倒します。 

►必要であれば、フ□ントシートの位 
置を調整します。 


バックレストを起こず 


►必要であれば、フ□ントシートを前 
ちに移動します。 



►バックレスト③を起こして□ック 
します。 


"バックレストを起こすときは、 
シートベルトを挟み込まないよラに 
ま意してください。シートベルトを 
損傷するおそれがあります。 


A 警告 

バックレストを起こしたときは、バッ 
クレストび確実に□ックされている 
ことを確認してください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物び前ちに投げ出されて、 
乗員びけびをずるおそれびありまず。 

バックレストび確実に□ックされ 
ていないとさは、イグニッシヨン位 
置び2でドアび閉じているとさに、 

7ルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 左（ち） U アバックレスト□ッ 
クされていません" と表示されます。 
再度バックレストを起こして、確実 
に□ックしてください。 

►必要であれば、フ□ントシートの位 
置を調整します。 


荷物の固定 


荷物固定用リング 


A 警告 

荷物固定用 U ングには均等に力びか 
かるよラにしてください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物び投げ出されて、乗員び 
けびをずるおそれびあ0ます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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荷物を固定するとさは、じ(下の点にま 

意してください。 

• 荷物固定用 U ングを使用して、荷物 
を固定してください。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのわの 
です。これらを使用して荷物を固定 
しないで < ださい。 

• 固定用具び荷物のとびった部分や角 
に当たらないよラにしてください。 

• 鋭い角のあるわのは、角の部分に力 
バーをしてください。 

• 荷物固定用 U ングに均等に力びかか 
るよラにしてください。 

• でさるだけすベての荷物固定用リン 
グを使用してください。 

• 荷物固定用 U ングに過大な力がかか 
らないよラにしてください。 

• 固定用具の取扱説明書ちお読み< 
ださい。 



①荷物固定用リング 


バッグフック 


A 警告 

バッグホルダーには軽い荷物のみを 
掛けてください。重い物やとびった 
物、壊れやすい物を掛けないで<だ 
さい。急ブレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに荷物び投げ出 
されて、乗員びけびをするおそれび 
あ0ます。 


U バッグフックには、約 3 kg じ(上の 
荷物を掛けないでください。 



バッグフックを使用ずる 

►タブのを持って、バッグフック③ 
を引さ出します。 


トランクルーム内に6個の荷物固定用 
リングのがあります。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


EASY - PACK コンビニエンスボック 
ス * 


A 警告 

EASY-PACK コンビニエンス ボックス 
には、重量び約 10 kg までの物のみを 
収納してください。また、重量び約 
5 kgl ； i ^ 上の物を収納ずるときは、ボッ 
クスの底面びトランクフ□アボードに 
接するよラにボックス底面を下ろして 
<ださい。 

ボックスには、鋭い角のある物やこわ 
れやずい物を収納しないでください。 
急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物び投げ出されて、 
乗員びけびをするおそれびありまず。 

HEASY - PACK コンビニエンスボッ 
クスを引き出したり収納するとき 
は、ボックスのフレームに物び載つ 
ていないことを確認してください。 
また、上からフレームが押されてい 
ないよラにしてください。ボック 
スを損傷するおそれびあります。 

EASY - PACK コンビニエンスボックス 
は販売店オプションです。詳しくは、 
お買い上げの販売店またはメルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


コンビニエンスボックスを使用ずる 



コンビニエンスボックスを引さ出ず 

►八ンドルのを持って、停止するま 
で後ちにボックスを引さ出します。 


積載面を下げる 

► 荷物の積載面③び好みの高さにな 
り、ボックスび好みの大きさになる 
まで、荷物の積載面③の中央部を 
下方に押し下げます。 

積載面を上ばる 

► ボタン⑤を押します。 

荷物の積載面③がいっぱいまで上 
方に動さます。 

A 警告 

積載面を上げるときは、 EASY-PACK 
コンビニエンスボックスの中やフ 
レームの周囲に手を触れないでくだ 
さい。けびをするおそれびあ0まず 


B 積載面を上げるとさは、 easy - 
pack コンビニエンスボックスの中 
に荷物が入つていないことを確認 
してください。荷物び投げ出され 
て、荷物やトランクルームを損傷す 
るおそれびあります。 


iGlw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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コンビニエンスボックスを収納ずる 

►八ンドルのを持って、停止するま 
で前方にボックスを押し込みます。 


コンビニエンスボックスを取り付ける 



► トランクルーム奥の取り付け穴⑤ 
に、コンビニエンスボックスのの 
アーム③の先端を差し込みます。 



► コンビニエンスボックス①を上方 
に持ち上げ、フック®をトランク 
ルーム上方の取り付け部④にいつ 
ぱいまで差し込みます。 

► ノブ®を停止するまでまわし、確 
実に固定します。 


コンビニエンスボックスを取り外ず 

► ノブ®を取り付けたとさと反対の 
ち向に停止するまでまわします。 

► コンビニエンスボックスのを下方 
に下げ、手前に引いて取り外します。 

©取り外した EASY - PACK コンビニ 
エンスボックスは、棚など平らな場 
所に保管してください。 


トランクフ□アボード下の収納ス 
ぺース _ 

トランクフ□アボード下の収納スペー 
スには、車載工具や応急用スペアタイ 
ヤなどび収納されています。 


トランクフ□アボードを開く 



►フックのを起こして、トランクフ 
□アボードを引さ上げます。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



► トランクフ□アボードを支えなび 
ら、フックのをリアウインドウ下 
側のトランクの縁③にかけます。 


Q トランクフ□アボードのフックを 
U アウインドウ下側のトランクの縁 
にかけたままトランクを閉じないで 
くださし、フックを損傷します。 


ルーフラック 


A 警告 

• ルーフラックを取り付けるとさ 
は、製品に添付されている取扱説 
明書に従ってください。誤った取 
り付けちによってルーフラックび 
脱落ずると、乗員びけびをしたり、 
事故の原因になります。 

• ルーフの最大積載量（約 100 kg ) 
を超えないよラを意してください。 
また、ルーフに荷物を積んでいる 
とさは、車の重位置び変化し、 
走行安定性に影響を与えます。運 
転するとさは十分を意してくだ 
さし、 


A 警告 

ルーフラックを取り付けているとさ 
は、スライディングルーフ*を閉じ 
て<ださい。乗員びけびをするおそ 
れびあ0ます。 

Q 推奨品(外のルーフラックを取り 
付けると車を損傷するおそれびあり 
ます。 

ルーフラックを取り付けるとき、ま 
た、ルーフラックに荷物を積んだと 
さは下記に注意してください。車を 
損傷するおそれびあります。 

• スライディングルーフ*をチル 
トアップしたとさに接触しなし^ 
こと 

• ルーフ後部のアンテナに接触し 
ないこと 

• トランクを開いたとさに接触し 
ないこと 

〇 ルーフラックは Daimler AG の推 
奨品の使用をお勧めします。詳しく 
はメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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►カバーのを矢印の方向に開さます。 


内部にルーフラックを装着するマ 
ウント部びあります。 

ルーフラックの装着方法について 
は、製品に添付されている取扱説明 
書をお読みください。 

〇カバーを開くときは、金属製の 
物やかたい物を使用しないで<だ 
さい。 カバーや ルーフを 損傷するお 
それびあります。 



A 警告 

• 走行中はカップホルダーを使用し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
にカップホルダーに置いた容器び 
投:げ出されて、乗員び火傷をずる 
おそれびあ0まず。 

• カップ ホルダーの サイズに合った 
フタ付さの容器を使用してくだ 
さい。また、乂傷防止のため、熱い 
飲み物び入った容器を置かないで 
<ださい。 

〇カップホルダーに飲み物を置くと 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないよラに注意してください。 

スイッチや電装品などを損傷した 
り、ショートして発乂するおそれが 
あります。 

センターコンソールのカップホルダー 
(CLS 350 / CLS 550) 



①カップホルダー 
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室内装備 


センターコンソールのカツプホルダー 
(CLS 63 AMG ) 



①カツプホルダー 
③カバー 


カ ッ プホルダーのカバーを開< 
►カバー③を前方にスライドさせ 
ます。 

〇 カップホルダーを清掃するとさ 
は、カップホルダーのラバーマッ 
卜を矢印の方向に取りがしてくだ 
さい。清掃するとさは、清潔なめる 
ま湯のみを使用してください。 


リアシートのカツプホルター 



カツプホルダーのカバーを開く 

►カバーのを前方にスライドさせ 
ます。 


カップホルダーを取り外ず 

► ノブ③を左側にスライドさせます。 

► カップホルダー⑤を取り外します。 

〇 取り外したカップホルダーを清 
掃するとさは、清潔なめるま湯のみ 
を使用してください。 

カップホ J レダーを取り付ける 

►カップホルダー⑤を元の位置に取 
り付けます。 

► ノブ③をち側にスライドさせて 
□ックします。 

U アアームレストのカップホルダー 

H 引さ出したアームレストの上に 
座ったり、体重をかけないでくだ 
さい。アームレストを損傷するおそ 
れがあります。 

H アームレストを元の位置に戻す前 
に、カップホルダーを収納してくだ 
さい。カップホルダーやシートなど 
を損傷するおそれびあります。 



カツプホルダーを使用ずる 

► リアアームレストを引き出して、ル 
物入れのカバーを開さます(>243 
ぺージ）。 
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► □ック解除ボタンのを押します。 

カップホルダー③が前方に展開 
します。 

〇 カップホルダーを使用していると 
きも、アームレストのカバーを閉じ 
ることびでさます。 

カップホルダーをリ又納ずる 

► リアアームレストの小物入れの力 
パーを開さます。 

► カップホルダー③を元の位置に戻 
して□ックします。 


A 警告 

ボトルホルダーには、鋭利な形状や 
割れやずい容器、重いボトルなどを 
収納しないでください。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさな 
どにボトルび投げ出されて、乗員び 
けびをずるおそれびあ0まず。 

H ボトルホルダーは、ボトルを完全 
に固定することはできません。 

U ボトルホルダーに約 0.5 kg (上の 
ボトルを収納するとさは、ボトルび 
フ□アの上に置かれていることを確 
認してください。ボトルホルダーを 
損傷するおそれびあります。 



左八ンドル車 


ボトルホルダーを使用ずる 

►ボトルホルダー固定部のを押しな 
がら、後方にスライドさせます。 

►ボトル ホルダーに ボトルを収納し 
ます。 

►ボトルホルダー固定部のを前方に 
スライドさせて、ボトルを固定し 
ます。 

〇 ボトルの形状によっては、ボトル 
ホルダーに収納でさない場合びあり 
ます。 


サンバイザー 


A 警告 

走行中はバニテイミラーカバーを開 
じてください。眩惑により事故を起 
こずおそれびあ0まず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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①照明 
③フック 
③クリップ 
® バニテイミラー 
⑤バニテイミラーカバー 

前方か S のにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

ノ V 'ニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げます。 

►バニテイミラーカバー⑤を上方に 
開さます。 

照明のび点なします。 

使用後はノ（ニテイミラーカノ（一を開 
じます。 

〇 照明のはサンバイヴーびフック 
にかかっているとさに点灯します。 

横方向からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 



► サンバイヴー®をフック③から 
外します。 


► サンバイヴーを横にまわします。 

B サンバイヴーを横にまわすとさ 
は、バニティミラーカバーを閉じて 
ください。バニティミラーカバーや 
ルーフ内張りを損傷するおそれびあ 
ります。 



イグニツシヨン位置び1か2のとさ 
に作動させることびでさます。 


を跋 e 恒冊 
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ブラインドを展開ずる 

► 電動ブラインドスイッチのを押し 
ます。 

ブラインドび自動で展開します。 

展開中に再度スイッチを押すと、ブ 
ラインドび自動で格納します。 

ブラインドを格納ずる 

► 電動ブラインドスイッチのを押し 
ます。 

ブラインドが自動で格納します。 

格納中に再度スイッチを押すと、ブ 
ラインドび自動で展開します。 

D ブラインドの作動範囲に、物を置 
かないで<ださい。ブラインドや物 
を損傷するおそれがあります。 

〇 U アウインドウにアクセサリーな 
どを装着しないでください。ブライ 
ンドを作動させたとさにブラインド 
やアクセサリーなどを損傷するおそ 
れびあります。 


J 义皿 _ 

〇 灰皿を取り外したスペースをル 
物入れとして使用することがでさ 
ます。 

〇灰皿下部のスペースには耐熱性び 
ありません。乂がついたたばこを灰 
皿に置<前に、灰皿び確実に取り付 
けられていることを確認してくだ 
さい。灰皿下部のスペースを損傷す 
るおそれびあります。 

H 吸いびらやマッチの乂は確実に消 
して、使用後はカバーを閉じてくだ 
さし、。 


Q 紙<ずなどの燃えやすい物は入れ 
ないで <ださい。 

フ□ントのの皿 （CLS 350 / CLS 
550) 



灰皿のカバーを開く 

► カバーのをいっぱいまで前ちに押 
します。 

灰皿のカバーを閉じる 

► カバーのを前ちに押してから手を 
放します。 

カバーび自動的にスライドして閉じ 
ます。 

灰皿を取り外ず 

► 灰皿③の両脇をつまみ、矢印③の 
方向に引さ上げます。 

灰皿を取り付ける 

►灰皿⑤を元の位置に合わせ、押し 
乂^みます。 


B 義6恒冊 
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フ□ントのの皿 （ CLS 63 AMG ) 



灰皿のカバーを開く 

► カバーのを押します。 

カバーが開さます。 

の皿を取り外ず 

► 灰皿③を矢印の方向に前方にスラ 
イドさせます。 

► 灰皿③を取り外します。 

の皿を取り付ける 

►灰皿③を元の位置に合わせて、押 
し込みます。 

► 灰皿③を取り外します。 

灰皿のカバーを閉じる 

► カバーのを押して閉じます。 


リアのの皿 



灰皿のカバーを開く 

►カバー③を前ちにスライドさせ 
ます。 

灰皿のカバーを閉じる 

►カバー③を後方にスライドさせ 
ます。 

灰皿を取り外ず 

► 灰皿のを取り出します。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿のを元の位置に合わせ、□ッ 
クするまで押し込みます。 


ライター _ 

A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと火傷をず 
るおそれびあ0まず。 

安全のため、子供を乗車させるとさ 
はライターを抜さ取ってください。 


B を跋 e 恒冊 
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H ライターを使用するときは、じ^ 
下の点に注意してください。ライ 
ターを損傷したり、乂災び発生す 
るおそれびあります。 

• ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないでください。 

• 赤熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。 

• ライターを改造したり、純正品 
じ(外のライターを使用しないで 
ください。 

n ライターび戻らなくなったとき 
は、イグニッシヨン位置を0にす 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いて、メルセデス • ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

〇アクセヴ U —電源としてライター 
ソケットを使用するときは、純正 
アクセヴ U — だけを使用してくだ 
さい。 

CLS 350 / CLS 550 _ 


ライターを使用ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 



► フ□ントの灰皿のカバーのをいつ 
ぱいまで前ちに押します。 


► ライター③を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻ります。 

► ライター③を引き抜きます。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻します。 

CLS 63 AMG 


ライターを使用ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 



► カバーのを押します。 


► ライター③を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻ります。 

► ライター③を引き抜きます。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻します。 


B 義 G 9 恒冊 
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12 V 電リ京ソケット _ 

イグニッション位置が1 け2のとを 

に使用でさます。 

B 必ず DC 12 V 、 最大消費電流 15 A 
(下（最大消費電力 180 Wii (下） 
の規格に合った電気製品を使用して 
ください。 

規格外の電気製品を使用すると、 
ヒューズび切れたり、乂災び発生す 
るおそれびあります。 

H 12 V 電源ソケットにライターを差 
し込まないでください。 

〇ソケット内に指などを入れないでく 
ださい。感電するおそれびあります。 

B エンジンがかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テリーがあびるおそれびあります。 

H 12 V 電源ソケットを使用しないと 
さはカバーを閉じてください。異物 
が入ったり、水びかかると故障や 
ショートの原因になります。 

〇 バッテ U —電圧が低下したとさ 
は、エンジン始動のための電力を確 
保するため、 12 V 電源ソケットは 
自動的に作動を停止します。 


フ□ントアームレストのル物入れ巧の 
12 V 電源ソケット 



► フ□ントアームレストのル物入れを 
開きます（>242ぺージ)。 

►12 V 電源ソケットのカバーのを開 
さます。 


リアの 12 V 電源ソケット 



► カバー③を前方にスライドさせて 
開さます。 


►12 V 電源ソケットのカバーのを開 
さます。 


を跋6恒冊 
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時計 _ 

時計の時刻は、 COMAND システムの 
時刻に連動します。 

時刻を調整するとさは、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧ください。 


アシストグリップ _ 

各ドアウインドウの上ちにアシストグ 
U ップびあります。コーナリング時の 
姿勢保持などに使用します。 

U アのアシストグリップには、コート 
フックが装備されています。 

A 警告 

SRS ウインドウバッグの作動を妨げ 
たり、作動時に物び飛んで乗員びけ 
びをずるおそれびありますので、！; 
下の点にを意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーや 
アクセヴ U —など物をかけない 
で < ださい。 

• コートフックには軽く柔らかい衣 
服!;^外の物をかけないでください。 

• コートフックを使用ずるとさは、 
八ンガーなどを使用せず、衣服を 
直接かけてください。 


P アシストグリップにぶらさびった 
り、必要(上の大さな荷重をかけ 
ないでください。アシストグリップ 
を損傷するおそれびあります。 

H 運転者は運転中にアシストグリッ 
プを使用しないでください。 

H コートフックを使用するとさは、 
衣服が運転者の視界の妨げになら 
ないよラに注意してください。 



A 警告 

• 運転席のフ□アマットを使用ず 
るとさは、ペダルとの間に十分な 
空間びあり、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

• 運転席のフ□アマットは、フ□ア 
の凸部③とフ□アマットの凹部① 
で確実に固定してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットび滑ったり、ペダル 
操作を妨げるおそれびあります。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 


B 義6恒冊 
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運輯席のフ□アマットを取り付ける 

► 運転席シートを後方に動かします。 
► フ□アマットを敷きます。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部③にはめ込みます。 

運輯席のフ□アマットを取り外ず 

► フ□アの凸部③からフ□アマット 
を取り外します。 


B を跋 e 恒冊 
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慣 S し運転 


慣らし運輯 


A 警告 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離び数百 km を超えるまでは 
制動性能を完全には発揮でさません。 
この期間は、必要に応じてブレーキ 
ペダルをかし強めに踏んでください。 
また、ブレーキパッドやブレーキディ 
スクの交換を行なったとさを同様 
です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

び馴染むまで「慣らし運転」すること 

をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することびでさます。 

最初の1,500 km までは(下の注意事 

項を守ってください。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,000回転のとさは約 
4,000回転）を超えないよラに運転 
してください。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつわ一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と走行速度を変 
えて < ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けてください。 

• ギアレンジ位置面互、尼君、垣五お 
よび1〜3速のギアは山道などを 
低速で走行するとさだけに使用して 
ください。 


走行距離び1,500 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
てください。 

• CLS 63 AMG は、(下のを意事項 
を守って < ださい。 

◊走行速度び1 40 km / h を超えない 
よラにしてください。 

《公道を走行ずる際は、必ず法定速度や 
制限速度を遵守してください。 

◊エンジン 回転数が4,500回転を 
超えた状態で長時間走行しない 
で < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の交換を行 
なったとさわ、慣らし運転を行なっ 
てください。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的に低いギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数び上びって素早< 
加速します。これをキックダウン 
といいます。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵抗を利用し 
た減速をエンジンブレーキといい 
ます。低いギアのとさほど効さが 
強くなります。 


I 
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リアディファレンシャル□ック * 
装備車 _ 

U アディファレンシャル□ック装備車 
には、セルフ□ッキング式のディファ 
レンシャルび U アアクスルに装備され 
ています。 

U アアクスルのディファレンシャル 
を保護するために、リアアクスルの 
ディファレンシャルオイルは、新車 
時から約3,000 km 走行後を目安に、 
じ(降は約50,000 km または3年ごと 
に交換してください。 

これにより、より長い期間リアアクス 
ルのディファレンシャルを正常な状態 
に保つことびでさます。オイル交換に 
ついてはメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 



A 警告 

給油するとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いびするとさ 
は、決して火気をお付けないでくだ 
さい。火災び発生するおそれびあり 
まず。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火を近付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油ずる前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

肌や衣服に燃斜び付着しないよラに 
を意してください。燃料び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれびあります。 


B 三養接〇が田 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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燃料の給油 



①燃料給油フラップ 
③ ホルダー 

③ タイヤ空気圧ラベル 

④ 使用燃料ラベル 

燃料給油フラップは、 U モコン操作ま 
たはキーレスゴー操作での解錠/施 
錠に連動して解錠/施錠されます。 

燃料給油口は車両のち側後ちにあり 
ます。メーターパネル内に、給油□の 
位置を示す [ W ] が表示されています。 

給油□を開いて給油ずる 


► イグニッション位置を0にするか、 
エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいるとさは、エンジンスイッチ 
からキーを抜さます。 

► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押します。 

燃料給油フラップのが少し開さ 
ます。 

► 燃料給油フラップのを開さます。 

► キャップを反時計回りに少しゆるめ 
て、タンク内の圧力を抜さます。 

圧力が抜けたら、さらに反時計回り 
にまわして取り外します。 

►がしたキヤップを燃料給油フラッ 
プ①の裏側にあるホルダー③に 
置さます。 


► 給油を開始します。 

給油ノズ j レび最初に自動停止した時 
点で給油を停止してください。 

H 給油が自動的に停止したら、それ 
liLb は給油しないでください。燃料 
漏れのおそれや、エンジンが不調 
になったり停止するおそれがあり 
ます。 

給油□を閉じる 


►キャップを燃料給油口に合わせ、時 

計回りにいっぱいまでまわします。 

► 燃料給油フラップ①を開じます。 

H 燃料を給油するとさは、(下の点 

にま意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用してください。有鉛ガソ 
リンや粗悪なガソリン、指定 
がの燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用すると、エ 
ンジンなどを損傷するおそれび 
あります。 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認されている製品のみを使用 
してください。故障の原因にな 
ります。 

•軽油を燃料に使用したり、無鉛 
プレミアムガソリンに湿ぜて使 
用しないでください。少量を湿 
ぜただけでもエンジンなどを損 
傷するおそれびあります。また、 
このよラな場合は保証の適用外 
になります。 


I 
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• 誤って軽油を給油してしまった 
場合は、決してエンジンを始動 
しないで < ださい。軽油び燃料 
系部品全体にまわるおそれびあ 
ります。誤って給油した場合は 
メルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場に連絡し、燃料タンクや 
燃料系部品の洗浄を行なって< 
ださい。 

• 目的地まで余裕をわって走れる 
よラに、十分な量を給油してく 
ださい。 

•燃料給油口には、純正品(外 
のキャップを使用しないでく 
ださい。 

H セルフ式のガソリンスタンドな 

どで給油するとさは必ず(下の点 

を守り、ち全に十分注意して作業 

を行なってくださし^。 

•エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じてくだ 
さい。 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をする人(がは燃料給 
油口に近付かないでください。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂巧で燃料に引乂し 
たり、乂傷をするおそれがあり 
ます。 

• 作業中は車内に戻らないでくだ 
さい。帯電するおそれびあります。 


• キャップの取り外し/取り付けは 
確実に行ない、乂気を近付けない 
よラにしてください。 

• 燃料び塗装面に付着しないよラ 
にを意してください。塗装面を 
損傷するおそれびあります。 

• 給油ノズルは給油口の奥まで確 
実に差し込んでください。 

•給油び自動的に停止したら、そ 
れ liLb は給油しないでください。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
び不調になったり停止するおそ 
れびあります。 

•手動で給油しているとさは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料が吹さこぼれる 
おそれびあります。 

• ガソリンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守してくだ 
さし、 

〇 車を施錠する前に燃料給油フラッ 
プを閉じてください。施錠後に燃料 
給油フラップを閉じよラとしても、 
□ックピンにより、燃料給油フラッ 
プび閉じな< なります。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル③び貼付してあり 
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については0279ぺージ）をご覧 
ください。 

〇 リモコン操作やキーレスゴー操作 
で燃料給油フラップび解錠されない 
とさは、手動で解錠でさます(>338 
ぺージ）。 


B 三弦 Q 接09が田 
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エンジン ルーム 


エンジン ルーム 


ボンネッ 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ く一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜び開いて視界び遮られ、事故を起 
こすおそれびあ0ます。 


A 警告 

エンジンスイツチからキーを抜し^ 
ているとさやイグニツション位置び0 
のとさを、冷却水の温度び高いとさ 
はエンジンフアンなどび自動的に回 
転ずることびあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物を近 
付けないでください。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙び見えたとさ 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。火傷をするおそれびありまず。 

A 警告 

エンジンび停止していてち、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分びありまず。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度び下びっ 
ていることを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンびかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置び2のとさは、エンジンルー 
ム内には手を触れないでください。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分びあり、それらに触れ 
ると非常に危険でず。 


ボンネットを開く 


A 警告 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜くか、イグニッ 
シヨン位置を0にして、ワイパーの 
スイッチび停止の位置になっている 
ことを確認してください （> 123ぺ一 
ジ）。ボンネットを開いているとさに 
ワイパーび作動すると、けびをした 
り、車やワイパーを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

H ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損 
傷するおそれびあります。 

〇強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットび不 
意に下びることびあります。風の 
強い曰は十分に注意してください。 

また、ボンネットに雪び積もってい 
るときも同様に注意してください。 
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左八ンドル車 


► エンジンスイッチからキーを抜くか 
イグニッシヨン位置び0になってい 
て、ワイパーのスイッチが停止の 
位置になっていることを確認します 
(>123ぺージ)。 

► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
ノく一©を手前に弓 I さます。 

〇 ワイパーび作動しているとさにボ 
ンネットの□ックを解除すると、ワ 
イノ v ° —の作動び停止します。 



► ボンネットの裏側にある□ック解除 
ノブ③を矢印の方向に上げなびら 
ボンネットを開さます。 

約 40 cm までボンネットを上げる 
と、ボンネットはガスダンパーによ 
り自動的に上がり、開いたままにな 
ります。 


ボンネットを閉じる 


A 警告 

走行前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットび開いて視界び 
遮られ、事故を起こすおそれびあり 
まず。 


A 警告 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分を意してく 
ださい。 

H エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜やエンジンルーム内の機器類など 
を損傷するおそれびあります。 

►ボンネットを引さ下げ、グ U ル上部 
から約 20 cm 〜 30 cm の位置から 
手で押し下げて閉じます。 

► ボンネットび確実に閉じていること 
を確認します。 

完全に閉じなかったときは、もラー 
度ボンネットを開き、同じ方法で少 
し強めに閉じます。 
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エンジン ルーム 


エンジン ルーム 


A 警告 

• イグ ニッシ ョンシステムおよびバ 
イキセノンへッドランプのバルブ 
ソケットや配線に手を触れないで 
<ださい。高電圧び発生している 
ため、感電ずるおそれびありまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさやイグニッション位置 
び0のとさを、冷却水の温度び高い 
とさはエンジンフアンなどび自動 
的に回転することびあります。ェ 
ンジンフアンなどの回転部には身 
体や物を近付けないで<ださい。 


CLS 350 



左八ンドル車 


CLS 550 



左八ンドル車 


① 

エンジンオイルレベルゲージ 

③ 

ブレーキ液 U ヴーブタンク 

③ 

ウォッシャー液リヴーブタンク 

@ 

エンジンオイルフィラー 
キャップ 

⑤ 

冷却水リヴーブタンク 


※ち八ンドル車の@は左ち対称の位置にあり 
ます。 


① 

エンジンオイルレベルゲージ 

③ 

ブレーキ液 U ヴーブタンク 

⑤ 

ウォッシャー液 U ヴーブタンク 

④ 

エンジンオイルフィラー 
キャップ 

⑤ 

冷却水 U ヴーブタンク 


※ち八ンドル車の©は左ち対称の位置にあり 
ます。 
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CLS 63 AMG 



のエンジンオイルレベルゲージ 

③ブレーキ液 U ヴーブタンク 

③ウォッシャー液 U ヴーブタンク 

^ エンジンオイルフィラー 
® キャップ 

® 冷却水リヴーブタンク 

エンジンルーム内の手入れ 


手作業でおいて<ださい。乂傷や感電 
に注意してください。 

エンジンルームには多くの電気装備が 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、スチーム洗浄をしないで<だ 
さし、。 

9 環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 
の油脂類やフルード類の交換および 
廃棄は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で行なつてください。 


エンジンオイ J レ _ 

D エンジンオイルの添加剤は、純正 
品または承認されている製品のみを 
使用してください。エンジンを損傷す 
るおそれびあります。故障び発生し 
たとさは、保証の適用がになります。 

H エンジンオイルは使用している間 
に汚れたり劣化するだけでな<、消 
費され減少します。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
てください。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイルの 
消費量は多少増加することがあり 
ます。また、頻繁にエンジン回転数 
を上げて走行すると、エンジンオイ 
ル消費量は増加します。 

エンジンオイル量を,点検ずる 

エンジンオイル量を点検するときは、 

じ(下の点にま意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンが温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分じ(上 
経過してし、る 



CLS 350 


〇 車種や仕様により、エンジンオ 
イルレべルゲージの形状び異なり 
ます。 
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エンジン ルーム 


► エンジンオイルレベルゲージのを 
抜さ取り、されいにおいていっぱい 
まで差し込みます。 

► エンジンオイルレベルゲージを抜 
さ取り、付着したエンジンオイル 
量を点検します。 

エンジンオイル量はエンジンオイル 
レベルゲージの上限③と下限⑤の 
間にあれば正常です。 

► エンジンオイルレベルゲージを元の 
位置に差し込みます。 

► エンジンオイルび下限じ(下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 

P マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにエンジンオイル量に関する故 
障/警告メッセージが表示された 
ときは瓜315ページ）をご覧く 
ださい。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 


エンジンオイルを補給ずる 


限と下限の間は、 
トルです。 


約 1.5 〜2リツ 



ち:与ぶ 


エンジンオイルフィラーキャップの例 

► エンジンオイルフィラーキャップ 
のを反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを補給します。 

ち全に十分注意して、作業を行なっ 
てください。 

► エンジンオイルフィラーキャップ① 
を補給口に合わせ、時計回りにいっ 
ぱいまでまわして取り付けます。 

B エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべ j レゲージの上限を超えている 
とさは、エンジンオイルを抜いてく 
ださい。エンジンや触媒を損傷す 
るおそれびあります。 


A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム内に 
こぼさないで<ださい。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着ずると、発火 
して火傷をするおそれびあります。 


9 環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないでくだ 
さい。 
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エンジンオイルの交換時期 


エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換するこ 
とをお勧めします。交換時期はメンテ 
ナンスインジケーターを目安として 
ください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳しくはメルセデス • 
ベンツ指定ヴービスエ場におたずね< 
ださい。 

Q 必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障が発生した場 
合は、保証び適用されないことがあ 
ります。 

〇種類の異なるエンジンオイルを混 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性が発揮されません。 

H エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全になさ取っ 
てください。 

Q エンジンオイル量が多すざると故 
障の原因になります。 

P エンジンオイルの減りかたび著 
しいとさは、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場におたずね<ださい。 


オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランスミッションオ 
イルのオイル量を点検する必要はあり 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
ミッションの作動に異常を感じたとき 
は、メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

P オートマチックトランスミッショ 
ンオイルの交換については別冊「整 
備手帳」をご覧ください。 

H オートマチックトランスミツ 
シヨンオイルは専用品のみを使用 
してください。 


冷却水 


A 警告 

水温び少しでも高いとさは、絶対に U 
ヴーブタンクのキャップを開かない 
で<ださい。高温の蒸気や熱湯び吹 
さ出して、火傷をするおそれびあり 
す 0 


A 警告 

不凍液をエンジンルームにこぼさ 
ないでください。熱くなったエンジ 
ンに不凍液び付着ずると、発火して 
火傷をするおそれびありまず。 

〇冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 


B 三養接09が田 









272 


エンジン ルーム 


冷却水の量を点検ずる 


冷却水の量の点検は、水平な場所に停 
車していて、エンジンび十分に冷え 
ているとさに行ないます。 

► イグニッション位置を2にします。 

► メーターパネルのエンジン冷却水温 
度計で冷却水の温度が冷えているこ 
とを確認します。 

► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 



► U ヴーブタンク③のキヤップのを 
反時計回りにゆっくり約1回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 


►圧力び抜けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取りがします。 

► 冷却水の液面が U ヴーブタンク③ 
内のマーカー③に達していれば適 
量です。 

〇 水温び高いとさは約 15 mm ほど 
液面び高くなります。 

► キャップのを確実に閉じます。 


冷却水を補給ずる 


冷却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給します。 

► 冷却水び冷えていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンク③のキャップのを 
反時計回りにゆっくり約1回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 

►圧力び抜けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取りがします。 

► 液面の高さにを意して冷却水を補給 
します。 

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最低気温）によっ 
て濃度を変えます（1>378ページ）。 

► キャップのを確実に閉じます。 

冷却水の交換時期 


冷却水は時間の経過ととわに劣化し 
ますので、整備手帳に従い定期的に交 
換してください。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇冷却水には必ず不凍液を湿ぜてく 
ださい。不凍液には防鐘の効果わあ 
ります。 

D 指定(外の不凍液や不適当な水を 
使用しないでください。鐘や腐食な 
どの原因になります。 

D 不凍液は塗装面を損傷させます。 
ボディに付着したとさは、すみやか 
に水で洗い流してください。 
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〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに冷却水に関する故障/警告メッ 
セージ（1>314ページ）が表示され 
たときは、才ーバーヒートしてエン 
ジンを損傷するおそれびあります。 
ただちにち全な場所に停車し、メル 
セデス-ベンツ指定ヴービスエ場で 
点検を受けてください。 

才ーバーヒートしたとさ 


才ーバーヒートしたときの症状 

• 冷却水温度が約 i 2 crcii (上を示し 
ている。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に冷却水に関する故障/警告メッ 
セージが表示される。 

• エンジンルームから蒸気び出ている。 

A 警告 

エンジンルームから蒸気び出ている 
とさや;令却水び吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体び発火して火災び発生する 
おそれびあ0ます。 


A 警告 

水温び下びるまで、絶対にボンネッ 
卜や U ヴーブタンクのキャップを開 
かないで<ださい。高温の蒸気や熱湯 
び吹さ出して火傷をずるおそれびあり 
ます。 

B マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに、冷却水に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(^31 4ページ）をご覧ください。 


H 才ーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水び吹さ出している状 
態でェンジンをかけたままにする 
と、ェンジンを損傷するおそれび 
あります。 

H オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 

オーバーヒートしたときは、じ(下のよ 

ラに処置してください。 

► ただちにち全な場所に停車します。 

► ェンジンをアイド U ング状態で冷却 
します。 

ラジェターの冷却ファンび停止し 
ているとさや、冷却水び吹さ出し 
ているとさは、ェンジンを停止し 
て冷却してください。 

►ェンジンび十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
ファンなどを点検します。 

► 冷却水び不足しているとさは補給し 
ます0272ぺージ）。 
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エンジン ルーム 


ブレーキ液 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告メッ 
セージび表 TJX されたり（1>311ぺ一 
ジ）、ブレーキ警告巧028 7ページ） 
び点灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないでください。補給 
によって故障び解消することはあり 
ません。 

安全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ 指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 


A 警告 

必ず指定のブレーキ液を使用して < だ 
さい。指定!;^外のブレーキ液を使用し 
たり、他の銘柄を混ぜると、ブレーキ 
の効さ具合やブレーキシステムに悪影 
響を与え、安全なブレーキ操作びでさ 
な < なるおそれびあ0ます。 


A 警告 

ブレーキ液の補給は、エンジンび冷 
えてから行なってください。また、 
レベルインジケーターの上限を超え 
ないよラに補給してください。あふ 
れたブレーキ液びエンジンや排気系 
部品などに付着ずると、発火して乂 
傷をしたり、火災び発生ずるおそれ 
びあります。 

H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(^311 ページ）をご覧ください。 



左八ンドル車 


ブレーキ液の量を点検ずる 

►ブレーキ液の液面が、ブレーキ液 
リヴーブタンクののレベルイン 
ジケーター上限 ( MAX ) ③と下限 
( MIN ) ⑤の間にあれば正常です。 

《ち八ンドル車のブレーキ液リヴーブタン 
ク①は、エンジンルームに向かって左側 
にありまず。 

ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス.ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。詳 
しくはメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 

〇ブレーキ液の減りかたび著しいと 
きは、ただちにメルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

H ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場で 
行なってくださし、 

〇補給のとさは、ゴミや水びリヴー 
ブタンクの中に入らないよラにして 
ください。たとえルさなゴミでも、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
ります。 
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〇レベルインジケーターの上限を超 
えて補給すると、ブレーキ液び走行 
中に漏れて塗装面を損傷するおそれ 
びあります。ボディに付着したとさ 
は、すみやかに水で洗い流してくだ 
さし、。 

H ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化します。 
劣化した状態で使用すると、苛酷な 
条件下ではベーノ v - n ックび発生す 
るおそれがあります。 

〇 ベーパー□ック：長い下り坂や急 

な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰 
してブレーキパイプ内に気泡が発 
生し、ブレーキペダルを踏んでち 
圧力が伝わらず、ブレーキび効か 
なくなる現象のことです。 


ウオツシヤー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性でず。火気を 
近付けたり、近くで喫煙をしないで 
ください。また、エンジンび熱くなつ 
ているとさは補給しないでください。 

〇 ウインドウウォッシャー液とへッ 
ドランプウォッシャー液の U ヴーブ 
タンクは共用です。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用の 
2種類があります。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、冬用には凍 
結温度を下げる効果があります。 


ウオッシヤー液を補給ずる 



► リヴーブタンクに補給する前に、別 
の容器でウオッシヤー液と水を適正 
な湿合比に混ぜます。 


►ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップのを開さます。 

► ウォッシャー液を補給します。 

► キャップのを取り付けます。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水に湿ぜ 

て使用します。 

H 粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあります。 

Q ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびあります。 

P ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を湿ぜないでください。液量 
のセンサーを損傷するおそれびあり 
ます。 
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タイヤとホイール 


P へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。純正じ(がのウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷するおそ 
れびあります。 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関する故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(0320 ページ）をご覧ください。 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


安全に関ずるま意 


A 警告 

純正品および承認されている製品!;^ 
外のタイヤやホイールを装着したり、 
タイヤやホイールを正しく装着し 
ないと、車両の安全性を損なラおそ 
れびあ0ます。 

ブレーキシステムやホイールを改造し 
ないでください。また、スペーヴーや 
ダストシールドを使用しないでくだ 
さい。保証の適用がになります。 


走行時の注意 _ 

• 走行してし^るとさは、振動や騒音、 
ステアリングが片方向にとられるな 
どの不自然なステア U ングの動さに 
を意してください。ホイールや夕 
イヤが損傷しているおそれびあり 
ます。タイヤやホイールの損傷が疑 
われるとさは、ただちにち全な場所 
に停車して、タイヤとホイールを点 
検してください。目に見えないタイ 
ヤやホイールの損傷わ、不自然な 
ステアリングの動さの原因になり 
ます。 

異常び見つからないとさわ、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 
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• 駐車時は、タイヤやホイールが縁石 
や障害物に接触しないよラにしてく 
ださい。 

縁石などを乗り越える必要びあると 
さは、走行速度を落とし、縁石に対 
してタイヤをでさるだけ直角にして 
ください。タイヤを損傷するおそれ 
びあります。 


タイヤの点検 


タイヤを点検ずる 

► タイヤ空気圧ゲージを使用するか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
備手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検します。 

►タイヤに大さな傷がないこと、くざ 
や石などがささったり、かみ込ん 
でいないことを点検します。 

►タイヤが偏摩耗を起こしたり、極端 
にすり減っていないことを点検し 
ます。ス U ップヴイン（別冊「整備 
手帳」参照）び出ているとさは、新 
しいタイヤに交換します。 

• タイヤの溝の深さや接地面の状態は 
定期的に点検してください。必要 
であれば、タイヤを左側またはち側 
にいっぱいに切った状態でタイヤの 
内側わ点検してください。 

• ほこりや水分の浸入を防ざバルブを 
保護するため、ホイールバルブの 
キヤップを必ず装着してください。 
また、市販のタイヤ空気圧計測装 
置をホイールバルブに装着するな 
ど、純正品または承認されたバルブ 
キヤップ m 外のちのをホイールバル 
ブに装着しないでください。 


• 応急用スペアタイヤち含め、タイヤ 
の空気圧は定期的に点検してくだ 
さい。 

• タイヤに空気を入れても、すぐに空 
気圧び低下するとさは、パンクやホ 
イールの損傷、タイヤバルブからの 
空気漏れなどのおそれびあります。 
ただちにメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 


タイヤトレッド 


A 警告 

下の点にを意してください。 

• タイヤの摩耗には十分にを意し、 
ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び現われたら、ずみやかに 
に交換してください。タイヤの溝 
の深さび約 3 mm 下になると著 
しく滑りやずくなり、事故につな 
びるおそれびあ0ます。 

• ウインタータイヤの溝の深さび約 
4 mm 下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 

• タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの溝の深さや接地面 
の状態は定期的に点検してくだ 
さい。必要であれば、タイヤを片 
ち向に向けて、タイヤの内側を点 
検してください。 
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タイヤとホイール 


タイヤの選択、装着と交換 _ 

• 装着するタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とち同じ銘柄のわ 
のにして < ださい。 

• 新品のタイヤを装着したとさは、走 
行距離び約 100 km を超えるまでは 
速度を控えて運転することをお勧め 
します。 

• トレッドびひどく摩耗したタイヤで 
は、濡れた路面を走行しないで<だ 
さい。タイヤのグ U ップび著しく低 
下し、八イド□プレーニング現象を 
起こすおそれがあります。 

• 摩耗具合にかかわらず、6年(上経 
過したタイヤは新品のタイヤと交換 
してください。 

応急用スペアタイヤち同様に交換し 
てください。 

• 純正品または承認されている製品 
がのタイヤやホイールを装着する 
と、車両操縦性や□ー ドノイズ、燃 
料消費などに悪影響をおよぼすおそ 
れがあります。また、乗車人数や荷 
物び増えた場合などには、タイヤや 
ホイールと車体などが接触して、夕 
イヤや車体を損傷するおそれびあり 
ます。 

• 再生タイヤを装着した場合、安全性 
の保証はでさません。 

• 純正品または承認されている製品 
外のタイヤやホイールを装着する 
と、道路運送車両法違反になること 
があります。 

• 前後同サイズのタイヤ/ホイール 
び指定されている車種は、2本だけ 
新品のタイヤを装着するとさは、前 
輪に装着してください。 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとさや外気温 
度び約7にじ(下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めします。 

このよラな状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着することで、 ABS や ESP ⑩な 
どの効果が発揮されます。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とわ同じ銘柄のわの 
にしてください。 

ウィンタータイヤを装着したとさは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

A 警告 

ウィンタータイヤの溝の深さび約 
4 mm 下になったとさは、必ず新品 
と交換してください。十分なグ U ッ 
プを発揮でさず、雪道や凍結路の走 
行に適さなくなりまず。これにより、 
車両のコント□ールを失い、事故の 
原因になります。 


A 警告 

ウィンタータイヤの装着時に、応急 
用スペアタイヤを装着すると、車両 
操縦性や走行安定性、制動性能び大 
さく低下ずるのでを意してください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、で 
さるだけ早くウィンタータイヤに戻 
して < ださい。 

H ウィンタータイヤを装着していて 
わ、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 
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〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずねください。 


ウィンタータイヤでち走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

スノーチェーンは、 Daimler AG の指 

定品を使用してください。取り扱いに 

つし"'ては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説明書に従ってください。 

スノーチェーンを装着するときは、じ ( 

下のことに注意してください。 

• 車種や仕様により、標準タイヤ、ホ 
イールにスノーチェーンを装着で 
さない場合があります。詳しくは 
(^380 ページ）をご覧ください。 

• 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

• スノーチェーンは必ず後輪に装着し 
てください。前輪に装着すると、ボ 
ディやフェンダーの内側またはヴス 
ペンションなどに接触して、タイ 
ヤや車体を損傷するおそれびあり 
ます。 

• AIR マティックサスペンション装備 
車にスノーチェーンを装着したとさ 
は、車高を上げて走行してください。 

• スノーチェーン装着時は約 50 km / 
h (下の速度で走行してください。 

• 指定品じ(外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触するおそれびあります。 


• スノーチェーンの脱着は、周囲の交 
通を妨げない、安全で平坦な場所で 
行なってくださし、 

• 路面に雪や凍結びな<なったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
さい。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ⑩の 
機能を解除したほラび走行しやすい 
場合びあります。 

スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス*ベンツ指定ヴービス 
工場におたずね < ださい。 


タイヤ空気圧 


タイヤ空気圧ラベル 


タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤ空気圧ラべ>1レは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されています(>264 
ぺージ)。 

装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は rkPa (100 kPa =1 bar )」 と fpsij 
で示しています。 


スノーチェーン 
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HCi 巧 Jtpi 31 

タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤサイズの代わりに、 " 16 "" や 
" R 16" などのホイール外径で表示され 
ていることちあります。 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあります。 



ホイール外径のはタイヤのサイド 
ウオールのタイヤサイズ表示に記載さ 
れています。 


9 環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
<ださい。タイヤの空気圧び低いと、 
燃料を余計に消費しまず。 


A 警告 

空気圧の低いタイヤで走行しないで 
ください。タイヤび過熱して破裂した 
り、火災を起こすおそれびあります。 
必ず規定の空気圧を守って<ださい。 
タイヤに空気を入れずざないで<だ 
さい。空気を入れすざたタイヤは、路 
上の破片や凹みなどにより損傷を受 
けたりパンクしやすくなります。ま 
た、タイヤ空気圧警告システムび正 
し<作動しな<なったり、車両操縦 
性に悪影響をおよぼずおそれびあり 
ます。 


A 警告 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着ずるなど、純正品 
または承認されたバルブキャップ 
外のちのをホイールバルブに装着し 
ないでください。それらを装着ずる 
と、バルブび常に開いた状態になる 
ため、空気圧低下の原因になります。 

B 必ず法定速度を守って走行してく 
ださい。 

〇空気圧はタイヤが冷えているとさ 
に測定してください。約3時間駐 
車したままのとさ、または 1.5 km 
じ(上走行していないとさは、タイ 
ヤは冷えています。周囲の気温が 
約10む変化すると、タイヤ空気圧 
は約 10 kPa (0.1 bar / 1 .5 psi ) 変 
化します。タイヤ空気圧を点検する 
ときは周囲の気温に注意してくだ 
さし、 
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^"up to 21 Okm / h " の表示びある場 
合は、"叩 to 21 Okm / h " の空気圧 
に調整してください。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て< ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず点検を 
行なってくださし、。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールまた 
はタイヤに記載されています。 


タイヤ空気圧警告システム _ 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモ 
ニターし、タイヤ空気圧び低下する 
ことにより他のタイヤとの回転速度 
に差が生じると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告メッセージを 
表 TJX します0 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

• カーブをながっているとさ 
• 加速または減速しているとき 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやすい路面を走行しているとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとさ 
• 重い荷物を積載しているとさ 

上記に該当しない条件で約 20 km/h 
m 上の速度で数分間走行した後、異常 
び検知されると警告が行なわれます。 


A 警告 

空気の入れすざなど、誤ったタイヤ空 
気圧の調整に対しては警告び行なわ 
れません。燃料給油フラップの裏側に 
あるタイヤ空気圧ラベルを参照し、必 
ず規定の空気圧に調整してください。 

タイヤ空気圧警告システムは、複数 
のタイヤから同量の空気び漏れた場 
合などは検知できません。また、夕 
イヤ空気圧の点検を行なラシステム 
ではありません。 


A 警告 

突然の空気圧低下（タイヤに異物び貫 
通した場合など）に対しては警告を行 
なうことびできません。このときは、 
急ブレーキや急八ンドルを避け、しつ 
かりステア U ングを支えなびら、徐々 
に減速して安全な場所に停車してく 
ださい。 


タイヤ空気圧警告システムの再起動 

(下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させてください。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• タイヤやホイールを交換したとさ 

• 新しいタイヤやホイールを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（1>279ぺージ）を参照 
して、すべてのタイヤび適正な空 
気圧に調整されていることを確認 
してください。 
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タイヤとホイール 


A 警告 

タイヤ空気圧警告システムは、タイヤ 
び適正な空気圧に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 


タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる 

►イグニッシヨン位置を2にします。 

►ステア U ングの 3 D または [E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのメインメ 
ニューから" メンテナンス" を選択します。 

► E を押して、 "タイヤ空気圧" を 
選択します。 

► 区のを押します。 

"タイヤ空気圧警告システムオ 
ン" と表示されます。 

〇イ グニッシヨン位置び2 (外のと 
さは、 "タイヤ空気圧警告システ 
ムイグニッシヨンオンで作動でさ 
ます" と表示されます。 

► 应のを押します。 

"タイヤ空気圧正常ですか？キヤ 
ンセルはい" と表示されます。 

► ra を押して" はい" を選択し、 
应のを押します。 

" タイヤ空気圧警告システム再始 
動しました" と表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムび作動を始めます。 


再起動を中断ずる 

► ステアリングの胃スイッチを押 
します。 

または 

►"タイヤ 空気圧正常ですか？キャ 
ンセルはい" と表示されているとき 
に、 "キャンセル" を選択して、困 
を押します。 


タイヤの交換 


タイヤ □ーテーシヨン 


A 警告 

タイヤまたはホイールのサイズび前 
後で異なるとさは、タイヤ□ーテー 
シヨンを行なわないでください。前 
後のタイヤを入れ替えると車両操縦 
性や走行安定性び確保でさません。 

ホイールボルトの締め付けトルクは 
13 kg-m (130 Nm ) でず。タイヤ□一 
テーシヨンを行なったあとは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
ホイールボルトの締め付けトルクを 
確認してください。 

タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,000〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候びはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって< ださい。 
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タイヤの回輯方向 


era 


タイヤ□ーテーシヨンの方法 

タイヤ □ーテーシヨンを 行なう 

► 前後のタイヤを入れ替えます。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることびできます。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばすことびでさます。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整してください。タイヤ 
空気圧は、燃料給油フラップの裏側 
に貼付してあるタイヤ空気圧ラベル 
で確認してください。 


回転方向び指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転するよラに装着す 
ることで、八イド□プレーニング現 
象などを発生しにくくし、タイヤの 
性能を発揮することびでさます。 

タイヤの側面に記載された回転方向 
の矢印などの指示に従って装着して 
ください。 

応急用スペアタイヤは、どちらの回 
転ち法でち装着でさます。 

応急用スペアタイヤを使用するとさ 
は、制限速度などの使用制限に従っ 
てください。 

タイヤの保管 

装着していないタイヤは、オイルやグ 
リース類、燃料などの付着するおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


タイヤの清掃 


A 警告 


B 三虜 Q 接09が田 


高圧式スプレーガンを使用してタイ 
ヤを清掃しないでください。タイヤ 
を損傷するおそれびありまず。 
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寒冷時の取り扱い 


寒冷時の注意 


寒冷時には、通常とは異なった取り 
扱いび必要です。必ず(下の注意事項 
を守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ 
ることや、バッテ U —の液量や充電状 
態に不足がないことを点検してくだ 
さい。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用してください。 

ウォツシヤー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用びあ 
ります。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。凍 
結防止用の塩類をま <地域の場合、少 
なくとわ1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めします。 

積雪 

ボディやウインドウに雪び積もったと 
さはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれが 
あります。 


ドアやトランクの凍結 

ドアやトランクび凍結しているときは 
(下のよラな方法で走行する前に解 

凍するか、氷を取り除いてください。 

•氷を取り除 < とさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
ください。 

• ドアやトランクが凍結して開かない 
とさは、開口部周囲 ft - めるま湯をか 
け、解凍してから開いてください。 
また、キーシリンダーにはめるま湯 
びかからないよラにして<ださい。 

• 再凍結を防止するため、余分な水分 
はきれいになき取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こラとすると、周囲の防水シー 
ルやウエヴーストリツプを損傷する 
おそれびあります。 
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ボディ下側の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
ヴスペンシヨンなどに雪や氷塊び 
付着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステアリング操 
作びでさな<なり、事故を起こすお 
それびあります。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラに注意しなが 
ら、雪や氷塊を取り除いてください。 

• 走行中にわ、はね上げた雪や水しぶ 
さび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
ア U ング操作びでさなくなるおそれ 
びあります。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊が付着していると 
きは、大きくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、ドアウイン 
ドウ、スライディングルーフ*など 
が凍結しているとさに、無理に動かす 
とモーターを損傷するおそれびあり 
ます。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

乗車前こ 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操 
作するとさに滑ったり、車内の湿度が 
高くなってウインドウの内側び曇り 
やす < なります。 


雪道で動けないとき 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 

フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 

から雪を取り除いてください。排気ガ 

スが車内に侵入してくるおそれびあり 

ます。 

A 警告 

マフラーなどび雪に埋ちれた状態で 
エンジンを始動すると、排気ガスび車 
内に入り、一酸化炭素中毒を起こし 
たり、中毒死するおそれびあります。 

駐車ずるとさ 

寒冷時や積雪地での駐車時は(下の/点 

に注意してください。 

• パーキングブレーキが凍結するおそ 
れがある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、シフトポジションを 
EE にして、確実に輪止めをして 
ください。 

• できるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび冷えすざない 
よラにしてください。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷するおそれびあります。 

• エンジンを毛布でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動する 
と、乂災や故障の原因になります。 


B 三養接09が田 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 


ブレーキ 


A 警告 

ブレーキ操作び、後続車などに危険 
をおよぼすことびないよラにを意し 
て < ださい。 


下り坂を走行ずるとき 


長い下り坂や急な下り坂では必ず 
ティップシフトで低いギアレンジを選 
択し、エンジンブレーキを効かせてく 
ださい。 

エンジンブレーキを併用することによ 
り、ブレーキシステムへの負荷び減 
り、ブレーキの過熱を防ぐことがでさ 
ます。また、ブレーキの摩耗を防ぐこ 
とがでさます。 

より強い制動力び必要なとさは、ブ 
レーキペダルを踏み続けるのではな 
く、繰り返し踏んでください。 

〇 クルーズコント□ールや巧変ス 
ピード U ミッターの作動中ち、低い 
ギアレンジを選択することによりエ 
ンジンブレーキを効かせることがで 
さます。 


〇 エンジンブレーキ：走行中、ァク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといい 
ます。低いギアのとさほど効さが 
強くなります。 

ブレーキシステムに強い負荷びかかつ 
たとさ 


A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
パッドび早く摩託ずるだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かな < なったり、 
火災び発生ずるおそれびあります。 

ブレーキに大さな負担がかかったとさ 
は、すぐに停車するのではなく、しば 
らく走行を続けてください。ブレーキ 
システムに風を当てることにより、よ 
り早く冷却することびできます。 

ブレーキを効かせずに長時間走行し 
ているとさなどは、ブレーキの効さび 
悪くなることびあります。このよラな 
とさは後続車に注意しなびら、ブレー 
キの効さび回復するまで、ブレーキぺ 
ダルを数回軽く踏んでください。 

路面が濡れているとさ 


A 警告 

滑りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれびあります。 
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濡れた路面を走行しているとさや洗車 
直後は、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびあります。このよラなとさは後続 
車にま意しなびら低速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復するまで、ブレー 
キペダルを数回軽 < 踏んで < ださい。 

ブレーキパッドについて 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目安として走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動性能を完 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
夕 J レを少し強めに踏んでください。 

H ブレーキが過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水びかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキディス 
クを損傷するおそれがあります。 

必ず純正のブレーキパッドを使用して 
ください。純正(外のブレーキパッド 
を使用すると、ブレーキ特性び変わつ 
てち全なブレーキ操作がでさな < なる 
おそれがあります。 


AMG 強化ブレーキシステム*および 
AMG カーボンセラミックブレーキ* 
の注意事項 

AMG 強化ブレーキシステムおよび 
AMG カーボンセラミックブレーキは、 
高い負荷に耐えられるよラに設計さ 
れています。 

走行速度やブレーキペダルの踏力、気 
温や湿度などの外気環境により、ブ 
レーキノイズを発生することびあり 
ます。 

また、ブレーキパッドやブレーキディ 
スクなどブレーキシステムを構成する 
部品は、運転スタイルや走行状況に応 
じて摩耗度合いび異なってさます。走 
行距離は摩耗度合いを測る目ちにはな 
りません。負荷の高い運転を行なった 
とさは、摩耗度合いび高くなります。 

Q ブレーキシステムに高い負荷を与 
えるよラな走行をした後は、必ず 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 


(①りブレーキ警告'灯 

イグニッション位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは、警告好び故障 
しています）、エンジン始動後に消な 
します。 

赤色のブレーキ警告なは、パーキング 
ブレーキを効かせているとさはエンジ 
ン始動後ち点なしたままになります。 

ノ くーキングブレーキを解除しても消な 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとさに点なする場合は、ブレーキ液 
び不足しています。ち全な場所に停車 
し、メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 


B こ養接09が田 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行時のま意 


Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキパッ 
ドに関する故障/警告メッセージ 
が表示されたとさは （^311 ページ） 
をご覧ください。 


タイヤのグ U ップについて 


A 警告 

安全な走行のため、濡れた路面や凍 
結した路面では、乾燥した路面を走 
行ずるとさよりを低い速度で走行し 
て < ださい。 

外気温度び低いとさは、路面の状態 
に十分を意してください。路面び凍 
結しているとさは、ブレーキ時に夕 
イヤと路面の間に薄い水の層び形成 
され、タイヤのグ U ップび大さく低 
下しまず。 


濡れた路面での走行 


A イド□プレーニング現象 


一定(上の深さびある水たまりを走 
行するとさは、じ(下の状態でわ、八イ 
ド□プレーニング現象び発生するおそ 
れびあります。 

• 走行速度を落としている 

• タイヤトレッドの溝の深さが十分に 
あな 

でさるだけ水たまりや輸を避け、ブ 
レーキを効かせるとさは注意してくだ 
さし、 


道路が冠水しているときや車び水没し 

たとさ 

やむを得ず冠水した道路を走行すると 

きは、じ(下の点に注意してください。 

• 許容されている最大水深は約 25 cm 
です。 

• 波び立たないよラな速度で走行して 
ください。 

fl 前方を走行していたり、すれ違ラ 
車両からわ波が発生します。これに 
より、最大水深を超えることがあり 
ます。 

H 豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったときは決してエン 
ジンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動すると、エンジ 
ンに重大な損傷を与えるおそれびあ 
ります。 

U 車び水沒した場合は、水が引いた 
後でわエンジンを始動せずに、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
連絡してください。 


雪道や凍結路面の走行 _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやす<なっています。十分な車間距 
離を確保し、いつわより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

ち全な走行と車両操縦性を確保するた 
め、(下の注意事項を守ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

•走行モードを E モードまたは 
C モードに切り替えてください 
(>147、148ページ）。 
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• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールは使用しない 
で < ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびあります。このようなときは、 
後続車にま意しながら低速で走行し 
て、ブレーキの効さび回復するまで 
ブレーキぺ夕 J レを数回軽 < 踏んでく 
ださい。 

A 警告 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


走巧ずるとさ 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速するとさは、タイヤを空 
転させないよラにおだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷するおそれびあります。 

• 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
ください。 

横風が強いとさ 

横風び強く、車が横方向に流されそラ 

なとさは、ステア U ングをしつかりと 

握り、いつわより速度を下げて進路を 

保ってください。 


トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
イトを点灯してください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分ま 
意してください。 


走行中に異常を感じたら 


警告 I 灯が点なしたときやマルチファン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージが表示されたとき 

ただちにち全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告なや故障/警告 
メッセージび消なしないとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれびあります。 

ボディ下部に強い衝撃を受けたとさ 

ただちにち全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してください。 
漏れやボディ下部に損傷を見つけたと 
さは、運転を中止してメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。損傷を放置したまま走行を続け 
ると、事故を起こすおそれがあります。 

走行中にタイヤがパンクしたり、破裂 
したとさ 

あわてずにしっかりステア U ングを支 
えながら、徐々に減速して安全な場所 
に停車して<ださい。急ブレーキや急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 


B 三養芭09が田 
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駐停車ずるとさ 


駐車ずるとをの注意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やすいものがある場所には駐停車し 
ないで <ださい。 

• 同乗者がドアを開くときは、周囲に 
危険がないことを運転者び確認して 
ください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度が非常に高くなります。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をするおそれ 
びあります。 

•炎天下に駐車するとさは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車する前 
に換気をするなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いて<ださい。車両下部 
の排水口が目詰まりを起こし、車内 
に水が浸入するおそれがあります。 

急な坂道で駐車ずるとさ 

急な坂道で駐車するとさは、シフトポ 

ジシヨンを [ E にして、パーキング 

ブレーキを確実に効かせてください。 

さらに輪止めをして、前輪を歩道の縁 

石方向に向けてください。 


假眠ずるとさ 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こすおそれがあります。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーが異常過熱して乂 
災の原因になります。 

後退ずるとさ 

後ち視界が十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後ちのち全を確認し 
てください。 


雨降りや濃霧時の運転 _ 

雨び降っていたり、濃霧び発生してい 
るとさは、じ(下の点に注意して、い 
つもより慎重に運転してください。 

• 路面が滑りやすいため、タイヤの接 
地力び大さ<低下し、通常より制動 
距離わ長くなります。 

また、見通しび悪いため、歩行者 
や障害物の発見び遅れが ちに なり 
ます。いつもより速度を下げ、車間 
距離を十分に確保して < ださい。 

• 安全な視界を確保するため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フォッガーを作動させてください。 
また、 AC モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させて車内を除湿 
してください。 
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• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドライ 
卜や U アフォグランプを点なしてく 
ださし、ただし、へッドライトを上 
向さにすると、雨や濃霧に反射して 
視界を損なったり、対向車を較惑す 
るため、下向さで点なしてください。 

• 濃霧のとさはリアフォグランプを 
点灯し、速度を落として走行して 
ください。危険を感じるときは、 
霧び晴れるまで安全な場所に停車 
してください。 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検整備を 
受ける必要びあります。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では (下のよ 
ラな点検を行ないます。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びあります。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施するちのです。 

次の点検時期を示すステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してあります。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

整備手帳 


車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 

日常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用するとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただ < 点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 
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メンテナンス 


点検を実施したとさに異常び発見され 
た場合は、すみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


自動表示機能 


メンテナンスインジケーター画面 




か w 口で r 

it+TI 


走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
TJX します。 

メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
備を行なってください。 

〇 メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

〇メーカー指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかつた場合は、保 
証などの適用がになることびあり 
ます。 


次のメーカー指定点検整備の約1力 
月前になると、イグニッシヨン位置 
を2にしたとさやエンジンがかかつ 
ているとさに、メンテナンスインジ 
ケーター画面び自動的に表示され 
ます。 

メンテナンスインジケーター画面を消 
したいとさは、ステア U ングスイッチ 
の胃または区固を押します。 

〇 メンテナンスインジケーターび表 
示される時期は一定ではな<、車種 
や仕様、運転スタイルや走行距離な 
どにより変わります。 

エンジン回転数を適度に保ち、短 
距離短時間の運転を避けると、次 
のメーカー指定点検整備の実施時 
期までの走行距離が伸びることび 
あります。 

〇 新車時の走行距離が 30 km を超え 
てから、メンテナンスインジケー 
ターの点な時期が適切であることを 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で必ず確認してください。 

手動表示 

メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でさます。 

►イグニッシヨン位置を1または2 
にします。 

► ステア U ングスイッチの 3] また 
は EB を押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのメインメ 
ニューから" メンテナンス" を選択します。 


I ▼] を押して、 
選択します。 


メンテナンス" を 
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《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 












メンテナンス 


293 


► LOKJ を押します。 

メンテナンスインジケーター画面び 
表示されます。 

表示メッセージ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに表示され 
ます。 

点検整備実施前の表示例 

"次回のメンテナンス A (または B ) 
まであと XX km です" 

"次回のメンテナンス A (または B ) 
まであと XX 日です II 

点検整備実施時期になったときの表 
示例 

"メンテナンス A (または B ) 期限が 
切れます" 

点検整備実施時期を週ざたとさの表 
示例 

II メンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました 一 XX km です" 

II メンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました 一 XX 日です" 

0" メンテナンス A " または 'I メンテ 
ナンス B "、 およびそれらに続く文 
字や数字は、次回のメーカー指定 
点検整備の範囲が、点検項目の少 
ない点検整備または総合的な点検 
整備のどちらに該当するかを示す 
ちのです。 

ただし、日本では法定点検があるた 
め、これらの範囲と法定点検の範囲 
は異なります。 


〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備(前に摩耗の限界に 
達することがあります。ブレーキ 
パッドの交換については、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で相 
談の上、じ(下のよラに対処してくだ 
さし、。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換する 

〇 バッテリーの接続をがしている間 
の経過日数は、加算されません。 

メンテナンスインジケーターの U 
セット 

メーカー指定点検整備の実施後に、メ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
でメンテナンスインジケーターを U 
セットしてください。 

リセット後、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達する距離 
または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 

P メンテナンスインジケーターの 
表示などに異常びあるとさは、す 
みやかにメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし^。 
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曰常の手入れ 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でも車を美しく保つことびでさます。 

日常の手入れには 、 Daimler AG び指 
定する用品のみを使用してください。 

詳し<はメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

一部の合成ク U —ナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質び含まれているこ 
とびあります。カーケア用品を使用す 
るとさは、必ず添付の取り扱い上の 
を意を読み、指示に従ってください。 
車内でカーケア用品を使用ずるとさ 
はドアやドアウインドウを開さ、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気び巧 
燃性ガスに引火して火災を起こすお 
それびあ0まず。 

車の手入れをずるとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引乂して火災を起こずおそれびあ 
0ます。 

カーケア用品は、テ供の手び届くと 
ころや乂気の近くに置いたり保管し 
ないで < ださい。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


外装 _ 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで払い落としてくだ 
さし、 

• 少なくとも月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷する 
と、鐘の原因になります。早めに補 
修を行なってくださし、 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

• ミ尼や虫の死びい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどび付 
着したとさは、すみやかになさ取っ 
てください。特に、鳥のふんは塗装 
面を損傷しやすいので、すみやかに 
水で洗い流してください。 

• 凍結防止剤び散布してある道路を走 
行したとさは、すみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
してください。 

• 直射曰光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱くなってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼付しないで 
<ださい。塗装面を損傷するおそれ 
があります。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入れ 
により鐘などび発生したとさは、す 
みやかにメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場で補修することをお 
勧めします。 


I 
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洗車 


► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
りなどを洗い流します。 

► 水にカーシヤンプーなどを湿ぜた洗 
浄液を用意し、車全体にかけます。 
が気取り入れ口付近では少量にし、 
ダクト内に洗浄液び残らないよラに 
注意してください。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗し乂亢します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴をなさ取 
ります。 

洗車時の注意 


洗車をするとさは、じ(下の点に注意し 

てください。 

• 水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
び強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットが熱くなっているよラな 
とさは洗車をしないでください。 

• 虫の死がいなどは、洗車前に取り 
除いて <ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るため、早めに処理してください。 

• 洗車をするときはマフラーに注意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしたり、けがをするおそれ 
びあります。 

•走行した直後は、ブレーキデイス 
クやホイールに直接水などをかけ 
ないで < ださい。ブレーキデイス 
クび熱いとさに急激に冷やすと、 
ブレーキデイスクを損傷するおそ 
れがあ0ます。 


• ホイールには酸性のホイールク U — 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトが腐食する 
おそれがあります。 

• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれびあり 
ます。 

このよラなとさは、しばらく走し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 

• へッドランプを含むランプ類は樹脂 
製レンズです。流水または水とカー 
シャンプーを湿ぜた洗浄液で洗い流 
してください。有機溶剤や強アルカ 
リ洗剤などを使用すると、レンズを 
損傷するおそれがあります。また、 
乾いた巧などで強くこすると細かい 
傷を付けるおそれびあります。 

• パークト□ニックセンサーを清掃す 
るとさは、乾いた巧や目の粗い巧、 
かたい巧などは使用しないでくだ 
さい。また、純正(外の手入れ用品 
を使用したり、強い力で乾なさし 
ないでください。センサーを損傷す 
るおそれびあります。 

高圧式スプレーガンの使用 


• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高すざると、塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 
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• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、ヴスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないで < ださい。水圧が 
高いため、車内に水び浸入したり、 
防水シールや塗装面を損傷するお 
それびあります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び 
高いため、タイヤを損傷するおそれ 
があります。 

• パーク ト□ニックセンサーや パー キ 
ングアシストリアビユーカメラに 
は、高圧式スプレーガンやスチー 
ムク U —ナーを使用しないでくだ 
さい。センサーやカメラ、塗装面を 
損傷するおそれがあります。 

自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機を使用ずるとさは。必ず 
ホールド機能を解除してください。 


A 警告 

自動洗車機で洗車した後は、ブレーキ 
の効さび悪くなることびありまず。ブ 
レーキディスクやブレーキパッドび乾 
くまでは、十分を意して走行してくだ 
さし、 

自動洗車機で洗車するとさは(下の点 
にま意してください。 


• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は、使 
用しないで<ださい。ドアやスライ 
ディングルーフ*などから水漏れ 
を起こすおそれびあります。 

• 車の汚れがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをしてくだ 
さし、。 

• 自動洗車機が車のサイズに合ってい 
ることを確認してください。 

• ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*が完全に閉じていること 
を確認してください。 

• 洗車前にドアミラーを格納してくだ 
さし、 

• 余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ン 
び停止していることを確認してく 
ださい。 

• ワイパーを停止してください 
(>123 ページ）。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷び付さ、塗装面の光沢び失わ 
れたり、劣化を早めるおそれがあり 
ます。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
なさ取ってください。 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しクリ 

アコートで塗装されています。 

非常にデリケートな塗装のため、日常 

の手入れなどで独特の質感を損なラ 

おそれびあります。詳しくはメルセデ 

ス•ベンツ指定サービスエ場におたず 

ね < ださい。 
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クリアマッ ト仕上げの軽合金ホイール 

を取り扱ラ際わ、じ(下の点に注意して 

ください。 

B 塗装面を磨かないでください。磨 
くことにより、塗装面に光沢び出 
ます。 

P じ(下のことを行なラと、塗装面に 
光沢び出たり、マット塗装の質感を 
損なラおそれびあります。 

• 不適切な物質での力強い研磨 
• 洗車機の頻繁な使用 
• 直射曰光下での洗車 

B 塗装面に巧れび付着したとさ 
は、すみやかに取り除いてください。 

P 樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでください。 
質感を損なったり、塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 

P ワックスなどの巧れが付着したと 
さは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたさなびら巧れをなさ取って 
ください。 

P タールなどの汚れび付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたさながら巧れをなさ取ってくだ 
さい。 

〇高圧式スプレーガンやスチーム 
ク U —ナーは使用しないでくだ 
さい。塗装面を損傷するおそれが 
あります。 

P 塗装の修復などは、メルセデス‘ 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
ください。 


ウインドウの清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃ずるとき 
は、必ずエンジンスイッチからキー 
を抜くか、イグニッシヨン位置を0 
にしてください。ワイパーび作動し 
てけびをするおそれびあ0まず。 

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 

た柔らかい巧で清掃してください。 

U ウインドウの内側を清掃するとさ 
は、乾いた巧や研磨剤、有機溶剤 
を含むクリーナーなどを使用しない 
で<ださい。また、かたい物でこす 
らないで<ださい。ウインドウを損 
傷するおそれびあります。 

U フ□ントウインドウおよび U アウ 
インドウの排水口にたまった枯葉や 
ほこりなどを定期的に清掃してくだ 
さい。排水口が目詰まりを起こし、 
腐食の原因になります。 

ワイパーブレードの清掃 


A 警告 

ワイパーブレードを清掃ずるときは、 
必ずエンジンスイツチからキーを抜 
くか、イグニツシヨン位置を0にし 
てください。ワイパーび作動してけ 
びをずるおそれびあ0まず。 

P ワイパーブレードを引つ弓長らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれがあります。 
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P ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
くこすったりしないでください。表 
面のコーテ ィン グが損傷して異音な 
どの原因になります。 

► ワイパーアームを起こします。 

►ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かし^巧で軽くなさます。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 

H ワイパーアームを元の位置に戻す 
とさは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷するおそれびあります。 

ライト類の清掃 


へッドライトを含むライト類は樹脂製 
レンズです。流水または水とカーシャ 
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流してく 
ださい。 

D 有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いた巧などで強く 
こすらないでください。また、へッ 
ドライトウォッシャーは必ず専用の 
純正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷するおそれがあ 
ります。 


パークト□ニックセンサーの 清掃 



パークト□ニックセンサーのを清 
掃するときは、流水または水とカー 
シヤンプーを混ぜた洗浄液で洗い流し 
てください。 

P パークト□ニック センサーを清 
掃するとさは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないでく 
ださい。また、純正(がの手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾拭さし 
ないでください。センサーを損傷す 
るおそれびあります。 

P パークト □ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U ーナーを使用しないでください。 
センヴーや塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 


I 
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パーキングアシストリアビューカメラ 
の清掃 



►されいな水で巧れを落とし、やわら 
かい巧で拭:さ取つてください。 

P カメラのレンズやカメラ周辺を 
清掃するとさは、じ(下のことにま 
意してください。カメラを損傷す 
るおそれびあります。 


マフラーの 清掃 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にヴビび発生することびあり 
ます。 


定期的にマフラーを手入れすることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻すことびでさます。 



U ホイールクリーナーなど、 アルカ^ 
リ性のクリーナーでマフラーの手入 § 
れを行なわないでください。 g 

マフラーの手入れについては、 メル© 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 E 


車内 


• 高圧式スプレーガンを使用すると 
さは、ノズルをカメラやカメラの 
周囲に近付けないでください。 

• 強い力で乾なさしないでくだ 
さい。 

• 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、カメラにワックスび付着し 
ないよラにま意してくださし、 
付着したときは、水にカーシヤ 
ンプーなどを湿ぜた洗浄液でな 
さ取ってください。 


• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線びプリントされている車種びあ 
ります。ガラス面の内側を清掃する 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿ってなさ 
取り、傷を付けないよラにま意して 
ください。 

また、乾いた巧でないたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 

• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
びあります。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 
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曰常の手入れ 


A 警告 

清掃するときは、プラスチック部品 
の端部や、シート下部などにある U 
ンケージやヒンジなどの金属部分び 
露出した箇所にを意してください。 
触れるとけびをずるおそれびあり 
まず。 


ナイトビユーアシストプラスカメラ* 
の清掃 

B カメラのレンズをなかないでく 
ださい。レンズび巧れたとさは、 
メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場に作業を依頼してください。 



► カバーの凹部のに指を入れて下に 
開さます。 



►やわらかい巧で、カメラ③前方の 
フ□ントウインドウを清掃します。 


P スプレー式のウインドウクリー 
ナーを使用するとさは、カメラのレ 
ンズにク U —ナーび付着しないよラ 
に注意してください。 

COMAND ディスプレイの清掃 

► COMAND システムの電源をオフに 
します。 

ディスプレイが熱くなっているとき 
は、冷えるまで待ってください。 

► 水で薄めた中性洗剤を含ませた不織 
巧でおさ取ります。 

yCOMAND ディスプレイを清掃す 
るとさにじ(下のものを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷する 
おそれびあります。 

• アルコール分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれび 
あります。 

プラスチックトリムの清掃 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、有機溶剤 
を含むクリーナーなどを使用しない 
でください。エアバッグび正常に作 
動しな<な0、けびをずるおそれび 
あ0まず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇プラスチックトリムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないでください。プラス 
チックト U ムを損傷するおそれびあ 
ります。 

〇プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどび付着し 
ないよラにしてください。表面の劣 
化の原因になります。 

► 水で湿らせた不織布でおさ取り 
ます。 

► 頑固な汚れには専用のクリーナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しますが、 
乾くと元に戻ります。 

ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織巧でなさ取り 
ます。 

► 頑固な巧れには専用のクリーナーを 
使用します。 

n 有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
き IJ 、 ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドトリムを損傷するお 
それがあります。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
おさ取ります。 

B 化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないでください。また、直射日光 
に当てたり、 8 crcii (上の温度で乾 
燥させないでください。 


B 三養芭09が田 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場所 


事故 • 故障のとさ 


A 警告 

燃料などび漏れている場合は、すぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにを 
意してください。乂災び発生したり、 
爆発するおそれびあります。 

事故が起きたとき 

すみやかに、(下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならない安全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷者びいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととわに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
ください。 

• 警察に連絡してください。事故が 
発生した場所や事故状況、負傷者 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してくださし、。 


路上で故障したとさ 

安全な場所に停車して、非常点滅なを 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられ 
ています。追突のおそれびあるため、 
乗員は車内に残らず、ただちにち全な 
場所に避難してください。 

車が動かな < なったとさ 

シフ S ポジシヨンを FRI にして、パ~ 
キングブレーキを解除し、同乗者や 
付近の人に救援を求めて、安全な場 
所まで車を押して移動してください。 
このときは、車速感応ドア□ックに 
よるキーの閉じ込みに注意してくだ 
さい。 

シフトポジシヨンを m にでさない 
とさは、乗員を安全な場所に避難さ 
せ、続発事故を防いでください。 

H 踏切内で動けな < なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要するとさは非常 
信号用具ち使用してください。 


非常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに装 
備しています。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれています。 
使用するとさは紙を取り除いてくだ 
さい。 

懐中電灯が十分な明るさで点なする 
ことを定期的に点検してください。 


■か：？？吟 
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停止表示板はトランク U ッドの裏側に 
収納されています。 

停止表示板を取りがず 

► トランクを開さます。 

► ホルダーのノブを下方に押しなび 
ら、矢印の方向にホルダーを開さ 


ます。 

► 停止表示板のを取りがします。 

停止表示板の組み立て 



►スタンド⑤を引き出して、停止表 
示板を地面に立てます。 


►反射板⑤を開いて、先端のフック 
①をかみ合わせます。 

※車種や仕様により、停止表示板の形状や収納 
のち法び異なる場合びあります。 


救急セット _ 

©救急 セツトの中身び揃っていて、 
使用期限び過ざていないことを確認 
してください。 

救急セットはトランク内ち側に収納さ 
れています。 


救急セツトを取り出ず 



► トランクを開さます。 

► ラゲツジネットのを下げます。 


► カバー③のクリップ③を反時計回 
りに約90度まわして、カバーを開き 
ます。 



►救急セツト④を取り出します。 


■か：？09-吟 
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車載品の収納場所 


車載工具/応急用スペアタイヤ 

車載工具はトランクフ□アボードの下 
に収納されています。 

A 警告 

車び車載のジャッキだけで支えられ 
ているとさは、絶対に車の下に身体 
を入れないでください。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
びをするおそれびありまず。車載の 
ジャッキは、タイヤを交換ずるため 
に車を一時的に持ち上げる目的のみ 
に設計されています。 


A 警告 

ジャッキはかたくてずべりにくし、 
水平な場所でのみ使用してください。 
パーキングブレーキを 確実に効かせ、 
さらに輪止めを使用して、車び動さ出 
してジャッキから外れることを防い 
で < ださい。 

〇トランクフ□アボードの下には金 
属び露出している部分や鋭利な部 
分びあります。車載工具や応急用ス 
ペアタイヤを取り出すときは、必ず 
保護のため手袋を着用し、けびをし 
ないよラに注意してください。 

P トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出すとさは、必ず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業す 
るとけびをするおそれがあります。 

〇 ジャッキを使用するとさは、"パ 
ンクしたとき" （^345 ページ）に 
記載されている安全に関する内容 
わ必ずご覧ください。 


CLS 350 / CLS 550 


車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開さます 
(>249ぺージ）。 



① ヵバー 

② ノブ（車載工具収納ケースを取り外ず) 
⑤ノブ（カバーを開く） 

® トレィ 

⑤応急用スペアタイヤ 

► ノブ⑤を押しなびらカバーのを 
開さます。 

〇 ノブ③を押して、車載工具収納 
ケースをトレイ④から取り外すこ 
とがでさます。 

車載工具には(下のちのび収納され 
ています。 

• ホイールレンチ 
• ジャッキ 
• けん引フック 
• 輪止め 

• ヒューズ配置表（英文） 

• 手袋 

• ガイドボルト 


■か：？？吟 
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応急用スペアタイヤを取り出ず 

► トレイ®を、反時計回りにまわし 
て取り外します。 

► 応急用スペアタイヤ⑤を取り出し 
ます。 

CLS 63 AMG 
車載工具を取り出ず 



(卜急二马 r ボ-ドを開きます謂2品；ァタ仆 



► スクリュー⑩をまわしてがします。 

► 応急用スペアタイヤ®を取り出し 
ます。 

〇 トレイを収納するとさは、収納ち 
向を示す矢印®び前方を向くよラ 
にしてください。 

タイヤフイットが車載されている車種 


①けん引フック 
③手袋 
⑤ジャッキ 
® 輪止め 
⑤ガイドボルト 
® 鉄板* 

® 電動エアポンプ 
® ホイールレンチ 
® ヒューズ配置表（英文） 

® 収納ち向を示ず矢印 

応急用スペアタイヤを取り出ず 

► 車載工具などび収納されているトレ 
イを持ち上げて取り出します。 



①けん引フック 

③ タイヤフィット 
⑤電動エアポンプ 

④ ヒューズ配置表（英文） 

車載工具は、トランクフ□アボ - 
下に収納されています。 


ドの 


車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開さます 


(>249ぺージ ） C 


※タイヤフィットは、日本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？ C 9 -吟 



















《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合びあります。使用ち法び 
ねからないときは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね < ださい。 



ジャッキを使用するときなどには、輪 
止めを使用し、車び動さ出さないよラ 
にしてください。 

輪止めを組み立てる 

► プレートを引き起こしますの。 

► 裏面のプレートを引き出します③。 

► 裏面のプレートの突起部分を、ベー 
スプレートの開□部に差し込み 
ます⑤。 

B 輪止めを使用するとさは、図④ 
の矢印の方向にタイヤがあたるよラ 
にします。方向に注意してください。 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常び発 
生すると、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告やま意、対応方法など 
び表示されます。 

故障/警告メッセージによっては警 
告音び鳴ることびあります。また、重 
要度の高いメッセージは、赤色で表示 
されます。 

故障/警告メッセージび表示された 
ときは、(降の指示に従ってください。 

A 警告 

• メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障した場 
合は、表示巧/警告巧や故障/警 
告メッセージび表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよ 
ぼずよラな故障や異常び発生した 
場合は内容び確認でさないため、 
ただちにメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容を限られてい 
まず。故障/警告メッセージの表 
示機能は運転者を支援するシステ 
ムでず。発生した故障や異常に対 
処して車の安全性を維持する責任 
は運転者にあります。 

• 走行中にステア U ングのスイッチ 
を操作ずるときは、直進時に行なっ 
て < ださい。ステア U ングをまわ 
しなびら操作ずると、事故を起こず 
おそれびあ0まず。 











故障/警告メッセージ 309 


• 走行する前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、メーターパネ 
ルの表示灯/警告巧び点巧し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
び表示されることを確認してくだ 
さし、 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場で 
行なラことをお勧めします。 

特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検整備や修理を 
行なってください。不適切な作業 
を行なラと、事故や故障の原因に 
なりまず。 


故障/警告メッセージを表示させる 

► ステアリングの 3 D または [E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのメインメ 
ニューから" メンテナンス" を選択します。 

故障や異常びある場合は、ディスプ 
レイに" 2 メッセージ" のよラに故 
障や異常の件数が表示されます。 

故障や異常びない場合は、 "0 メッ 
セージ" と表示されます。 

► ra または ra を押して、" メッ 
セージ" を選択します。 

► 应のを押します。 

► ra または ra を押して、故障/ 
警告メッセージを表示します。 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高いメ ッ セージは消すことび 
でさません。故障や異常の原因び解 
決するまで、故障/警告メッセージ 
び繰り返し表示されます。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 

手動でメ ッ セージを呼び出すことがで 
さます。 

メッセ-ジはマルチファンクションス I 
テアリングにより消すことができます。 ■ 

► メッセージび表示されているとき 
に、ステアリングの应のまたは ci 
I こ I I スイッチを巧します 〇 I 

※記載の故障/警告メッセージは、取扱説 k 
日月書作成時点のちのでず。マルチファン 
クションディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびありまず。 


故障や異常がない場合は、" 故障は 
ありません" と表示されます。 






安全装備 



考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一 
時的に作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

メーターパネルの m と m 、 m ち点好している。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

自己診断機能び終了していない可能 I '生びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び □ ックするおそれびある。 

►約 20 km / hlU 上の速度でステア U ングを軽く左ちに操作し、注意して 
走行してください。メッセージび消えると、上記の機能は再度作動でさ 
る状態になります。 

メッセージび表示されたままのとさ： 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

A 巨 S 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一 
時的に作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

メーターパネルのと m 、 m ち点灯している。 

電圧び低下している可能性びある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び □ ックするおそれびある。 

►ま意して走行してください。メッセージび消えると、上記の機能は再度 
作動でさる状態になります。 

メッセージび表示されたままのとさ： 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS 、 ESP ®、 目 AS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスター 
トアシス 卜び作動しない状態になっている。 

メーターパネルの m と m 、 m および rwi ち点'打している。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪び □ ックするおそれびある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► ミ主意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


~s~ 

ESP 故障 

取扱説明書を参照 


IEBDI 

I (©) I 

~ S ~ 

故障 

取扱説明書を参照 


脚 

パーキングブレーキ 
解除してください 


m 

ブレーキ液レベル 
点検してください 


•0 


ブレーキパッド摩耗 


点検して 
<ださい 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ®、 目 AS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシ 
スト、アダプティブブレーキランプび作動しない状態になっている。 

さらに、メーターパネルのと m ち点灯している。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 E 巨 D 、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスター 
トアシス 卜び作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

さらに、メーターパネルの®]と m 、 ち点灯し、警告音び鳴った。 
アテンションアシストの機能は解除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び □ ックするおそれびある。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

警告音ち鳴った。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

A 事故のおそれがあります 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

さらに、メーターパネルの m び点灯し、警告音も鳴った。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行しないで<ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► 絶巧にブレーキ液を補給しないで<ださい。ブレーキ液を補給してち問 
題は解消しません。 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 




































ディスプレイ表示 


プレ セーフ 故障 
取扱説明書を参照 


チャイルドシート 
位置び違います 
取扱説明書を参照 


の 

SRS システム故障 
工場で点検 


の 

フ□ント左故障 
工場で点検 
または 

フ□ントち故障 
工場で点検 


の 

U ア左故障 
工場で点検 
または 
U アち故障 
工場で点検 


の 

左ウインドウバッグ 
故障 

工場で点検 
または 

ちウインドウバッグ 
故障 

工場で点検 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

A けびのおそれびありまず 

PRE - SAFE ⑩の重要な機能に異常びある。 

エアバッグなど他の乗員保護装置の機能は確保されている。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびあります 

チャイルドセーフティシート検知システム装備車：センサー付さ純正チャ 
イルドセーフティシートび不適切な位置に装着されている。 

► センサー付さ純正チャイルドセーフティシートを適切な位置に装着して 
<ださい。 

A けがのおそれびありまず 

チャイルドセーフティシート検知システム装備車：チャイルドセーフティ 
シート検知システムのセンサーび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護補助装置び故障している。 

メーターパネルの I 夕 I ち点阿している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびありまず 

フ□ント左側、またはフ□ントち側の乗員保護補助装置に異常びある。 
メーターパネルの m ち点丹している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A けびのおそれびありまず 

U ア左側、または U アち側の乗員保護補助装置に異常びある。 
メーターパネルの [ E ち点灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A けがのおそれびありまず 

左側、またはち側のウインドウバッグに異常びある。 

メーターパネルの I か I わ点灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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ライト 


ディスプレイ表示 


敬 


左□ービーム 1) 


敬 


インテリジェント 
ライトシステム 
故障 


敬 


故障 

取扱説明書を参照 


敬 


オートフイ I 
故障 


敬 


ライトを消してくだ 
さい 


敬 


故障 

取扱説明書を参照 


アダプティブ八イ 
ビームアシスト故障 


アダプティブ八イ 
ビーム アシスト 
現在使用でさません 
取扱説明書を参照 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

左へッドランプ （□- ビーム）び切れている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


インテ U ジェントライトシステムび故障している。 

インテ U ジェントライトシステムは作動しないび、ランプは通常通り点灯 
す。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

車外ランプび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ランプセンサーに異常びある。へッドランプび下向さで点丹する。 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ランプスイッチび昼国の位置にあり、イグニッシヨン位置び0でエンジ 
ンスイッチにキーび差し込まれていないとさに運転席ドアを開いた。警告 
日モロ品っに。 

► ランプスイッチを丘□の位置にしてください。 

車がランプび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


アダプティブ八イビームアシストに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

l ^ TF のとさは、アダプティブ八イビームアシストび解除され、一時的に作 
動でさない。 

• フ□ントウインドウのカメラ付近び巧れている 
•雨や雪、霧などのために、視界び低下している 
► フ□ントウインドウを清掃してください。 

じ(下のとさは、マルチフアンクシヨンディスプレイにメッセージび表示さ 
れ、アダプティブ八イビームアシストび再度作動でさるよラになります。 

• 走行中にフ□ントウインドウの巧れび落ちたとさ 
• カメラび再び完全に機能しているとシステムび判断したとさ 


■か：？09-吟 


1) 他のランプび切れたとさは、この例外のメッセージび表示されます。 
車外ランプのいずれかに異常び発生すると、その箇所び表示されます。 





































エンジン 



考え5れる原因および症が/ ► 対応 

;令却水量び不足している。 

► ;令却水補給時のを意事項を読んでから、；令却水を補給してください。 

►通常よりわ頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

冷却水の温度び高すざる。 

警告音ち鳴った。 

►道路や交通状況にを意しなびら、ただちに安全に停車して、ェンジンを 
停止して < ださい。 

►凍ったミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認し 
て < ださい。 

► メッセージび消えてからェンジンを始動してください。ェンジンを損傷 
するおそれびあります。 

► ェンジン冷却水温度計（1>154—ジ）で;令却水温度を点検して<ださい。 

►冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちにメルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で点検を受けてください。 

V ベルトび切れている可能性びある。 

►道路や交通状況にま意しなびら、ただちに安全に停車して、ェンジン 

を停止して < ださい。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとを： 

〇走行を続けないでください。オーバーヒートのおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび損傷していないとを： 

► メッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動してください。ェ 
ンジンを損傷するおそれびあります。 

►冷却水温度計 （^154 ページ）で冷却水温度を点検して<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ラジェターの;令却フアンび故障している。 

►冷却水温度び約 i 2 crciu 下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで運転することびでさます。 

►そのとさは、山道の走斤や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジン 
への大さな負荷びかかる走行は避けてください。 
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考え5れる原因および症が/ ► 対応 

下の理由により、バッテ U —び充電されていない。 

警告音ち鳴った。 

• オルタ ネーターの 故障 
• V ベルトの摩耗 
• 電気システムの故障 

►道路や交通状況にを意しなびら、ただちに安全に停車して、エンジンを 
停止して < ださい。 

► ボンネットを開いて < ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとを： 

n 走行を続けないで<ださい。オーバーヒートするおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび損傷していないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

エンジンオイル量び最低限の量まで低下している。 

警告音ち鳴った。 

► 遅くとち次の給油の際までに、エンジンオイル量を点検してください。 
► 必要であれば、エンジンオイルを補給して<ださい。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、メルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点検を 
受けてください。 

燃料の残量びかなくなっている。 

►最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 

燃料タンクに燃料びほとんどない。 

►最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


■か：？ C 9 -吟 





























走行装備 


ディスプレイ表示 


SSS 

口 


アテンションアシスト 
休憩してください 


SSS 

アテンミ 
故障 

/ヨンアシスト 

車高び 
あびり3 

ミす 




車高び 
あびります 
お待ちください 


停車して<ださい 
車高び低すざます 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

アテンションアシストの基本機能として、システムび運転者のミ主意力に対 
する警告を促している。 

警告音ち鳴った。 

►必要であれば、休憩を取ってください。 

長距離運転時には、定期的に休憩を取り、身体を十分に休ませてください。 

アテンションアシストび作動しない状態になっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


AIR マテイックサスペンション装備車： 
システムび車高を調整している。 


AIR マティックサスペンション装備車： 

停車時の車高び下びりすざている。 

警告音ち鳴った。 

► 走行しなし''で < ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メッセージび消えれば、車高び調整されます。 

車高び下びりすざている状態で走行を開始した。しばら<すると、 AIR マ 
ティックサスペンションび選択した高さに車高を調整する。 

► 周囲の道路や交通状況にま意して、すみやかに安全に停車してください。 
►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メッセージび消えるまで待ってから、走行してください。 

A 事故のおそれびありまず 

AIR マティックヴスペンションに異常びある。 

警告音わ鳴った。 

► 80 km/h を超えないように走行してください。 

► ステア U ングを大さくまわさないでください。フ□ントフェンダーや夕 
イヤを損傷するおそれびあります。 

►タイヤとボディの擦れる音びしないか確認してください。 

► 周囲の道路や交通状況にま意しなびら、安全に停車して、車高調整スイッ 
チを押してください。故障内容によっては、これにより車高び上びるこ 
とびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 





























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


故障 


HOLD 

オフ 


レーンキープ アシスト 
現在使用でさません 
取扱説明書を参照 


レーンキープ アシスト 
故障 

クルーズコント□一 
ルと 

スピードリミッター 
故障 

クルーズコント□ール 
- km/h 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

AIR マティックサスペンションの機能び制限される。車両操縦性に影響す 
る可能性びある。 

► 80 km / h を超えないように走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ホールド機能び解除されている。 

車び横すべりしている。 

警告音ち鳴った。 

► 再度ホールド機能を作動させてください。 

じ(下の理由により、レーンキーピングアシストの機能び一時的に作動しな 
い状態になっている。 

•カメラ部分のフ□ントウインドウびミちれている 
•大雨や雪、霧などにより、視界び妨げられている 
• 車線ラインびない道路を長時間走行している 
•車線ラインびミちれや雪などにより覆われている 

じ(下のとさは、メッセージび消え、レーンキーピングアシストは再び使用 
することびでさます。 

•走行中に巧れび洗い流されたとさ 

•システムび完全に機能していることを車び認識したとさ 
メッセージび消えないとさ： 

► フ□ントウインドウを清掃してください。 


レーンキーピングアシストび故障している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クルーズコント□ールまたは可変スピードリミッターび故障している。 
警告音ち鳴った。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。例えば、約 30 km / 
h の速度でクルーズコント□ールを作動させよラとした。 

►設定可能な状況であれば、約 30 km / hl ： l 上の速度で走行し、クルーズ 
コント□ールを設定してください。 

► クルーズコント□ールの作動条件を確認してください （>187 ページ）。 



















ディスプレイ表示 

タイヤ空気圧 
タイヤを点検 


空気圧点検後 
タイヤ空気圧 
警告システム 
再始動 

タイヤ空気圧警告シ 
ステム 
故障 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の漏れを検知した。 
警告音ち鳴った。 

►急八ンドルや急ブレーキを避けて停車してください。そのとさは、周囲 
の交通状況にミ主意してください。 

►タイヤを点検し、必要であれば該当するタイヤを修理するか、交換して 
<ださい。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてください。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整した後に、またはタイヤを修理するか交換し 
た後に、タイヤ空気圧警告システムを再起動してください(>281ペー 
ジ）。 


タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれ、その後に再起動び行なわれ 
ていない。 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

















故障/警告メッセージ 


車両 



考え5れる原因および症が/ ► 対応 

シフトポジションび EE または [ E のとさにエンジンを始動しよラとし 
た。 

► シフトポジションを [ E または m にしてください。 

オートマチックトランスミッション用の補助バッテ U —び充電されてい 
ない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ブレーキペダルを踏まずに、シフトポジションを EE 、 m 、 FnI にし 
よラとした。 

► ブレーキペダルを踏んだ状態で、セレクターレバーを操作してください。 

シフトポジションび m 、 m 、 EE のいずれかのとさに運転席ドアを 
開し^た。 

警告音ち鳴った。 

► シフトポジションを [ E にしてください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

故障のため、シフトポジションを変更することびでさない。 

警告音わ鳴った。 

シフトポジションび EE のとさ： 

► シフトポジションを変更しないで、メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場まで走行して < ださい。 

シフトポジションび m 、 m 、 m のいずれかのとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

車び完全に停車していない状態でシフトポジションを m にしよラとし 
た。 

► 周囲の道路と交通状況にま意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► シフトポジションを m にしてください。 

トランクび完全に閉じていない状態で走行している。 

► トランクを確実に閉じてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 

警告音ち鳴った。 

► 周囲の道路と交通状況にま意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 






























ディスプレイ表示 


画 


承 


左 U アノくックレスト 
□ ツクされていま 
せん 


または 

ち U アノくックレスト 
□ ツクされていま 
せん 


剛 

パワーステア U ング 
故障 

取扱説明書を参照 


函 

ウオッシヤ液を 
補充してください 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

警告音わ鳴った。 

► ドアを確実に閉じてください。 

A けびのおそれびあ0まず 

左ちいずれかの、または両方の U アバックレストび完全に□ックされてい 
ない。警告音ち鳴った。 

►バックレストを後方に押して、確実に□ックしてください。 


A 事故のおそれびありまず 

ステア U ングのパワーアシストび低下している。 

ステアリング操作に非常に大さな力び必要になる。警告音わ鳴った。 

►大さな力でステア U ングび操作でさるか確認してください。 

安全にステアリング操作びできるとき： 

► 注意しなびら、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してくだ 
さい。 

安全にステアリング操作びできないとき： 

►走行しないでください。最寄りのメルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 

U ヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで減っている。 

► ウォッシャー液を補給してください。 
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キ- 


ディスプレイ表示 


キーび 違います 


キーを 交換 
して<ださい 


キーの バツテ リーを 
交換してください 


キーを認識でさません 
(赤色のメッセージ） 


キーを認識でさません 
(白色のメッセージ） 


キーび 

車内にあります 


スター トボタンをがし 
キーを入れて<ださい 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンスイッチに別の車両のキーを差し込んでいる。 

► 正しいキーを使用して < ださい。 

キーび機能しなくなっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


キーの電池び消耗している。 
► 電池を交換してください。 


エンジンびかかっているとさにこのメッセージび表示されたとさは、シス 
テムび車内にキーびないと判断している。警告音も鳴った。 

エンジンを停止すると、車の施錠やエンジン始動びでさなくなる。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►キーを探してください。 

走行していて、キーび車内にあるとさにこのメッセージび表示されたとさ 
は、電磁波などの影響により、システムびキーを認識でさない。警告音も 
鳴ごた 。 

► 周囲の道路や交通状況にを意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さい。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なって 
<ださい。 

システムびキーを認識でさない。 

► キーの位置を変えて<ださい。 

それでもキーびシステムに認識されないとさ： 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 

施錠時にシステムび車内にキーびあると判断している。 

► キーを車から遠ざけてください。 


システムび一時的に故障しているか異常びある。 

警告音ち鳴った。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 
► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？09-吟 




































ディスプレイ表示 考え5れる原因および症が/►対応 



ドアを閉めてから 
□ックして<ださい 


施錠時にいずれかのドアび開いている。 

警告音ち鳴った。 

► すべてのドアを閉じてから、再度施錠操作を行なってください。 
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メーターパネルの表示な/警告な 


シートベルト 


トラブル 


の 

フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 
ると、赤色のシート 
ベルト警告灯び点灯 
する。 


の 

赤色のシートベル 
警告灯び点滅し、1 
告音ち鳴る。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A けがのおそれびありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告丹び消灯します。 

A けびのおそれびあります 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告灯び消灯します。 

A けがのおそれびありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない状態で走行 
し、速度び約 25 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告丹び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

A けびのおそれびありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 25 km / h を超 
えた。 

►安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてある荷物を、別の場 
所に確実に固定してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音わ鳴り止みます。 


安全装備 


トラブル 


圆 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色のブ 
レーキ警告灯び点灯 
する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

ブレーキシステムび故障しているため、ブレーキの作動に影響を与えるお 
それびある。 

► マルチフアンクションディスプレイに故障/警告メッセージび表示さ 
れているとさは、故障/警告メッセージに従ってください。 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？ C 9 -吟 
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メーターパネルの表示な/警告好 


トラブル 


圆 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色のブ 
レーキ警告灯び点灯 
する。 

警告音ち鳴った。 


圆 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色のブ 
レーキ警告丹び点灯 
する。 

警告音ち鳴った。 


圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

ブレーキのブースト機能び故障しているため、ブレーキの作動に影響を与 
えるおそれびある。 

►周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車してく 
ださい。状況を問わず、走行しないで<ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

A 事故のおそれびありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

►周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車して< 
ださい。状況を問わず、走行しないで<ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給しても問題 
は解消しません。 

A 事故のおそれびありまず 

ABS に異常びあるため機能び解除されている。そのため、 BAS 、 ESP ®、 
PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティブブレー 
キランプち解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しないため、急ブレー 
キ時などにはタイヤび □ ックする可能性びある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？？吟 












メーターパネルの表示な/警告好 


325 


トラブル 


I (©) I 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯する。 


巧1巧も ir 惕 )1 

エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ESP ® 表示灯と 
ESP ® オフ表示阿、 
黄色の ABS 警告灯 
び点灯する。警告音 
ち鳴った。 


圆面曲圓 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色のブ 
レーキ警告灯と黄 
色の ESP ® 表示灯、 
ESP ® オフ表示灯、黄 
色の ABS 警告灯び点 
灯する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

A 目 S の機能び一時的に作動しない。 BAS 、 ESP®、EBD (エレクト□ニッ 
ク•ブレーキパワー•ディスト U ビューシ ヨン）、 PRE-SAFE ⑧、ホール 
ド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプも解除 
されている。 

例えば、システムの自己診断び終了していないか、バッテ U —電圧び 
低下している可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► メッセージび消えるまで、約 20 km / hl ； l 上の速度でステア U ングを 
軽く左ちに操作し、短い距離をミ主意して走行して<ださい。 

メッセージび消えれば、上記の機能は作動でさる状態になります。 
メッセージび表示されたままのとさ： 

► マルチファンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージに従っ 
て < ださい。 

► を意して走行して < ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

E 巨 D に異常びある。そのため、 ABS 、 巨 AS 、 ESP ®、 PRE - SAFE ®、 ホー 
ル ド機能、 ヒルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプも作動 
しない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しないため、急ブレー 
キ時などには車輪び□ックする可能性びある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに追加で表示される故障/警告 
メッセージに従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ABS と ESP ® に異常びある。そのため、巨 AS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機旨 g 、 
ヒルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプち故障のため作動し 
ない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しないため、急ブレー 
キ時などにはタイヤび □ ックする可能性びある。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► マルチファンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？09-吟 
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メーターパネルの表示な/警告好 


トラブル 


面 

走行中に黄色の ESP ® 
表示灯び点滅する。 


I を F I 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ® オフ表示灯び点 
灯する。 


I sport] 

CLS 63 AMG : 
エンジンびかかって 
いるとさに黄色のス 
ポーツ八ンドリング 
モード表示灯び点灯 
する。 


面間 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示灯と ESP ® オフ表 
示灯び点灯する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

車び横滑りをするおそれびあるか、かなくとわ1つの車輪び空転し始めて 
いるため、 ESP ® やトラクシヨンコント□ールなどび作動している。 
クルーズコント□ールの機能は解除されている。 

► 発進するとさは、アクセルペダルを必要上に踏み込まないでください。 
► 走行中はアクセルペダルをゆっくり踏んでください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください（雪道などでの走行を除く）。 

A 事故のおそれびあります 

ESP ® の機能び解除されている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに、車両操縦性や走行 
ま定性を確保しよラとすることびでさない。 

► ESP ® を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

ESP ® を待機状態にでさないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、 ESP ® の点検を受けてくだ 
さい。 

A 事故のおそれびありまず 

スポーツ八ンドリングモードを設定している。 

スポーツ八ンドリングモードを設定したとさは、車び横滑りしたとさや車 
輪び空転したとさに ESP ® は制限された内容で作動するため、車両操縦性 
や走行安定性の確保は限られたちのになる。 

► ESP ® を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

ESP ® を待機状態にでさないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で ESP ® の点検を受けてくだ 
さい。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ®、 巨 AS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートア 
シスト、アダプティブブレーキランプの機能び解除されている。 

車び横滑りし始めたとさや車輪び空転し始めたとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保しよラとすることびでさない。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

アテンシヨンアシストは解除される。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？？吟 
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トラブル 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 


圆 

走行中に赤色のブ 
レーキ警告灯び点灯 
する。 

警告音ち鳴った。 

阻 

エンジンびかかってい 
るときに赤色の SRS 
警告阿び点灯する。 


パーキングブレーキを解除しないで走行している。 
►パーキングブレーキを解除してください。 

警告灯は消丹し、警告音ち鳴り止みます。 


A けびのおそれびありまず 

乗員保護装置び故障している。 

エアバッグやシートベルトテンシヨナーび不意に作動したり、事故のと 
さに作動しない可能性びある。 

► ミ主意して走行してください。 

► ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


エンジン 


トラブル 


固 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色のエ 
ンジン警告灯び点灯 
す。 


面 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の燃 
料残量警告灯び点灯 
す。 


曲 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色の冷 
却水警告灯び点灯す 
る。エンジン;令却水 
温度計の指針び下限 
にある。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

1；1下のものび故障している可能性びある。 

• エンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグ ニツシ ョンシステム 
• 燃料システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェンシー 
モードになっている可能性びある。 

►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 

燃料の残量び少なくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


冷却水温度計のセンサーび故障している。 

;令却水温度を確認することびでさない。；令却水の温度び高すざる場合は、 
エンジンを損傷するおそれびある。 

►道路や交通状況にミ主意しなびら、ただちに安全に停車して、エンジンを 
停止して<ださい。状況を問わず走行しないで<ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


■か：？09-吟 
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メーターパネルの表示な/警告好 


トラブル 


阻 

エンジンびかかってい 
るとさに赤色の;令却水 
警告灯び点丹する。 


曲 

エンジンびかかってい 
るとさに赤色の;令却水 
警告灯び点丹する。 
警告音ち鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

冷却水量び少なすざる。 

;令却水量び正常なとさは、ラジェターへの送風び遮られているか、ラジェ 

ターの;令却ファンび故障している可能性びある。 

冷却水量の温度び高すざて、ェンジンび十分に;令却されない。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

►道路や交通状況にを意しなびら、ただちに安全に停車して、ェンジンを 
停止してください。 

► ェンジンと;令却水を;令やしてください。 

► ェンジンと;令却水び;令えた後、点検時のを意事項を守りなびら;令却水量 
を点検し、冷却水び不足している場合は補給してください。 

►通常よりも頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてください。 

► 雪や氷などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してく 
ださい。 

► 冷却水温度び120む1处下のとさは、最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行を続けることびでさます。 

►そのとさは、山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジン 
への大さな負荷びかかる走行は避けてください。 

;令却水温度び約120むを超えている。 

ラジェターへの送風び遮られているか、 U ヴーブタンクの;令却水量び非常 

に不足している可能性びある。 

ェンジンび十分に;令却されないため、ェンジンを損傷するおそれびある。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら安全に停車し、ェンジンを停止 
して < ださい。 

► ェンジンと冷却水を;令やしてください。 

► ェンジンと;令却水び;令えた後、点検時のま意事項を守りなびら;令却水量 
を点検し、冷却水び不足している場合は補給してください。 

►通常よりも頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

► 雪や氷などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してく 
ださい。 

► ;令却水温度び120む1^下のとさは、最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行を続けることびでさます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走行は避けてください。 


■か：？？吟 
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トラブ J レの原因とタオ応 


チャイルドセーフテイシート検知システム 


トラブル 


チャイルド セーフティ 
シート検知システム装 
備車： 

センターコンソール 
の助手席エアバッグ 
オフ表示灯び点灯す 
る。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

助手席シートにセンサー付さ純正チヤイルドセーフティシートび装着され 
ているため、助手席エアバッグび作動しない状態になっている。 

A けがのおそれびありまず 

助手席シートにセンサー付さ純正チヤイルドセーフティシートを装着し 
ていないときは、チヤイルドセーフティシート検知システムび故障してい 
る。 

イグニッシヨン位置を 2 にしたとさに、 SRS 警告灯 [ E び点灯したり、 
助手席エアバッグオフ表示灯び点阿しない。 

►助手席のシート座面に!;!下のよラな電子機器び置いてあるとさは取り 
除いて < ださい。 

• ノートパソコン 
• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

助手席エアバッグオフ表示灯び点丹したままのとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくさい。 


キ- 


トラブル 

U モコン操作で解錠/ 
施錠でさない。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八ンドルに向け、約 50 cm 程度の至 
近距離から再度 U モコン操作をしてください。 

U モコン操作びでさないとさ： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください。 
►エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してください 
([>322、323ぺージ）。 

キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けて<ださい。 


■か：？09-吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 


キーレスゴー操作で 
解錠/施錠でさない。 


キーを 紛失した。 


エマー ジェンシ- 
キーを紛失した。 


キーに よるエンジン 
始動びでさない。 


キーび車内にある状態 
で、キーレスゴース 
イッチを押してち、ェ 
ンジンび始動しない。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

キーレスゴーび故障している。 

► U モコン機能で車を施錠/解錠してください。キーの先端部を運転席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► U モコン機能で車を施錠/解錠してください。キーの先端部を運転席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてくだ 
さし、 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシリンダーわ交換してください。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーわ交換してください。 

バッテ U —の電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停止して 
から再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとさ： 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください(>360ページ）。 
または 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

ドアび開いているため、キーび認識されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチからキーレスゴースイッチを取り外し、エンジンス 
イッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 


■か：？？吟 













トラブルの原因とタオ応 


ワイパー 



トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付着しているため、ワイパーの 
作動び妨げられている。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

►安全のため、イグニッシヨン位置を0にして、エンジンスイッチか 
らキーを抜いて < ださい。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび正し<作 
動しない。 

ワイパーび作動し 
なし^。 

ワイパーび故障している。 

►コンビネーシヨンスイッチをまわして、別のモードを選択してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点検を受けてくだ 
さい。 

ウインドウウオッ 
シャー液びフ□ント 
ウインドウの中央に 
噴射されない。 

ウインドウウォッシャー液の噴射ノズルの角度び適切でない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で噴射ノズルの角度を調整してく 
ださい。 

















トラブルの原因とタオ応 


エンジン 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

エンジンび始動し 

ホールド機能び作動している。 

ない。 

► ホールド機能を解除してください（[>193ページ）。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動し 

• エンジンの電気システムに異常びある。 

なし)。 

• 燃料供給に異常びある。 

イグニッシヨン位置 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイツチを 0 の位置にまわすか、 

を 3 にするとスター 

メーターパネルの表示阿/警告灯び消阿するまで、キーレスゴースイツ 

ターモーターの音び 

チを押して < ださい。 

する。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バツテ U —びあび 
るおそれびあります。 

何度始動を試みても、エンジンび始動しないとき： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動し 

燃料タンクび空になっている。 

なし）。 

イグニッシヨン位置 
を 3 にするとスター 
ターモーターの音び 
する。 

燃料残量警告灯び点 
灯していて、燃料計 
の指針び0を示して 
いる。 

► 燃料を給油してください。 

エンジンび始動し 

バツテ U —びあびっているか、充電されていないため、バツテ U —の電圧 

なし）。 

び低くなっている。 

イグニッシヨン位置 

► 他車のバツテ U —を電源として始動してください(>360ページ）。 

を 3 にしてちスター 

エンジンび始動しないとさ： 

ターモーターの音び 
しない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷によりスターターモーターび過熱している。 

► スターターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常びある。 

らかでなく、三スファ 

► アクセルペダルを踏みすざないでください。 

イアも起きている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

触媒を損傷するおそれびあります。 
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トラブル 


;令却水温度び約 
120むを超えている。 
冷却水警告灯び点灯 
し、警告音ち鳴った。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

IJ ヴーブタンクの;令却水量び非常に不足している。 

;令却水の温度び高すざて、ェンジンび十分に;令却されていない。 
►すみやかに安全な場所に停車し、ェンジンと;令却水を;令やしてくだ 
さい。 

►ェンジンと;令却水び冷えてから冷却水量を点検し、必要であれば、冷 
却水補給時のを意事項を読んでから、冷却水を補給してください(>272 
ページ)。 

;令却水量び正常なとさは、ラジェターの;令却ファンび故障している可能性 
びある。 

冷却水の温度び高すざて、ェンジンび冷却されていない。 

►冷却水温度び約120む1；|下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場まで運転してください。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走行は避けてください。 


オートマチックトランスミッション 


トラブル 

トランス三ツシヨン 
び正しく変速しない。 


加速性能び悪化して 
いる。 

トランス三ツシヨン 
び変速しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けてください。 

トランス三ッションに異常びあり、エマージェンシーモードになっている。 
2速ギアか U ノ（ースギアで走行でさる場合びあります。 

►停車してください。 

► シフトポジションを [ E にしてください。 

► エンジンを停止します。 

►約10秒！;!上待ってから、エンジンを再始動します。 

► シフトポジションを EE にします。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを [ E にします。 

U バースギアになります。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けてください。 


■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


燃料と燃料 タンク 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 乂災や爆発のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにイグニッション位置を 0 にして、エンジンスイッチからキー 
を抜いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

開かない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

►エマージェンシーキーを使用して、トランクを解錠してください(>338 
ページ)。 

► トランクを開いてください。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください(>338ページ）。 

給油フラップの開閉機構に異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


パークト□ニック 


トラブル 


パークト□ニックの 
赤色インジケーター 
だけび点灯して約2 
秒間警告音び鳴り、 
約20秒後にパークト 
□ニックの機能び解 
除され、パークトロ 
ニックオフスイッチ 
の表示灯び点灯した。 


パークト□ニックの 
赤色インジケーター 
だけび点阿し、約20 
砂後にパークトロ 
ニックの機能び解除 
された。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックの故障のため、機能び解除されている。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で 
パークト□ニックの点検を受けてください。 


パークト□ニックセンサーびミちれているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください （0298 ページ）。 

►再度、イグニッシヨン位置を2にしてください。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び解除されている。 

► 場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください(>204ペー 
ジ）。 


■か：？？吟 
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ナイトビユーアシストプラス 


トラブル 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


ナイトビューアシスワイパーに付着物びある。 


トプラスを作動させ 
たとさに画質び鮮明 
でない。 


► ワイパーブレードを交換してください。 

洗車機で洗車した後など、フ□ントウインドウに付着物びある。 
► フ□ントウインドウを清掃してください。 

カメラ部分のフ□ントウインドウび損傷している。 

► フ□ントウインドウを交換してください。 

フ□ントウインドウの内側び曇っている。 

► フ□ントウインドウ内側の曇りを取ってください。 

フ□ントウインドウび凍結している。 

► フ□ントウインドウを解凍してください。 

フ□ントウインドウの内側び巧れている。 

► フ□ントウインドウの内側を清掃してください。 


■か：？ C 9 -吟 
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非常時の施錠/解錠 


非常時の施錠/解錠 


エマージェンシーキー 

U モコン操作やキーレスゴー操作で車 
両を解錠でさないとさは、エマージェ 
ンシーキーで運転席ドアやトランクを 
解錠でさます。 

車を施錠した後にエマージェンシー 
キーで運転席ドアやトランクを解錠し 
て開<と、盗難防止警報び作動します。 

(下のいずれかの操作をすると、警 
報び停止します。 

• キーの解錠ボタンか施錠ボタンを 
押す 

• エンジンスイッチにキーを差し込む 

• キーがキーレスゴーの左ち側アンテ 
ナまたはトランクの検知範囲075 
ページ）にあるときは、ドア八ンド 
ルに触れるかトランクの八ンドルを 
引く 

• キーびキーレスゴーの車室内アンテ 
ナの検知範囲にあるときは、エン 
ジンスイッチに取り付けたキーレス 
ゴースイッチを押す 

エマージェンシーキーで運転席ドアを 
解錠しても、他のドア、トランク、燃 
料給油フラップは解錠されません。 

燃料給油フラップを解錠ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 


キーからエマージェンシーキーを 取り 
外ず 


■ け口.化リ。1ぶ' 

►ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー③ 
をキーから抜さます。 


運輯席ドアの解錠 _ 

リモコン操作またはキーレスゴー操作 
で車両を解錠でさないとさは、(下の 
操作を行なって < ださい。 

► キーからエマージェンシーキーを取 
り外します。 

►エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ U ンダー 
に差し込みます。 



左八ンドル車 


► エマージェンシーキーを解錠の位置 
间にまわします。 



■か：？？吟 

















非常時の施錠/解錠 
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〇 左八ンドル車は反時計回りに、ち 
八ンドル車は時計回りにまわし 
ます。 

□ックノブが上びり、運転席ドアび 
解錠されます。 

► エマー ジェンシ ーキー をのの位置 
にまわして、キーシリンダーから抜 
さます。 


車両の施錠 _ 

U モコン操作またはキーレスゴー操作 
で車両を施錠でさないとさは、 iiTF の 
操作を行なってください。 

► 運転席ドアを開さます。 

►助手席ドアとリアドア、トランクを 
閉じます。 

► ドア□ックスイッチ（施錠）を押し 
ます080ページ）。 

► 助手席ドアとリアドアの□ックノブ 
が下びっていることを確認します。 

下びっていないとさは、□ックノブ 
を押し込みます。 

► 運転席ドアから車を降ります。 

► 運転席ドアを閉じます。 



左八ンドル車 

のエマージェンシーキーを差し込む/抜 


<位置 

回施錠の位置（後ち） 

► キーからエマージェンシーキーを取 
りがします。 

►エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ U ンダー 
に差し込みます。 

► エマージェンシーキーを施錠の位置 
回にまわします。 

〇 左八ンドル車は時計回りに、ち 
八ンドル車は反時計回りにまわし 
ます。 

運転席ドアの□ックノブび下がり、 
運転席ドアび施錠されます。 

► エマー ジェンシ ーキー をの の 位置 
にまわして、 キー シ U ンダーから 抜 
さます。 

► ドアとトランクび施錠されているこ 
とを確認します。 

トランクび施錠されていないとき 
は、トランクを独立施錠します 
085ページ）。 

〇 上記の操作で車両を施錠したとさ 
は、燃料給油フラップは施錠されま 
せん。盗難防止警報システムは待機 
状態になりません。 


■か：？ C 9 -吟 
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非常時の施錠/解錠 


トランクの解錠 _ 

リモコン操作またはキーレスゴー操 
作でトランクを解錠できないときは、 
(下の操作を行なつてください。 

► キーからエマージェンシーキーを取 
り外します。 


► エマージェンシーキーを、トランク 
のキーシ U ンダーに差し込みます。 



► エマージェンシーキーをのの位置 
から反時計回りにまわして、回の 
位置にします。 


トランクび解錠して開きます。 

► エマージェンシーキーをのの位置 
に戻して、キーシ U ンダーから抜 
さます。 

► エマージェンシーキーをキーに収 
納します。 

H トランクを開くとさは、後ちや上 
方に十分な空間びあることを確認し 
てください。また、トランクの周り 
に障害物びな<、人や物に当たるお 
それがないことを確認してください。 


〇 エマージェンシーキーで解錠した 
後に、エマージェンシーキーをキー 
シリンダーから抜いてトランクを開 
じると再び施錠されます。キーの開 
じ込みにま意してください。 


燃料給油フラップの解錠 


A 警告 

トランクルームち側のル物入れ内部 
には、金属び露出している部分や鋭 
利な部分びありまず。けびをしない 
ようにを意してください。 

燃料給油フラップのリ U —スグ U ップ 
は、トランクルームち側のル物入れの 
上ちにあります。 

► トランクを開さます。 


► トランクち側のラゲッジネットを下 
げてカバーを開さ、救急セットを取 
り出します （>305 ぺージ）。 



► リリースグリップを矢印ののち向 
に押してがします。 


► リリースグリップを矢印③の方向 
に引さます。 

燃料給油フラップび解錠されます。 


■か：？？吟 


► 燃料給油フラップを開さます。 










NECK PRO アクティブへツドレストのリ1 
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NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アクティ 
ブへッドレストが作動した場合、リ 
セットをしないと次に衝撃を受けたと 
きに NECK PRO アクティブへッドレ 
ストび作動せず、頭部-頸部を保護で 
さません。 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
作動は、ヘッドレストび前方に動さ、 
へッドレストの角度の調整びでさなく 
なることで確認でさます。 

H 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で NECK 
PRO アクティブへッドレストの点 
検を受けてください。 

ヘッドレストのリセット 

〇 このリセット作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なラことをお勧 
めします。 



► へッドレストの上部を①のち向に 
停止するまで前方に押します。 


► ガイドに沿ってへッドレストを③の 
方向に停止するまで押し下げます。 


► へッドレストを⑤のち向に押して、 
確実に□ックさせます。 

► ちラー方の前席へッドレストでち同 
様の作業を行ないます。 

ラグジュアリーへッドレストのリセット 



〇 このリセット作業び困難なとさ 
は、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。 

► 車載のリセットツール①を取り出し 
ます。 

► へッドレストとバックレストの背面 
カバーの間にあるガイド②に合わせ 
て、車載のリセットツール①を差し 
於みます。 

► □ックする音び聞こえるまで 、 U 
セットツール①を押し込みます。 

► U セットツールを抜さます。 

► へッドレストを③のち向に強く押し 
戻して確実に□ックさせます。 

► わラーちの前席へッドレストでも同 
様の作業を行ないます。 

► U セットツール①を元の場所に戻し 
ます。 


■か：？ C 9 -吟 


※ラグジユア U —へッドレストは、日本仕様には装備されません。 
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キーの電池交換 


キーの 電池交換 


U モコンの作動可能範囲び短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗び考えられます。メルセデス•ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質び含まれていまず。テ供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 


9 環境 

電池を家庭用ゴミとして廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質び含まれていまず。 

使用済みの電池は、新しい電池をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼ずるか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


キーの 電池を点検ずる 



。；ミ山け 

► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 

キーの表示なのび1回点滅すれば 
電池は正常です。 

〇 キーの電池び消耗したとさは、エ 
マージてンシーキーで解錠/施錠 
できます（>336、337ぺージ）。 


■か：？？吟 
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電池の交換手順 _ 

リチウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



け。 

►ストッパーのを矢印のち向に押し 
なびら、エマージェンシーキー③ 
を抜さ取ります。 



hOJWK 卜が 


► エマージェンシーキー③を図の位 
置に差し込み、カバー③が浮さ上 
びるまで、エマージてンシーキーを 
矢印の方向に押します。 

〇 指でカバー⑤を押さえないよラ 
にしてください。カバーが浮さ上び 
りません。 



►電池側び下になるよラにキーを手の W 
ひらの上に乗せて、電池④が外れ JU 
るまでキーを軽くたたさます。 G 


►電池のプラス (+ ) 面び見えるよ 
ラにして、新しい電池を 取り付け^ 
ます。このとさ、脂分を含まないさ 
れいな巧で電池を持つよラにしてく 
ださい。 

〇 電池の表面に巧れや脂分び付着し 
ていないことを確認してください。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマー ジェン シー キー③をキーに 
収納します。 

► キーのすべての機能が作動すること 
を確認します。 
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電球の交換 


電球の交換 


電球に関ずる注意 


バイキセノンへツドライト 


バイキセノンへッドライトはお客様ご 
自身で交換することはでさません。電 
球の交換については、必ずメルセデス‘ 
ベンツ指定ヴービスエ場に作業を依頼 
してください。 

A 警告 

バイキセノンへッドライトには高電 
圧び発生していまず。バイキセノン 
へッドライトのバルブソケットや配 
線に手を触れると感電して、重大な 
けびや致命的なけびをずるおそれび 
ありまず。バイキセノンヘッドライ 
卜のカバーはミ夫して取り外さないで 
<ださい。 

バイキセノンへッドライトの交換は 
行なわないで<ださい。交換は必ず 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。 

ライト類は車両の重要な安全装備のひ 
とつです。すべてのライト類が正しく 
点なすることを確認してください。 

電球び切れてライトが点なしないとさ 
は、同規格*同容量の電球と交換して 
ください。交換したライトが点なし 
ない場合や、すぐに切れた場合は、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 


LED ライト 


LED ライトはお客様ご自身で交換する 
ことはでさません。電球の交換につい 
ては、必ずメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に作業を依頼してください。 

その他のライト 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球び;令えた状態で行 
なってください。乂傷をするおそ 
れびあ0ます。 

• 電球はテ供の手の届かないところ 
に保管してください。電球を損傷 
したり、テ供びけびをずるおそれ 
びありまず。 

• 落下した0、衝撃び加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれびあ0まず。 

• 八□ゲンライトには圧力のかかっ 
たガスび封入されているため、電 
球び熱くなっているとさに電球に 
触れたり、電球を取り外さないで 
ください。破裂するおそれびあり 
よ y 〇 

• 八□ゲンライトを交換するとさは、 
防護眼鏡や手袋などを着用し、直 
接手で電球に触れないよラにして 
<ださい。 

B 電球の交換はメルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場で行なラことを 
お勧めします。やむを得ずお客様自 
身で交換するとさは、(下のま意を 
守って該当箇所の電球を交換して< 
ださい。 


■か：？？吟 
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〇電球には素手で触れないよラにし 
てください。電球の表面に少しでわ 
巧れや脂分び付着すると、ガラス表 
面で溶けて、電球の寿命び短<なり 
ます。電球に触れるときは、きれい 
な巧や手袋などを使用するか、バ 
J レブの金属部を持つよラにしてくだ 
さい。 

H 指定(外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になります。 

〇電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着すると切れやす< 
なります。触れたとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよく拭いてください。 

P マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにライトに関する故障/警 
告メッセージが表示されたとさは 
(^31 3ページ）をご覧ください。 

このとさは、すみやかに電球を交換 
してください。 

お客様自身で交換でさる電球は(下の 
通りです。交換でさない場合や、その 
他の電球の交換については、必ずメル 
セデス*ベンツ指定ヴービスエ場に作 
業を依頼してください。 


テールランプ 



①バックランプ 16 W 


B 電球の交換を行なラとさは、実際 
に車両に装着されている電球の規格 
を確認してください。 


■か：？09-吟 
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ワイパーブレードの交換 


ワイパーブレードの交換 


A 警告 

ワイパーブレードを交換ずるとさは、 
必ずエンジンスイッチからキーを抜 
くか、イグニッシヨン位置を0にし 
てください。ワイパーび作動してけ 
びをするおそれびあ0まず。 

〇ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、ワイパーブレードのゴム部分 
に触れないよラにしてください。 

H ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損 
傷するおそれがあります。 

Q ワイパーアームび取り付けられ 
ていない状態で、ワイパーアームを 
元の位置に戻さないでください。 

H ワイパーブレードを交換するとさ 
は、ワイパーアームを確実に持つ 
てください。ワイパーブレードが取 
り付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放すと、ワイパー 
アームびフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷する 
おそれがあります。 


ワイパーブレードを取り外ず 


► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、キーレスゴー操作でイグニッ 
シヨン位置を0にします。 



► ワイパーアームをいっぱいまで起 
こします。 

► ワイパーブレードを図の位置にま 
わします。 

► ワイパーブレードを矢印のち向に 
動かし、ワイパーアームの固定部 
から取りがします。 

ワイパーブレードを取り付ける 

►新しいワイパーブレードを、取りが 
したとさとは反対の方向にワイパー 
アームの固定部に差し込みます。 

ワイパーブレードび確実に固定さ 
れたことを確認します。 

► ワイパーブレードをワイパー アー 
ムと平行の位置にします。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


■か：？？吟 


※タイヤフィットは、日本仕様には装備されません。 
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\:ンクしたとさ 


A 警告 

•パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくだ 
さい。ステア U ングをしっか0 
握って徐々に速度を落とし、安全 
な場所に停車してください。 

• 停車したとさは、非常点滅灯を点 
滅させてください。また、十分を 
意しなびら車の後ちに停止表示板 
を置いてください。 

• ランフラットタイヤ装備車を除 
さ、パンクしたタイヤで走行しない 
でください。車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびあり 
ます。また、タイヤび異常に過熱 
して、火災び発生ずるおそれびあ 
ります。 


パンクしたときは _ 

パンクしたとさは、車両に合わせてじ ( 
下のページをご覧 < ださい。 

• 応急用スペアタイヤ装備車(>345 
ぺージ） 

• タイヤフィット装備車0352ペー 
ジ） 


タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 

► AIR マティックヴスペンシヨン装備 
車は、車高び標準の高さになってい 
ることを確認します（1>199ぺ一 
ジ)。 

►ち全を確保でさる、かたくてすべり 
にくい、水平な場所に停車します。 

► 非常点滅灯を点滅させます。 

► ステアリングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► シフトポジシヨンを EE にします。 

► エンジンを停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。キーレスゴースイッチでエ 
ンジンを停止したとさは、運転席 
ドアを開さます。 

► 周囲の状況にま意しながら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させます。 

► 車から降ります。 

► ドアを閉じます。 

► 車の後ちに停止表示板を置さます。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置 < ことび 
法律で義務付けられています。 


応急用スペアタイヤへの交換 

応急用スペアタイヤび車載されている 
車種は、パンクしたタイヤを応急用ス 
ペアタイヤに交換します。 


■か：？ C 9 -吟 
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八ンクしたとき 


A 警告 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズび異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場合、走行 
特性び大さく変化しまず。を意し 
て走行してください。 

• 応急用スペアタイヤの使用は短い 
時間にとどめて<ださい。また、 
必ず 80 km / hl ； rF で走行し、 ESP ⑥ 
の機能を解除しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;^上装 
着して走行しないでください。 


A 警告 

応急用スペアタイヤは、できるだけ 
早くメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で標準タイヤに交換してくだ 
さい。 

P 応急用スペアタイヤは各車専用 
です。他車のちのは使用しないで< 
ださい。 

P 車速感応ドア□ック （>81 ページ） 
を設定した状態で車を押したり、夕 
イヤ交換などで車を持ち上げるとさ 
は、イグニッシヨン位置を0にし 
てください。車輪び回転すると車が 
自動的に施錠され、車外に閉め出さ 
れるおそれびあります。 

P タイヤ交換をするとさは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけびをするおそれびあり 
ます。 

P タイヤ交換をするときは、エンジ 
ンを始動しないでください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


タイヤ交換の準備 


► タイヤ交換に必要な準備を行ない 
ます（1>345ぺージ）。 

►輪止め、ジャッキ、応急用スペアタ 
イヤ、ホイールレンチ、ガイドボル 
卜、電動エアポンプ*を準備します 
(>306、307ページ）。 

〇トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出すとさは、必ず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業す 
るとけびをするおそれがあります。 



► 作業中に車が動さ出すのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 



HQi 11 

► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をす 
るとさは、交換するタイヤの反対側 
の両輪の下り側に輪止めをします。 


■か：？？吟 
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〇 輪止めは1個車載されています。 
わラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
してください。 

ジャッキアップずる 


A 警告 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアッ 
プするためだけに設計されてい 
ふ9 〇 

• ジャッキは、かたくてずべりに 
<い、水平な場所で使用して < だ 
さい。また、ジャッキの下に、ブ 
□ックや木材などを置いてジャッ 
キアップしないで<ださい。ジャッ 
キアップした車び落下するおそれ 
びありまず。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランクを開閉したり、パーキング 
ブレーキを解除しないでください。 
車び落下するおそれびありまず。 

• ジャッキに不具合や損傷びあると 
さは使用しないでください。 

• 傾斜の急な斜面ではジャッキアッ 
プしないで < ださい。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的な 
けびをずるおそれびあ0まず。 

• 車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、決して車の下に 
身体を入れないでください。ジャッ 
キび外れると、車に挟まれて致命 
的なけびをずるおそれびあ0まず。 
ジャツキは車を一時的に持ち上げ 
るとさだけに使用してください。 



►ホイールレンチので、交換する夕 巾 J 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 JU 
1回転ほどゆるめます。 G 

この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 ^ 

P ホイールレンチを使用するとさ 
に、ホイールレンチがホイールボ 
ルトから外れるとけがをしたり、 
ホイールボルトを損傷するおそれ 
があります。じ(下の点に注意して 
ください。 

• ホイールレンチを確実に差し 
込んでください。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さし^。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
ください。 
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ジャッキサポート③は、前輪の後ち、 
後輪の前方のボディ下部4力所（矢印 
の位置）に設けられています。 

A 警告 

ジャッキヴポート外の場所には 
ジャッキを使用しないでください。 
ジャッキび外れてけびをしたり、車 
両を損傷するおそれびありまず。 

ジャッキは交換ずるタイヤに適した 
位置のジャッキヴポートで使用して 
ください。また、ジャッキを使用す 
る前に、ジャッキサポートに異物や 
巧れびないことを確認してください。 

D ジャッキヴポートに亀裂や損傷び 
あるとさは、作業を行なわないで 
ください。 


© 





《ジャッキの色や形状び異なる場合びあります。 

► ジャッキ八ンドル③を矢印のち向 
に起こしてから、時計回りにまわ 
します。 

ジヤツキアーム④が上びります。 



►ジャッキアーム®の先端を、車体 
のジャッキサポート③の位置に合 
わせます。 


(左）正しい取り付けかた 

(ち）間違った取り付けかた 

►ジャッキ⑤の底面び、交換する夕 
イヤに近いジャッキヴポートの真下 
にあることを確認します。 

► ジャッキ八ンドル⑤を時計回りに 
まわし、ジャッキアーム®の先端 
をジャッキサポート③に正しく取 
り付けます。このとさ、ジャッキの 
底面を確実に地面に接地させます。 

► タイヤび地面から最大約 3 cm 離れ 
るまで、ジャッキ八ンドル③をま 
わします。 




■か：？？吟 
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A 警告 

ジャッキアームびジャッキサポート 
に正しく取り付けられていることを 
確認してください。ジャッキび外れ 
ると、けびをしたり車を損傷するお 
それびあ0まず。 


タイヤの取り外し 

H AMG カーボンセラミックブレー 
キ装備車は、ホイールの取り外しや 
取り付けのときに、ホイールリムび 
ブレーキディスクに当たらないよラ 
に注意してください。ブレーキディ 
スクを損傷するおそれびあります。 
必要であれば、大人2人で作業を 
行なってくださし、。 



► 上側のホイールボルトを1本がし 
ます。 


► そのネジ穴に車載工具のガイドボル 
卜 ® をねじ込みます。 

► 残りのホイールボルトをがします。 

H ホイールボルトに砂やおび付着し 
ないよラに注意してください。 

► タイヤを取り外します。 


H タイヤを地面に置くとさは、ホ 
イールの外側を下にしないで<だ 
さい。ホイールに傷が付くおそれび 
あります。 

B ホイールを外したとさは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。リムの凹みや曲びりは 
空気圧減少の原因になり、タイヤを 
損傷するおそれびあります。 

応急用スペアタイヤの取り付け 
A 警告 

ホイールボルトに損傷や鐘びあると 
さは交換してください。また、ネジ 
山には決してオイルやグ U スを塗布 
しないでください。ホイールボルト 
びゆるむおそれびあ0まず。 


A 警告 

ホイール八ブのネジ山び損傷してい 
るときは、走行しないで、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


A 警告 

ホイールボルトは、ホイールに適合 
した純正品だけを使用してください。 
純正品!;^外のホイールボルトを使 
用すると、ホイールび脱落して事故 
を起こすおそれびありまず。 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強<締め付けないで<だ 
さい。締め付ける勢いでジャッキび 
外れるおそれびあります。 


■か：？ C 9 -吟 






350 


八ンクしたとき 


► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
びノ V ブの接合面を清掃します。 

" AMG カーボンセラミックブレー 
キ装備車は、ホイールの取り外しや 
取り付けのとさに、ホイールリムび 
ブレーキディスクに当たらないよラ 
にま意してください。ブレーキディ 
スクを損傷するおそれびあります。 
必要であれば、大人2人で作業を 
行なってくださし、 



M 口 ■化 H 化リ 


► ガイドボルト®に合わせて応急用 
スペアタイヤ®を取り付けます。 

► 4 本のホイールボルトを取り付け 
て、軽く締め付けます。 

►ガイドボルトを取り外し、5本目の 
ホイールボルトを取り付けて、軽く 
締め付けます。 


応急用スペアタイヤに空気を入れる 
(CLS 63 AMG ) 

CLS 63 AMG の応急用スペアタイヤ 
は、電動エアポンプで空気を入れて使 
用します。 

仕様により車載されている電動エアポ 
ンプび異なります。 

A 警告 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤび過熱して破 
裂したり、火災を起こずおそれび 
ありまず。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れずざないでく 
ださい。空気を入れずざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやす<な 
ります。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• 必ずジャッキダウンずる前に応急 
用スペアタイヤに空気を入れてく 
ださい。応急用スペアタイヤの U 
ムを損傷するおそれびあります。 


A 警告 

電動エアポンプを作動させるときは、 
電動エアポンプに貼付されている取 
扱ち法を参考にしてください。 


《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合びあります。使用ち法び 
わか5ないとさは、メルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場におたずね < ださい。 


■か：？？吟 
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► 電動エアポンプの裏面から電源プラ 
グ④とエアホース①を取り出します。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プをがします。 

► 電動エアポンプのエアホース①を応 
急用スペアタイヤのバルブに取り付 
けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑥を 
0 (オフの位置）にします。 

► イグニッシヨン位置を0にします。 

►電源プラグ④を、ライター(>257 
ページ）を抜さ取ったソケットまた 
は 12 V 電源ソケット （>258 ぺージ） 
に差し込みます。 

► イグニッシヨン位置を1にします。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑥を 
I (オンの位置）にします。 

電動エアポンプび作動して、応急 
用スペアタイヤに空気び送り込ま 
れます。 

P 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプが過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載しています。 


►指定の空気圧に達するまで、空気を 
送り込みます。 

指定の空気圧は応急用スペアタイ 
ヤのホイールに記載されています。 

► 指定の空気圧に達したら電動エアポ 
ンプの電源スイッチ⑥を〇 (オフの 
位置）にします。 

► イグニッション位置を0にします。 

► 指定の空気圧を超えたとさは、空気 
圧調整ボタン③を押して空気を抜い 
て調整します。 

► 応急用スペアタイヤのバルブからエ 
アホース①を取りがします。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プを取り付けます。 

►12 V 電源ソケットまたはライター 
ソケットから電源プラグ④を抜き 
ます。 

► 電源プラグ④とエアホース①を電動 
エアポンプに収納します。 

► 電動エアポンプを元の位置に収納し 
ます。 

H 応急用スペアタイヤを取り付ける 
前に、応急用スペアタイヤに空気を 
入れないで <ださい。 

H 電動エアポンプを作動させている 
とさはエンジンを始動しないでくだ 
さし、 

〇電動エアポンプやエア ホースは 
作動中に金属部分などび熱<なり 
ます。必ず手袋をして作業してく 
ださい。 

H 電動エアポンプを再び作動させる 
とさは、ポンプび冷えた状態になっ 
ていることを確認してください。 


■か：？ C 9 -吟 
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ジャッキダウン 


A 警告 

ジャッキダウンずる前に必ず応急用 
スペアタイヤに空気を入れてくだ 
さい。応急用スペアタイヤを損傷す 
るおそれびあ0ます。 

►ジャッキ八ンドルを反時計回りにま 
わし、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接地させます。 


► ジャッキを外します。 



PC 化町 ■& 防 W 1 


► 図の順番でホイールボルトを均一に 
締め付けます。 

ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は13 kg-m (130 Nm ) です。 

A 警告 

ホイールを交換した後は、すみやか 
にホイールボルトの締め付けトルク 
を確認してください。 


P ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチびホイールボルトか 
ら外れると、けがをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれがあり 
ます。じ(下の点に注意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し 
込んでください 

• 足で踏んでまわさないでください 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわすなど、必要じ(上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ穴を損 
傷するおそれびあります。 

►ジャッキを元の状態に戻し、ホイー 
ルレンチや輪止めなどととわに元の 
位置に戻します。 

►夕+したタイヤをトランクルームに 
収納します。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正常に作動しません。 


タイヤフィットでの修理 _ 

タイヤフィットび車載されている車種 
は、タイヤフィットでパンクしたタイ 
ヤを修理します。 

パンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理すると、一時的に走行することび 
でさます。 


■か：？？吟 


※タイヤフィットは、日本仕様には装備されません。 
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タイヤフィットはが気温度び約一20で 
じ(上のとさに使用でさます。 

A 警告 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なをのです。修理後は、 
空気圧び適正であってち、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることびでさ 
ません。他のち法で車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷び約 4 mm 上の場 
合や、凹み、亀裂、ひびなどび 
ある場合 

◊タイヤの接地面!;^外に傷びある 
場合 

0ホイールに損傷びある場合 
◊タイヤの空気圧び非常に低い状 
態や、空気び完全に抜けた状態 
で走行した場合 

このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 

H タイヤを修理するときは、 エン ジ 
ンを始動しないでください。 

H 異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットが漏れ出すおそれびあり 
ます。 

〇タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧でな 
き取ってください。 


Q タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換してください。そのまま 
使用することはでさません。 

H タイヤフィットには使用期限びあ 
ります。期限び過ざたとさは新品 
に交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限び過ざている場 
合は使用しないでください。 


タイヤフイツトの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギやネジなどは取り除か 
ないで <ださい。 

► トランクフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 



か 
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します。 



► タイヤフィットに付属してし"'る最 
高速度表示のステッカー①をはが 
し、運転者の見やすい場所に貼付 
します。 


► 修理するタイヤのバルブ付近にタイ 
ヤフイット使用表示のステッカー② 
を貼付します。 
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A 警告 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 
着しないよラにを意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場合は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
<ださい。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着したを服を着替えてください。 

• アレルギー症状び出た場合は、た 
だちに医師の診断を受けてくだ 
さし、 

タイヤフィットは、テ供の手び届か 
ない場所に保管してください。 

• 万一、テ供びタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分すすぎ、水を大量に飲ませ 
て < ださい。 

• タイヤフィットを吐かせないで< 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

• タイヤフィットの臭気を吸い込ま 
ないで < ださい。 

©タイヤ フィットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させてください。 
乾燥すればフィルム状になり、剥 
がすことびでさます。 

ちし、衣類にタイヤフィットび付着 
した場合は、すみやかに洗濯してく 
ださい。 

A 警告 

使用上のを意を記載したステッカー 
び、電動エアポンプに貼付してあり 
まず。使用ずる前に内容を確認してく 
ださい。 



《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑥を取り出し 
ます。 

► エアホース ⑥を タイヤフィッ ト① 
のバルブ⑥に確実に取り付けます。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や衣類に付着するおそ 
れびあります。 

► タイヤフィット①のバルブ⑥を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部② 
に差し込みます。 


■か：？？吟 
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► ノ くンクしたタイヤのノりレブ⑦からパ' 
ルブキャップを取り外します。 

►タイヤフィットの ホース ⑧を、パン 
クしたタイヤのノりレブ⑦に確実に取 
り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③び 
0 (停止の位置）になっていること 
を確認します。 

► 電源プラグ④をライターを抜き取っ 
たソケット0257ページ）または 
12 V 電源ソケット0258ぺージ） 
に差し込みます。 

► イグニッシヨン位置を 2 にします。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプが作動して、タイヤ 
び膨らみはじめます。 

〇 最初にパンクしたタイヤにタイヤ 
フィットが送り込まれます。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イツチ③を〇(停止の位置）にしない 
で < ださい。 


► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧び少なくとわ 1.8 
バールに達していることを確認して 
ください。 

H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプが過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ K 
ンプに薩してあるステッカ-に記 I 
載されています。 W 

電動エアポンプを再び作動させると AJ 
さは、ポンプが冷えた状態になつ 尽 
ていることを確認してください。 I 

電動エアポンプを約5分間作動させ 

ても、空気圧が 1.8 バールに達しない 

場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にして、タイヤの 
バルブからタイヤフィットのホース 
を取り外し、タイヤフィットびタイ 
ヤ内に行さ渡るよラに、低速で車を 
約 1 Om 前進または後退させます。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接 
続部にタイヤフィットが収納さ 
れいた袋か巧などを被せてくだ 
さい。取り外すときにタイヤフィッ 
卜び漏れ、身体や衣服に付着する 
おそれびあります。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外します。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を、 
タイヤのバルブ⑦に確実に取り付け 
ます。 


►再度、タイヤに空気を入れます。 
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八ンクしたとき 


A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てを空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
まず。それ!;^上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

空気圧が 1.8 バールに達している 

柄口 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にします。 

電動エアポンプび停止します。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ④を抜き 
ます。 

► タイヤのバルブ⑦からタイヤフィッ 
卜のホース⑧を取り外します。 

Q タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接 
続部にタイヤフィットが収納さ 
れいた袋か巧などを被せて<だ 
さい。取り外すとさにタイヤフィッ 
卜び漏れ、身体や巧服に付着する 
おそれびあります。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットの ホースから タイヤ 
フィットび漏れることびあります。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりますので、タイヤフィットが 
収納されていた袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 


► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行します。 

タイヤフィットがタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所び固まりやすくな 
ります。 



►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、電動 
エアポンプの空気圧ゲージ⑩で夕 
イヤ空気圧を点検します。 

A 警告 

空気圧び 1.3 バール!;下になつてい 
る場合は、タイヤびかなり損傷してい 
まず。それ!;上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

► 空気圧び1 .3 バール(上の場合は、 
規定の空気圧に調整します。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 


■か：？？吟 




規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の横にある空気圧調 
整ボタン⑨を押して調整します。 

► 最寄りのメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場でお買い求め < ださい。 

A 警告 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
とさに走行するとさの最高速度は約 
80 km/h でず。 

最高速度のステッカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼っ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
りまず。カーブを走行ずるとさやブ 
レーキを効かせるとさには慎重に運 
転してください。 

9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なってください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で交換してください。 


バッテリー取り扱いの一般のなま意 


バッテリーの性能を長期にわたって最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U 一び常に十分充電されていることび 
必要です。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
ち頻繁にバッテリ ー 液量などを点検し 
てください。 

バッテリーの爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管ち法 
などは、メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

9環境 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
U —を廃棄ずるとさは、新しいバッ 
テ U —をお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼してください。 

爆発の危険びあります。 




バッテリーを取り扱ってい 
るとさは、乂気や裸乂、乂 
花、タバコなどを近付け 
ないで <ださい。 

乂花び出ないよラにま意し 
てください。 


■か：？09-吟 






バッテリーを取り扱うとさ 
は保護眼鏡を着用してくだ 
さい。 

テ供を近付けないで<だ 
さい。 


取扱説明書の指示に従って 
ください。 


手袋やェプ□ン、マスクを 
着用してください。 


A 警告 

爆発や乂傷を防ぐため、バッテ U — 

を取り扱ラとさは!;^下の事項を守つ 

て < ださい。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにし 
ないで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
U —びショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —び爆発ずる 
おそれびあ0まず。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
力一ぺッ トの上などでバッテ U — 
を弓 I さずらないでください。 


• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させてください。 

• 巧などでバッテ U —を拭かないで 
<ださい。静電気や火花び発生し 
て、バッテ U —び爆発するおそれ 
びあります。 

P ち全のため、バッテリー端テをゆ 
るめたり外すときは、イグニッショ 
ン位置を0にして、エンジンスイッ 
チからキーを抜いてください。電気 
系部品やオルタネーターを損傷する 
おそれがあります。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取り外してく 
ださい。エンジンスイッチにキーが 
差し込まれているときはわずかに電 
力が消費され、バッテ U —を消耗し 
ます。 

〇バッ テリー端テの取り外し、バッテ 
リーの取りがし、充電、交換について 
は、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場で作業することをお勧めします。 


A 
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バッテリーの位置 


バッテリーは、エンジンルーム内助手 
席側のエアダクト下部に収納されてい 
ます。 



左八ンドル車 


► エアダクトの3力所のクリップ③ 
を外します。 

► エアダクトのを取りがします。 

H ク U ップを外すとさは、けがをし 
ないよラに注意してください。 

〇 エンジン ルー ム内に ブー スター 
ケーブル接続用の端テがあります。 
他車のバッテ U —を電源としてエン 
ジンを始動するとさなどは、ブース 
ターケーブル接続用の端テを使用し 
てください（>362ぺージ）。 

〇バッ テ U —の電圧が低下して、リ 
モコン操作やキーレスゴー操作で 
解錠できないときは、エマージェン 
シーキーで運転席ドアを解錠します 
(1>336ぺージ）。 



①インジケーター 

ケースが黒色で、上面にインジケー 
ターのがあるバッテリーは、バッテ 
U 一液の補充はでさません。 

インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態が適正なとさは黒色 
に、バッテリーの交換が必要なとさは 
白色になります。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで <ださい。 


VRLA バッテリー 


バッテリーのケースが黒色で、上面に 
VRLA-BATTER 丫のラベルびある場合 
は、バッテリー液のレベル点検や補充 
はでさません。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで <ださい。 

点検についてはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 


■か：？ C 9 -吟 
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たとを 


たとさ 


バッテ U —の電圧び低下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ 
リーを電源として始動することびで 
さます。 

ブースターケーブルは、エンジンルー 
ム内助手席側にあるブースターケーブ 
ル専用の [+ ] 端テと卜]端テに接続し 
ます。 

作業を始める前に、必ず(降に記載す 
る説明を読んでください。 

• エンジンと触媒が冷えているときに 
行なってくださし、。 

• バッテリーが凍結しているとさは 
エンジン始動を行なわないで<だ 
さし、 

•救援車のバッテ U —び、 12 V バッ 
テリーであることを確認してくだ 
さし、 

•十分な容量と太さがあり、絶縁さ 
れたクランプを持つブースター 
ケーブルを使用してください。 


A 警告 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動しているとさは、バッテ U —を 
のぞさ込まないでください。万一、 
爆発したとさにけびをずるおそれ 
びありまず。 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動するとさは、バッテ U —を傾け 
ないでください。バッテ U —び爆発 
してけびをするおそれびあ0ます。 


A 警告 

たばこなどの火気を近付けたり、火 
花を発生させたりしないでください。 
バッテ U —び爆発してけびをするおそ 
れびあ0まず。 


■か：？？吟 







パッテリーびあがつたとさ 
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バッ了リーには直接ブースターケー 
ブルを接続しないで<ださい。電気 
装備を損傷するおそれびあります。 

D ェンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

ェンジン始動を2〜3回試みても 
始動でさないとさはメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 

ェンジンを始動でさたとさわ、すみ 
やかにメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でバッテリーの点検を行 
なって< ださし、。 

P 急速充電器によりェンジン始動を 
行なわないで < ださい。 

P ェンジンが暖まっているときは、 
他車のバッテリーを電源として始動 
しないで < ださい。 

P ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているちの 
は使用しないでください。 

P ブースターケーブルがラジェター 
冷却ファンや回転べルトに巻さ込ま 
れないよラにして<ださい。 

P 救援車により接続ち法び異なるこ 
とびあります。接続前に救援車の取 
扱説明書ちお読みください。 


〇 バッテリーが凍結しているとき 
は、乂気を近付けずにバッテリ —全 
体を暖め（50で1^(下）、バッテリー 
液を解凍してからエンジンを始動し 
てください。 

〇バッ テ U —の接続び一時的に断た 
れたとさは、じ(下のよラな作業が必 
要になることびあります。 

• スライディングルーフ*の U 
セット 

• 施錠時のドアミラー格納機能の 
U セット 

• COMAND システムの再設定 

〇 他車のバッテリーを電源としたエ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


始動の方法 _ 

► 自車と救援車が接触していないこと 
を確認します。 

►パーキングブレーキを効かせます。 
► シフトポジシヨンを EF ] にします。 
► 両車の電気装備をすべて停止します。 
► ボンネットを開さます。 


■か：？ C 9 -吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 








左八ンドル車 


► 黒色ブースターケーブルを両車 


► 自車の [+] 端テのカバーのを矢印 
の方向に動かして開さます。 

► 自車のバッテ U —の [+] 端テ③に 
赤色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 救援車のノ くッテ U — ©の [+] 端テ 
⑤にホ色ブースターケーブルの反 
対側を接続します。 

►救援車のエンジンを始動し、アイド 
リング状態にします。 

► 救援車のバッテ U —の [-] 端テ④ 
に黒色ブースターケーブルを接続 
します。 

► 自車のバッテ U —の [-] 端テ®に 
黒色ブースターケーブルの反対側を 
接続します。 

► 自車のエンジンを始動します。 

► ブースターケーブルの接続を外すま 
で、数分間エンジンをかけたままに 
します。 


のバッテリーの [-] 端テからがし 
ます。 

先に自車の [-] 端テ⑤からがし 
ます。 

► 赤色ブースターケーブルを両車 
のバッテリーの [+] 端テから外し 
ます。 

先に自車の [+] 端テ③から外し 
ます。 

► メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場でバッテリーの点検を受けてくだ 
さし、 

► ブースターケーブルを外してから、 
自車の [+] 端テのカバー①を閉じ 
ます。 

► 他車のバッテリーを電源としたエン 
ジン始動は緊急の対応です。メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
でバッテリーの点検を受けてくだ 
さし、。 
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A 警告 

• エンジンびかかっていないとさは 
ブレーキやステアリングの操作に 
非常に大さな力び必要になりまず。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないでくだ 
さし^。 

• ホールド機能び作動しているとさ 
は、車にブレーキびかけられてい 
まず。けん引で車を動かずとさは、 
ホールド機能を解除してください。 

H けん引はでさるだけ避けてくだ 
さし、自走でさなし" i とさは、専門業 
者に依頼して車両運搬車で移送して 
ください。 

〇けん引されるとさは、ゆっくり発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
ください。車を損傷するおそれびあ 
ります。 

〇一般道では 30 km/h (下の速度 
で、距離は 50 km じ(内に限り、けん 
引走行することびでさます。距離 
び 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用してください。卜 
ランスミツシヨンを損傷するおそ 
れびあります。 


Q けん引する距離が長くなるとさ 
は、必ずリアをつり上げてください。 

Q フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引するとさは、必ずイグニッ 
ション位置を0にしてくださし、 
ESP ⑩び作動して接地している車輪 
にブレーキがかかります。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそれび 
あります。 

H けん引されるとさは、キーレスゴー 
スイッチを取り外してエンジンス 
イッチにキーを差し込み、イグニッ 
ション位置を2にしてからシフト 
ポジションを m にします。そし 
て、イグニッション位置を0にして、 
キーは抜かないでください。 

H エンジンを始動でさないとさは、 
他車のバッテリーを電源とした始動 
を試みてください。 

H やむを得ず、他車にけん引してちら 
ラときはじ(降に記載する説明に従い、 
最寄りのメルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に移送してください。 

〇オートマチックトランスミッショ 
ンを損傷しているときは、プ□ぺ 
ラシャフトをがしてけん引してく 
ださい。 

U けん引される前に、バッテリーが 
接続されていて、電圧び低下してい 
ないことを確認してください。イグ 
ニッション位置を2にすることび 
でさないため、シフトポジションを 
[ E じ(がにできなくなります。ま 
た、エンジンび停止していると、ス 
テアリングやブレーキの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 


■か：？ C 9 -吟 
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けん引 


P けん引されるとさは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください 077 
ページ）。車輪が回転すると車び自 
動的に施錠され、車がに閉め出され 
るおそれがあります。 

P けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、じ(下の点に注意してく 
ださい。 

• □ープは両車とわでさるだけ同じ 
側につないで < ださい。 

• □ープの長さは 5 m じ(内とし、 
□ープの中央に白巧 (30 cm X 
30 cm (上）を付けて 2 台の車 
が□ープでつなびれていること 
を周囲に明示してください。 

• □ープに無理な力や衝撃がかから 
ないよラにしてください。 

• けん引フックじ(がには□ープを 
かけないで <ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
注意しなびら車間距離を調整し 
てください。 

• ワイヤー□—プやチェーンを使用 
しないでください。車を損傷する 
おそれびあります。 


けん引フックの取り付け 


けん引フックの取り付け位置 



CLS 350 





CLS 350 AMG スポーツパッケージ / CLS 550 / 
CLS 63 AMG 

フ□ントの取り付け位置 

フ□ントバンノ く一の向かって左側にあ 
ります。 

►カバーのの下部に指をかけて、力 
バーを取り外します。 


■か：？？吟 
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リアの取り付け位置 

U アバンパーの向かってち側にあり 
ます。 

►マーク部を押して、カバー③を外 
します。 

※車種や仕様により、 カバーの 形状や マー 
ク部の位置は異なります。 

けん引フックを取り付ける 


► 車載工具0306、307ページ）か 
らけん引フックを取り出します。 

► 内部のネジ穴に、けん引フックを時 
計回りにまわしてねじ込み、止まる 
まで手で締め込みます。 

けん引フックを取りがず 

► けん引フックを取り外します。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
ます。 

► けん引フックのカバーを取り付け 
ます。 


► イグニッシヨン位置を2にして、ブ 
レーキペダルを踏みなびらシフトポ 
ジシヨンを EE にします。 

► 非常点滅なを点滅させます(>114 
ぺージ)。 

H 距離は 50 km じ(内に限り、けん 
引走行することがでさます。距離 
び 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用してください。 


Q フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引するとさは、必ずイグニッ 
シヨン位置を0にしてくださし、 
ESP ⑩び作動して接地している車輪 
にブレーキがかかります。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそれび 
あります。 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとさにわ使用でさます。 

► イグニッション位置を2にして、 
ブレーキペダルを踏みなびらシフト 
ポジションを EE にします。 

車両運搬車に車を積載したとさ 

► パーキングブレーキを効かせて、 
車が動さ出さないよラにしてくだ 
さい。 

► イグニッション位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► 車両を固定します。 

D 車両運搬車に積載して車両を固 
定するときは、固定□ープをヴス 
ペンションやメンバー部分にかけ 
ないで<ださい。車体を損傷する 
おそれびあります。 


■か：？09-吟 










ヒューズ 


ヒューズ交換についての注意 

電気装備に異常び発生するとヒューズ 
が切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
くなります。 

A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負荷びかか 
り、火災の原因になります。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

U じ^下のよラなときは、ただちにメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 

• ヒューズを交換してもすぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないが、電気 
装備が作動しないとさ 


ヒューズの 位置 _ 

ヒューズボックスはじ(下の場所にあり 
ます。 

• エンジンルーム内運転席側 
• トランクルーム内ち側 


エンジンルーム内運輯席側のヒューズ 
ボックス 

ヒューズボックスを開< 

►停車して、パーキングブレーキを効 
かせます。 

► すべての電気装備を停止します。 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► ワイパーび停止位置になっているこ 
とを確認します。 

A 警告 

エンジン ルーム 内の ヒューズ ボック 
スを点検ずるとさは、必ずワイパー 
を停止し、イグニッシヨン位置を0 
にして、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。ワイパーび作動ず 
るとけびをずるおそれびあります。 


► ボンネットを開さます。 



左八ンドル車 


► カバーのに水分や汚れび付着し 
ているとさは、巧などでなさ取り 
ます。 

► 左八ンドル車は、 ホース ③を カバー 
ののクリップから取り外します。 


■か：？？吟 
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► 2 力所のフック③を外します。 

►前方に向けてカバーを取り外し 
ます。 

※ち八ンドル車のヒューズボックスは、エ 
ンジンルームに向かって左側にあります。 

P ヒューズボックスのカバーを取り 
外したとさに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよラにして 
ください。 

ヒューズボックスを閉じる 

►ヒューズ ボックス カバーのシー 
ル部が正しい位置にあることを 
確認します。 

►後部から先に、カバーをヒュー 
ズボックスに取り付けます。 

► フック⑤でカバーを固定します。 

►左八ンドル車は、ホース③をカバー 
ののクリップに取り付けます。 

► ボンネットを閉じます。 

トランクルーム内ち側のヒューズボッ 

クス 



► トランクを開さます。 

►カバーのの上部を持ち、下方に取 
り外します。 


ヒューズを交換ずる _ 

► 停車します。 

► すべての電気装備を停止します。 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当するヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外します。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（溶断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換します。 


ヒュースー覧 


エンジン ルーム 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置 名 

1 

25 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

2 

30 A 

セントラル□ック、アンビエン 
トランプ、柔降用ランプ、ドア 
ホ色灯、ドアミラー、キーレス 
ゴ ー 、ドアウインドウ、前席シー 
卜調整、スイッチ照明 

3 

30 A 

セントラル□ック、アンビエン 
トランプ、乗降用ランプ、ドア 
赤色な、ドアミラー、キーレス 
ゴ ー 、ドアウインドウ、前席シー 
卜調整、スイッチ照明 

4 

20 A 

燃料ポンプ 

5 

7.5 A 

メーターパネル 

6 

10 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ⑧、 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料ポンプ、スターター 

7 

20 A 

スターター、エンジンエレク 
卜□ニクス 

8 

7.5 A 

エァバッグ 


■か：？ C 9 -吟 
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ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置 名 

9 

15 A 

12 V 電源ソケット（前席） 

10 

30 A 

ワィパー 

11 

7.5 A 

COMAND ディスプレイ、ナ 
イトビユーアシストプラス 

12 

7.5 A 

エアコンディショナー 、 AIR 
マティックサスペンション、 
パークト□ニック、電動ブラ 
インド、運転席シートヒー 
ター、助手席シートヒーター、 
シートベンチレーター、ス 
イッチ照明 

13 

7.5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ®、 

ホーン、マルチファンクショ 
ンステアリング、方向指示灯、 
ウインドウウォツシヤー、ワ 

イパー、音声認識機能 

14 

7.5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

15 

7.5 A 

エァバッグ 

16 

5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ®、 

オートマチックトランスミッ 
ション、電話 

17 

30 A 

自動防眩機能、レーンキーピ 
ングアシスト、ルームランプ、 
ナイトビユーアシストプラ 
ス、ランプセンサー、バニティ 
S ラー照明、レインセンサー、 
読書灯、スイッチ照明、スラ 
イディングルーフ 

18 

7.5 A 

ランプスイッチ、非常点滅好、 
へッドランプ照射角度調整 

19 

20 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料ポンプ、イグニッション 
□ック、スターター、ステア 
U ング□ック 

20 

40 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ⑩ 

21 

7.5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ⑧、 
エアバッグ、ブレーキラン 
プ、グ□ーブボックスランプ、 
チヤイルドセーフティシート 
検知システム 

22 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

23 

20 A 

エンジンエレク h □ニクス、 
燃料ポンプ 

24 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

25 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 



ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置 名 

26 

20 A 

COMAND システム、音声認 
識機能 

27 

7.5 A 

エンジンエレク h □ニクス、 
燃料ポンプ、イグニッション 
□ック、スターター、ステア 
U ング□ック 

28 

7.5 A 

メーターパネル 

29 

10 A 

へッドランプ照射角度調整 

30 

10 A 

へッドランプ照射角度調整 

31 

15 A 

ホーン 

32 

40 A 

エンジンエレク S □ニクス 

33 

10 A 

オートマチックトランスミッ 
ション、エンジンエレクト □ 
ニクス 

34 

7.5 A 

燃料ポンプ 

35 

5 A 

オプション 

36 

7.5 A 

レーンキーピングアシスト、 
ナイトビューアシストプラス 


トランクルーム 


ヒューズ 

番号 

アンペア 装置 名 
数 

37 

5 A エアバッグ 、 NECK PRO ア 

クティブヘッドレスト、 PRE ¬ 
SAFE ® 

38 

15 A ウインドウウォッシャー 

39 

30 A アンビエントランプ、棄降用ラ 

ンプ、ドア赤色好、セントラ 
ル□ック、キーレス3—、ド 
アウインドウ、スイッチ照明 

40 

- 未使用 

41 

30 A アンビエントランプ、棄降用ラ 

ンプ、ドア赤色灯、セントラ 
ル□ック、キーレスゴー、ド 
アウインドウ、スイッチ照日月 

42 

25 A 燃料ポンプ 

43 

5 A オプション 

44 

30 A マルチコント□—ルシート 

バック、前席シート調整 
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7.5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ⑧、 

才ートマチックトランスミッ 
ション、診断ソケット、余熱 
ヒータ—.ベンチレーション 

74 

15 A 

キーレスゴー 

75 

20 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
余熱ヒーター-ベンチレー 
ション 

76 

15 A 

12 V 電源ソケット（後席） 

77 

- 

未使用 

78 

7.5 A 

メディアインターフエース 

79 

- 

未使用 

80 

5 A 

パークト□ニック 

81 

- 

未使用 

82 

7.5 A 

前席シートヒーター、前席 
シートベンチレーター 

83 

7.5 A 

パーキングアシストリア 
ビューカメラ、 V に S / ETC 

84 

5 A 

パーキングアシスト U ア 
ビューカメラ、 COMAND シ 
ステム 

85 

7.5 A 

COMAND システム 

86 

- 

未使用 

87 

- 

未使用 

88 

15 A 

オート7チックトランスミッ 
ション、エンジンエレクト □ 
ニクス 

89 

30 A 

燃料ポンプ 

90 

40 A 

エンジンエレクト□ニクス 

91 

10 A 

ECO スタート/ストップ 

92 

15 A 

オプション 


(2010-04-16 - A 212 584 69 81) 


〇 ヒューズ配置表（英文）は、車 
載工具にち収納されています。 
ヒューズ配置表にはヒューズ容量 
わ記載されてし''ます。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のちので、予告な<変更されること 
があります。 


45 

30 A 

マルチコント□ールシート 
バック、前席シート調整 

46 

7.5 A 

アンテナモジュール、盗難防 
止警報システム、セントラル 
□ック、キーレスゴー、けん 
引防止警報 

47 - 

未使用 

48 - 

未使用 

49 

40 A 

U アデフォッガー 

50 

50 A 

PRE - SAFE ® 

51 

50 A 

PRE - SAFE ® 

52 - 

未使用 

53 - 

未使用 

54 - 

未使用 

55 

7.5 A 

エンジンエレクト□ニクス 

56 - 

未使用 

57 

7.5 A 

ルームランプ 

58 - 

未使用 

59 - 

未使用 

60 

30 A 

マルチコント□ールシート 
バック 

61 

40 A 

キーレスゴー、自動開閉トラ 
ンク IJ ッド 

62 

25 A 

マルチコント□ールシート 
バック、前席シート調整、ス 
テア U ング調整 

63 

25 A 

後席シートヒーター 

64 

25 A 

マルチコント□ールシート 
バック、前席シート調整 

65 - 

未使用 

66 

7.5 

エアコンディショナー 

67 

40 A 

COMAND システム、ヴウン 
ドシステム 

68 

15 A 

AIR マティックヴスペンショ 
ン 

69 

25 A 

COMAND システム、ヴウン 
ドシステム 

70 - 

未使用 

71 

15 A 

ライター、 12 V 電源ソケット 
输席） 

72 

15 A 

オプション 


I 
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純正部品/純正アクセサリー、車両の電子制御部品について 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意しています。 

純正部品は厳格な基準により品質管理 
されています。点検や整備、修理のと 
さは、必ず純正部品を使用してくだ 
さい。 

アクセサリーにつし"!ても 、 Daimler 
AG またはメルセデス*ベンツ日本株 
式会社び指定する製品だけを使用して 
ください。 

A 警告 

どんな場合でち、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用ずる部品には、純正部品!;^外のを 
のを使用しないで < ださい。事故や 
故障の原因になりまず。 

平環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進ずるため、 U サイクル部品を積 
極的に導入していまず。 

〇 純正部品外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合び生じても、保証を適用で 
さないことがあります。 


車両の電子制御部品について 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、メルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なってください。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ずメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。車両の安全性に影 
響を与えるおそれびあります。 

〇電子制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などのメンテナンス作業は、 
必ずメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品が通常より早<摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
ます。 

〇車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になります。また、関連す 
る他の装備にわ悪影響を与えるおそ 
れびあります。 

D 車載無線機など電装アクセヴ U — 
を装着するとさは、メルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に相談してく 
ださい。装着ち法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響を与 
えるおそれびあります。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になります。 


み II P 
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pii (下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテン シヨ ナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
ニットやセンサー類び取り付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や飯 
金作業などを行なラと、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれび 
あります。 

• ドア 

-ピラー 付近 
-サイドシル付近 
•シート 

• ダッシュボード 
• インストルメントパネル 
• センターコンソール 
• エアバッグ収納部 
• シー トベルト 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場におたずねください。 


ビークルプレート 


純正部品をま文するとさに車台番号や 
エンジン番号などび必要になることび 
あります。車台番号やエンジン番号な 
どは図の箇所に記されています。 


ニューカープレート 



運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー下部に、車台番号およびカラー 
コードなどを P 己載したニューカープ 
レートのび貼付されています。 


み II P 
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ビークルプレー 



ち側前席下部のフレームに車台番号 
③び打刻されています。 

車台番号を確認ずる 

► ち側前席をちっとち後方の位置にし 
ます。 

► フ□アマットのをめくります。 

車台番号③び確認でさます。 



ボンネットの裏側に、オプションコー 
ドを記載したオプションコードプレー 
卜①び貼付されています。 


エンジン番号 

エンジンブ□ック左側後ちにエンジン 
番号が打刻されています。 


み II P 


詳し<はメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 











オイル•液類/パッミ 


オイル•液類/バッテリー 


オイル-液類に関ずる注意 _ 

オイル*液類には(下のものが含まれ 
ます。 

• 燃料（ガソリンなど） 

• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイ Jk 
ノ くワーステア U ングオイルなど） 

• ウォッシャー液（[>275ぺージ） 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはメルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
てください。 

詳しくは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

" 燃料やエンジンオイルの添加剤 
は、純正品または承認されている製 
品のみを使用してください。エンジ 
ン内部の摩耗び進んだり、エンジン 
を損傷するおそれがあります。故障 
び発生したとさは、保証の適用がに 
なります。 

〇 指定品(がのオイル*液類を使用 
したときは、該当箇所だけでなく関 
連箇所に不具合が生じてわ、保証を 
適用でさないことがあります。 


A 警告 

オイル•液類を保管するとさは、関 
連する法律に従ってください。また、 
火気の近くには保管しないでくだ 
さい。 

オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。 

オイル-液類び目や粘膜、傷に触れ 
ないよラにしてください。万一目に 
入ったり皮膚に付着したとさは、た 
だちに清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けてください。 

9 環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


燃料 


A 警告 

燃斜は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火気を近付けた 
り、近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油ずる前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃斜び皮膚や衣類に触れないよラに 
ミ主意してください。 

燃料び皮膚に直接触れた0、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えまず。 
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オイル•液 類/バッテリー 


車種 

燃料タンク容量 

全車 

約80尼 


車種 

警告な点!打時の残量 

CLS 350 

CLS 550 

約9尼 

CLS 63 AMG 

約14尼 


H 軽油を給油しないでください。少 
量でわガソリンと軽油び湿じると燃 
料系部品やエンジンを損傷するおそ 
れびあります。 

H 指定(外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用すると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、乂災び発生す 
るおそれがあります。指定(がの燃 
料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の適用外になります。 

燃料消費について 

(下のよラな状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温が非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行するとさ 

9 環境 

C 02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となります。 

おだやかな運転をびけ、定期的に 
点検•整備を行なラことにより、 C 02 
排出量を最小限に抑えることびでさ 
ふ9 〇 


H エンジンオイルは、使用している 
間に汚れたり劣化するだけでな<、 
消費され減少します。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給ちしくは 
交換してください。 


エンジンオイル容量 


車種 

容量 

CLS 350 

約 6.5 尼 

CLS 550 

約 8.5 尼 

CLS 63 AMG 



〇 容量は、オイルフィルター分を含 
む交換時の数値です。 


使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 


燃料タンク容量 


エンジンオイル 
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オイル•液類/パツミ 


オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランスミッションオ 

イルの交換については、別冊「整備手 

帳」をご覧ください。 

〇オートマチックトランスミッショ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランスミッション内部の 
摩耗が進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれびあります。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の適用外になります。 

U オートマチックトランスミッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、卜 
ランスミッションの作動に異常を感 
じたときは、メルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


ブレーキ液 _ 

定期的にメルセデス.ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をしてください。詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 警告 

ブレーキ液を補給ずるとさは、ゴミ 
や水分びリヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなゴミでち、ブレーキび効かな< 
なるおそれびあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化します。劣 
化した状態で使用ずると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックび発生ずる 
おそれびあ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰し 
て気泡び発生し、ブレーキペダルを 
踏んでを圧力び伝わらず、ブレーキ 
び効かな < なる現象のことでず。 
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積載巧物の制限重量、トランクを開いたときの高さ 


①トランクをいっぱいまで開いたとさの 
局さ 

トランクをいっぱいまで開いたとさの 
高さは、じ(下のよラになります。 

® 1772〜 1788 mm 

〇 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やヴスペンションの状態などに 
より、数値び異なります。 


電圧 

12 V 

容量 

70 Ah / 80 Ah / 95 Ah 


《バッテ U —の容量は、予告な<変更されミ 
とびあります。 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用します。 

車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37む 

約55% 

- 45ご 


n 不凍液の濃度は約50%から約 
55%の間にしてください。濃度を 
約55%じ(上にすると、冷却性能び 
低下します。 


車載ノ（ッテリーの電圧/容量 


冷却水は時間の経過ととちに劣化し 
ますので、整備手帳に従い定期的に交 
換してください。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給び必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して<だ 
さし、。 


〇 ルーフの 制限重量には、 ルーフ ラッ 
クやアタッチメントの重量わ含まれ 
ます。 


不凍液の濃度 


バッテリー 


冷却水 


車種 

ルーフ 

トランク 

全車 

100 kg 

100 kg 




トランクを開いたときの高さ 


積載荷物の制限重量 
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タイヤとホイール 
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タイヤとホイール 


n タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

ABS や ESP ⑩などの装備は、純正 
品および承認された製品を使用する 
ことで効果び発揮されます。 

純正品および承認された製品(がの 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、安全性の保証はでさません。 

D 純正品および承認された製品(外 
のタイヤやホイールを装着した場合 
は、車両操縦性や騒音、燃料消費 
などに影響を与えるおそれがあり 
ます。また、指定されたサイズじ(外 
のタイヤやホイールを装着すると、 
フェ ンダーの内側やサスペンション 
などに接触し、車やタイヤを損傷す 
るおそれびあります。 

H 再生したタイヤを装着した場合、 
安全性の保証はでさません。 

〇大□径のホイールを装着したとさ 
は、路面状況び悪いとさに乗り/こ\地 
び悪くなることがあります。また、 
障害物を乗り越えたとさの快適性わ 
低下し、ホイールやタイヤを損傷す 
る危険性わ高まります。 

H タイヤまたはホイールのサイズが 
前後で異なる車種は、タイヤ □一 
テーシヨンを行なわないでくだ 
さし、。 


〇 左ちには必ず同サイズのタイヤ/ 
ホイールを装着してください。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤな 
ど、異なる種類のタイヤを同時に装 
着しないでください。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 
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タイヤとホイール 


"19 インチタイヤ/ホイール装備車の標準タイヤ/ホイールにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

オプションまたは仕様により、じ(下のタイヤ/ホイールび装着される場合があ 
ります。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

前後輪 

245/45 R 17 

8.5 J X 17 

34.51 Tim 

前後輪 

255/40 R 18 

8.5 J X 18 

34.51 Tim 

前輪 

後輪 

255/40 R 18 

285/35 R 18 

8.5 J X 18 

9.5 J X 18 

34.51 Tim 
48 mm 

前輪 

後輪 

255/35 R 19 

285/30 R 19 

8.5 J X 19 

9.5 J X 19 

34.51 Tim 

48 mm 

前輪 

後輪 

255/35 R 19 

285/30 R 19 

9.0 J X 19 

10.0 j X 19 

37 mm 

47 mm 


H 285/35 R 18 および 285/30 R 1 9 のタイヤを装着したときは、スノーチェー 
ンを装着 しないでください。 


車種 


タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

CLS 350 

前後輪 

255/40 R 18 

8.5 J X 18 

34.51 Tim 

CLS 350 

AMG スポーツパッケージ 

前輪 

後輪 

255/35 R 19 

285/30 R 19 

8.5 J X 19 
9.5 J X 19 

34.5 mm 

48 mm 

CLS 550 

前輪 

後輪 

255/35 R 19 

285/30 R 19 

8.5 J X 19 
9.5 J X 19 

34.51 Tim 

48 mm 

CLS 63 AMG 

前輪 

後輪 

255/35 R 19 

285/30 R 19 

9.0 J X 19 
10.0 J X 19 

37 mm 

47 mm 


標準タイヤ 
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タイヤとホイール 


ウィンタータイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

CLS 350 

CLS 350 

AMG スポーツパッケージ 

前後輪 

245/45R17 

8.5J X 17 

34.5mm 

前後輪 

255/40R18 

' 8.5J X 18 

34.51 Tim 

CLS 550 

前後輪 

255/40R18 

8.5J X 18 

34.5mm 

CLS 63 AMG 

前輪 

後輪 

255/35R19 

255/35R19 

9.0J X 19 
9.5J X 19 

37mm 

52mm 


前輪 

後輪 

255/35R19 

285/30R19 

9.0J X 19 
10.0J X 19 

37mm 

4/mm 


y CLS 63 AMG の後輪に、 285/30R1 9 のホイールを装着したときは、スノー 
チ エーンを装着しないで ください。 

〇 ウィンタータイヤのサイズは Daimler AG び指定するもので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
があります。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


応急用スペアタイヤ 


B 応急用スペアタイヤにスノーチェーンを装着しないでください。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

空気圧 

CLS 350 

CLS 550 

T155/60R18 

4.5B X 18 

36mm 

4.2bar/60psi 

/420kPa 

CLS 63 AMG 

175/50R19 

6.5B X 19 

1 4mm 

3.5bar/51 psi 
/350kPa 
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対象モデル 


CLS 350 B 山 eEFFICIENCY 
CLS 550 B 山 eEFFICIENCY 
CLS 63 AMG 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説日月書の内容は、2011年8月現在のちのでず。 





総輸入元 

メルセデス-ベンツ曰本が式を社 


干 106-8506 東京都港区六本木一 T 目9ま9号六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 
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